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プロローグ







　四つ目の選択肢が見えていた。

　導き手ナビゲータに言われるまま、同類と戦い続けるのでもなく。

　導き手ナビゲータに反抗し、ただ戦いを忌き避ひし続けるのでもなく。

　導き手ナビゲータを殺し、永遠に自分自身の姿を失うのでもなく。

　ただの人間との関わりにおいて見出される──第四の道。

　ぼくはおそらく以前から知っていた。見て見ぬふりをしていただけなのだろう。しかしそれを眼前に見てしまった今となっては、もう目を逸そらすことなどできるはずがない。

　その哀かなしすぎる選せん択たくを全肯定はしない。

　けれど、認めざるを得なかった。効果的で、魅み力りよく的てきで、一考に値あたいする選択だと。

　だからぼくは聞いておかなくてはならなかった。

　もしその道を選んだ場合、はたしてぼくにはそれを遂すい行こうする手段があるのだろうか？

　確たしかめるために、ぼくは眼前に横たわった魔ま女じよの死体が目覚めるのを待ち続ける──




　以前の事故とは違う、自分の意志で、自分の都合で、ただ純粋に人間を殺した砧きぬた川がわ冥めい子この目が、ゆっくりと開く。罪深い罪人の瞳ひとみは潤うるんでいた。おそらくは、ぼくと同じに。

「無む茶ちやするなよ」

「……ごめんなさい」

　いつもの言葉。それにぼくが溜ため息いきを返すのもいつも通り。

　ここからは、いつもと違う。

　再びの嘆たん息そくを皮切りに、ぼくは静かな言葉を発する。

「なぁ砧川。もし。もし、だぞ──」

「……はい」

「もし、ぼくが──」

　ひとごろしの砧川の目を、見続けて。

　ひとごろしのぼくが、問う。

「──ぼくがお前に、殺してくれ、って頼たのんだらどうする？」




　それが、真しん紅くで彩いろどられた悪夢の夜の、終わる光景。
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　　　　１




　この黙もく示し録ろくに始まりはない。

　なぜなら、ただ一言で言ってしまえば──

　蘭乱爛崎寝々という正義の味方が巻き起こした騒乱は、終わってなどいなかったからだ。




　　　　２




　心の中で数を数え、呼吸を整ととのえる。一。二。三。その間に目元も拭ぬぐっておく。

　そして平静に戻る準備が整った瞬しゆん間かん、ぼくはクワッと目を見開いて地面を横に転がった。

「ちょえーい！」

「きゃ!?」

　いきなりの奇声はイニシアチブを取るためだ。フフ、目もく論ろ見みは成功している。魔ま女じよ姿の砧きぬた川がわは地面にしゃがみ込み、まるで子犬か何かを撫でるように手を浮かせた姿勢のまま、こちらに向けてぱちくりと怪け訝げんな瞬まばたきを見せていた。ぼくはできるだけ余裕が見えるように立ち上がり、

「さて──今、何かあったのだろうか。ぼくは猛烈な腹痛に襲おそわれて五分ばかり蹲うずくまってただけなわけだが」

「え……え？　おなか痛いんですか、宵よい本もとくん？」

「……うほん。その間に何やらぼくの髪とか頭をえらく物質的な風が撫なでまくってたような気もするが、きっと錯さつ覚かくだな。錯覚だ。そうに決まっている」

　口をへの字にしながら言う。それからじーっと砧川を見つめてやると、そこでようやく合点がいったのか、砧川はくすりと鼻息を漏らして頰ほおを緩ゆるめた。浮かせていた手を引っ込めつつ、不ふ思し議ぎなこともあるものですねぇ、などとやけに嬉うれしそうに言う。

　くそう、不覚だ。一生の（終わってるけど）不覚だ。今あったことは忘れよう。

　無む性しように気恥ずかしくなり、ぼくは砧川の笑え顔がおから視し線せんを退たい避ひさせる。

　天てん上じようの光こう輝きに照らされるだけの山は静かだ。つい数十分前まで、幼女の巨人という矛む盾じゆんした存在が暴あばれ回まわっていたとは思えないほど。周囲に立ち並ぶ木々のせいか、それとも子こ守もり唄うたじみた葉ずれの音しか聞こえないせいか、遠大な空間には不釣合いな閉へい塞そく感かんがあった。ただしそれは不快ではない。唄の聞こえる閉所は眠りを誘う。揺ゆり籃かごのように──棺かん桶おけのように。

　ぼくはすぐ近くに横たわる金髪女性の寝顔を見た。ああ……いいだろう、こんなときくらい欺ぎ瞞まんしても？　もう二度と、彼女に対してこの欺瞞を使うことはできないのだから。レンテンシア・イズラデリというただの人間の顔を見ることができるのは、あと僅わずかの時間だけなのだ。

「埋めて……やんないとな」

　呟つぶやくと、砧きぬた川がわも哀かなしそうに瞳ひとみを細めて首しゆ肯こうした。

「そうですね。家とか故郷とか、わかってれば、よかったんですけど……」

「わかってても、どうにもならないさ。たまに花でも供そなえて勘弁してもらおう」

　砧川の頭の上で、魔ま女じよ帽ぼう子しの顔が醜みにくく歪ゆがんだ。大きな鼻息を一つ。

「ふん。その、『死者を悼いたむ』感情とやらは儂わしにはどうも理解できぬな。語ろうと泣こうと土の中の白骨には届きはすまい。何の意味があるのじゃ」

「……やっほう、凄すさまじく人じん外がいらしい台詞せりふだ安心したぜ死ね。あ、ちょっと声が届くかどうか確たしかめたいんで今度お前を本格的に埋まい葬そうしてみてもよろしいですかね帽子様？」

「かか、そのような大役は儂には荷が重い。若者に譲ゆずろう。よって貴き様さまが埋まれ──なに、穴は儂が用意してやる。身体からだがあれば貴様を喜ばせるために上から小便の一つでも引っ掛けてやるのじゃが、仕方ないな。代わりにメイコにやらせよう。イヒャヒャヒャ！」

「ぜ、絶対やりませんし!?」

　砧川が頭の上で拍手するように掌てのひらを打ち合わせ、それに挟まれた帽子がまた耳みみ障ざわりな笑しよう声せいをあげて身をよじった。一人ひとり漫才みたいで間抜けすぎる。

「まぁ、その女の抜ぬけ殻がらは埋めようが焼こうが犯そうが好きにしろ。それよりも……小僧、忘れてはおるまいな？」

「何をだよ」

「順番を。食卓に並ぶとは予想外じゃったが、エルフの根源闇滓ルート・アンシイは貴様が奪いおった。ま、それは良しとして──ならば、当初の目的、貴様が喰らうはずじゃったあのドゥオーフの根源闇滓は誰に与えられるべきなのかな？」

　人外の貪どん欲よくさが不快で、ぼくは小さく舌を鳴らした。胸元に引っ掛かっていた携けい帯たい電話を持ち上げ、液晶画面を眺める。そこにいたブルマ少女画像は眠たげな瞳で微かすかに頷うなずき、

『隔かつ靴か搔そう痒よう。が、認めざるを得ない』

　と文章を表示した。エベネゼルが同意したのならばぼくも文句を言う理由はない……アヴェイラーズを喜ばせることだけはなんとなく気に食わないが。

「……わかったよ。やるならさっさとやるといい。レンテンシアの隣となりに埋めるのはどうかと思うが、どうせ寝ね々ねもどこかに埋めなきゃならんし──」

　ぼくはそこで言葉を止めた。止めざるを得なかった。

　木と草が大きく揺れる音が聞こえたのだ。

　それ自体は不ふ思し議ぎではない。だからそのとき、ぼくの中にはただ違和感だけがあった。撫なでるような夜風の強さは変わりないのに、どうして突然そんな音が聞こえたのか。因果関係がわからない。それはまるで、何かが林から飛び出てきたみたいじゃないか──

　違和感をその答えに結びつけるまでの数秒が、致命的。

　音の発生源を見やる。草葉の揺れる残ざん滓しだけそこにはあった。慌てて視し線せんを動かすと、近くで夜が動いている。放置していた寝ね々ねの死体の傍そばで、人ひと影かげが動いている──

　そして。ぼくは、この夜がまだ終わってはいなかったことを知る。

　気き紛まぐれな月明が木々の間を擦すり抜ぬけた刹せつ那な、ぼくの目に飛び込んだのは。

　見覚えのある人物が寝々の死体を担ぎ上げ、脇目も振らずに再び林に走り込む姿だった。




「なっ……！」

　震ふるえて、止まる。唇。心しん臓ぞう。肺。言葉。思考。ぼくを形成する全すべての車しや輪りんが。

　見た、ものが、信じられない。ありえない。ありえるはずがない。

　あいつがこんなところにいるはずはない！

「今の、は──よ、宵よい本もとくんっ！」

「ち。顕化アピアランスしておらんのか──闇滓アンシイは一般人並みじゃ、そのせいで見過ごしたわ！　追え、メイコ、小僧！　折せつ角かくの根源闇滓ルート・アンシイ、横から搔かっ攫さらわれてなるものか！」

　ドルイドの複製影人イミテーターのような偽にせ者ものだと思いたい。誰だれかが変装して成りすましているだけだと思いたい。可能性はいくらでもある。しかし、見てしまったのは、事実だ。あいつの顔を。

　俯うつむいた視し線せんが、携けい帯たいに表示されたエベネゼルの顔と『漁ぎよ夫ふ之の利りは許さず』という文字を捉とらえる。こいつら人じん外がいの理由はともかく──そうだ、とにかく、確たしかめねば！

「……とりあえず追いかけるぞ、砧きぬた川がわ！　見失うな！」

　状況がわからないまま姿を変えるのに多少の抵抗はあったが、今後のことまで考えている暇ひまはない。銀髪の女へと変身──顕化アピアランスし、ぼくは放り出していた椅い子すを摑つかんで林に跳び込んだ。砧川も背後を追走してくる。足あし下もとの草を乱らん暴ぼうに踏みつけながら、ぼくはただ暗くら闇やみに溶け込もうとする背の低い影を追いかけた。頰ほおや腕が木の枝で傷つけられるが、気にしてはいられない。

　林の中を数分疾しつ走そうすると、次第に先を行く背中との距きよ離りが縮ちぢまってきた。スタートダッシュのアドバンテージがあるとはいえ、向こうは幼女の身体からだを肩に担かついでおり──加えて、決して人並み以上に体力のある人間ではない。小こ柄がらな、中学生じみた矮わい軀くの、男子高校生だ。

　このままのペースで行けば、あと数十秒で追いつける──そう思ったとき、不意に影の足が止まる。それに釣られるようにしてぼくの疾しつ走そうも停止した。

　十メートルほど先にある背中は動かない。こちらを振り向かない。

　数秒遅れで、砧川がぼくの横に立つ。どうしますか、とでも言いたげに彼女はぼくの顔を横から見上げた。だが、それにぼくが何かを答えるよりも早く──

「……闇滓アンシイじゃと？　気をつけろ、何か来おるっ！」

　アヴェイラーズが叫んだ通り、闇の数が一つ増えた。横手から、軽自動車ほどもある巨大な物体が高速で飛び込んできたのだ。無む論ろん、そこは木立。自動車などではありえない。つまりそれは、小回りの効く制せい御ぎよ性せいと柔軟性を持った──軽自動車サイズの生物だった。

　そこまで認にん識しきした瞬しゆん間かん、その生物の進路上にいた砧川が宙へと浮かび上がる。

　箒ほうきで飛行した？　違う、もっと簡かん単たんな手段だ。脱力し、人形のようにだらんと四肢を伸ばし、首筋から粘ねばる液体を多量に零こぼして空を飛ぶ方法。

　その首筋に嚙みついた巨大な狼の跳躍に、ただ引き摺られただけ。真しん紅くの瞳ひとみを輝かがやかせる頭が並列に三つあり、割れた尻しつ尾ぽの間にも凶悪な牙きばが生えており、四肢に挟まれた部位に昆虫と人間の手を掛け合わせたような二脚があるものを狼おおかみと言ってしまっていいものかは知らないが。

「き──砧きぬた川がわっ！」

　椅い子すの背板を摑つかむ手に力を込めるが、既すでにその奇怪な狼はぼくの頭上を軽々と跳び越していた。着地点は人ひと影かげのすぐ傍そば。獣けものがそこに着地するのがわかっていたかのように、人影は一挙動でその背中に飛び乗った。そして黒狼は人としてありえない方向に首を捻ねじ曲げた砧川を咥くわえたまま、さらに跳ちよう躍やくする──ふざけるな、そいつは駄だ賃ちんとしては高すぎる！　慌ててぼくは背の翼つばさを広げるが、それ以上に逼ひつ迫ぱくした様よう子すでアヴェイラーズが叫んだ。

「ええい、ここで連れ去られては終わるぞ!?　メイコ、首の血じゃ、なんとかせい！」

　その声が効いたか、微かすかに──本当に微かに、血の気の失うせた砧川の唇が動く。

「ぁ……ぅぁ、は……《赤液はライフラインズ・無形の鞭刑へとウイツプ・捧ぐフオルムレスネス》……っ」

　砧川の喉のど笛ぶえは完全に狼の牙に囚とらわれており、それは決して声ではなかった。空気を絞しぼり出した、聞こえるか聞こえないかの囁ささやきにすぎなかった。けれども、代償魔術ペインマジツクという名の機き構こうはそれでも慈じ悲ひ深ぶかく彼女の意志を受じゆ諾だくする。

　砧川の首から滝のように零こぼれていた血流が、ぴくりと動いた。すると瞬しゆん時じにして血の滝が帯と化してうねり、近くの木の根元に乱雑に絡みつく──それはまさに命いのち綱づなだ。巨大な獣の跳躍を無理に阻そ害がいした衝しよう撃げきが幹みきを揺らす。血液の変じた鞭むちは張力によって直ちよく線せん化か。掃そう除じ機きのコードのように砧川の首から新たな鞭むち紐ひもが引き出される。砧川の震ふるえる手が手元の赤紐を摑つかむのと、動きを阻はばまれた狼が苛いら立だったように空中で頭を振るのは同時だった。こきん、と軽々しい音を立て、相反する二つの力の接点──砧川の首がさらに捻れる。その目から完全に焦点が失われた。鞭を摑んでいた手から力が抜け、狼が満足したような鼻息を鳴らし──

　そこで獣は砧川を口から放り出した。

　翼つばさで飛行し、椅子を大きく振りかぶっている至近の存在──つまりはぼくに気付いたのだ。

「でぇぇぇぇいっ！」

　手て応ごたえはなかった。砧川を放棄した六ろく肢し三さん頭とうの狼は身軽に黒の毛並みを捻り、ぼくの攻撃を回かい避ひ。反撃してくることはなく、自由落下にて再び逃亡を開始する。

　そのとき、時が止まったかのように。一瞬、ぼくと、狼の背に乗る人影の視線が合った。

　皮肉げに笑っていた。いつものように──

「ま……待てっ！　お前、お前っ……！」

　人影は答えない。獣も止まらない。着地した狼は僅わずかの逡しゆん巡じゆんも見せず林の中に滑すべり込み、完全に夜と同化した。音も、気配けはいも、消える。

『闇滓アンシイで形成された仮想生物、のようなものと推定。感知はできている。だが疾しつ風ぷう迅じん雷らい、追うつもりならば猶ゆう予よはない』

「いや……今追うわけにもいかないだろう。砧きぬた川がわをほっぽっとくとまた拉ら致ちされかねん」

　ぼくは携けい帯たいに見える文字と画像に対して呟つぶやき、ゆっくりと地面に降り立った。魔ま女じよは落下したときの姿勢のまま、微かすかに全身を痙けい攣れんさせている。肉が蠢うごめく喉のどに血泡が生まれた。

「……かっ……は──ご、ごめ、ご……なさい……」

「喋しやべんな。つーかお前、くそ、どっち向いてやがる……戻したほうが早く治るな。一いつ瞬しゆんだけ我慢しろよ」

　ぼくは砧川の頭を摑つかみ、一呼吸おいてから思いきり捻ひねった。発狂しそうな音と感触。最悪だ。

「──ぁっ!?　ひ──」

　正しい死にかけの死体に、砧川は戻る。あとは治るのを待つばかりだ。空くう虚きよな脱力感が湧わき上がり、ぼくはその場に腰を下ろした。もう何をする気にもならない。

「今のは……もしや……？」

　アヴェイラーズは砧川の頭の上で夜空を見つめ、ぶつぶつと何かを呟いていた。だがそれもどうでもいいことだ。

　ぼくは今、何を見たのか。何が起こったのか。ただそれだけが頭にあった。

　何者かが隙すきを窺うかがっていた。ぼくたちの戦いを傍ぼう観かんし、漁ぎよ夫ふの利りを狙ねらっていた何者かが。

　それを想像していなかったのは油断としか言いようがない。だが──

　ぼくは目を閉じる。その何者かが、どうしてあいつでなくてはならないのか。

　最悪を考えたくない。見たものをそのまま認めたくない。

　だからぼくは、偽にせ者ものに決まっていると、ただそれだけを考えて胸中を空転させ続けていた。




　　　　３




　周囲は今日きようも平へい穏おんだ。『普通』に平穏だ。いかなる異常を内包していてもこんな感じに見かけの平穏を維持し、「別におかしいところなんてありませんよ」と厚こう顔がん無む恥ちに言いきれるような能力があるのなら、きっと地球は政治家に向いている。

「……はい、それではですね、今日は教科書の百二十ページ──えと、百ひやく人にん一いつ首しゆのところに入ります～。まぁ皆さんも知ってる通り、日本古来のカードゲームのようなものですが……」

　本日の六時間目は古文の授業。教卓では背の低さに似合わないスーツを着込んだ二に井い原はら小こ鳩ばと先生が教科書を捲めくっている。不必要に目を近付けて読むのが彼女の癖くせで、今もその童どう顔がんは教科書の背表紙に隠れていた。その上に見えるセミロングでふわふわした髪は無秩序に毛先を跳ねさせているが、頭の後ろでは適当に縛しばって纏まとめられている。耳の横にも一房が束たばねられて垂れていて、そのヘアゴムの飾りがドクロマークだという素す晴ばらしいセンスの持ち主だ。そのセンスを肯定的に評価しているのはおそらくぼくだけだろうが、出席を取って早々話を脱だつ線せんさせるファジーさは誰だれもが素す晴ばらしいと思っているに違いない。

「──坊ぼう主ず捲めくりの存在でわかるようにこんな人の存在感というのは凄すごいわけで……ああ別に先生、なんというかウスい感じの人を差別しているわけではありませんよ？　つまり先生が今考えているところのバトル百ひやく人にん一いつ首しゆではデッキの構築において核となるのが反射・光属性の彼らでしてー、西さい行ぎよう法ほう師しなどはいわゆるレアカード的な……」

　女子バレー部副ふく顧こ問もん兼アナログゲーム研究会顧問という肩書きを補足しよう。人手不足で無む理り矢や理りやらされたものと自分の趣しゆ味みで引き受けたものというのは容易に想像できる。

　そのとき、教科書の上から覗のぞくその髪がふと揺れ、言葉が止まった。教科書がそろりそろりと下がり、眉まゆを下げた先生の顔が右に左に向けられる。生徒達の呆あきれ顔に気付いたのでも、きちんと授業をせねばという教師の使命を思い出したのでもないはずだ──いや、教師の使命という意味では合っている。授業を真面目に聞かない生徒にはちゃんと指導せねばならない。おそらくその正義感のようなものが疼うずいたのだろう。

　先生は話を中座させた原因、カチカチと教室に鳴なり響ひびく異音──つまりはクリック音の発生源を確たしかめると、いつものように嘆たん息そくした。それから気合を溜ためるように深呼吸。ばっと決意の顔を上げ、足を踏み出そうとし、しかし躊ちゆう躇ちよする。うぐうぐと口の中で唸うなった後、彼女はやおらポケットから茶ちや色いろの瓶びんを取り出した。

「え、栄養補給ー！　ビタミン！　とりあえずビタミン！」

　などと呟つぶやきながら錠じよう剤ざいを嚙かみ砕くだき、そしてようやく先生は授業中にノートＰＣなど弄いじっている不ふ真ま面じ目めな問題児の席に近付いてきた。

「う……おほん。あの～、宵よい本もとくん～？　いつもの注意ですと思うのですけど～」

「はい？」

　ぼくは普通に見返しただけなのだが、先生は、ひっ、と小さな悲鳴をあげて後ずさりした。視し線せんで妊娠してしまいます、というカンジだ……いつもながら、こういう反応は微妙に傷付くな。目つきが悪いのは自覚してるがね。
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　ともあれ、この先生が思い出したように克こつ己きしてぼくに注意してくるのは別に珍しくもないことだった。ぼくは既すでに対処法を確かく立りつさせている。まずは優やさしい微笑ほほえみだ。

「先生、いつもの注意ならそれ以上言わなくてもわかります。ＰＣを仕し舞まえ、教科書を開け、ノートを取れ……ですね？」

「そ、そそそそ、そうです～。いかにも！」

「しかし困りました。この動画、今が最高に盛り上がってるところなんですよ」

　ぼくはマインスイーパが起動している画面をちらりと眺め、さも惜しそうに言った。先生は接着剤が張り付いているかのような愛あい想そ笑わらいを返す。

「そ、そうですねぇ、映画を途中で止めるのは辛つらいですと思うですが……そこをこう、なんとか、後の楽しみにするというか。とりあえず今は授業中なんですから、それを加味して──」

「うぅむ。後の楽しみ、ですか。なるほど」

　ぼくは顎あごを撫なで、大きく盛り上がった先生のブラウスを見つめる。諸事情から今は女によ体たいも見み慣なれているので興こう奮ふんはしない。重そうだな、と思うのと同時に、胸ポケットから飛び出している携けい帯たい電話のストラップ、ツギハギだらけの熊くまのぬいぐるみを見て『キモ可愛かわいい』という謎なぞの概がい念ねんを学習するだけだ。拳こぶし大だいほどなのでストラップとしては邪じや魔まだろうと思うが、どうやら昔からのお守りらしく、赴ふ任にんしてきた春からそこが定位置だ。見れば見るほど可愛くない。

　ともあれ先生は再び悲鳴を漏らして身をよじり、涙目で言った。

「ど、どこを見てるんですかぁ～？」

「いえ、別に？　後の楽しみ後の楽しみ。いやぁ楽しみだなあ。途中でおあずけしたせいで動画では我慢できなくなるおそれがあるけど楽しみだなあ」

「……ふ、不ふ吉きつな発言です。一応聞きますけど、えと、今は何の映画を？」

　ぼくは子こ兎うさぎのような先生の目を見つめ返し、たっぷり数十秒ほどタメを作り──にっこり。

「『ザ・インモラル・パート８。巨乳教師ツユダク一丁』ですが何か？」

「はぁうっ!?」

　がん、と殴られたように先生は身を仰のけ反ぞらせ、女の子座りで崩れ落ちる。しばらく顔を伏せたままぴくぴくしていたが、ややあってその手が再び錠剤の瓶びんを摑つかみ出した。

「おおお、おくすりおくすり。精神状態の安定にはカルシウムが必ひつ須す……もぐりもぐり」

　医師やら栄養士やらが見れば頭を抱えるであろう適当さで山盛りにした錠じよう剤ざいを、ざらららー、と掌てのひらから喉のどに一気に輸ゆ送そうする。いつもの癖くせを温かく見守る生徒達の視し線せんの中、また数秒、俯うつむいたまま停止。かと思えば脈絡なく元気に立ち上がり、

「さて皆さん、授業に戻りますと思うのです。で、まずはこの一句から……」

　どこかの軍隊のように颯さつ爽そうと身を翻ひるがえし、先生は教卓に向かって軽快に歩き始めた。はい、一丁上がり──ある意味、引ひき際ぎわを心得ている人だと言えるだろう。

　ぼくは爆ばく弾だん掃そう除じを再開する。だが口からは自然と溜ため息いきが漏れていた。

　条件反射のように日常を演じていても、胸中の鬱うつ々うつとした気分は晴れない。

　その内うち訳わけは、緊きん張ちようと、困惑と、そして──恐怖だ。

　視界の端には、隣となりの机にずっと突っ伏している人間の肩があった。

　ぼくはその存在感を意い識しきしながら、これからすべきことを再び脳のう裏りで決意した。

　確たしかめなければならない。はっきりとさせなければならない。それは危険なことかもしれないが──まだ、可能性は残されている。全すべては勘違いで、錯さつ覚かくで、妄想なのだと。

　そんな、踏んでしまった地じ雷らいの不発を祈るような可能性が、まだ残されている。

　画面の中でマス目をクリックした。

　嫌いやな予感がした場所には、やはり地雷が埋まっていた。




　一日の終了を告げるチャイムが鳴り。放ほう課か後ごの喧けん騒そうの中、ぼくは席に座ったまま口を開く。

　聞きたいことがある。少し残れ。

　その短い台詞せりふを発してしまえば、後はただ時が過ぎるのを待つしかなかった。こうすることを知らせておいた相あい棒ぼう、教卓直下の席からちらちらとぼくを振り返ってくる砧きぬた川がわ冥めい子こと──ぼくの声が届いたであろうただ一人ひとりの相手、隣の席で依然として寝たふりを続ける親友と共に。

　昨夜ゆうべと同じように、ぼくの胸中は無意味に空から回まわり。

　偽にせ者ものだと、何かの間違いだと、ただそれだけを思い続けている。

　しかしそれはレンテンシアの寝顔と同じ、期間限定の欺ぎ瞞まん。

　使うのが許されていたのは昨日きのうだけだった。

　放課後の教室から人ひと気けがなくなる。数分間続く無言。そろそろと砧川がぼくの席に寄ってくる。それと入れ替わりに草そう太たは寝たふりを止やめて立ち上がった。ゆっくりと教室の前に歩いていき──そして、振り返る。ぼくを嘲あざ笑わらうかのように、不敵に唇を曲げて。

「一応言っとくけど、俺おれ、偽者じゃねぇからな？」




　　　　４




　空気が止まる。三人しか──人という意味で言えばゼロの可能性もあるが──いない教室に元々動きはない。だから凍りついたと言ったほうが正しいのかもしれない。

　ぼくは窓まど際ぎわ最後尾の自分の席に座っている。隣となりには鞄かばんを持った砧きぬた川がわが立っている。そして草そう太たは教室廊下側の最前列、ぼくたちから最も遠い位置にある机の上に足を組んで座った。その膝ひざに頰ほお杖づえをつき、彼は童どう顔がんを意地悪そうに歪ゆがめて言葉を続ける。

「そうだ。昨日きのうお前らが見たのは偽にせ者ものじゃないし、別に誰だれかに操あやつられてやったわけでもない──正真正銘、俺おれが自分の意志でやったことだよ」

　ぼくが愕がく然ぜんと言葉を失っていると、砧川が代わりに混乱の叫びを発した。

「う、うそです……噓うそに決まってますよ、宵よい本もとくん！　あの機き波なみくんは偽者、偽者です！」

「へぇ？　そりゃどうして？　えーと、砧川、だっけ？」

　にやにやと聞いてくる草太に、砧川はどもりながらも言い返す。

「だ、だって──その、全然キャラが違うじゃないですか！　そんなに知ってるわけじゃないですけど、えと、いつもの機波くんは、もっと……」

「えへへ。もっと可愛かわいくて優やさしそうな小動物系なんだよねっ？　うん、ボクのことちゃんと見ててくれてたなんて嬉うれしいなあ。何かお礼しよっか？　腕ハグ？　もっといいコトかな？　うん、溜たまってそうだしねっ。全然キミの顔は好みじゃないから、頭に紙袋被かぶってきたらえっちしてあげなくもないよでも処女っぽくおしっこ臭くさそうだからやっぱりお断りだよゴメンね♪」

「ひっ!?」

　その豹ひよう変へんに驚おどろき、砧川が身を退ひく。草太は演技モードを解除して苦笑した。

「……ってなもんだ。女ってのは馬ば鹿かだなぁ、こーいうのに簡かん単たんに騙だまされるもんなぁ」

「よ、宵本くん」

「砧川……こいつの素すがこっちなのは間違いない。いつもお前が見てるキャラが噓なんだよ」

　砧川のおかげで思考を取り戻す間ができた。冷静になれ。取り乱すな。状況を把握しろ。

「ま、噓って言えば噓なんだが。生きる知恵、とかそういうニュアンスを感じ取ってくれると嬉しいな。正面から行くよりゃ格段に楽だろ？　俺は卑ひ怯きよう者ものなんだよ……昨日のも」

　失敗に照れるように目元を緩ゆるませて、

「顕化アピアランスしてなかったらバレずに近づける、と考えたまではよかったけどな。あっさり逃げられると思ったのはさすがに甘かったか……お前の根源闇滓ルート・アンシイもオマケでついてきそうだったのにな？　ほんと、もーちょっとだったのに」

　ぼくたちの世界に身を置いていることを証明する単語を口にしながら、草太は好色的に舌を出した。視し線せんを向けられた砧川が呻うめき、再び一歩、後退する。

「草そう太た！　何考えてんだ、お前は……！」

「こっちの台詞せりふだよ。お前こそ、どういうつもりなんだ」

　鋭するどい目のまま、草太は座っていた机から降りた。ふ、と短く息を吐いて、

「……俺はもう決意を済ませてるぞ」

「な、に──？」

「当たり前の話だろ？　代替魔術師ポステリオルマギスは他ほかの代替魔術師の根源闇滓ルート・アンシイを奪わなければならない。そうしなけりゃいつか魔ま術じゆつの反動で身を滅ぼすことになる……それが最大のルールで、絶対の規律だ。だったら何がどうなろうとやるしかない。何が、誰が、どうなろうと。愛あい護ご団体だって他に食べ物がないならイルカを殺すさ。人だって殺して食うかもな──ぶっちゃけ言おうか？　俺は相手が誰だろうと代替魔術師を殺すことを躊躇わない。もう、迷う時期は過ぎたんだ」

「無む理り矢や理りに敵対する必要なんてないだろうが！　ぼくはこいつと協力してる、お前だって寝ね々ねと戦ってたときにいたんなら見たはずだ！　協力して、闇滓アンシイを分け合って、別の敵と戦えばいい！」

　草太は一度瞬まばたきをしたあと、心底馬ば鹿かにしたように失笑した。

「ウヒヒ、何それ？　お前ってそんな甘かったっけ？　澪れいクンって優やさしいんだね。じゃあボクも一いつ緒しよに戦うよ──なんてなるわけないだろ。ありえないね、ありえない！　じゃあお前、もし他の敵がいなくなったらどうすんだ。直径一メートルの無人島にイルカの死体しかなかったらどうすんだ？」

　言葉の途中でラブリー草太モードを一いつ瞬しゆんだけ混ぜ込み、ひとしきりぼくたちを嘲あざける。ぼくはそれに拳こぶしを握っているしかなかった。

「あー、ひょっとして勘違いしてんのかな。今日きよう一日大人おとなしくしてたのは、仲良くしてた奴やつがいきなり死ぬと色いろ々いろ目立つかなって思ったからだぞ。同情や迷いなんかない」

「……それでも敵意だけがあるわけじゃないだろう。本当にぼくらを殺したいだけならこんな話なんかする必要はない」

「とりあえず危険かどうか確たしかめたかったんだよ。お前らがこれ幸いと襲おそい掛かってくるような奴なら、悠長にタイミングを計ってる場合じゃなくなる」

「ふん。で、ぼくたちは危険かな？」

　草太は答えず、ぼくと砧きぬた川がわの顔を順番に眺めた。それから微かすかに顎あごを上げ、何かを思い出すように目を細めながら言う。

「そうそう、話は戻るけどな……昨日きのう、お前らが戦ってる闇滓アンシイを偶ぐう然ぜん感知して山に行って、それでお前達二人ふたりが代替魔術師ポステリオルマギスだってわかって──驚おどろいたよ。世界って広いようで狭いんだな」

「同感だね。だが話がずれてる」

「こっからだよ。その根暗ちゃんはどうでもいい。お前と協力してるのもどうでもいい。俺おれにゃ馬鹿馬鹿しいとしか思えないけど、とりあえず接点ないお前らの距きよ離りが急に縮ちぢまってたのはそれで納得いった。で……どうでもよくないのは、見過ごせないのは、お前だよ。澪れい」

「ぼくが……どうした」

「お前が代替魔術師ポステリオルマギスだってわかって、気になることを思い出したんだ。気付かされた、てのが正しいかな。ま、ぶっちゃけ聞きたいんだが」

　そして、草そう太たはぼくを真正面から見据え──

　今まで浮かべていたヘラヘラ笑いを消し──

　鋭するどすぎる、短すぎる言葉で、

　ぼくの心しん臓ぞうを抉えぐった。




「お前、天堂巳沙希を殺したな？」




「っ──!!」

　違う、と反射的に言葉が漏れそうになる。だがぼくは必死でそれを押おし留とどめた。

　違わない。

　巳み沙さ希き。天てん堂どう巳沙希。幼おさな馴な染じみ。隣りん人じん。生徒会長。片側ポニーの暴ぼう力りよく女おんな。《ドルイド》。

　彼女を殺したのは、紛まぎれもなく──ぼくだ。

　一昨日おとといまでのぼくなら愚おろかに直視しなかったろうが、今のぼくは、既すでに気付いている。大きすぎる代だい償しようを払って、気付かされている。ぼくはもう二度と、その呪のろいを忘れない。

「体たい育いく館かんが理由なくぶっ壊こわれて、生徒全員がガス中毒？　になって、で、一人ひとりだけ死んだ。そんときゃ気付かなかったが、今にしてみれば不自然すぎるよな。あいつも何かの代替魔術師ポステリオルマギスで、負けて死んだって考えるのが自然──って、その顔を見りゃあもう答えは聞いたのと同じか」

「ち、違います！　わたしも、わたしが、巳沙希さんを殺したんです！　根源闇滓ルート・アンシイを奪ったんです！　それで──」

　慌てて砧きぬた川がわが言うが、ぼくはその言葉の続きを手の動きで止めた。

　あの出来事には複雑な流れがあった。巳沙希がドルイドだと気付いたときには全すべてが終わっていた。しかし、それでも──彼女自身を終わらせたのはぼくだ。それは、間違いなく、罪。

「最低だな。お前」

　草太はぼくを睨にらみながら、教室の床ゆかに唾つばを吐いた。

「違うんです、あれは──！」

「黙だまれ、砧川！　何も言うな！」

　草太の目を見返しながら怒ど鳴なる。黒髪が擦こすれる音、空気が吞のみ込まれる音。

　草太はゆっくりと教室前方のドアに向けて後ずさりしながら言った。

「澪。天堂がお前をどう見てたか、気付いてなかったとは言わせねーぞ。傍はたから見てただけの俺おれでも気付いたんだ、本人がわかんねーはずがない……天堂は天堂で隠そうとしてたし、お前は気付いたこと自体に気付かないふりをするような卑ひ怯きような奴やつだけどな」

「……」

「都合が悪くなるとだんまりか。別にいいけどな。とにかく──あんな奴まで殺しといて、協力も何もないだろ。はっきり言おうか？　俺はお前を信用できない」

　それは、明めい確かくな悪意。ぼくはやはり何も言えない。

　草そう太たはぼくの顔を最後に睨にらむと、くるりと身を翻ひるがえして教室の扉を開けた。

「もう一度言っとくぞ。俺おれは決意を済ませてる──恨みっこなしだ」

　その台詞せりふが聞こえてきたとき、もう教室に草太の姿はなかった。




　ぼくは椅い子すに座ったまま、ぼんやりと天てん井じようを見上げた。砧きぬた川がわの気配けはいが重いを通り越してブラックホール的だったので、意い識しき的てきに語ご調ちようを軽くして呟つぶやく。

「いやー。さすがあいつ、遠えん慮りよがないな。本当のことばかりズバズバと。逆に気持ちがいいね」

　砧川からの返事はなかった。暗い顔で俯うつむいているだけだ。こいつらしく、また加害妄想みたいな自じ虐ぎやくを胸中でお手玉してるんだろう。

　窓の外からの光で、天井は茜あかね色いろに染まっている。ゆっくりと、本当にゆっくりと、窓まど枠わくで切り取られたその異彩が四角の位置を移動させていた。人間のいない教室はひどく静かで、その静けさが今のぼくにはなぜか居い心地ごこち悪く感じられた。

「……やけに静かだな、アヴェイラーズ。敵だぞ今すぐ殺しやがれファックだぜェ～、とかいういつものアレはないのか」

　しゃがれ声が聞こえるまで、数秒の間があった。別のものに気を取られていたような。

「あん……？　あの小僧を殺して犯す、か──そうじゃな、それが一番手っ取り早い。やるべきじゃ。やれ」

「いつも通りで実に安心した。のでもう黙だまれ」

「ふん……少なくとも……そうすればはっきりするが……はたして……」

　アヴェイラーズはその後も砧川の鞄かばんの中でぶつぶつ何かを呟つぶやいていた。だがすぐにその声も止まり、再び教室は無言の領域になる。机に入れているＰＣを開いても、その静けさが変わることはないだろう。役に立たない四よ字じ熟じゆく語ご講こう座ざが開催されるだけだ。

「やれやれ。どうすっかなぁ……」

　ぼくは首を椅子の背もたれに乗せ、漫まん然ぜんと呟いた。

　草太が言ったことは事実ばかりだ。向こうがぼくを信用できないというのも当然だろう。だがはいそうですかと戦いを始めるわけにもいかない。ぼくにとっては、草太が友人だというのも事実で──ぼくが戦いたくないと思っているのも、事実。

　それだけではなかった。ぼくには役割があった。レンテンシアの遺ゆい言ごんに等しい役割。

　どう伝えるのか。伝えられるのか。伝えれば戦いの回かい避ひに繫つながるのか……

　考えることは多く、頭の中は霧きりがかかったように不ふ明めい瞭りよう。

　見つめていた茜あかねの四角が、天てん井じようにその色を吸われるようにして暗く輪りん郭かくを失っていった。




　　　　５




　薄うす暗ぐらくなった大気の中、俯うつむいたままの砧きぬた川がわと共に校門を通り抜けたときだった。

「ちょい君。ストップ。略してちょップ」

「速すみやかなる停止と誠実なる会話を要求するわ。手間は取らせない」

　声が聞こえたほうを向くと、そこには校門横の壁かべに寄りかかっている二人ふたりの人間がいた。

　ぼくは胸中だけで呻うめく。見覚えは、あった。ただ一度だけ。

　それはどう考えてもさらなる厄やつ介かい事ごとにしかなりえないような、ひどく限定的な時間と場所で、だ。正直なところ思い出したくもなかったが、思い出さざるを得ない。

　時間──つい数日前。まだ砧川が子供だったころ。

　場所──寝ね々ねの働いていたバイト先。中華風料理屋《殺さつ々さつ軒けん》、その店内。

　つまるところ、二人はあのときに一いつ瞬しゆんだけ見た双ふた子ごの店長姉妹だった。

　一人ひとりはロング、もう一人はショートの髪型。違いがあるのはそれだけだ。特徴ある姿だが、それは全すべて鏡きよう像ぞう関係として在ある。全体の長さは違うとしても、前髪は同じように額ひたいで切きり揃そろえられている。冷たさを感じるほど整ととのった顔立ち。すらりとした長身。着ているのは大きくスリットの入ったチャイナ風の白衣だ。しかしそれは片方の袖そでだけが異常に長く、地面を擦こすりそうになっている。

　ロングの女性が右手の長い袖を揺らして言う。

「自己紹介を。花かの名前は沁しん・仙せん天てん花か」

　ショートの女性が左手の長い袖を揺らして言う。

「自己紹介を。威いの名前は沁しん・仙せん天てん威い」

　わかった。とりあえず一人称が変なのはわかった。残りは全てわからない。
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「何か……用、ですか？」

「勿もち」

「貴方あなたという二人称を意味する少年に邂かい逅こうしたくて持続待たい機きを行っていたのよ」

　くそ、ぼくの変人センサーがビンビンに反応中だ。双子の見分けがつかない、なんてありがちなパターンに陥おちいらずに済むのはありがたいがね。

「宵よい本もとくん……」

「事情が全然わからん。とりあえずぼくが話をするから、お前は何が起こってもいいようにしとけ。できれば表情も変えるな」

　囁ささやき声ごえで砧川との内ない緒しよ話ばなしを終え、双子に向き直る。

「えーと、ぼくに会いに来た……というのはわかりましたが。どういう用件で？」

　答える二人ふたりの瞳ひとみには鋭するどさが宿やどされている。心の動きを僅わずかにでも見逃すまいとするかのように、彼女達はぼくの顔をじっと見ている──

「用件は今け朝さ方がたこちらに来た連絡のこと。でも面めん倒どうなので詳しくは天てん威いが語る！」

　長髪の仙せん天てん花かはそう短く言うと、司会者のように長い白衣の袖そでを振った。それを受け、短髪の仙天威が軽く肩を竦すくめて口を開く。

「では天花を補足しましょう。この国の警けい察さつ機き構こうから秘ひ密みつ裏りに報告されたのよ。北部の山間部で、我らが殺々軒の従業員らしき人間の死体が見つかった、と」

　顔色を変えないことには──成功したと思う。僅かに息を吞のんだのに気付かれたかどうか。双ふた子ごは無表情のまま、こちらを見つめ続けている。判断はできなかった。バレていないものと信じて演技するしかない。しかし、草そう太ため……盗んだら盗んだで死体の処理くらいちゃんとしろ。埋めた上で犬か何かに見つけられたという可能性もあるが。

「それは……どういうことですか」

「……パス！」

「見つかったのは蘭乱爛崎寝々。家族と連絡が取れず、雇用者である威い達に本人確かく認にんが求められた。外傷は見られず、死因は不明。どういうことか。威達はその真相を知ることを欲求しているわ。あの子は真ま面じ目めな従業員で、ある意味、可愛かわいい家族のようなものだったから」

「ご愁しゆう傷しよう様さまです、としか言えないんですが……どうしてぼくに？」

　反へ吐どが出る。しれっと人の死について噓うそをつくぼく自身に反吐が出る。こんな奴やつ、絶対に許されてはならない。呪のろわれて呪われろ。

「ずばり、それはあの子が交友関係狭ヤーだったため」

「誰だれかとプライベートで会話をしているところなどほとんど目視したことがない。けれど一度だけ、あの子は知り合いらしい人間と店で話していた。つまりそれが貴方あなた。彼女が死亡したことに、何か心当たりはないかしら──と聞ける相手が貴方しかいなかった。だから来たのよ」

　別にぼくを疑っているから来た、というわけではないのか。しかし安あん堵どはできない。

「いえ……すみませんが、わかりません。数日前にたまたま顔見知りになってたってだけで、それほど彼女とは親したしくなかったし──死んだなんて。ぼくも驚おどろいています」

　自分が醜しゆう悪あくすぎる。臭く、醜みにくく、気持ち悪い。吐き気を堪こらえながら、ぼくは自分を火ひ炙あぶりする妄想をしていた。腐ったものは焼いて浄化するのが一番だ。風ふ呂ろの代わりに毎日焼け死ね。

「ふぅん。天てん威い、ついでにあっちのことも聞いたら？」

「そうね、天てん花か。実は寝ね々ねだけじゃない……うちの従業員がもう一人行方不明になっている。名前は風かざ茉まつ莉り花はな子こ。それについては何か既知ではない？」

「いえ……知りませんね」

　知っている。風茉莉花子。殺人集群フラツトフロア──寝々の犠ぎ牲せい者しや。あるいは、その死の瞬しゆん間かんでさえ何もできなかったぼくの犠牲者。報じられていたニュースを思い出した。ビルの火災現場から多数の遺い体たい発見。全すべてバラバラ死体のうえに焼やけ焦こげている。身元の特定は困こん難なん──ああ、だから現時点では、ぼくだけが知っている。彼女は二度と双ふた子ごの店には戻らない。生なま首くびは、ずっと、引ひき攣つった笑え顔がおを浮かべたままだ。

「……知りません。ぼくは、何も」

　ぼくが静かな言葉を繰くり返かえすと、双子は無表情に顔を見合わせた。それから鏡かがみ映うつしに肩を竦すくめ、そう、と残念そうな呟つぶやきをステレオで発する。

「……帰ろ、天威」

「同どう調ちようするわ、天花。知らないと言うのなら仕方ない──寝々達に関する何かをシナプス回路の結合で想起したのならば、いつでも殺さつ々さつ軒けんへ。麻婆茄子マーボーナス程度なら無料的サービスする」

　言って二人ふたりは踵きびすを返した。白衣のスリットから白い太ふと股ももを覗のぞかせ、全く同じ歩調で歩いていく。その背中を眺めていたぼくに、ふと一つの疑問が湧わき起おこった。

「あの！」

　双子は足を止め、同時に振り返る。

「特に意味はないんですけど──警けい察さつに任せればいいのに、どうしてわざわざ貴女あなた達が調しらべてるんですか。わざわざ、一回見ただけのぼくのところに来たり」

　双子はそれぞれ、片割れの顔をちらりと横目で眺めた。それから頰ほおを微かすかに緩ゆるめ、どこか遠くを見るような視し線せんをぼくに向けて言ってくる。

「……花かと天てん威いはこの国の人間じゃない」

「厳げん密みつな出身地を言っても貴方あなたの理解は到達しないと思うから言わないけれど。我われ々われが暮らしてきた世界は、まったくこの日本国とは違う。豊かではなく、平等ではなく、平和でもなかった。けれども我々はずっとそこで育ち、生きてきた。住む場所がこの国に変わっても、自身が変わるわけじゃない。結局、威達はそこで学んだ生き方しかできない」

「その世界には絶対に曲がらないルールがあった」

「最も単純な一つが最も基本で強固。即すなわち──家族の絆は命よりも重い。補足するなら、家族とは血けつ縁えんだけではなく、社会や組そ織しきにおける同胞という意識そのもの」

　迂う遠えんで理解できない。ぼくが眉まゆを顰ひそめていると、双子はぼくの理解力のなさを面おも白しろがるように肩を揺らした。小さく、そして次第に大きく。その震ふるえが空気に伝でん播ぱしたかのように、最終的にはクスクスと喉のどの鳴る音が聞こえてくる。

「だから──それが回答。見つけたいだけ」

「そう、見つけたいと思っているだけ。もしいるのならば」

「何を？」

　ぼくがそう言った瞬しゆん間かん、ぴたりと笑い声が止まった。不自然なほど唐とう突とつに。

　眼前にあるのは、二重の無表情。そして、僅わずかのズレもなく口が開かれ──

『──猪ブタを』

　その短い単語を発し、同時に彼女達は黒髪を翻ひるがえした。ぼくはそれ以上声をかけず、だから二人ふたりは振り返らない。ぼくが砧きぬた川がわと怪け訝げんな顔を見合わせ、そして次に顔を戻したときには、もうその背中は見えなくなっていた。

「どういうことだったんでしょう……？」

「……さぁな」

　答えながらも、ぼくは予感していた。

　それは理由のないただの勘。無理に理由をつけるなら、逆説的な推測。

　彼女達と話をするのは、正直、苦痛だった。そしてぼくは運が悪い。魔ま術じゆつの反動がどうとかいう以前に、そもそも人間的に運が悪い。この二つの事実を結び合わせたものが予感の正体。

　事態はおそらく、ぼくが嫌いやがる方向へと不運に動いていくのだ。だから。

　二度と彼女達に会いたくない、というぼくの願ねがいは、きっと叶かなわない。

　そんな気がした。




　その日の夜。ベッドに寝転がってうだうだと考え事をしていたぼくは、約束の時刻になったことを時計とけいの針に教えられて起き上がった。

　考えることは多い。動くのが億おつ劫くうなのは確たしかだった──が、人間と同じように、ぼくたちは《食事》をせねば生きていけないのだ。

　砧きぬた川がわと一いつ緒しよに闇滓アンシイ強盗をするのも何度目になるだろうか。登校前に寝ながら制服に着替えられるのと同じく、この食事の用意も無む意い識しきにできるほど慣なれてしまった。肩掛け鞄かばんにノートＰＣを叩たたき込み、携けい帯たいを首にかける。

「さて……今日きようも元気に悪人イジメと洒落しやれ込こみますかね」

　伸びと欠伸あくびを同時にしつつ、そんな独り言を呟つぶやいたときだった。

　ぼくは予感の正しさを悟ることになる。独り言に返事があったのだ。

「そういや寝ね々ねも最近よくそんなこと言ってたっけ」

「不必要に頻ひん繁ぱんに平へい坦たんかつ真ま面じ目めな声で発言していたわね。劣悪がどうとか正義がどうとか」

　慌てて振り返る。そしてぼくは愕がく然ぜんとした。

　開かれた窓。片かた膝ひざを立ててしゃがみ込むような姿勢で、白衣の双ふた子ごがそのサッシの上にいる。口元には薄うすい笑えみがあり、不敵な余裕を湛たたえていた。

「なっ……なにしてる、お前ら！」

「続き。さっきは店があったから帰った」

「正せい確かくには帰き還かんしたふりをして貴方あなたをこの家まで尾行し、それから店に戻ったわけだけど」

「なにしてる、と言われると、今は花かの勘がグイグイ働いているとしか言いようが！」

「威いも思う。寝々は本当に交友関係が狭い。そして数日前に出会った顔見知りと長々話すほど人情味溢あふれる人間でもなかったと判断する。昔からの知り合いだったとしても、その場合はあの子の死亡を伝達されたときの反応が冷静すぎるという矛む盾じゆんが生じる。よって結けつ論ろん──貴方は噓うそをついている」

　ぼくは唇を嚙かみ、低い声で言い返した。この期ごに及んで敬語を使ってやる義理はない。

「いろいろと勘違いだ……帰ってくれないか、警けい察さつを呼ぶぞ」

「実に予想通り略して地じ鶏どりよ、天てん威い」

「そうね。この予想が正しかろうが間違っていようが、素直に喋しやべるとは思えない。だから──」

　頷うなずき合い、二人ふたりはその声を重ねた。

『──腕の一本でも貰ったあとで聞きなおすことにする』

　それが死臭のする激げき変へんの合図。

　双子は外に出ているほうの手を同時に動かした。自らの腰の辺あたりへ。そこでぼくは、白衣のスリットの間に、何本もの包丁を吊り下げているガーターベルトが覗のぞくのを見る。

　そして包丁の一つを抜き取った双子が床ゆかに足を踏み下ろした、その次の瞬しゆん間かん──ぼくが手に持っていた鞄かばんが床に転がっていた。数秒でも躊ちゆう躇ちよがあれば、断たれていたのは間違いなく鞄の肩かた紐ひもではなくぼくの腕だったと断言できる。

　踏み込みは早すぎた。殺気は明確すぎた。攻こう撃げきには迷いがなさすぎた。辛かろうじてぼくが回かい避ひできたのは、彼女達が動いた瞬間に行動指針を決めていたためだ。逃亡する、と。肩紐を切ったのが結局どちらの仕し業わざなのか認にん識しきする気にもならないまま、ぼくはスライディングするようにして一気に銀ぎん閃せんの下を擦すり抜け、窓から庭へ飛び出した。浮遊感の最中、胸元の携けい帯たいがメールの着信音を鳴らす。エベネゼルが移動してきたのだろう。

　外に出た第一目的は、武器がそこにあるからだ。しかし、庭に放置していた椅い子す（喫きつ茶さ店てんからの窃せつ盗とう品ひん）の背板を摑つかんだ瞬しゆん間かん──鳥の羽ばたきじみた音が頭上から降ってきた。背筋を凍らせる嫌いやな予感を信じ、首を前に出して上半身を傾ける。その一瞬ではそれが限界だった。

　そして案あんの定じよう、次の刹せつ那なで両肩に違和感が生じる。最初にあったのは重みと熱あつさ。だがすぐにその意味は単純な痛つう苦くなのだと脳のう髄ずいが理解する──

「ぐぅうううっ!?」

　前転して間合いを広げる。肩に刺さった包丁が捻ねじれて痛い。が、回かい避ひしなければ間違いなくこれは二つ並んだ鶏冠とさかみたいにぼくの頭頂部に刺さっていたのだ。必要経費だと思うしかない。

　振り返ると、暗い庭に並んで立つ双ふた子ごが再びガーターベルトから包丁を摑み取っていた。

「くそったれ……お前らは、一体、何なんだ!?」

　一番可能性が高いのは──決まっている。ぼくは双子の動向に注意しながら携帯電話を持ち上げ、その画面を見た。だがそこにあったのは、不ふ審しんそうなブルマ少女の瞬まばたきだ。

『特殊な闇滓アンシイは未いまだ感知できず。少なくとも顕化した代替魔術師ではないと報告』

　ぼくは息を吞のみ、再び双子に視し線せんを戻した。新しく取り出した包丁を片手でジャグリングしつつ、仙せん天てん花かが長い髪を揺らして言った。

「──何なんだと言われても困リングという進行形。もう話したし」

　新しく取り出した包丁をぴくりとも揺らさず、仙天てん威いも言った。

「誓約書に捺なつ印いんした挙句に握手してもいいと思えるほど同意。夕方話したことだけで必要充分条件は満たしているものと考えるわ。一つ。家族の絆は命より重く、故に家族が何者かに害された場合は絶対に許してはならない。二つ。蘭乱爛崎寝々はこちらの家族。三つ。貴方は蘭乱爛崎寝々の死に関係している──この三つの情報で導みちびき出されるのがこの結けつ論ろんという刃やいば」

「……結局のところ、復ふく讐しゆうか。ぼくは関係ない──つっても今いま更さら信じないんだろうな。証拠もないのによくやるよ、イカレてる」

　ぼくが吐き捨てると、二人ふたりは愉ゆ快かいそうに肩を震ふるわせた。

「くすくす。復讐？　似てるけどダウト！」

「くすくす。復讐？　そんな崇すう高こうな概がい念ねんには到達しない。我われらのスタンスを示す言葉を、師に教えられた法律を、黒き社会の戦いくさ人びととして叩たたき込まれた絶対の戒いましめを、貴方あなたにも教えましょう。それはつまり、この単純な一文！」

　震えと笑しよう声せいが一瞬で消失。そして同時に、純粋な殺意の込められた言葉が放たれる。

『同胞に仇あだなすは人ならぬ猪ブタ、誅ちゆうすべからず──屠殺せよ！』

　白衣が翻ひるがえる。身を低くした双子が、片手の長い袖そでを地面に掠かすめながら疾しつ駆くしてくる。

　ぼくは対処に迷わなかった。

　明かりの消えた家の中から物音が聞こえていたのだ。誰だれかが起きたのか。見られては絶対にまずいし、何よりも、この狂った双ふた子ごが家族を人質に取らないとも限らない。そう、狂っている。イカレている。異常だ。異常な非人間ではなくただの異常な人間だった場合は後がややこしいことになるが──背に腹は替えられない、とにかく一刻も早くこの場から離はなれなければ！

　ぼくは顕化アピアランスし、銀髪の女姿へと変へん貌ぼうした。同時に背から翼つばさを生やして空中へ飛び上がる。

　椅い子すを片手に庭を見下ろすと、そこにはひたすらに怪け訝げんな視し線せんがあった。

「……天てん威い。花かは今、この国の育毛剤と染髪剤の効果に驚きよう愕がく中ちゆう」

「天てん花か、驚愕すべきなのはそこじゃないわ……そこも充分変ではあるけれど。一切の疑ぎ義ぎも挟まず錯さく視しもなく完全無欠に現実的にあの少年は今は女で、背中に翼を生やして、飛んでる」

「鬼怪グイグアイの類たぐい？」

「かもしれない」

　二人ふたりはぼくを見上げたまま小首を傾かしげている。ということは──

「本当に……ただの人間、だと!?　んな馬ば鹿かな！」

『同意。が、闇滓アンシイ量に変化はない。平均より多少上であるにしろ、一般人の範はん囲い内ないである』

「じゃあさっきの動きは何だ。プロの格かく闘とう家かが鼻で笑われるくらいの速さだったぞ」

『最上級の鍛たん錬れんと最上級の才が合一すれば、人間でも稀まれに到達しうるレベルだと判断する』

「だからそれが納得いかんのだが……どういう特訓をしたらああ動けるってんだ」

　ぼくが呟つぶやくと、エベネゼルはすっと目を細めて文字を表示した。

『推測するなら──人間を殺す鍛錬を。幼少期より、長く長く』

　そのとき、視界の端に煌きらめく銀光。ぼくは携けい帯たいから手を離し、慌てて椅い子すの座板を身体からだの前に掲げた。甲かん高だかい金属音を立て、投とう擲てきされた二本の包丁が弾はじかれる。

「まぁいいや。とりあえず納得！　鬼怪グイグアイもしくは妖精ヤオジン！」

「よくよく考えてみれば、そちらが何だろうとすべきことは変わらない。猪ブタは必ず屠と殺さつせしめる。予想外ではあったけど、貴方あなたが人でなくてもそれは我われらの屠殺を妨さまたげる要因にはなりえないし──むしろ」

　ガーターベルトから包丁を補給し、二人は夜空に浮かぶぼくへ向けて唇を持ち上げる。

「天威、あれは羽の生えた珍しい人間。解体したことは？」

「無む論ろん、ない。どうなのかしら。鶏にわとりに似ているのかしら。鴨かもに似ているのかしら」

「くくくくっ……」

「うふふふっ……」

　ぞっとした。繰くり返そう、こいつらは異常だ。ぼくは身体を反転させ、一目散に夜空を滑すべり出した。先刻負傷した肩が羽ばたくたびに痛むが、文句は言っていられない。目的地は砧きぬた川がわと待ち合わせしている近くの公園だ。とりあえず砧川と合流して対策を練ろう。

　……がんがんぼこべこがしゃ。

　嫌いやな音が背後から聞こえた。滑かつ空くうしながら振り返る──

「漫画か！　漫画の中から出てきたのか！」

　白衣の長い袖そでを靡なびかせつつ、双ふた子ごは屋根の上を疾しつ走そうしてぼくを追ってきていた。マンションの壁かべを蹴けり、家と家の隙すき間まを跳ちよう躍やくし、一いつ直ちよく線せんに。

　振りきれない。空には遮しや蔽へい物ぶつがないのだ。道を歩く人間相手ならともかく、この状況下ではぼくはずっと向こうの視界に入ったままだ。気合で地平線の向こうまで逃げるという手もあるが──最低なことに、治ち癒ゆを待たずに酷使している肩が悲鳴をあげている。墜つい落らくは勘弁だ。

「ちくしょ……あいつ、もう来てるか!?」

　追われているとしても、結局こうするしかない。待ち合わせ場所の上空に来たところでぼくは羽を捻ひねり、風圧でさらに増した痛みに顔を顰しかめながら公園に降下していった。




　さすがは砧きぬた川がわだ。約束時刻の少し前だと思うが、彼女はいつものように人ひと気けのない公園のベンチに一人ひとりぽつねんと座ってぼくを待っていた。そこでぼくは自家製パラグライダーで頭上から登場して奴やつの意表をついてやる。存分に驚おどろけ。

「ぬ!?　おいメイコ、近くに顕化アピアランスした代替魔術師ポステリオルマギスの気配けはいが……ち。何じゃ、小僧か」

「ひ、ひきゃあっ!?」

　変な声で存分に驚いた。紙かみ飛ひ行こう機きのように全身で滑って着地したぼくに、砧川が慌てて駆け寄ってくる。くそ、着地の微び調ちよう整せいが上う手まくいかなかった。

「ど、どうしたんですか宵よい本もとくんどうしたんですかいったい!?　け、怪け我がしてるじゃないですか大変ですいったいどうして大変です怪我!?」

「ええい、驚くのはそれくらいでいい……気をつけろ、砧川。敵だ」

「敵!?　他ほかの代替魔術師ポステリオルマギスがおるのか、小僧!?」

　嬉き々きとした声でアヴェイラーズが言う。砧川もはっと顔色を変え、鞄かばんから魔ま女じよ帽ぼう子しを取り出して頭に被かぶった。すぐさま顕化アピアランスして周囲を見回す。いつものように、この公園に人気はない。ベンチの置かれた広場があり、寂しげな遊歩道があり、その周囲に暗い木立があるだけだ。

　だが足音があった。夜よ闇やみの向こうから、このベンチの周囲を僅わずかに照らし出している街路灯の支配下へ、何者かが歩いてくる。一つのようでいて、二つ。

　ぼくは肩に刺さっていた包丁を抜き捨てつつ、アヴェイラーズの問いに答えてやった。

「……残念ながら、ただの異常な人間だ」

　そして、仙せん天てん花かと仙天てん威いが朧おぼろな光の下に姿を現す。

「やっと到着。疲れたー」

「これだけ全力で股こ関かん節せつや膝ひざを動かしつつ足の裏で地を蹴ける反動で前に進む運動をしたのも久しぶりね。確たしかに乳酸が筋肉に溜たまる疲労感というものを知覚しているわ」

　二人ふたりは汗一つ搔かかず、息一つ荒げず、顔色一つ変えず、至し極ごく平然と歩きながらそんなことを言った。それからふと顔を見合わせ、

「──走って喉のどが渇かわいたわね、天てん威い」

「──走って喉が渇いたわね、天てん花か」

「天威、飲むものをちょうだい？」

「天花、飲むものをちょうだい？」

　小首を傾かしげてにこりと笑う。それから二人ふたりは合わせ鏡かがみになった。長いほうの袖そで口ぐち同士を合わせ、その中で手を取り合う。そしてお互いが半歩を踏み出し、鏡を密着させ──

　お互いの唇を吸い始めた。

　ちゅるちゅると。じゅるじゅると。美お味いしそうに、嬉うれしそうに、同じ顔の間で唾だ液えきが交換される。口と舌と喉と胃で水分が補給される。二人はぴっちりと身体からだを接触させていた。腰も胸も太ふと股ももも、自分ではない自分をぎゅうと自分に押し付けていた。

　ややあって、その合わせ鏡は下部から順々に離はなれていった。腰が離れ、胸が離れ、舞ぶ踊ようのように腕を持ち上げながら長い袖が離れる。そして最後に、微かすかに上向いていた顔が離れていく。まずはお互いの口が僅わずかに開かれた。そのまま、ゆっくりとゆっくりと、頭が引かれる。だから、つんと伸ばされた舌の先端がその数センチの隙すき間までまだ繫つながっているのがぼくには見えた。そしてそれも、名残なごりを惜しむように徐じよ々じよに引き離されていく。ピンクの肉の凹くぼみがミリ単位で復元し、薄うすい皮膜が間かん隙げきを繫ぐだけになり、最後に粘ねばる糸がつうっと二人の間に橋を造り──そしていつしか、無情に消えていった。

「……ほらな。見ての通り、何の変哲もないただの異常者だ」

「ち、嫌いやな記き憶おくを思い出すの。双ふた子ごはどいつもこいつも乳ちち繰くり合わんと気が済まんのか……？」

　アヴェイラーズは目を丸くした砧きぬた川がわの頭の上で不ふ機き嫌げんそうにぶつぶつ呟つぶやいていたが、

「まぁよいわ、確たしかにこやつらの闇滓アンシイは普通の狂人レベルじゃな。代替魔術師ポステリオルマギスでないのならば関かかわっている暇ひまはないのじゃが」

「文句は向こうに言え」

　喉の渇きを癒いやした双子はゆっくりとこちらに歩を進めていた。仙せん天花は包丁の柄えを指の間でペン回しのように弄もてあそび、仙天威は包丁と腕をコンパスのように一いつ直ちよく線せんに固定して動かさない。

「見て。愉快に帽子が喋しやべリング」

「奇にして怪なことばかりね。翼つばさの生えた女に一いつ瞬しゆんで変わる少年。顔があって喋る帽子。ちらっと見たけど、こちらも一瞬で邪悪な黒衣を纏まとう少女──人ではない貴方あなた達が何者かは知らないけれど、これは偶ぐう然ぜんではないはず。貴方達という異常があり、そして寝ね々ねが死ぬという異常があった。さらにますます猛もう烈れつ苛か烈れつに確かく信しんを持って問いましょう。貴方達は彼女の死に関係する猪ブタですか？　もっとはっきり言えば、彼女を殺した猪ブタですか？」

「っ……」

　この期ごに及んで演技しろというのは無理な話か。ぼくは砧きぬた川がわの髪が擦こすれる音、そして眼前の双ふた子ごの瞳ひとみが無表情に細められたことで、もはや対立が避さけられないのを悟




　包丁がぼくの胸から生えた。




「がはっ!?」

「宵よい本もとくんっ！」

　一本はなんとか椅い子すで防げたが、もう一本は間に合わなかった。心しん臓ぞうが激はげしく脈打ち始めたのを感じつつ、ぼくは胸に深く刺さっていた包丁を引き抜きながら言った。

「だ、大丈夫だ……前見てろ、来るぞ！」

　ぼくの言葉に砧川が慌てて自分の包丁を摑つかんだ瞬しゆん間かん、明らかにその扱いの年季が違う料理人姉妹が一気に間合いを詰めてきた。何本目かの包丁を摑みつつ、楽しそうに叫ぶ。

「猪ブタを見つけた！　猪ブタを見つけた！　屠と殺さつを！」

「そして解体を！」

　ぼくのほうに向かってきたのは長い髪を靡なびかせる仙せん天てん花か。砧川は仙天てん威いが相手だ。ちらりと見た限り、砧川は端から全力で逃げ回っているようだった。仙天花に対して椅子を構えながら、守っていては不利だ、と砧川に伝えようとしたそのとき──ぼくは当然の事実に気付いた。

　守っていては不利。ならば攻こう撃げきするのか？

　ぼくたち代替魔術師ポステリオルマギスとは全く関係のない、ただの人間を？

　砧川は未いまだ魔ま術じゆつを使っていない。それはおそらくこの躊ちゆう躇ちよのためだ。そんなことを考えている間にも、仙天花が包丁を振りかざして襲おそい掛かってくる。

「くそっ……！」

　ぼくは椅子を盾たてにし、流れるように叩たたき付けられる仙天花の包丁を防ぐ。肩の傷はもうほとんど治っていたが、その代わりに先刻開いた胸の穴が猛烈な負の存在感を主張していた。蠢うごめく肉の間から汁がぼとぼとと地面に零こぼれており、それを惜しむように身体からだの中心が熱あつく軋きしむ。

「その怪け我がでまだ動くとは根性座リャーね。でも寝ね々ねはもう動かない。その報むくいを受けよ猪ブタ！」

　相変わらずその攻撃は常じよう識しき外はずれの速度だ。動きはやはり中ちゆう国ごく拳けん法ぽうじみており──寝々の動きとどことなく似ていた。彼女が二人ふたりに武術を習っていた、ということもあるのかもしれない。

　ひたすら攻撃を椅子で弾はじいていると、ふと仙天花がその手中の包丁を持ち上げて呟つぶやいた。

「えらく硬い椅子ね。刃はが欠けてるわ──これはもう掃そう除じ用よう包丁にしよう」

　そう、彼女らは魔術の存在を知らない。何も知らない。服で隠れているから、ぼくの傷が治っていくこともわからないのだろう。本当に、無関係な存在なのだ。彼女らは。

「しかし、攻めてこないのならいくら固くても脅きよう威いレス。解体の運命は変わらない！」

　再び仙天花が疾しつ駆くし、間合いを詰めてくる。曖あい昧まいな胸中のまま、ぼくはまた椅子の座板を盾にし──眉まゆを顰ひそめた。彼女が伸ばしたのは包丁を持った左手ではなく、長い袖そでに覆おおわれた右手。それも狙ねらいはぼくではない、椅い子すの足だ。

　長い袖そでの中間地点、つまりはその中にあるであろう手が椅子の足に触れる。その瞬しゆん間かん、白衣が跳ね上がった。椅子を支点にしての跳ちよう躍やく。身を翻ひるがえしつつ、彼女はぼくを飛び越して背後へ着地する。なんて身軽さだ、と戦せん慄りつしつつ慌ててぼくが身体からだを回転させると──もうそこに仙せん天てん花かの姿はない。ただ、視界の下方で何か白いものが動いた気がした。

　地面を這はうように身を屈かがめた彼女が、ぼくの股またの間を擦すり抜けたのだ。そう気付いたときにはもう遅い。行きがけの駄だ賃ちんとばかりにアキレス腱けんを切られ、ぼくは片かた膝ひざをついた。

　そして──喉のど元もとに、ひんやりとした刃やいばの温度。再び背後に回った仙天花の声が聞こえた。

「さて。まずは血抜き」

　間違いなくぼくは殺される。無む論ろんのことぼくは死なないが、生き返ったとして──それでどうなるのか？　生き返るのを待たずに立ち去ってくれるだろうか。いや、首を切ればさすがに肉が再生する異常さに気付くだろう。とにかくまずいことになるのは確かく信しんできる。

　腕が本能的に動こうとした。椅子を背後に叩たたき付けようとした。

　けれど、ぼくの脳に再び浮かんだ言葉が、その動きを制止する。

　殺していいのか？　相手はただの人間なのに？

　迷った一瞬が致命的だった。愚おろかにも、自分が善だと信じている一般人のように、まだ自分の手が汚れていないかのように──迷った一瞬が。

　僅わずかにあった反はん撃げきの隙すきはそれで失われ。

　仙天花の包丁が、ぼくの喉から血を噴ふん出しゆつさせる。




　しかしそれは、仙天花が包丁を動かしたからではなかった。

　どこからか躍り出た漆黒の奇怪な獣が、彼女の身体を強引に弾き飛ばしたからだった。




　　　　６




　仙天花が吹っ飛んだ弾みで、肉に半ばめり込んでいた包丁がぼくの喉を大きく切り裂いた。冷たさと熱あつさの混ざる猛烈な痛みが息苦しくてとにかく痛い死ぬ。慌てて掌てのひらで押さえようとするが、その前にぼくの背中を衝しよう撃げきが襲おそった。地面にうつぶせに倒れると、さらにそのまま背中に無む茶ちや苦く茶ちやな重みが加え続けられる。重い、どけ！

　不格好に呼吸しながら、ぼくは頰ほおを地面に擦こすり付けてなんとか自分の背の上にいるものを確認する。やはりだ──それは昨日きのう草そう太たを乗せて逃げていった三本頭の狼おおかみ。ということは……！

　獣けものに押さえつけられたまま、ぼくは砧きぬた川がわのほうを見た。砧川を嬲なぶるように襲おそい掛かっていた仙天てん威いが眉を顰め、間合いを広げる。理由は無む論ろん、砧川と彼女との間に現れた別の一頭だ。

　それは屹きつ立りつする鼠ねずみだった。だが図ず鑑かんに載っている鼠という生物を眼前のモノに近付けるには神様にさらなる数手を煩わずらわせねばならない。まずは黒いペンキをぶっかける。身長を人間大にする。顔の右半分を腐肉と骨に。オセロの初期配置のように左の肩から脇わき、そして腕も同様に白骨化。足はそのままで構わない──ただし尻しつ尾ぽに同じものを何個か追加しなければならない。鼠の尻尾に鼠の両足がムカデじみて並んでいるのだ。漂う腐臭といい、気色悪すぎる。

　弾はじき飛とばされた仙せん天てん花かはくるりと身を翻ひるがえして着地し、再び仙天てん威いの横に並び立った。

「……わお。今度は無む茶ちやな造形の生物が」

「多少の驚おどろきではあるけれど。邪じや魔まをするということはこいつらも猪ブタよ、天花」

　イカレてるのはわかっていたが、ここまで一貫していると驚かざるを得ない。この双ふた子ごは恐怖していないのだ。変身する人間にも、喋しやべる帽子にも、ありえない形状の生物にも。彼女らの頭の中には、ただ一つのことしかないのだろう。寝ね々ねの仇かたきを取る。そのためならば──人ならざるモノでも躊躇ためらわず殺そうとできるほどに。

「ふふ、しかしこれは素敵すてき予想外。天威、始めよう」

「ふふ、天花。始めましょう──解体を！」

　白い影かげが二つ、身を低くして地を這はう。狙ねらわれたのは砧川と彼女らの間にいた鼠の怪物。鼠は襲おそい掛かってきた双子を瞬しゆん時じに敵と認にん識しきし、逆に凄すさまじい速度で間合いを詰めた。胴に生えた二本の足と、尻尾に生えた無数の足を使って。地鳴りじみた異様な足音と二つで一つの足音が交こう錯さく。その間ま際ぎわ、鼠は尻尾を支えに本体を大きく仰のけ反ぞらせていた。そしてその反動で、口から覗のぞいた牙きばを残像すら残る速度で振り下ろす。

　身を低くした仙天花の肩を仙天威の左手、長い袖そでの中途が摑つかむ。その肩を支えにしてふわりと浮いた仙天威は、常人には目視しきれないスピードで襲い来る鼠の牙へと右手の包丁を接触させた。受け止めるわけではなく、滑すべらせる。耳みみ障ざわりな音を立てて牙を受け流すと、そのまま身体からだを横回転させつつ鼠の頭の横へ。そのときには下方へ潜もぐり込んだ仙天花が鼠の右足を切り取っていた。速度を維持して尻尾のほうに流れつつ、彼女は嬉うれしそうに叫ぶ。

「報告！　肉厚！」

「報告！　骨は硬い！」

　空中で鼠の左手を切断していた仙天威が応じる。巨大鼠は既すでにバランスを崩している。

　それで終しゆう焉えんした。

　白衣の料理人が縦じゆう横おう無む尽じんに跳び回った。片袖を翻しつつ、縦たてに横に宙返り。車の下も潜り抜けられそうなほど低姿勢になる。同時に跳んで交こう叉さし入れ替わる。落下という過程で肉と骨を分割する。柔軟性を最大限に発揮し股またを開き腕を捻ひねり身を逸そらし、けれど包丁だけは常に鼠の体内。十六ビートの音楽を奏かなで、鼠を形成していた部位の一つ一つがぼとぼとと大地に落ちる。

　どこにどちらがいるのか。どちらが何をしているのか。全体を見ていると認識できない速さ。ただ、血ち飛沫しぶきが飛び散り、肉片が跳ね、腐臭が漂い、鼠が殺されていく。いや、その言葉はふさわしくない。腕が何個にも。足が何個にも。尻尾が何個にも。胴体が何個にも。頭部が何個にも。それを齎もたらす行為は、決して殺害などではなく──

　仙せん天てん花かが鼠ねずみの上を飛んだ。縦たて回転しつつ、包丁で縦の筋を作った。

「解体──」

　仙天てん威いが鼠の横を跳んだ。横回転しつつ、包丁で横の筋を作った。

「──完了！」

　そして同時に着地。着地姿勢は僅わずかのズレもない背中合わせ。横に向けられた酷こく薄はくな微笑の先では、最後に残っていた鼠の胴体が四分割され、肉片の山に新たな重みを加えていた。

「くすくす。あー、楽しかった。こんな変なモノが解体できるなんて！」

「目的は寝ね々ねの仇かたきを取ることよ、天花。満足してはいけないわ。楽しかったのは事実だけど」

　双ふた子ごはぴくぴくと蠢うごめく肉山の前でしゃがみ込み、包丁でその混こん沌とんを搔かき回まわし始めた。

「足が凄すごいの。何本あるか数える？」

「脳が半分しかないわ。どうなっているのかしら」

「この横おう隔かく膜まくと肋ろつ骨こつの間の感触が良かったのよ」

「意外に肉が多いわね。皮を剝はぐのが面めん倒どうそうだけど」

　頭の中にはただ一つのことしかない、と言ったのを多少訂正しよう。解体フェチと言うか何と言うか……思想と同じく性せい癖へきもイカレてる、ということらしい。

「かっ……は……砧きぬた川がわ……」

　ぼくの背中を押さえつける狼おおかみは退どかない。肋骨がミシミシ軋きしんでいる。なんとか出るようになった掠かすれ声ごえで砧川を呼ぶと、今まで動くに動けない様よう子すだった彼女がはっと顔を引ひき締しめた。

「やれ、砧川……」

「で、でも、宵よい本もとくんがっ」

「一いつ緒しよに吹き飛ばされ、ても、文句は、言わんっ……やれ！」

　こんなときに後押ししてくれるはずのアヴェイラーズは、なぜか砧川の頭の上で目玉をぎょろぎょろと左右に動かしていた。好都合だ一緒にブチ殺せ、みたいないつもの台詞せりふはどうした。

「あっちはあっちで大変ソー」

「どちらを先にする？　露ろ出しゆつ度どの高い女の子は隙すきだらけだけど」

　それを聞いた砧川が慌てて双子に顔を向ける。だがそちらばかり気にするわけにもいかない。結局、砧川は忙せわしなく双子と狼へ交互に身体からだを向けるようになった。自分の指に包丁を当てている砧川を「？」な顔で眺めてから、双子はちらりとこちらの狼を見る。

「でもこっちの空飛ぶ猪ブタを横取り的なオオカミ猪ブタも捨すて難がたい。なんか解体も楽しそうだし」

「三つの頭。普通の足に加えて二本の変な足。歯の生えた尻しつ尾ぽ。どういう構造なのかしら」

「くふ。この世に存在しないものは解体したことがない。これはその欲求を満たしてくれそう。他ほかにもいろいろあるの。今まで猪ブタにはなりえなかったもの、たとえば──」

「ああ、アレね。わかっているわ、天花。でもそれはさすがに用意してくれないと思う……で、威い的てきにはあの狼おおかみは後の楽しみにしたいと思うの。とりあえず襲おそい掛かってこないし、下の猪ブタを食べたりもしないようだし」

「露ろ出しゆつガールのほうにする？」

「そうね……いや、やっぱり先にはっきりさせておくことがあるわ」

　言いながら、仙せん天てん威いは足あし下もとの肉片の山から鼠ねずみの牙きばを摑つかみ上げた。そして身を捻ひねりざま、

「──そこォ！」

　それを横手の木々へと投げつける。がさり、と落ち葉が擦こすれる音。

　そこに現れたのは、なんとか転がって牙を回かい避ひした──暗い木立の中に隠れていた何者か。

　勿もち論ろん、ぼくには予想できている。草そう太ただ。

　草太が唇を嚙かんで立ち上がる。双ふた子ごが包丁をゆっくりと持ち上げる。が、誰だれよりも早く行動を起こしたのは砧きぬた川がわだった。ぼくと狼に身体からだを向けたまま、叫ぶ──包丁を押し当てた指からは、既すでにその切断を待まち侘わびるかのように赤あか色いろが滲にじんでいた。

「機き波なみくんっ！　あれを退どけてください、お願ねがいします！」

　頼たのむ前にやればいい。だが砧川は砧川だから躊ちゆう躇ちよするのか。あるいは狼を攻こう撃げきした瞬しゆん間かんは双子に隙すきを見せることになる。それを恐れているのか。

　その叫びを合図とし、双子が草太に向けて接近を開始する。

「そちらも寝ね々ねを殺した猪ブタかしら!?」

「同様に、腕の一本でも解体してから聞いてみることにする！」

　草太は何の行動も起こさない。死ぬ気か、馬ば鹿か野や郎ろう。

　だが──そのときだった。

「愛しき血とDear "bloody" 夜の君エリザベートへ"nightly" "Elizabeth"……」

　聞き覚えのあるようでない、中性的な男の声。

　ぼくと地面に挟まれている携けい帯たいから着信音が鳴った。その意味するところは、目を見開いたアヴェイラーズの絶叫で示される。

「やはり……血夜魔術ブラツドマジツクの《眷族ミデイアンズ》！　気をつけろメイコ、あの小僧は──」




「あの小僧は代替魔術師ではないぞッ！」




　そして──草太の背後から、一人ひとりの男が現れる。




　　　　７




　その青年は奇妙な姿をしていた。巻まき癖ぐせのある金の長髪。色白の顔立ちは男のぼくから見ても美形だ。身に着けているのは貴族的な黒の夜会服に、襟えりの高いマント。それは表地が真しん紅くで裏地が濃のう紺こんだった。いろいろと言いたいことはあるが、とりあえずおいておこう──どこが一番奇妙かと言われれば、それは間違いなくその男の右腕だった。

　右腕に棺桶を装着している。
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　意味不明だが、そうとしか言いようがない。正面に十字架が刻まれた白い棺かん桶おけ。棺桶の上部は男の肩口に固定されており、そして下部からは何事もないように手を出している──つまり肩と手までの間をそのまま棺桶に包んだような姿なのだ。腕を守る装甲、のようなものなのだろうか。しかしあれではどう考えても肘ひじが曲がらないだろう……変すぎる。変と言えばサイズも変だった。棺桶一般からしてみれば細身で小さいサイズなのだが、やはり腕を通すものとしては不自然に大きい。右手首の位置は左手と比べて明らかに低い位置にある。どっかの首長族と同じ仕組みで、腕を矯きよう正せいして伸ばしていると言われても信じられそうだ。

　呟つぶやきながら現れた男が、その右腕を揺らす。と、どういう仕組みか、手しゆ甲こう棺桶の蓋ふたが開いた。同時に黒手袋の左手はマントの下から何かを摘つまみ出している。小さい円筒形の容よう器きに見えた。

　そして異常が始まる。

　男は容器を棺桶の中に投げ入れる。蓋が小さく振動を始める。

　開いた棺桶の上部の空間が、一いつ瞬しゆんだけ陽炎かげろうのように霞かすみ、歪ゆがんだような気がした。

　それが錯さつ覚かくなのかどうかを判断する間もなく、ばくん、と蓋が勝手に閉じる。今度は振動が腕全体に伝でん播ぱ。男は右腕を前に伸ばす。

「その真しん紅くは【疾走性"the runner"】、その漆しつ黒こくは【忌避されるもの"the ominousness"】──産うぶ声ごえを」

　囁ささやきと同時、再び蓋ふたが開放された。先刻よりも激はげしく。振動が収しゆう束そくして破裂するが如ごとく乱らん暴ぼうに──その中から飛び出そうとする何かに押し開けられたかのように。棺かん桶おけの容よう積せきとはどう考えても見合わない巨体が、しかも二つ、その死者の安息地から飛び出す。

　それは先刻双ふた子ごが解体した、腐臭のする鼠ねずみの怪物だ。何度見ても奇怪すぎる。白骨化していない部分の体毛は微妙に濡ぬれたように垂れ下がっており、鼠が犬のように身体からだを震ふるわせると、何だかわからないがとにかく汚らしい液体がびちびちと地面に飛び散った。そして昆虫のように軋きしんだ鳴き声を立てながら、それらは男の横へ移動──王を護まもる忠臣の如く、その両りよう脇わきに侍はべる。あの変な魔ま獣じゆう達はああやってあいつが生み出して操あやつっていた、というわけか……

　双子は新たな敵の出現に接近の足を止めている。砧きぬた川がわは未いまだぼくに乗る獣けものと双子、そして棺桶男達に魔術の狙ねらいを彷徨さまよわせている。複雑な膠こう着ちやく状態。

「わお。新キャラだ。よろ～」

「よろしく。で、問うわ。貴方あなたが平然とその怪奇未み確かく認にん動物を棺桶から出して使し役えきする異常さは翼つばさが飛び出たり帽子が喋しやべったりするのと同種の異常さだと思われる。つまり猪ブタである蓋がい然ぜん性せいが高い。貴方は蘭らん乱らん爛らん崎ざき寝ね々ねの死に関係しているかしら？」

　軽い口く調ちようだったが、双子の目は笑っていない。それに対し、青年も無表情に答える。ひどく丁てい寧ねいで、静かな声だった。

「……その名に聞き覚えはありません」

「では、問いを変更。サンバイザーを被ったチャイナドレスの少女に心当たりは？」

　仙せん天てん威いがすぐさま追つい撃げきすると、青年はすっと瞳ひとみを細めた。それから僅わずかに顔を俯うつむけ、呟つぶやく。

「そう、ですか──彼女の関係者、なのですね。すみません」

「謝しや罪ざいが出た」

「……間違いない。猪ブタと認定する」

　双子が一歩を踏み出す。と、それを見やった青年は顔を引ひき締しめて左手を掲げた。それが合図になったのか、彼の横にいた二匹の怪物鼠がその前方へ移動する。

「色々事情があるのでしょう。ですが、大人おとなしくやられるわけにはいきません。先ほどはとりあえずただの人間である貴女あなた達を遠ざけるためにこれらを手加減してけしかけただけです。それでも立ち去らず、私達に襲おそい掛かかってくるというのなら──殺します。人間といえども」

　鼠が無数の足を蠢うごめかせ、突進のための力を溜ためる。今度は二匹だ。簡かん単たんに突っ込むわけにもいかないのだろう、双子もその異い形ぎようを見据えたまま動きを止めた。そのまましばし動きはなく、緊きん張ちよう感かんだけが高まっていき──そしてふと、包丁を顔の前で構えていた双子の視し線せんが、鼠から手中の刃やいばへと動く。同時に舌打ちした。

「……今気付いた。包丁がぼろぼろ」

「同じく。この世に存在しないモノを解体するには、こんな普通の包丁では強度が不足しているわ……もう少し用意をしてくるべきだったわね」

「天てん威い、予備の包丁はまだある？」

「天てん花か、同じ質問をしようと思っていたところよ」

　彼女らはしばらく見つめ合ってから嘆たん息そくした。そして──刃やいばが欠けた包丁を、ガーターベルトに戻す。それから無む闇やみに不ふ遜そんな仕し草ぐさで胸を張り、青年と砧きぬた川がわ、そしてこのぼくを眺めた。

「今日きようは得え物ものが悪い。出直すことにする」

「臆おくしたのではないと血判状で示してもよい声明をしておくわ」

「もっといい包丁は家にあるの……いやホントに。あるよ？」

「天花、何だか喋しやべるたびに格好悪くなっているような気がする。帰りましょう……残ってても面めん倒どう臭くさい三角関係に巻き込まれるだけよ。もう顔は覚えたし、焦あせることはないわ」

「そうね。それでは猪ブタの皆さん、道具の用意ができるまでひとまず屠と殺さつは後日に延期」

「寝ね々ねが座る死者の食卓、その皿に並ぶは解体された貴方あなた達という猪ブタ。残り少ない日々を臭い厩きゆう舎しやで楽しくお過ごしください」

　二人ふたりは軽く頭を下げ、白衣の袖そでを翻ひるがえす。

　奴やつらはいつか再び襲おそい掛かかってくるはずだ。簡かん単たんに逃がしてしまっていいのだろうか？

　そんなぼくの胸中を代弁するかのように、砧川の頭上で帽子が喚わめいた。

「おいメイコ、何をしておる!?　面倒臭いことになる前に今ここで奴らを殺しておけ！」

「え、で、でも……！」

「やらんか、今いま更さら躊ちゆう躇ちよすることもあるまい！」

　砧川は双ふた子ごの背中に向けた指を曖あい昧まいに揺らしている。だがそのとき、

「はは。せっかく俺おれらが見逃してやったただの人間を、お前は背中から魔ま術じゆつをぶっ放して殺そうとするのか。なんつーか、やっぱ俺ら以上に最低な人じん外がいだな？」

　青年の背後にいた草そう太たが唇を歪ゆがめて言った。砧川は瞳ひとみを揺らす。その間に双子が街灯の向こうに姿を消し、アヴェイラーズが不満げに舌打ちした。

　双子の言う通り、残されたのは面倒臭い三角関係だ。砧川は横目でちらりとぼくを見てから、鼠ねずみの怪物を従える青年に向けて言葉を発した。

「貴方が代替魔術師ポステリオルマギスですね……お願ねがいします。あの狼おおかみを退どけてください」

「砧川、んなこと言うより早く──がっ！」

　喋しやべろうとした瞬しゆん間かんにまた狼の体重がぼくの背に圧のし掛かかり、また体内が不ふ吉きつに軋きしんだ。畜ちく生しよう。椅い子すは倒されたときに手放してしまった。手を伸ばしても届かない。前のように髪を祝福して、ということも考えたが、この体勢では焼け石に水だろう……くそ、なんて足手まといだ。

　砧川の状況は双子がいたときとほとんど変わっていない。男を攻こう撃げきすればぼくが殺される。ぼくの上の狼を攻撃すれば、その瞬間発生する隙すきを男に突かれるかもしれない──そしてぼくを魔ま術じゆつに巻き込むかもしれない。まったく、それはぼくの破損を気にしなければ発生しないジレンマだ。覚悟を決めて何か行動を起こせ、砧きぬた川がわ……！

　そう考えたとき、ぼくはふと思った。砧川の事情はともかく、なぜ向こうは動かないのか？　膠こう着ちやくする理由はない。ぼくを殺して主しゆ導どう権けんを奪い、それから砧川と戦えばいいと思うが──

　その答えには砧川も気付いたようだった。さらに包丁を自分の肉体に潜もぐり込ませるそぶりを見せながら、語ご調ちようを強める。

「もう一度言います、解放してください……さもなくば。わたしはあなたに対して魔術を全力で使います。この辺り一帯を跡形もなく吹き飛ばすほどの魔術を、近くにいるただの人間すらも巻き込んで殺してしまうような魔術を、躊躇なく全力で使います」

　その言葉にはブラフも込められていると思う。だが効果的だ。それはぼくが辿たどり着ついた答えと同じ。砧川はぼくに似た最低さで、卑ひ怯きようにもこう言ったのだ──狼を退けなければ、背後に庇っている草太がどうなるかわからないぞ、と。

　その言葉を聞き、青年は深く息を吐いた。軽く首を回して、草そう太たと視し線せんを合わせる。何か言いたげに草太が口を開くのを首しゆ肯こうで遮さえぎってから、彼は砧川に向けて言った。

「人質交換、というわけですね──いいでしょう。ここは乗っておきます。では、宵よい本もとくんの隣となりに移動してください」

　砧川がゆっくりと近付いてくる。それに合わせ、ぼくに乗っていた狼おおかみの怪物が足を退どけていった。そして一気にぼくを解放し、辿り着いた砧川と入れ替わるようにして男の傍かたわらに戻る。

「だ、だいじょぶですかっ」

「ああ……もちっと手っ取り早くなんとかしてほしかったがな」

　立ち上がりつつ、ぼくは砧川のいつもの謝しや罪ざいを聞く。だが、意い識しきは別のところにあった。

　たった今、男が口にした言葉が信じられない。ぼくの名前。なぜ知っている？　男の正体を推測する情報はまだある。草太と一緒にいること。ああ、まさか、まさか──？

「アヴェイラーズ。さっき言ってたのは……」

「繰くり返すが、あの小僧はただの人間じゃ。その前におる男こそが代替魔術師ポステリオルマギス──はん、あの魔術は知っておる。生きておったころに多少、奴やつらとは接触があったのでな。つまるところ奴は、ただの──」

　そしてアヴェイラーズは、囁ささやくようにその言葉を口にした。

「──《ヴァンパイア》じゃ」




「くは、くは、くははは！　ご名答だとも、懐なつかしき夜の隣りん人じんたる魔女ウイツチよ！」

　その声を発したのは、青年の肩に乗って尊大に胸を張っている小さなぬいぐるみだった。掌てのひらほどの大きさをした、ツギハギだらけのクマ。お揃そろいのように羽は織おっているミニマントはともかく──見覚えがある。それは、『彼』ではなく、『彼女』がいつもポケットに入れていた──

　砧きぬた川がわもそれに気付いた様よう子すで、はっと顔色を変えていた。顔色を変えないのは、人じん外がいの導き手ナビゲータ達だけだ。アヴェイラーズは帽子の目を細めつつ、低い声で呟つぶやいた。

「勝手に隣りん人じんにするな。先の大戦を忘れたわけでもあるまい」

「過去のことではないか。我わが輩はいは過去に囚とらわれない主義であるのでな！　というわけで、加か虐ぎやくと被虐を友とする一族の代表よ、まずは名を聞かせてもらおう！」

「名乗る義理などないが……まぁよい。アヴェイラーズ・ウルリッヒじゃ」

「ほう!?　ほうほうほう、これはこれは!?　悪あく名みよう高き《獣の魔女ウイツチ・オブ・ビースト》《手ハンドプレイス》《抉えぐる女》《十二番目の真なる愚おろか》殿か！　ご高名はかねがね聞いておったよ、決して出会ってはならない魔女その一だとね。おっと申し遅れた、我輩はキュリーマー辺へん境きよう伯はく！　以後お見知りおきを！」

「……なるほど。そちらも名前は知っておる。真性の変態で、重度の死姦愛好者ネクロフイリア。最も異常なヴァンパイアだと」

「くはは、人聞きの悪い。愛に形はなし、を実践していただけのことである。ところで、まさか君が導き手ナビゲータとなっていたとはね。いや、考えていたのだよ。魔女ウイツチ種族は誰だれに自らの根源闇滓ルート・アンシイを託すのであろうか、と。マスクス、あの《仮面の魔女ウイツチ・オブ・マスク》《顔フエイスフアツカー》か。可能性は低いがマザーグース姉妹、《相似の魔女ウイツチ・オブ・ツインズ》《体ボデイオンリイ》か。あるいはミセス・ブラヴァッキー、《教育の魔女ウイツチ・オブ・コンテイニユイテイ》《脳ブレインライン》か。はたまたファウスト……」

「──貴き様さまがその名を口にするな。考える必要などない。儂わしがここにおる、それだけじゃ──ヴァンパイアこそ、てっきり伯爵が導き手ナビゲータになりおると思っていたがな」

「いやはや、我輩もそう言ったのだが彼は辞退なされたよ。面めん倒どう臭くさいの一言でね。ま、長き生に憂うれえているようでもあったし……元々、人との間に子を作るような酔すい狂きような方だ。何を考えておられるのかは最後までわからないままであった」

　ああ、そんなことはもういい。人外の歴史や登場人物になど興きよう味みはない。

　ぼくは前に進み出る。見つめるのは、同じくぼくを見つめてくる、眼前の男。

「小鳩先生、なのか？」

　彼は──いや、ぼくと対極の状況にある、『彼女』は──哀かなしそうに、頰ほおを緩ゆるめる。

「宵よい本もとくんは、いつも、私を困らせますね。誤算です。こんな場面で会うことになるなんて」

　やはり、か。どうして世界はこうも無む慈じ悲ひなのか。草そう太たが代替魔術師ポステリオルマギスではなかったのは、確たしかに最悪を一歩脱出したことになる。けれど、その先に待っていたのはまた別の最悪だ。

　先生の肩の上で、キュリーマー辺境伯とやらがその丸っこい腕をぼくに突きつけた。

「そう、少年少女よ、君達はコバトの教え子であったのであるな？　授業を見ていた、見ていたとも。というわけで弟子は師を敬うやまうべし、素直にここで殺されてみてはどうかね？　なになに、我輩は紳士である、痛くしないから！　くははは！」

「戯たわけた口を聞きおるわ。おいメイコ、小僧。奴やつの臭い口を永遠に開かぬようにしてやれ」

「おおっと、それはこちらの台詞せりふである。お互い、肉体がないのが残念でならぬな。悪名高き獣けものの魔ま女じよを討うち取ったのならば──首を切り落として持ち帰ってから、その口を我わが輩はいの象徴シンボルで思うまま塞ふさいでやるところであるのに！　ヌハハ……ん？　っと、こらコバト、何をする」

　ばたばたとキモ可愛かわいく暴あばれるぬいぐるみを左手で摑つかんだまま、彼女は中性的な声で言う。

「ここは退ひきましょう、キュリーマー辺へん境きよう伯はく。いつまでもここにいたら、あの双ふた子ごが戻ってこないとも限りません。そうするとまた面めん倒どうなことになります」

「む。それは──そうかもしれんがな」

　それに、と先生はちらりとぼくたちの顔を眺めてから踵きびすを返した。

「焦あせらなくても、いつでも殺せます」

「ふむ。一理ある……初めて売春宿へ入った童貞少年のようにがっつくな、ということであるな。紳士には余裕が必要である。我輩、失念しておった」

「ちょっと、待──」

　追いかけようとするが、二匹の巨大鼠ねずみが行く手に立たち塞ふさがった。ぼくはそれ以上進めず、ただ先生と草そう太たが狼おおかみの背中に乗るのを見ているしかなかった。いや、しかし、まだだ。これだけは聞いておかなくてはならない。

「先生！　どうして草太を巻き込んだ!?　そいつはただの人間なんだろう!?」

　ぼくの叫びに、先生が無表情に狼の背で振り返る。

「……宵よい本もとくんも、砧きぬた川がわさんも知っているはずですよ。見られてしまいましたからね。貴方あなた達二人ふたりと──もう一人ひとり、金髪のエルフがお茶を飲んでいたとき」

　草太も振り返った。教室で話したときと同じように、薄うすく、笑いながら。

「敵に答える必要はないだろ？　そうそう、学校で俺おれ達に変な動きを見せるのはよしといたほうがいいぜ。即刻、大変なことになるからな」

　そして狼が跳ちよう躍やく。人ひと気けのない公園から、さらに人気がなくなる。それからすぐ、残ってぼくたちを監かん視ししていた鼠も木立の中に入り去っていった。

　奴やつらまでみすみす逃がすとは何事か、とアヴェイラーズがぶちぶち文句を言っているのが聞こえる。しかしそれは耳を素通りする雑音。ぼくは二人が残した言葉の意味を考えていた。

　草太は人間のまま、人間ではなくなってしまった先生に協力している。なぜだ？

　その心当たりは、先生が言うように、ぼくの中にあった。これが、本当に、その理由なのか。

　あれはまだ巳み沙さ希きが生きていたとき。彼女との最後の思い出──砧川や切せつ華かと一いつ緒しよに温水浴場へ行く、わずか数十分前の出来事。ぼくたちは、ドルイドを誘おびき寄せる囮おとりとして動いていたレンテンシアと共にカフェテラスにいて……そうだ。草太と学校の教師がデートしているのを見たのだ。勿もち論ろん、その相手こそが。新任の古文教師。二に井い原はら小こ鳩ばと。

　思い返せば、草太の様よう子すがおかしくなり始めたのはそれからだった。無気力に日々を過ごすようになり、ぼんやりと窓を眺めるようになり、誰だれともあまり話さないようになった。

　まるで──恋煩いでも、しているかのように。

　ぼくたちは知っている、という先生の言葉。草そう太たの憂うれいの原因。

　そうなのか。これが理由なのか。

　ぼくはひどく冷さめた心持ちで、その結けつ論ろんを胸中に落とし込んだ。

　草太がぼくたちを敵だとしてあっさり切り捨てられたのは、何をさておいてでも優ゆう先せんすべきものが他ほかにあるから。先生がただの人間である草太に協力させているのは、傍そばにいるのが当然の存在であり、彼もそれを望んでいるから。

　つまりは。草太と先生が、この暗い世界においても、まだ一いつ緒しよに行動しているのは。

　二人ふたりの想おもいが──ただ、繫つながっているからだと？




　そんな普通の理由で、こんな非日常に足を踏み入れるなんて、可お笑かしい。滑こつ稽けいだ。

　その正直な感想を心に抱きつつ、ぼくは不ふ吉きつさを霧きりのように残す夜を見つめて立ち尽くす。

　笑いたいのに、なぜか、笑えなかった。
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　昨日きのうという日は全世界的になかったことになった。

　……そう思えたなら楽だったのだが。

「はい、というわけで～。実は蟬せみ丸まるさんは別に僧そう侶りよでもなんでもないらしい、という裏話でしたー。なのになぜ光属性なのか、まったくの謎なぞですね～。きっと蟬丸さん本人も坊主めくりに纏まとめられてしまうとは誤算ですと思ってるに違いないです。で……」

　この舌足らずでほえほえした声が演技なのか。昨夜ゆうべの暗く静かな声が演技なのか。わかりはしないが、普段ふだんの彼女が今日きようもこの教室にいるということは事実だ。

　教室前方に見える砧きぬた川がわの背中は不必要に恐きよう縮しゆくするように丸まって動かない。無む闇やみに気き後おくれしているといういつもの理由ではなく、眼前一メートルほどにいる代替魔術師ポステリオルマギスに緊きん張ちようしているからだろう。ぼくだって緊張している。隣となりの席の人間──教科書とノートを出し、頰ほお杖づえをつき、もう一方の手をポケットに突っ込んでぼーっと黒板を見ている草そう太たに。

　しかし向こうに動きがない以上、ぼくも注意しておく以外の対処はできない。ただ視界の端に草太と先生の姿を収めながら、ぼくは悶もん々もんと処しよ々しよの問題を考え続けていた。

　寝ね々ねの仇かたき討うちでぼくたちを狙ねらう双ふた子ごの人間のこと。完全にぼくたちを敵視し、ただの人間ながら代替魔術師ポステリオルマギスに協力している草太のこと。そして──彼の協力を受け入れている先生のこと。

　そう、先生だ。ぼくがまずやるべきことは、先生ともう一度話すことだろう。

　昨日はそれほど深く話したわけではない。向こうの本ほん音ねを聞く必要がある。草太について、この馬ば鹿かげた生存競きよう争そうについて。

　そして、さらには──ぼくには先生に対して果たすべき役割がある。

　彼女から受け継いだ、代替魔術師ポステリオルマギスの未来に関かかわる重要な選せん択たく肢しを伝えねばならない。

　勿もち論ろんすぐには無理だろうが、足がかりとして話ができる関係を作っておく必要はある。そう、やはり──先生と草太に対しては、敵対を回かい避ひする方法をまずは探っていかねばならない。

「ええと、それじゃ今日はここまでですね。来週辺あたり、この百ひやく人にん一いつ首しゆの小テストをしますので、誤算にならないようにしっかり復習しといたほうがいいと思うのです～」

　えー、という教室中からのブーイング。うっ、と先生は身を退ひいた。

「そ、そんな拒否反応されても困っちゃいますです……はうう。主任から、絶対にやるように、て言われてるんです。ああ、これが噂うわさの担任イビリ。ま、負けませんよ、先生、負けませんから！　とりあえずおくすりを……もぐりもぐり……むはー」

　そしてしばらくぼんやりとしてから、先生は不意にびんと背筋を伸ばして言い放った。

「て、抵抗は無む駄だです！　文句があるならいつでも私を通り越して主任の近こん藤どう先生のところへ！　鉄パイプに釘くぎバット、いかなる凶器を持っていようが臆おくすることなく立ち向かいますよ！　近こん藤どう先生がね！」

　謎なぞのビタミン剤は誰だれかを躊躇ためらわず人ひと身み御ご供くうに差し出せる勇気を生むらしい。小こ鳩ばと先生はおじいちゃん先生への襲しゆう撃げき指令を力強く出し、最後になぜかガッツポーズで生徒を応援までしてから教室を出て行く……近こん藤どう先生に私し怨えんでもあるのか。

　まぁいい。廊下で捉つかまえて話をしよう。だが、ぼくがさりげなく席を立ったそのとき──

「せーんせっ♪　ボク、さっきの授業でちょっとわかんないトコあったんですけどっ」

「あら、そ……機き波なみくん。えーと、歩きながら聞きましょうか。機波くんがこんな勉強の質問してくれるなんて、先生としても嬉うれしい誤算です～」

　先生はにこりと微笑ほほえむ。演技と演技。全すべてが噓うそだ。暴あばく気にもならないほど噓だらけだ。

　先生と一いつ緒しよに廊下に歩き出しながら、草そう太たがちらりとぼくのほうを見た。一いつ瞬しゆんだけ、唇を曲げ──未いまだポケットに突っ込んだままの手を、軽く動かす。そこに何が摑つかまれているのかはわからない。が、彼の言わんとしていることは伝わってきた。

　余計なことはするなよ？　だ。

　ぼくを牽けん制せいするためのものがその手中にはあるのか。ナイフか。それとも銃か。さっきの授業と同じ──誰にも気付かれないだけで、誰にも見えないだけで、緊きん張ちようは確たしかに存在している。

　二人ふたりが教室を出て行く間ま際ぎわ、先生の胸ポケットからその半身を覗のぞかせるぬいぐるみが、ぼくを見てにやりと笑ったような気がした。錯さつ覚かくだろうが違おうが、さしたる意味のないことだが。

　休み時間の喧けん騒そう。ぼくはそのまま席に腰を下ろすしかない。

　草太は次の授業には帰ってこないだろう。今の古文の時間まで草太は姿を見せていなかったのだ。教室にいない間、何をしているのかは考えるまでもない。先生と一緒にいるに決まっている……向こうは授業があるから、近くで様よう子すを窺うかがっているのだろうが。だからたとえ次の時間だかに先生のところへ行っても、それとなく草太がぼくとの会話を邪じや魔まするに違いない。

　無む論ろん、これは今までの行動パターンとは違う。昨日きのう草太が普通に授業を受けていたのは、おそらくぼくたちが先生の関与に気付いていなかったからだ。古文だけ出るような不自然な行動を取れば、ノーマークだった先生が逆に疑われかねない。だから先生と一緒にいるよりもぼくたちの行動を近くで監かん視しすることに重点を置いていたのだろう。何にせよ、今日きようになっての行動変化は向こうの警けい戒かいレベルが明めい確かくに引き上げられたことを意味する。やれやれだ。

　砧きぬた川がわが席からこちらを見ているのに気付いた。問題ない。前を見てろ。顎あごをしゃくってやると、彼女は心配そうな顔で軽く会え釈しやくしてから首を戻した。次の授業の教科書を机に出し、ただ椅い子すに座ってぼーっと時計とけいを見上げている。

　ふと、その背中に目新しさを覚えた。そう、そのなんでもない光景は、初めて見る。

　ぼくの記き憶おくにある砧川冥めい子こは、休み時間に何もしていないなんてことはなかった。自分のものではない宿題にペンを走らせていたり、自分を玩具おもちやにする馬ば鹿か女三人に対して愛あい想そ笑わらいを浮かべていたり。空気のように、虐しいたげられていた。けれど──今はただの空気だ。砧川に対して悪意と嘲ちよう弄ろうを向けてくる三人の女は、まるで物語の些さ細さいな一エピソードのように、非日常の余波で死んでいる。だから訪れた、何もない平へい穏おん。

　だが砧きぬた川がわはその平穏に慣なれていない。そう見えた。時計とけいの針を見守るのに飽あきたのか、そっと覗のぞき見るようにして首を回し、ひどくこそこそと教室の喧けん騒そうを眺める。皆はどうやってこの時間を潰つぶしているのだろう、とでも言いたげに。しばらくしてその視し線せんは花か瓶びんの乗った机に辿たどり着つく。あの三人のうちの一人ひとり。奴やつらの死は砧川に瑕か疵しあることではなかったが、彼女は僅わずかに表情を暗くし、物もの憂うげな顔を再び黒板の上の時計に向けた。

　しかし砧川にとっては使い道のわからない平穏でも、他人がそう思うとは限らない。手持ち無ぶ沙さ汰たな砧川を見て、これをいい機き会かいだと捉とらえた人間もいたようだった。暇ひまに飽かした思いつきか、それとも前々から興きよう味みがあったのかは知らないが。

「えーっと……砧川、さん？」

「は、はいぃっ？　ご、ごめんなさい、ごめんなさい！　何か邪じや魔までしたかわたし邪魔でしたか？　時計、時計が見えませんか？　すみません、じゃあわたし、こうしてますから！」

　突然、隣となりの席の女子生徒が砧川に声をかけた。それにパニクった様よう子すで、砧川は慌てて机に突っ伏す。べたー、と潰れたスライムみたいになっている砧川に、女子はくすりと笑った。

「いや、そうじゃなくてさ。次の英語の宿題、やってきた？」

「……え？　その。はい……一応、やってきましたけど……」

　その微妙に暗い顔を見て何かを悟ったのか、声をかけた生徒がぱたぱたと手を振る。

「あー違うよ？　あたしもやってるし、別に写させてもらおうとかそういうんじゃなくて……次、この列が当たりそうなんだよね。だから答え合わせとかさせてくれると安心だな、って」

「こ、答え合わせ？　その、えと、わたしバカですから、合ってるかどうかわかりませんよ？」

「あはは、そんなことないよー。成せい績せき、あたしと同じくらいだったでしょ？　だから単純に二人ふたりの力を合わせればなんとかなるかなー、な感じでさ」

「そ、そうですか……それじゃ、その……」

　ノートを取り出す砧川。答えを見せ合ってしばらく、二人の会話は順じゆん調ちように脱線する。

「砧川さんてさ、勝手なイメージだけど、すごく本とか読んでそうだよね」

「い、いえいえ、わたしなんか、全然……人並みです」

「あたしも実は結構読んでるんだけどさ。どんなの読むの？」

「え、ええと、ええと……」

　ああ、あの三人の死はぼくにとって無意味な事象だ。いつのまにか、予想外に、ぼくの意志などまったく関係なく起こった物事。世界は意味あることばかり起こらない。起こった物事が全すべて理由を持っているわけではない。義ぎ憤ふんに満ちたぼくがあいつらに「そんなことはやめろ」と言うなり行動を起こすなりして、向こうの改心などを経へた挙あげ句くのカタルシスとして「苛いじめが解決しましたよかったですねぇ」などという結けつ論ろんが出されるのが自然で正しい在あり様ようなのだろう。しかしぼくという存在は正しくない。だから無意味にこうなった。

　それでも、砧きぬた川がわにとっては無意味なことではないのかもしれない。世界が塗り替えられたような、そんな激げき変へんですらあるのかもしれない。それが今彼女にある微笑の意味だ。

　空気ではなくなりかけている砧川が女生徒と会話しているのを見ながら、ぼくは思っていた。

　これはきっと、いいことなのだろう。砧川に、「友とも達だち」ができる。

　正直に言えば、不ふ思し議ぎだ。とても不思議だ。砧川に友達ができることが、ではなく──

　それはたとえば、今砧川が話していて、ぼくが黙だまっているということ。砧川が隣となりの席の人間と顔を合わせていて、ぼくがぼんやりと前を見ているということ。この教室の日常に砧川が溶け込み、ぼくが──微かすかな疎外感を覚えているということ。

　その不思議さを引き金に、ぼくは新しい保存則を空想した。

　誰だれかに友達が一人ひとり増えたら、誰かの友達が一人減るのかもしれない。

　それは無む慈じ悲ひなこの現実にふさわしい、とても下劣で素敵すてきな法則だと思った。




　　　　２




　昼休み。会話する必要があるときには砧川と一いつ緒しよに屋上で昼飯を食べることにしている。季き節せつ柄がら決して快適な場所ではないが、その代わりとしてあまり人目につかないのが利点だ。今日きようのように他ほかの食事会グループがいるのもたまに見ないではないにしろ、教室で同じことをするよりはマシなので気にしないことにする……そういうグループのせいでぼくと砧川に関する妙な噂うわさも広まっているようだが。それも当然気にしない。してたまるか。

　どこかの正義の味方とエルフのせいで、屋上には多少の破損が見える。向こうのグループが老朽化とか耐たい震しん強度偽装とか話しているところを見ると、さしたる問題にはならないだろう。

　コンクリートの端に座り、ぼくと砧川はそれぞれ購こう買ばいで買ってきたパンをもそもそ食べていた。砧川の膝ひざには鞄かばんがあり、ぼくの前には閉じられたままのノートＰＣがある。

　何やら話しかけるタイミングを窺うかがうようにちらちらとこちらを見やっていた隣の砧川が、ふとパンの咀そ嚼しやくを止やめて微笑を作り、意を決したように言ってきた。

「えと──あれから、家のほうは大丈夫だったんですか？」

「ん、ああ……適当に誤ご魔ま化かしたさ」

　気のない声で答えながら、昨夜ゆうべを思い出す。双ふた子ごも先生達も、口ぶりからすればあの後いきなり襲おそってくるということは考えにくかったが、一応の用心として、ぼくは夜が明けるまでファミレスで時間を潰つぶした。しかしやはり杞き憂ゆう、朝になって様よう子すを窺うため家に戻ると、そこで待っていたのは一晩中心配していたらしい切せつ華かが激げき怒ど顔で仁に王おう立だちしている姿だったのだ。

「話し声とドタバタやってた音が聞こえただけで、思いっきり目もく撃げきされたわけじゃなかったし。実際、ぼくはいろいろ恨みを買うタイプなんでな。他校のヤンキーが家を襲しゆう撃げきしてきたことも昔にあったから、今回もそんな感じだと納得してもらった」

「そ、それで納得できるんですか……バイオレンスな生き方してますね」

「ちなみに、そのときヤンキーに最大ダメージを与えたのは巳み沙さ希きだぞ。『夜中にうるさい！　寝れんだろ！』と窓から跳び込んできた次の瞬しゆん間かんに敵にジャイアントスイングをかましてた。技の締しめにそいつを二階の窓から放り投げたのはさすがに故意じゃなかったと思いたいが」

　まったく、ぼくのバイオレンスなんて可愛かわいいものだぞ。複雑な表情の愛あい想そ笑わらいをしている砧きぬた川がわの顔を見て、ふと思う──あいつのことをこうやって話せるようになったのは、ある意味では寝ね々ねのおかげだ。だからといって感かん謝しやする気には微み塵じんもならないが。

　ぼくはまたパンを缶コーヒーで流し込む作業に戻る。はぁ、と小さな溜ため息いきを吐ついた砧川もまた小動物のように穀こく物もつを齧かじり始めたが、ぼくはさして何も思わなかった。

　砧川は膝ひざの上に置いた鞄かばんに目を落とし、独り言のように呟つぶやいた。

「それにしても、二人ふたりとも学校に来てるなんてびっくりしました……向こうからしたら敵対宣言した相手がいる危険な場所なのに。何の意図があるんでしょう」

　それはぼくが考えていた疑問の一つ。そうだな、とおざなりに同意してやる。

　そのとき、鞄の中にいるアヴェイラーズが小さく鼻を鳴らした。

「ふん……奴やつらがどうして貴き様さまらの前に姿を現し続けているかは知らんがな。あの猫ねこ被かぶり小僧の意味はわかるぞ」

「何ですか？」

「簡かん単たんなことよ。ヴァンパイアの代替魔術師ポステリオルマギスを守っておるのじゃ」

「でも、機き波なみくんはただの人間ですよ。むしろ守られる立場というか」

「ただの人間でも、いないよりはマシ、ということもあろう？」

　横で聞いているだけでも、もったいぶった口く調ちように苛いら々いらする。それは砧川も同じようだった。

「意地悪しないで教えてくださいよ」

「くくく、いいじゃろう──ま、これも簡単なことなんじゃがな。ヴァンパイアは昼間に魔術を使えない、それだけのこと」

「え？」

「ヴァンパイアの魔ま術じゆつは血夜魔術ブラツドマジツクという。血と夜の性質を混交させた闇滓生命体を創造する魔術じゃ。《眷族ミデイアンズ》と呼ばれておるがな。つまり奴らが眷族ミデイアンズを産み出すには、材料となる要素──《血》と《夜》の二つが欠かせぬ。血はどうとでもなろうが、夜という条件はどうにもならん……じゃから奴らは基本、昼間には行動しておらんかったのだ」

「先生は昼間に魔術が使えない。だからただの人間である機波くんが一いつ緒しよにいてフォローせざるを得ない……ってことですか」

　なるほど。そこまでしてなぜ学校に来ているのか、という疑問は依然として残るが、少なくとも草そう太たと先生が常に一緒に行動している理由はわかった気がする。二人でいるだけで、敵から奇き襲しゆうを受ける可能性は低くなると考えているのだろう。

「そういうことじゃ。逆に言うなら、魔ま術じゆつを使えぬヴァンパイアが敵の前に単身で姿を現すはずはないのだ。導き手ナビゲータが許さんじゃろう。だからあの小僧が教室でお前達と会話を始めたときから、儂わしは奴やつが代替魔術師ポステリオルマギスではない可能性を考えておった」

「ほとんど初めからわかってたんじゃないですか……言ってくださいよ」

　砧きぬた川がわが口をへの字にする。魔女は鞄かばんの中で僅わずかに身体からだを揺らしたようだった。

「あの時点では敵がヴァンパイアじゃという確かく証しようすらなかったからの。闇滓アンシイ生命体は見た瞬しゆん間かんに眷族ミデイアンズっぽいと思っておったが、それも儂の思い込みと言われればそれまでよ。さてさて、あとは何が知りたい？　キュリーマー辺へん境きよう伯はくという変態個人については名前しか知らん。ヴァンパイアという種族全体の特徴か？」

「わたしたちが映画とかで知ってるのとは違う……んですよね」

「ひはは、無む論ろんじゃ。たとえば、日光で灰になる、などというのは奴らの夜行性からの想像にすぎぬし、十字架の忌き避ひは無論のことあの十字架教の輩やからどもが十字の飾り物を多く売るために捏ねつ造ぞうしたにすぎん。狼おおかみやら蝙蝠こうもりやらに変身する、というのは……半分だけ合っておるな。無論、眷族ミデイアンズを創つくり出す血夜魔術ブラツドマジツクが原因じゃが」

「半分って？」

「血夜魔術ブラツドマジツクの行使には何か軸となる一つの道具が必要でな。血と夜を攪かく拌はんする搔かき混まぜ棒ぼうやビーカーのような意味合いじゃろうが、一人ひとり一人違うものを使っておった。壺つぼ、瓶びん、剣、ペンダント、薔ば薇ら……夜にそれを血ち塗まみれにして振り回すなりその中に血を入れるなりして、奴らは眷族ミデイアンズを生み出す。変態辺境伯はあの奇怪な手しゆ甲こうじゃな。そして奴らの中にはただ一人、自分の身体をその軸とできる奴がおった。そいつに関して言えば変身するというのもあながち間違いではない……もう滅んでおる以上、どうでもよいことじゃがな」

　一呼吸の間を挟み、

「で──そう、重要なのは、たまたま人間達に正しく伝わっている伝承もないではない、ということよ。一つ。奴らは儂ら魔女と比較しても異常なほどの不死性を持っている。首や胴を分断されても一瞬で復元できるほどのな。そして二つ……その異常な不死性の代償として、奴らは種族的にただ一箇所の弱点をその身に宿している。無論、心しん臓ぞうよ。杭くいだの銀製品だのは関係ない……奴らは心臓を破は壊かいされたときのみ、再生できず死ぬ。それは種族としての絶対的な性質じゃから、たとえ代替魔術師ポステリオルマギスであっても変わらぬじゃろうな」

　無知な人間に知ち識しきを披ひ露ろうするのが楽しいのか、饒じよう舌ぜつに語っていたアヴェイラーズだったが……そこでじわりじわりと語気が強まってきた。人間で言うところの、思い出し怒りか。

「そう……そうよ。だ・か・ら、この好こう機きを逃すなと昼間に何度も言ったのじゃぞ、メイコ！　心臓を破壊しただけで殺せる奴が！　魔術を使えぬ奴が！　手を伸ばせば届く距きよ離りでうろうろと……いや、授業中でなくとも、追いかけて殺す機き会かいはいくらでもあった！」

「そ、そんなこと言われても……でもほら、だから機き波なみくんがいたんじゃないですか」

「はん！　あの小僧が刃物で刺そうが鉛なまり弾だまを撃うとうが、お前は死なん！」

「う。で、でも、他ほかにも守る手段はたくさんありますよ？　たとえば、携けい帯たいで警けい察さつを呼んだり、大声で誰だれかを集めたり……そう、だからずっとポケットに手を突っ込んでたんじゃないですかね。社会的に抹まつ殺さつ、とかされたら身動きが取れなくなります」

「ち。ならば、考えるまでもない。順番じゃ。先にあの邪じや魔まな小僧を殺して──」

「おい」

　今まで黙だまって聞いていたが、それはさすがに反はん駁ばくせざるを得なかった。短い言葉を低く発すると、魔ま女じよの怒ど気きがこちらに向けられるのがわかった。鞄かばんの中にいるので見えないが。

「……小僧。もしや、この期ごに及んでまたぞろ妙な日和ひより見み主義を持ち出すのではなかろうな」

「誰も彼も殺して済ませる気はないだけだ」

「甘すぎる！　メイコは一度奴やつらに殺されかけたのじゃぞ！」

　ぼくは鞄を睨にらむ。その視し線せんを直接は受けていないのに、砧きぬた川がわは怯おびえた顔で肩を縮ちぢめていた。

「では聞くがな。お前はどうするべきだと思っておるのじゃ」

「ぼくは……今は、相手のスタンスを確たしかめたいだけだ。何を考えてるのか。どういう行動をするつもりなのか。情報の擦すり合わせをして、戦せん闘とうが回かい避ひできるなら回避したい」

　その後に、選せん択たく肢しを伝える、という大事な仕事も待ち受けてはいるが──口に出すわけにはいかない。それを抜きにしても、とりあえず戦いたくはないというのは本ほん音ねだ。

「それじゃ。その戦闘の回避、というのがそもそも甘すぎる！　メイコとお前が協力しておるのはあくまで特例で、本質的に代替魔術師ポステリオルマギスは敵同士なのじゃぞ!?　顔見知りならば誰とでも協力か、は、こいつは戯たわけた平和主義者じゃ！」

　正せい論ろんを言いやがる。正論の性質は二つだ。正しいこと。それに納得できないものを苛いらつかせること。ぼくは三番目だった。苛つく以上に不快を感じた。

「メイコ、お前はどう思う？　お前は殺されかけた、そして見たな？　昨夜ゆうべとて奴らは小僧をあの狼おおかみの眷族ミデイアンズで殺す一歩手前まで行っておったのじゃぞ」

「わ、わたしは……宵よい本もとくんの意見に、一応、賛さん成せいです、けど……」

　砧川は膝ひざに置いた鞄の上で両りよう拳こぶしをぎゅっと握にぎり締しめ、顔を俯うつむかせていた。やがて、悪さをした子供が怒られるのを承知で罪を告白するように──彼女は小さな声を喉のどから絞り出した。

「ご、ごめんなさい。その、昨日きのうは、宵本くんが本当に殺されちゃうかも、と思ったし……だから……相あい棒ぼうとして、それだけは絶対にされちゃいけない、やらせたくないことで。つまり、もし本当の本気で向こうが襲おそい掛かかってくるなら、絶対に、本当にやりたくないんですけど……戦うのも、仕方ないかな、って、思い……ます」

　気弱な相棒の、正論。しかし問い返さざるを得ない。

「ただの人間、草そう太たを相手にしてもか？」

「それは……わかり、ません……ごめんなさい」

　結局、一番厄やつ介かいなのはそこだ。人間のくせに、草そう太たが先生に協力していること。

「ふん。小僧、自分で気付いておるか？　お前は矛む盾じゆんしておる。あの双ふた子ごのことを考えよ。奴やつらは殺されでもしなければ儂わしらを襲おそうのを止やめんじゃろう。どうあっても決定しておる──奴らを止めるには殺すしかない」

「……その可能性があるのは認めるよ」

「そこじゃ。ただの人間を殺すことを考えておきながら、なぜ一方では童顔小僧を殺すことを躊躇う？　顔見知りであるからか？　双子は顔見知りではないからか？　なんとも身勝手で子供じみた偽ぎ善ぜんじゃな、胸むな糞くそが悪くなるわ！」

　うるさい。そんなことはわかっている。ぼくだって自分の身勝手な偽善に反へ吐どが出そうだ。

「人じん外がいに道徳の講こう義ぎを受ける気はない。もう黙だまってろ」

　そうとだけ呟つぶやいて、ぼくは最後のパンをコーヒーで胃に押し込んだ。ぼんやりと、屋上の風景を眺める。ぼくたちとは離はなれたところにいる女子の一団が、こちらの懊おう悩のうなど知ったことではない、という調ちよう子しで笑い声をあげた。楽しそうで何よりですよ。

　そのとき、校舎内へ続く鉄てつ扉ぴから弁当箱を持った女子が現れ、食事会グループに走り寄る。

「ごめんごめん、ちょっと委員会の用事が長引いちゃってさ！」

　その女子の視し線せんがふとこちらを向く。名前は知らないが同じクラスの、そう、休み時間に砧きぬた川がわに話しかけていた女子だ。彼女はにこりと笑って、こちらに手を振った。

「あー、砧川さーん！　砧川さんも屋上派？　よかったら一いつ緒しよに……って、そっか」

　ぴた、と彼女が手を止め、それに砧川が挙きよ動どう不ふ審しんにおどおどする。そしてさらに後ろの女子達の話す声が小さく聞こえ、砧川を赤面させた。

「ちょっとちょっと、カレシと一緒じゃん。悪いよ」

「そうだよ。その……ねぇ？」

　恥ずかしいのはぼくも一緒だ。砧川は食べるのが元々遅いうえに、アヴェイラーズと長く話していた。パンはまだ残っている。ぼくは立ち上がりつつ、その頭を見下ろして言った。

「お邪じや魔ま虫むしは立ち去るよ。お前はお前で好きにしろ」

「え……？」

　どうしてか、そのとき砧川はひどく驚おどろいたような──有あり体ていに言えばショックを受けたような顔でぼくを見上げていた。意味がわからない。

　振り向かず、ぼくはそのまま鉄扉を開けて校舎に入った。どうでもいい保存則を再び考えながら。ふと気になり、階段に足を掛ける前にノートＰＣを開いてみる。

「えらい静かだったな」

『魔女ウイツチの聞き役に徹てつした。生前の関係から情報量が上なのは間違いないと認にん識しき』

「……その後の話は？」

『終始一貫。我われはこう言うのみ──敵代替魔術師ポステリオルマギスを倒し、根源闇滓ルート・アンシイを奪だつ取しゆせよ』

　予よ定てい調ちよう和わじみた答えだった。無感動な瞳ひとみの奥にあるものは、依然として読み取れない。

「お前も邪じや魔まだったら人間でも殺せっていうクチか」

『場合による。あの双生児の襲しゆう撃げきは殺害が最も簡かん易いかつ決定的な対処法であると我も認にん識しき──代替魔術師ポステリオルマギスが人間の手で殺されることはないが、蘇そ生せいできない状況に陥おちいることはありうる。第一脅きよう威いはヴァンパイアの代替魔術師ポステリオルマギスであろうが、第二脅威として速すみやかなる対処を要求』

「蘇生できない状況……てまぁ、考えればいくらでもあるか。コンクリ詰めで海の底とか溶鉱炉に投げ込まれたりしたら生き返った端から死ぬしかないからな」

『肯定。無限に殺され続け蘇生を続ければ、いずれ蘇生に必要な闇滓アンシイを失い、さらには根源闇滓ルート・アンシイにすら手をつけねばならなくなる。人間と言えど軽視はできず』

　ピンクの小象を頭に乗せ、ブルマ少女は淡たん々たんと文字を表示する。いつも冷静というか、無む駄だ口ぐちを叩たたかないのはアヴェイラーズと比べてありがたい。こいつも人じん外がい、とても信しん頼らいなどできないが──ま、それなりに有用な奴やつだと思ってやるくらいはいいだろう。

　特に何がきっかけになったというわけでもない。こいつに善性がある、なんてこないだ少し思ってしまったのはぼくの幻想に決まっているからな。そう、こういう質問をしたらすぐに人にん非び人にん発言が返ってくるに違いない。

「で……お前も、草そう太たを殺すべきだと思ってんのか？　双ふた子ごを殺すならあいつも殺せと？」

　だが、その返答はいささか予想外だった。

　エベネゼルは薄うすく瞳ひとみを閉じ、囁ささやくように口を動かしながら文字を紡つむぐ。

『あまりにも近ちかしい人間の殺害は、我らの今後の活動に様さま々ざまな悪あく影えい響きようを及ぼす可能性がある。千せん思し万ばん考こうし慎重にならざるを得ない──我は汝なんじの決断を待つのみ』

　数度、瞬まばたき。それから補足のように短い文章を表示し、ブルマ少女は姿を消した。

『間違った決断ではないことを祈る』

　祈る、ねぇ。そらまたえらく有ゆう機き的てきな発言で。

　珍しいこともあるもんだ、と思いつつ、ぼくは唇を歪ゆがめてディスプレイを閉じた。
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　午後もそのほとんどを考え事に費やした。砧きぬた川がわは休み時間や授業のちょっとした間にちらちらとこちらに視し線せんを向けていたが、まぁ、あいつが意味なくキョドるのはいつものことだ。

　いろいろ考えているうちにあっさりと授業が終わる。放ほう課か後ごの騒さわがしさが教室に満ちると、結局今日きようは一時間しか授業に出なかった草太が帰ってきた。鞄かばんを取りに来たのか。

　先生に近付けないならば草太から切り崩していくしかない。拒否されようともだ。

「おい草太……」

「あの……」

　話しかけようとしたとき、丁度砧きぬた川がわがこちらに歩み寄ってきた。声が被かぶり、一いつ瞬しゆんの間が生まれる。その隙すきに草そう太たはぼくと砧川の顔を交互に眺め、にやりと不敵に笑って踵きびすを返していた。

　ふぅ、とぼくは嘆たん息そくする。逃げさせない場所ってのが必要だな。

「あの、その、わ、わたし……ご、ごめんなさい、ごめんなさい！」

　砧川は可哀想かわいそうなほど顔を蒼そう白はくにし、ぺこぺこと謝あやまってきた。

「……まぁいいや。今日きようは仕方ない。帰るぞ」

　凄すさまじく哀かなしそうな表情の砧川が後ろをついてくるのを感じながら、教室を出て下げ駄た箱ばこへ向かう。そして校舎を出たときだった。よくよく縁えんがあるのか──同じクラスなんだから、帰りの時間が一いつ緒しよになっておかしいことは何もないが。

「あ、砧川さんだ。そういや家ってどのあたりなの？」

　もう声だけで判断できる。あの女子だ。砧川はぼそぼそと家のだいたいの場所を答える。

「じゃあ結構近くなんだね。途中まで一緒に帰ろうよ」

「え。それは、その……」

「あ。そっか、宵よい本もとくんがいたんだ……ごめんごめん」

　かなり先行していたので、どうやらぼくがいたことに気付かなかったらしい。いや待て、これはさらなる誤解を生みそうだ。ぼくは肩越しに軽く振り返って言った。

「別にいいだろ。一緒に帰ってやれば」

「えっ!?」

　一瞬だけ見えた砧川の顔は、本当にショッキングな出来事があった、というようなものだった。漫画なら顔に縦たて線せんと雷鳴背景。何がそこまでショックなのだ。

　ぼくは二人ふたりの結けつ論ろんを待たずに歩き出す。背後から聞こえたのは、砧川がごめんなさいを連呼する声と、残念そうな女子の同意。それからぱたぱた……とぼ、とぼ。そんな足音。折せつ角かく友とも達だちができそうなんだから、一緒に帰ればいいのにな。白昼堂々とは敵も襲おそってこないだろうし。

　それに気付いたのは、昇降口から校門まで続く僅わずか数十メートルの道のりの最中だった。

「うっ……ぐしゅ……」

「何ィ!?」

　わけがわからない。いきなり花粉症になったというのでもなければ、その音の原因は一つだ。

「待て、なんで軽く泣いてやがるんだお前!?」

「その、ご、ごめんな、さい……ち、違うんです、全然、宵本くんとは、関係なく……ぐす」

　一瞬だけ、友達ができた嬉うれし泣なきかと思ったが、違う。どう見ても哀かなし泣なきだ。ぼくと関係ないことだというのを信じれば、その──別にぼくが冷たくしたからではないと思う。ていうか元々そんなに優やさしくしてやっている覚えはない。

「だからちょっと待て、激はげしく目立ってるぞ……泣なき止やめ。ああもう、避ひ難なんだ避難。下校する奴やつら全員に見られてる。よし、とりあえず学食にでも──」

「てっ……鉄てつ槌ついスパーイク！」

「うわらばッ!?」

　砧きぬた川がわの手を引いて強引に逃げようとしたとき、後頭部が激はげしく震しん動どう。

　振り返ると、そこには首の骨が鳴るほど思いっきり平手スパイクをかましてくれたチビの影かげが腰に手を当てて立っている。ぼくの妹、宵よい本もと切せつ華かだ。

「お姉ねえちゃ風ふうに言うとマキシマム天てん誅ちゆう！　お兄にいちゃ、なに砧川さん泣かしてるのよーぅ！」

[image: ]

　こいつだんだん巳み沙さ希きに似てきやがったな。間の悪いところとか特に。

「い、いや別に……見間違いだ、なぁ？　砧川」

「え、う、そ、そうですよ……な、泣いてなんかないですよ？」

　一つ鼻を啜すすり、ようやく砧川が胸を張る。だが目はまだ赤いのだ。切華はジト目でぼくたちをじろじろ眺め回した。妙な圧力に、ぼくたちは無意味に愛あい想そ笑わらいを返す。そして切華はその表情のまま、何かを考えているように間を作り──ふと、砧川に向けて聞いた。

「帰るトコ？　これから用事は？」

「え？　その、別にない、ですけど……」

「じゃあ暇ひまだよね。うん。用事がないってそーいうことだもん」

　一人ひとりで納得した切華は、怪け訝げんな顔を見せ合うぼくたちに向けて当然のように言い放った。

「切せつ華か、これからバレー部の練習試合があるんだよぅ。市民体たい育いく館かんで。当然、応援に来てくれるんだよね？」

「え、えと、あの!?　そ、そんな突然言われましても……」

「そうだお前、なにいきなり──」

「だって今暇ひまだって言ったじゃない噓うそだったの切華に噓ついたのそれはひどいよねそれとも暇だけど切華の応援になんて行ってやるものかっていう切華はその程度のアレだったのかなっ」

　むくれ顔で身を乗り出す。主おもに砲火を浴びているのは砧きぬた川がわだ。押しに弱いのを知っているから、与くみし易やすしと見ているのか。すると案あんの定じよう、

「え、えーと、そんなことは……」

「じゃあ来てくれる？　よね？　よね？」

「それは、その、わたしは別に、いいんですけど」

　言げん質ちを取られた。切華はにんまりと笑ってから目を閉じ、教師風に指を立てた。

「いーい？　痴ち話わゲンカはみんなの迷惑。とにかく話し合わなきゃダメだよーぅ。場所のセッティングだけはしてあげるから、あとは二人ふたりで頑張らないと」

　はぁ、と砧川は曖あい昧まいに頷うなずくが、付き合ってられん。

「はいはい、勝手にやってくれ。ぼくは帰るぞ」

「ちょっとお兄にいちゃ！　砧川さんだけ来てもらっても意味ないでしょーぅ！」

　何が楽しくて妹が臍へそを出しながらぴょんぴょん飛び跳ねるのを眺めなけりゃならんのだ……草そう太たあたりならバレー部は生なま太ふと股ももの見本市、ウィンドウショッピング的感覚で見ていそうだがね。

　……待て、バレー部で、草太？　あることを思い出し、ぼくは帰りかけていた足を止める。

「お前らの副顧問、小鳩先生だったよな。その練習試合に来るか？」

「へ？　そりゃ来るよ、副ふく顧こ問もんだもん……あまり役には立たないけど、ムードメーカーだしね」

「気が変わった。行くぞ、砧川」

「え？　は、はいっ」

　急に方針を変えたぼくを訝いぶかるように、切華はひどく胡う乱ろんな目をぼくに向けていた。

「お兄ちゃ……まさか、先生に何かするつもりじゃないよね」

「何かって何だよ」

「お礼参りか性的イタズラ。あるいはその両方」

　こいつのステータス画面には、『兄への信しん頼らい度ど・０』と表示されているに違いない。そう思った。切華の今後の人生ストーリー的に、さしたる影えい響きようもなさそうなパラメータなのが救いだったが。




　市民体育館は市の南側、駅から十分程度歩いたところにある。何か特殊な設備があるわけでもなく、特に古くも新しくもない、実に平均的な体育館だ。

　その二階にある観かん客きやく席せきに、ぼくと砧きぬた川がわは並んで座っていた。微妙に距きよ離りが開いているのが気になると言えば気になるが、近付けとも離はなれろとも言う必要性は感じない。

　眼下に作られたバレーコートでは運動靴の擦こすれる音がリズミカルに鳴なり響ひびいている。ユニフォームやらジャージやらを着たバレー部員は、今はウォーミングアップを行っているようだった。柔軟体たい操そうをしたりトス交換をしたり。その中でばたばたと走り回っているのが、ジャージ姿の小こ鳩ばと先生だ。無む論ろんのこと、ポケットからはキュリーマー辺へん境きよう伯はくが半身を覗のぞかせている。

　コートでは切せつ華かがあまり見ない真剣な顔でサーブ練習をしていた。二人ふたり一組で打ち合っていたのだが、向かいの生徒がボールを受け止め損そこねる。

「あー、先生、すみませーん！」

「へ？　あ、ボールですね、大丈夫ですよー」

　壁かべ際ぎわを小走りに進んでいた先生が、てんてんと跳ねながら転がってきたバレーボールを拾おうと腰を屈かがめる。当然のようにトンネルした。そして捕まえ損ねたボールが後ろの壁で軽く跳ね返り、中腰になっていた先生のお尻しりを押すように当たる。それだけでバランスを崩したのか、

「はわわわ？」

　びたん、と変なヨガみたいなポーズで先生は床ゆかに額ひたいをぶつけた。

「だ、大丈夫ですか？」

「うう、背後からとは誤算です……ぜ、全然大丈夫ですと思うのですよ～」

　見た目から想像できる通り、激はげしく運動オンチのようだ。顕化アピアランスすればまた違うのだろうが。

　試合時間が近付いたのか、段だん々だんと眼下の動きが静かになってくる。ふと見れば先生はタッパーを片手に生徒達の輪わに歩み寄っていた。

「そう言えば先生、今日きようのために差し入れを作ってきたのです！　スポーツにはレモンですよ！　ビタミン満載！　遠えん慮りよせずにどうぞどうぞ！」

　切華を含めた全員が顔を見合わせ、そして笑え顔がおで声を合わせた。

『ありがとうございます！　遠慮します！』

「誤算です!?　なぜに!?」

「いや、なぜにって言われても……いつものパターンというか」

「身体からだに良すぎて身体に悪そうというか……」

「いやいや、美お味いしいですよ～、元気でますよ～。ほらほら」

　と、先生がタッパーを開けて中身を見せる。ここからでは中身はよく見えないが、とにかく生徒達の表情が「やっぱりな！」というようなものに変わったのだけはわかった。

「は、蜂はち蜜みつ漬づけじゃないんだ……この匂においは……そう、たしかおじいちゃんが飲んで……養よう命めい酒しゆ!?　養命酒漬け!?」

「え、あれ、何か問題が？　十四種類の生しよう薬やくエキス配合でいいカンジですよ！」

「……これ、レモンにいかにも種っぽく挟まってるから見落としてたけど……錠じよう剤ざいだわ!?」

「た、ただのカルシウム剤ですよレモンのビタミンだけじゃ物足りないと思って！」

　反はん論ろんは当然のように虚むなしい。誰だれも手を伸ばさないのを知り、先生の肩ががっくりと落ちる。周囲の生徒達が苦にが笑わらいし、切せつ華かが先生の肩を元気付けるように揉もんだ。

「えと、気持ちは痛いほど伝わってるんですよーぅ。本当に嬉うれしいんですけど、その、試合前に食べすぎはよくないなぁ、なんて」

「そ、そう、嬉しいのは嬉しいですって。せんせー、ありがとね」

「うちらのために一いつ生しよう懸けん命めいなのはわかってるからさ。ま、ちょっと不ぶ器き用ようっちゃ不器用だけど」

「あははは。なんだかリラックスできたよ。先生はやっぱこうでなくちゃ」

　いつものことなのか、ごく自然にその輪わは笑いに包まれていく。ある意味、マスコットキャラのように愛されてはいるのだろう。微笑ほほえましく見守られる教師、というのも何か立場が逆転しているような気がしないでもないが。

「そうですか～、じゃ、仕方ないですねと思いますー。あ、皆さん、麦茶はどうですか？　あそこの……なんて言うんでしょう、巨大持ち運び水筒的タンクに入ってますけど」

「……そういや、正式名称はなんだろ。知らないや。うわ、めっさ気になってきた」

「あ、喉のどは渇いたからもらおーっと」

「一応聞いとくけど、先生、まさかあれには何も入れてないよね？」

　生徒の一人ひとりが聞くと、先生はぽんと手を打った。

「あー。忘れてました。大容量だからやっぱり粉タイプのおくすりを、何か──」

　ポケットを探る先生に、その場にいた全員が平手裏うら拳けんを一糸乱れぬ動作で繰くり出す。

『入れなくていいですから！』

　小さく喉のどを震ふるわせ、隣となりの砧きぬた川がわが笑いを零こぼした。その様よう子すを眺めたついでに、ぼくは首を回して背後を見る。観かん客きやく席せきの最上段──最前列のぼくたちから一番遠いところに座っている男を。

　ぼくが見ていることに気付くまでの僅わずかな間だけは、草そう太たも笑っていた。




　そのうちに試合が始まった。ベンチ入りできないメンバーと一いつ緒しよに、先生が観客席に上がってくる。顧こ問もんの教師は下に残っているが、彼女は副顧問だ。補欠部員の引率役なのだろう。

　彼女達はぼくたちからは少し離はなれたところ、ベンチの真上の位置に陣取って試合の応援を始めた。ぼくはちらりと背後の草太を見たが、動く様子はない。近付きすぎれば他のバレー部員に不ふ審しんな目で見られるからだろう。

「あー、そーたんだ。どしたの、応援？」

「あ、うんっ。ちょっとお誘いがあってねっ。ボク、バレーは好きなんだよ。えへへ」

　友とも達だちの応援に来たのか、制服の女生徒が声をかけてきても見事な猫ねこ被かぶりで対応している。いろいろ気にすることがあってあいつも大変だな、とぼくは皮肉っぽく思った。

　コートでは案あんの定じよう、元気だけはあるうちの妹が白い臍へそをチラリズムしながら跳ね回っている。視し線せんが合ったときにこれ見よがしな欠伸あくびをしてやると、その次のプレイで怒りのスパイクを敵陣に叩たたき込んでいた。家に帰ってからもぼくの頭で再現される可能性は高い。

　それはともかく、だ。草そう太たには気にすることがあろうと、ぼくにはない。今いま更さらどんな奇怪な行動を取っても「あの宵よい本もとだから」で済まされてしまうのがこのぼく。タイミングを窺うかがい、ぼくはさらなる悪評を作るために席から立ち上がった。

「……砧きぬた川がわ、ここで待ってろ。先生と話をしてくるが、いきなり二人ふたりで行ったら後ろの奴やつが何するかわからん」

「え、でも……」

「ぼくなら大丈夫だ。向こうもこんなところでドンパチやらかす気はないだろ」

「はい……」

　何やら哀かなしそうに俯うつむく砧川をおいて、ぼくはバレー部の応援団に歩み寄る。身を乗り出して応援する先生の肩を背後からつついた。

「はい、何でしょ……っ！」

　振り返った先生の顔が強こわ張ばる。機き先せんを制せいし、ぼくは言った。

「少し二人で話がしたいです。来てもらえますか」

　先生はじっとぼくの目を見つめて考えていたが、やがて肩の力を抜いて呟つぶやいた。

「こんな人の多いところで、何か大変なことなんて起きませんよね？」

「勿もち論ろん」

「……わかりました。どんな話か多少は興きよう味みもあります」

　そして先生は軽く片手を挙げる。彼女の視し線せんの先には、慌ててこちらに来ようとしていた草太。先生がゆらゆらと掌てのひらを下に向けて動かすと、草太は憮ぶ然ぜんとした表情で再び腰を下ろした。

　バレー部員が怪け訝げんな目でひそひそ話をしているのを軽く無視し（ぼくが先生をレイプでもするんじゃないかと疑っているのだろう）、ぼくは草太とも砧川とも離はなれた位置の席に腰を下ろす。先生も隣となりに座った。作り笑え顔がおでコートを眺め、問題がないことを周囲にアピールしている。

「……補足しますよ。人ひと気けのないところでも、今のところぼくは先生や草太を大変なことにするつもりなんてありません」

　先生は視線をぼくへ動かした。いつもの顔で微笑だが、いつもの瞳ひとみではない。どこかぼくにも見覚えがあるような──非日常に身を置いた人間の目だった。彼女が口を開くよりも早く、そのポケットから半身を覗のぞかせる（昨夜ゆうべと違ってマントはない）キュリーマーが言った。

「ふむ、我わが輩はいには理解できぬ発言だ。少年よ、君には自じ殺さつ願がん望ぼうでもあるのであろうか？」

　人じん外がいならそう茶ちや々ちやを入れてくると思ってたさ。鞄かばんの中でもエベネゼルが同意の四よ字じ熟じゆく語ごを表示してるんだろう……最近は微妙に諦あきらめモードが見える気もするが。

「キュリーマー辺へん境きよう伯はく。こんなところで動かないでください」

「むむ、むむ。ポケットの中というのは奥深くに行けば行くほどコバトの肉に吞のみ込まれるようで気持ち良くはあるのだがいかんせん窮きゆう屈くつで我わが輩はいは貴族なのだぞムグフグ……」

　先生はぬいぐるみをポケットに押し込め、一つ息を吐いた。いっそ放り投げてくれればいいのに。そうすればエベネゼルを何とかするだけで簡かん単たんに選せん択たく肢しの話をすることができるのだが。

　先生の声も、その微笑と同じだった。いつもの声だが、どこか冷たさが含まれている。

「なぜ、やり合うつもりがないなんて言えるんですか。私達は敵同士なんですよ」

「導き手ナビゲータに言われたまま戦うとか、なんでもかんでも奴ど隷れいみたいに言うことを聞くとか、そういうのは普通すぎる。個人的に、そんなのは嫌いやなんですよ。ぼくはそれ以外の道を探したい」

　すると先生は、その顔にさらなる笑えみを乗せた。今までのものとは意味が違う。その中途半端に歪ゆがんだ顔にあるのは、諦てい念ねんで。無理解で。失望で。そして──自じ嘲ちようだった。

「それ以外の道？　そんなものはないでしょう？」

　先生はコートに顔を戻し、言葉を続けた。告こつ解かいのように。

「私だって、やめられるものならやめたいですよ。でも、同じ立場になってしまった人を倒していかなければ生きていけないのがルール。宵よい本もとくんがどうして砧きぬた川がわさんと協力しているのか知りませんが……それは、きっと、大事なことから目を逸そらしている」

「……」

「私は、目を逸らしません」

　それは、決別の宣言だと思う。ぼくの甘さを叱しつ咤たする声だと思う。静かすぎたけれど。

「はっきり言ったほうがいいですか？　宵本くんと砧川さんは私の生徒ですけど、手加減や協力などするつもりはありません。無意味だからです。魔ま術じゆつの反動をなんとかせねば私達は生きられないし、それは誰だれかを倒さなければ治らないし、そしてその誰かは心情的なもので見過ごしたり取しゆ捨しや選せん択たくできるほど数がいるわけではない。結局、私達は共食いをするしかない餌えさ同士なんですよ」

　そうなのか？　ぼくは甘くて、先生の言う通り、戦うしか道はないのか？

　そんなわけはない。

　それこそがレンテンシアから受け継いだ選択肢の意味だ。

　戦い続ければ、導き手ナビゲータに身体からだを乗っ取られてしまうかもしれない可能性。

　導き手ナビゲータがどうにかすればぼくたちを元の死体に戻せるだろうという推測。

　そして導き手ナビゲータを殺せば、顕化アピアランスが二度と解けなくなるのだという──事実。

　戦い、場当たり的に反動を治しながら生き延びたところで未来がないならば、それ以外を考える必要が出てくる。意志と覚悟で、どうするかを決めなくてはならない。しかし、今は言えないのだ。ポケットの中に、そしてぼくの鞄かばんの中に、ぼくたちの会話を聞き逃すまいと耳を欹そばだてているであろう人じん外がいがいる限り。

　だから、今はやはり単純に休戦の可能性を探っていくしかない。そのきっかけになりそうな事こと柄がらをぼくは思い出す。

「昨日きのう、ぼくを助けたのはどうしてですか。あのまま放置しておけば、ぼくは双ふた子ごの包丁で殺されていたかもしれないのに」

「別に助けたわけじゃありませんよ。あそこに行ったのも偶ぐう然ぜんです。草そう太たくんと一いつ緒しよに悪人を探してたとき、たまたま闇滓アンシイを感知しただけ。宵よい本もとくんたちだろうとは思いましたが、知らない二者が戦っている可能性もある──状況確かく認にんと、あわよくばまた漁ぎよ夫ふの利りを狙ねらおうと思って行ってみて。そうしたらただの人間さんと宵本くんたちが戦っていた……別に見ているだけでもよかったんですけどね。人間が代替魔術師ポステリオルマギスを本当の意味で殺すことはできないし」

「でも実際は手を出した」

「逆の事情ですよ。宵本くんたちが反はん撃げきして人間を殺すかもと考えたんです。ただの人間は殺さないに、殺させないにこしたことはない。警けい察さつなどが関与してくれば色いろ々いろ面めん倒どう臭くさいことになりますから。で、とりあえず人間をあの場から遠ざけることを優ゆう先せんしてみたわけです」

「とりあえず？」

「とりあえず。次に同じ状況があっても、同じことはしないと思います。あの二人ふたりがただの人間ではないことはもうわかったので。私の邪じや魔まをすれば殺しますし、宵本くんが二人を殺すときも黙だまって見ています。ま、もし逆に双子のほうが宵本くんたちを行動不能にしたのなら──それは私にとっては最高に幸運な出来事になるんですがね」

　やはり、先生のスタンスはこうなのか。戦うと、もう完全に決めてしまっているのか。

「もう一度、確かく認にんします。ぼくたちが敵同士以外の関係になる可能性は、ないんですか」

「……パートナーはもういますから」

　遠回しな答えで、先生は肯定した。

「どうして草太を──いや、どうして草太と、そんなに──」

「プライベートの質問は受け付けませんよ」

　先生がくすりと喉のどを鳴らす。そのとき、バレー部員が集まっている席から声が飛んできた。

「先生ぇー！　応援が足りないから負けてますよーっ！」

「あ、はーい。もう戻りますですよー」

　くそ、もう少しゆっくり話をさせろ……一刻も早く先生をぼくの魔手から救おうという正義感で呼びかけてきたのかもしれないがね。

　一いつ瞬しゆんでいつものほえほえ顔に戻り、先生は立ち上がった。

　折せつ角かくの機き会かいが終わってしまう。気ばかりが焦あせる。どうすればいい？　選せん択たく肢しを伝えたい。けれどそれ以前に、先生はぼくたちへの敵対をもう完全に決めてしまっている。どうすれば……

　迷うばかりで動けないぼくを、先生が肩越しに振り返った。その顔に、笑え顔がおはなく。

「妹さんの応援くらいしてあげたらどうですか。もう見れないかもしれないんですし」

　最後に残されたのはやはり、ぼくを殺す、という宣言。

　ぼくは応援席に戻るその背中を見ながら、先生が何度かぼくに向けていた目、それをどこか見覚えがあると感じた理由を思い出す。

　達たつ観かんと諦てい念ねんを奥底に秘めた、けれども迷いのない意志で光る瞳ひとみ。

　それは、少しだけ。

　闘たたかいに挑むときに見る、砧きぬた川がわ冥めい子この目に似ていた。




　しかし、挙きよ動どう不ふ審しんにこちらを窺うかがってくる今の砧川の視し線せんは怯おびえた子こ兎うさぎだ。やれやれとそちらに戻ろうとしたとき──砧川の目が見開かれる。同時、今まで先生が座っていた場所に誰だれかが座った。驚おどろきはない。隣となりの席という意味では、それはいつもの位置関係。

「何を話してたんだ？」

「……現状確かく認にん、か。目新しい進展はなかったよ。残念なことにな」

　それを聞いて、草そう太たは大きく首を回した。それから呆あきれたような声で、

「当たり前なことを。お前が何をしたいのか、俺おれにはまだいまいちわかんないんだが……あれか？　いつ俺達を殺そうかタイミングを窺ってるのか？」

「深読みしすぎだ。先生にも聞いたが……本当に協力の余地はないか」

「馬ば鹿かだな。前にも言ったろ？　俺は、天堂を殺したお前を信用してない」

　正当すぎる言葉だ。だから、間違っているぼくは黙だまる。呪のろわれているぼくは黙る。

「お前は変だ、俺がこう思ってるのがわかってて、どうしてまだそんなことを言う？　俺は今日きよう、学校でいろいろシミュレートしてたぜ。お前を殺す方法のシミュレートだ。あの女に反はん撃げきされる可能性を考えなけりゃ、いくらでも殺せた……無防備ですな、澪れいクン」

　その言葉が口に出たことで、ぼくは再び認にん識しきさせられた。草太も、本気だ。ぼくを『殺す』つもりで、行動している。絶望的な感覚の中、口だけが反撃を試みていた。

「無防備だってんなら……お前だってそうだろ。なんで危険な学校になんか来てる」

　もともと長く話をするつもりはなかったのか、草太は席から腰を上げつつ鼻を鳴らした。

「その質問はお前にも返すよ。勘だけど、同じなんじゃねぇのか……学校に行きたがって、普通に生活したがってる奴やつがいるってだけの話。今はお前らに関しても何にしても、タイミングを窺ってる状態さ──いつ動き出してもいいように、ていうか殺されてもいいように、せいぜいあのブサ女を抱きまくってろよ」

　元の席へ戻ろうとする草太に、ぼくは先生には答えてもらえなかった質問をぶつける。

「どうしてお前がそこまで先生に肩入れする？　いつものお前なら、女は使い捨てのセックス道具、としてしか見てないはずだ。こんな、危険に首を突っ込んでまで──」

「……くだらないね、くだらない」

　背中が震ふるえ、失笑を雄弁に伝えてきた。そして歓かん声せいの中に、その声が消える。

「決めてるだけだ。俺は──先生を見捨てない。絶対に」




　　　　４




「あーもう！　負けちゃったよーぅ。二セット取ったのになんでかなー」

　時刻は七時近くで、もうすっかり日が落ちている。バレー部は現地解散となったらしく、ぼくと切せつ華か、そして砧きぬた川がわという面子メンツで家路を辿たどっていた。切華は試合の敗北にストレスの溜たまった様よう子すで、砧川は相変わらず暗い顔でおどおどと俯うつむいたまま。

　ぼくは漫然と歩きながら、体たい育いく館かんでの会話を思い出していた。当初の目的通り、先生と会話はできた。だが状況を好転させる情報は何もなく、先生と草そう太たがぼくたちと手を組む気はないと明めい確かくに主張したことでむしろ悪化している。これでは選せん択たく肢しを伝えるどころの騒さわぎではない。

　ふぅ、と三人の溜ため息いきが重なった。それを耳にしたのか、むむむ、と切華が呻うめく。

「あー！　暗すぎる！　決めた！　『残念会兼まだ二人ふたりが仲直りしていないみたいなので一いつ緒しよにお食事する会』を今から開くよう！」

「長なげぇよバカ」

「うっさーい。つまりはごはん食べて帰ろうよってことだけど。切華が決めちゃっていい？」

　どうでもよかった。無気力に同意すると、切華が歩きながらきょろきょろ店を探し始める。

　……ぼくはこのときに気付くべきだったのだ。ヒントは立地条件。体育館は駅の南側。家は北側。だから今は南側から駅に向かって北上している。ということはつまり、あの店にたまたま通りがかることもありうるわけで──

「うは。何ココ。凄すごい」

　切華がその店先で足を止める。どこでもいいよもう、と視し線せんを上げた瞬しゆん間かんに、血の気が引いた。ぼくはびしりと手を挙げる。

「ここは拒否する。この店だけは断固拒否する！」

「そ、そうですねっ！　ちょっとまずいです！」

「なんでー。面おも白しろそうじゃん……ちょっと風俗っぽいけど」

　キラキラのネオン。いかがわしい煽あおり。殺さつ々さつ軒けんというプログレな店名。言うまでもない、ここは寝ね々ねが働いていた店で──つまりはあの双ふた子ごがいる場所だ。死地とも言い換えられる。

「その──それがいかんのだ！　こんなトコ、中華料理屋に見えて実は風俗に決まってる！　さぁ行くぞ別のところに行くぞ！　他ほかんとこならぼくが奢おごってやってもいい！」

「……怪しい。お兄にいちゃがそんなこと言うなんて。なんか理由がありそうだよーぅ」

「り、理由なんてないぞ。突然お前のステータス画面に危き機きを感じただけだ。信しん頼らい度どを上げるにはプレゼントが定番だ。だからだ」

「わけわかんないし」

　切華がジト目で呟つぶやいたときだった。ああ、運が、悪い。

　がらり、と突然に店の入り口が開かれ──

「ふう。十分休きゆう憩けいー。花かはおしるこドリンクを食べる。略して婦ふ警けいを食べる。ウフフ」

「それは言語的には『食べる』が正しいのかしら『飲む』が正しいのかしら。この国の伝統的家庭料理スープであるところの味み噌そ汁しるは両方使うから両方が正しいという結けつ論ろんになりそうなところがまたこの国の中ちゆう庸よう主義が散見できて威いは多少納得がいかない──おや？」

　最っ低だ。仙せん天てん花かと仙天てん威い。昨日きのうと同じ姿、片かた袖そでが長いスリット白衣を着た双ふた子ごの視し線せんがぼくと砧きぬた川がわを捉とらえる。見る見るうちに瞳ひとみが細められ、殺気が急上昇。

「いい度胸をしてるわ」

「のこのこと我われらが店に出現してくれるとはね。手間が省はぶけたというものよ」

　緊きん張ちよう感かんは瞬しゆん時じにマックスへ。砧川も身を退ひき、鞄かばんの留とめ金がねを外はずす。まずいぞ。椅い子すはないし、しかも今は切せつ華かがいる。どうする!?

　しかしその一触即発の空気が維持されていたのは僅わずか数秒。

「ひゃわっ!?　な、何だかわかんないけど、とにかく今はジャンピング土ど下げ座ざのとき！」

「ぬおおおっ？」

　言葉通り、切華がバレー仕込みの脚力でジャンプ。そのままぼくの頭をひっ捕まえ、全体重を込めて地面に──そう、立った位置から直接に地面までだ──押し付けた。額ひたいが痛い。

「あの、お、お兄にいちゃがとんだご迷惑をおかけしました！　全然事情は知りませんけどそうに決まってるんです！　きっと悪気はないんですただ人間的な根本が生なまゴミレベルにダメなだけで、そこにいるだけで人に迷惑をかける社会不適合者なんです！　目つき悪いし！」

「……オイ」

「あの、切華も一いつ緒しよに謝あやまります！　ごめんなさい！　ごめんなさい！」

　切華も身を低くして、ぺこぺこと双子に対して頭を下げていた。今の空気で、とにかくぼくが原因だと見抜いたのだろう……間違ってはいないところが最悪すぎる。

　ともあれ、見知らぬ女子高生が他人をいきなり土下座させた挙あげ句くに自分も平謝りを始めたのだ。さすがの双子も毒どつ気けを抜かれたような表情でお互いの顔を見合わせていた。

　ぼくは緊張で湧わき出た唾つばを吞のみ込んで立ち上がる。これは賭かけだ。だが言わざるを得ない。

「……ぼくの妹だ。何も知らないからそこんとこ頼む」

　双子はそれからしばらく見つめ合ったあと──同時に肩を竦すくめた。

「今日きようはまだ店がある」

「猪ブタの事情はともかく、ここで戦って大事な客や従業員を巻き込むわけにもいかない。仕方ないので今屠と殺さつするのは止やめておきましょう」

「えと、なんだかわかんない、けど……ありがとうございます！　何やらかしたかは知りませんが、あとでキツク叱しかっておきますから！」

「くすくす。叱っても猪ブタは躾しつけられないものだわ」

「くすくす。叩たたいてそのときだけ言うことを聞かせるのが関せきの山やまね」

「はい！　叩きます叩きます！　もうビシビシと！」

　などと言いながら、切せつ華かはさらに頭を下げる。一いつ瞬しゆんだけ据わった目でぼくをじろりと睨にらみ、そしてうって変わった愛あい想そ笑わらいでまた顔を上げた。

「それで、その──ここって、中華料理屋さんですか？」

「肯定」

「多少我が流りゆうアレンジが入っているのを抜きにすれば、一般的な日本人の感覚から見た場合の定義としてはそれで間違ってはいない可能性が高いわね」

「じゃあ、お詫わびも兼ねて、何か食べさせてもらっていいですか？　いっぱい注文しますから」

　双ふた子ごは面おも白しろそうに肩を揺らした。事情を知らない切華の無邪気さが面白いのだろう。

「肯定ダブル」

「だったら入るといいわ。席は丁度空あいているから」

　仙せん天てん花かが先せん導どうし、切華を店に招き入れる。止める間もなかった。仙天てん威いもぼくたちをちらりと見てから、嫣えん然ぜんとした笑えみで言った。

「猪ブタさんたちもどうぞ。心配しなくても、料理に毒を入れるのは流りゆう儀ぎではない」




　このエビチリおいしー、としきりに感動していた切華が、満足げに料理を食べ終えてトイレに立った。やれやれだ。少なくとも料理に毒は入っていなかったが、味などわかりはしない。

　切華が先に入ってしまったし、他ほかの客がたくさんいる場所ではさすがに襲おそい掛かかってこないだろう、との読みで仕方なく入店したが、緊きん張ちよう感かんがなくなるわけではない。ぼくはテーブルの隣となりに座っていた（切華に強制された配置だ）砧きぬた川がわと視し線せんを合わせ、同時に溜ため息いきを吐ついた。

　店内はこの前と同じように、ミニスカチャイナの店員達が動き回っている。壁かべの張り紙は一枚増えていた。『来月の仕置予告……アツアツの肉包子ロウパオツ二個でアナタを女にします。お楽しみに！（※乳首を絆ばん創そう膏こうなどでガードすることは許しません）』。深く考えるのは止やめよう。

　そのとき、ぼくたちのテーブルに大きな影かげが落ちる。顔を戻すと──どこん、とやたら重量感のある皿がその真ん中に置かれた。

「特別サービス」

「遠えん慮りよなくどうぞ」

　切華がいないのをいいことに、双子が向かいの席に勝手に座った。再び高まる緊張感。

　皿の上には巨大な肉が載っている。テレビでしか見たことがないような──子こ豚ぶた一匹、まるごとの焼肉。こんがり焼けた豚とん足そくが四つ、柱のように立っている。その間には香ばしさ漂う胴体が山のようにあり、さらにその上に──虚うつろな眼がん窩かをぼくたちに向ける頭部が載っていた。

「うふふ、料理の説明を」

「うふふ、猪ブタの姿焼でございます。料理方法は解体と解体と解体と解体。仕上げに焼くだけ。単純ですが奥が深く、とても楽しい料理です。こうなれば猪ぶたも可愛かわいいもの、当人ならぬ当猪も喜んでおります。ほら、この通り……くすくす。おや、誰だれかを手招きしているようですね？」

　仙せん天てん威いが天てん井じように向かって突き出た豚とん足そくの一本を摑つかみ、それをレバーのようにして前後に動かした。仙天てん花かも満面の笑えみで豚の焼けた頭部に手を伸ばし、

「ブヒ。ブヒブヒブヒ……略してもブヒブヒ。くすくす」

　鼻の穴に指を引っ掛け、豚の飛び出た頭を無ぶ様ざまに引っ張り上げていた。

　ぼくは目を細める。「いいなぁ！　店長さんズじきじきに接客なんて！」「何者だあの小僧!?　羨うらやましい！」などと他ほかの客の吞気のんきな声が聞こえていたが、無視した。少なくともこの声が聞こえているうちは、双ふた子ごが直接的な行為に出てくることはない──そう思いたい。

「……何しに来た。豚足くらいなら食ってやるから、早く厨ちゆう房ぼうに戻りやがれ」

「休きゆう憩けい。でも実は忙しい」

「従業員が二人ふたりもいなくなってしまったから。特に寝ね々ねは古株なうえにシフトも一番多く入っていてくれた。得がたい人材だったわ」

「そう──ただの従業員ではなかった」

「どういう理由かは教えてくれなかったけれど。学校を辞やめてからすぐ、ここで働き始めた。そのころはどこかのお嬢じよう様さまのように接客も常じよう識しきも何も知らなかった。でも教えると真剣に吸収してくれた。最初は余よ所そ余よ所そしいところもあったけど、次第に打ち解けてくれた」

「きっかけは、多た分ぶん、あのお願ねがい──面めん倒どうなのでそのお願いの内容は天威にお願い」

「寝々は強くなりたいと言った。護まもりたいものがあったのでしょうね。色いろ々いろな武道を既すでに学んでいたし、素質もあったから、我われ々われは武術を指し導どうした。その意味では良い弟子でもあったわ。だから──寝々はただの従業員ではなく、我らにとってはかなり家族に近しい存在だった」

　聞いてもいないのに寝々との関係を語っていた双子が、僅わずかに間を開けた。

　そして目を細めながら、合図もなく声を合わせ、

『なのに──』

　言葉は続けられない。それ以上は言うまでもない、というようにただこちらを見つめている。

「……質問に答えろ。何しに来た」

「ふふ。まぁ、こういう感じの世間話でもー、と」

「妹さんがいない今だからこそ少し話をしてみようという思いつき的な接触。珍しく気を利かせてみたつもりなのだけれどね？」

　宵よい本もとくん、と隣となりで砧きぬた川がわが囁ささやきを発した。ぼくは首の動きで問題ないと意思を伝える。こいつらは草そう太たと同じ、ただの人間。できれば殺したくないと思っているのは事実だ。諦あきらめてくれる可能性は少ないだろうが、少なくとも確かく率りつがゼロだと明示されるまでは会話も無む駄だではない。

「同意した模も様よう」

「では最も根源的かつ理解不能な事こと柄がらを──貴方達は何なのか？」

　その直球を迷うことなく打ち返したのは、砧きぬた川がわの鞄かばんにいる人じん外がい。

「……面めん倒どうな腹の探り合いには辟へき易えきしておる、教えよう。そうよのぅ、簡かん単たんに言えば──こやつらは不死の人外であり、魔ま術じゆつを使い、不死の人外を唯一殺せる同種がお互い生き残るために戦っておる、ということかな。こやつら二人ふたりが共におるのは特殊な例じゃ」

「アヴェイラーズ！　そんなこと、普通の人に……！」

「知られて困ることもあるまい。こいつらがあくまでも儂わしらを狙ねらうと言うのなら、どうせ近いうちに──な？　ひはははは！」

　魔ま女じよの声を聞いた双ふた子ごが、唇を歪ゆがめて凄せい惨さんな笑え顔がおを見せていた。彼女らは省略された言葉を知っている。むしろそれはぼくたちへの言葉だと、その笑えみで伝えている。

　ぼくは補足する。何にしろ、切せつ華かが帰ってくるまでに話を進めておかなくてはならない。

「……寝ね々ねもぼくらと同じだった。つまりあいつはその生存競きよう争そうに負けたんだよ。あいつが人間的にどんな奴やつだったのかは言っても無む駄だだし、信じないだろう。とにかく結果としてある事実は、ぼくたちが戦って寝々を無力化したってことと、その後で先生達がその無力になった寝々を攫さらって命を奪った、ってことだ。つまりは──お前らが想像している通り。ぼくたち全員が、寝々を殺したのと同じことなんだろう」

「それはトーゼン、もう知っている。けど、まだいろいろよくわからない」

「あの子と同じとはどういう意味なのかしらね。詳しくは聞いてないけど、あの子は普通の家に生まれたと聞いている。背中に翼つばさも生えてなかったし、不死身の化け物には見えなかった」

「……ぼくたちは死人だ。既すでに死んだ人間が、そこでたまたま人外の力を預けられて別のモノになる。不死身で、姿を変えられて、んで魔術が使える生きた死体にな。だから死ぬ以前がどうとかは関係ないし、変身しない限り普段ふだんの見た目は人間のままだ」

「ほう」「それはまた突とつ拍ぴよう子しもない……」と、双子はあまり驚おどろきのない平坦な表情で呟つぶやいた。

「そうだ、突拍子もない。ぼくだって初めはそう思った──結局、ぼくたちは異物なんだよ。あんたら普通の人間にとっては別世界の存在だ。正直、ただの人間が関かかわってきて、こんな説明をすることになるとは思ってなかった」

「死んだ人間がそうなる。ゾンビのようなものかしら」

「せっかくだから言い換えると僵屍キヨンシーのようなものかしら」

「そうだ。だから厳げん密みつに言えば、ぼくたちが殺す前にもう寝々は死者で──」

　──止めろ。

　怒ど気きを纏まとって囁ささやかれた内なる声に、はっとそれ以上の言葉を遮しや断だんする。

　巳み沙さ希きのことを思い出していた。

　もう既に死者だった。それはそうだろう。だが。

　だからどうしたっていうんだ？

　誤ご魔ま化かしは止やめろ。ぼくは殺人者だ。ぼくは、この手で、その日が来るまで生きていて笑っていた、天てん堂どう巳み沙さ希きという幼おさな馴な染じみを──殺した。既すでに死者だった、などという屁へ理り屈くつでぼくを慰なぐさめる奴やつがいたら、ぼくはそいつを殴り倒すだろう。

　あいつがいつ死んだかはぼくが決める。ヤク中の糞ふん尿によう袋ぶくろに襲おそわれたときに死んだだと？　だったらその後に見たあいつの笑え顔がおは、声は、何だったのか。それは生きていたからこそ在あったものだ。偽にせ物ものではない、確たしかに彼女のものだった。だから──それが失われた瞬しゆん間かんこそが、ぼくの中での巳沙希の死。ぼくの殺人を証明する死。ぼくは既に殺人者なのだ。自分の理由で、自分の理屈で、裁さばかれるべき罪を犯している……

　いつのまにか考え込んでいた。だからそれに気付くのが遅れた。

　鼓膜へ届いていたのは、短く小さく細切れにされた音符。

　双ふた子ごはクスクスと、本当に可お笑かしそうに息を漏らして笑っていた。

「ふふ、死者。死者ね？」

「これはおかしい。おかしすぎる」

　笑いながらも、細まった瞳ひとみはぼくを射い抜ぬいている。その視し線せんが今の彼女達の包丁だった。

　抉えぐり込まれる。手加減なく。致命的に。

「では、なぜ貴方達は人間のふりをしている？」

「なぜ人間のふりをして人間の世界で暮らしている？」

「ただの人間が関かかわってきて、とかさっき言ったけれど」

「そんな言葉が出ること自体がおかしくて奇天烈きてれつで奇妙で異常だわ。別世界？　異物？　それは全すべて失笑の原材料にしかなりえない」

「ウフフ。クフフ……あははははははウヒヒヒヒ！」

「──そちらがそんなことを言うのは勝手。けれど、それが誤解であることは我われ々われが提示しておきましょう。よろしいかしらね？　貴方あなた達がそうやって人間の隣となりで暮らしている以上、ただの人間と関わりたくなくても、それは『向こうから自然に関わってくる』もの。そちらが一方的に無関係に厚顔無恥に人間のふりをしようなど、卑いやしすぎて片腹痛い！」

　そして彼女達は軽く背中を曲げ、ぼくたちに微笑を近付けて言ってきた。

「それから、貴方がさっき言いかけたことに対して──」

「一応の反はん論ろんを、しておくわ──」

　吐と息いきを挟み、声が重なる。

『あの子がいつ死んだかを決めるのは我々。貴方ではない』

　言葉の包丁が胸の奥に到達した。心しん臓ぞうが跳ねる。痛い。ぼくと同じ言葉が、痛い──

　そのとき、横に座っていた砧きぬた川がわの黒髪が揺れるのが見えた。

「あっ……ん……!?」

　不意に喘あえぎ声ごえのようなものを漏らし、顔をテーブルに近付ける。全身が性感帯になる病気にでも罹り患かんしたのかと思った瞬間、

「くぁっ……！」

　ぼくも同じ動作をすることになった。

　テーブルの下で、双子がぼくたちの足に包丁を突き刺していたのだ。

　見えないが感触でわかる。大きめのテーブルなので、周囲にも気付かれはしないだろう。だからこんなことをしたのだろうが。ああ痛い。騒さわぎは起こせない。我慢するしかない──

　双ふた子ごはテーブルの上に身を乗り出すような姿勢で、両手をテーブルの下に押し込めながら、にこやかに笑っていた。包丁の刃が捻ねじられ、ぎちり、と神経が悲鳴をあげる。生なま温あたたかい汁の量が増加し、靴の感触は土砂降りの雨の中を歩いているときのよう。包丁が刺さっているのは太ふと股ももではなく、筋肉の少ない脛すねだ。だから余計に痛い。刃が骨に触れている。梃て子この原理でグイグイと歪ゆがみが与えられている。冷たい鋼はがねが肉を殺そぎ落おとすように上下に動いた。骨に沿った蛋たん白ぱく質しつの結合がぷつぷつと解かれるのがわかる。やめろ動かすな搔かき回すな抜き差しするな！

「う、が、あああっ！」

　テーブルの縁ふちを握にぎり締しめ、顔を俯うつむかせて耐える。気を抜けば絶叫を店中に響ひびき渡らせてしまいそうだ。横を見ると砧きぬた川がわも同じ状況で、びくんびくんと小さく身体からだを震ふるわせている。

「あ、へぁ……はっ……あ！」

　額ひたいに汗。眼鏡めがねの奥の瞳ひとみが歪み、テーブルに触れそうな頰ほおの下では一筋の涎よだれが糸を作っていた。

「くふふ。二人ふたりとも、イってるみたいな顔！」

「非常に局所的かつ反教育的なスラングを学習した結果として言うと、こういうのをアヘ顔と呼称するのが正しいと思われるわ。なんて素す晴ばらしき不細工……おや、何だか肉が動いている。不ふ思し議ぎね、これが不死というものかしら」

「メイコ！　何をしておる、今いま更さら耐えておる場合か!?　殺せ！　こ奴やつらを殺せ！」

　双子が肩を揺らし、その振動が包丁に伝わる。さらに抜き差し、出したり入れたりのやりたい放題。痛つう苦くで人は狂う。痛苦を耐えることで三倍早く狂う。視界が不ふ吉きつに明滅してきた。

「そんな焦あせらないでも。別に今どうこうするつもりはない」

「それにしても、素敵すてきな感触……くす。いずれ正式に屠と殺さつしてあげるわ。数百の肉片にまで解体しても、不死は不死でいられるのかどうか。お楽しみに、猪ブタ」

　言葉と動作には憎悪が籠こもっている。ああ、確かく率りつは、ゼロ。何を言っても双子の意志は変わらない。彼女らはただ、寝ね々ねの死をぼくたちにも与えるためだけに存在している人間だ。

　吐き気が込み上げてきた。だが、そのとき切せつ華かがトイレから帰ってくる。

「ただいまー……ってうわ。何コレ、豚ぶたの丸焼き？」

「……サービス」

「よろしければデザート的に摘つまんでもらおうかなと。食べきれないと思うので残してもいい」

　そっと足から包丁が抜かれた。ぼくと砧川はゆっくりと身を起こし、荒い息を整ととのえる。

「それでは」

「料理人は料理人らしく、仕事に戻るわ。短い残り時間をごゆっくり」

　双ふた子ごは包丁を素早すばやく白衣の奥に隠し、切せつ華かと入れ替わりに厨ちゆう房ぼうへ戻っていった。何も気付かずに、切華は席に戻る。テーブルの下の血には気付かないだろう……身体からだが治ち癒ゆするのに合わせてそちらも消えていくはずだ。

「うわー、美お味いしそー……で、お兄にいちゃ」

　脂あぶら汗あせをさりげなく拭ぬぐいつつ切華を見る。切華は豚ぶたに箸はしを伸ばし、にひひと笑った。

「ちゃんと謝あやまって、あの人達に許してもらったんだよね？　でないとこんなサービスとかしてくれるわけないもん」

　ぼくは片手で額ひたいを押さえ、溜ため息いきと区別のない声で答えた。

「そんなところだ。次はぼくが自分の身体でこの解体豚を用意する番かもしれないけどな」

「？」

　身体が治るまでの場ば繫つなぎと、栄養を摂とれば早く治るかという期待を込めて、双子が散さん々ざん弄もてあそんだ焼き豚にぼくも箸を伸ばす。

　油の匂においに紛まぎれた微かすかな血臭が、テーブルの下から届いている。

　そんな臭においを嗅かぎながら食べる肉が、美う味まいはずはなかった。




　身体が完全に治ったのを砧きぬた川がわにも確かく認にんして、店を出る。双子は姿を見せなかった。

　周囲はすっかり暗くなっている。先刻の暴ぼう挙きよでズボンの脛すね部分が少し破れているが、この暗さならたいして目立たないだろう。やれやれ、切華に気付かれてたらどうなってたことか……

　──ああ、そうだ。それだ。何よりもまず、ぼくがすべき行動として確定していることは。

「忘れ物した。ちょっと取ってくる……そこの自じ販はん機きでコーヒー買っといてくれ」

「いいけど。あ、ちゃんとお金は請せい求きゆうするからねっ」

　砧川にも軽くアイコンタクトで心配ないと伝えてやり、店へ戻る。レジにいた店員にボールペンとメモ用紙を借り、そこに自分の携けい帯たい番号を書いた。ちらりと店内を眺めたが、双子の姿はない。さっきサボってたぶん、厨房で料理に追われているようだった。

「あとで、店長二人ふたりにこれを渡しといてください」

　メモを受け取った店員はそこにある番号とぼくの顔を交互に眺め、愕がく然ぜんとしたような、あるいは銛もり一本でモビー・ディックに突っ込んでいく勇者を見たような微妙な表情で言った。

「あの二人をナンパですか……命知らずな」

「実に同感」

　肩を竦すくめてから、付け加えた。

「伝言を──勝手に家に来るな。逃げないから、会いに来る前には必ず電話しろ。家よりはお互い気兼ねなく遊べる場所で会ったほうがいいだろ、と」

「え？　えーと、ナンパするのに向こうが勝手に家に来ることになってて……？　よ、よくわかりませんが、かなりの自信家ですね、お客さん!?」

　自信ねぇ。そう、あの二人ふたりは絶対に来る。来てほしくなくとも来るのだ。だからこうするしかない。家族を巻き込みたくないというぼくの希望を実際に考こう慮りよしてくれるかは知らないが、やらないよりマシだ──さっき切せつ華かの前で非日常の話をしなかったのと同程度には気を利かせてくれるものと思いたい。

　店員は別わかれ際ぎわ、包丁には気をつけてくださいね、と遅すぎる忠告をしてくれた。




　砧きぬた川がわは別れるときまで、今日きようの後半からデフォルトになっていた表情──暗い俯うつむき顔を変えなかった。何かあったらすぐ電話しろ、とぼくが耳打ちしたときだけは僅わずかに嬉うれしそうに頷うなずいたが。襲しゆう撃げきに気をつけろという意味なのだが、どうして嬉しそうなのか。わからん。

　ともあれ砧川と別れたあと、家までの僅かな道のりの間。

「まだ……仲直りしてない？　砧川さんと」

「ほっとけ。ていうかあいつが勝手に変になってるだけだ。喧けん嘩かも何もしてないし、そもそも──ぼくとあいつは単なるクラスメイト以上の関係じゃない」

　脛すねを軽く蹴けられた。抉えぐられたトコをピンポイントで蹴るな、まだ敏感なんだぞ。

「わかってないなぁ……ほんと、わかってないよ、お兄にいちゃは」

　無視していると、ややあって切華の顔が夜空を向く。

「切華にも悩みがあるんだけど……気付いてる？」

「ん？　いや、そりゃ気付かんかった。なるほど、この頼たよれる兄に救いを求めたいというわけだな。任せろ妹よ。誰だれも思いつかない前ぜん衛えい的てきな解決策で事態を混迷の彼方かなたへと導みちびいてやる」

「これだからまったく。別に教えるなんて言ってないよぅ」

「教えるつもりがないなら言うなよ。ぼくのほうが、まったく、だ」

「違うよ──切華にも悩みがあるの、てことが大事なの。悩みがなさそうに見えてても、さ」

「む……」

「特にお兄ちゃは、そういうことに気付くのが致命的にニブイというか何というか。だから、たとえそうは見えなくても、砧川さんにも何か悩みがあるんじゃないのかな？　いつも隠してて、でもたまたま何かの拍子に出ちゃったりすることもあるよね。そういうの、考えてあげてる？　他ほかの人の気持ちをさ、もーちょっと考えてあげてほしいなーって」

　ぼくは肩で息をしながら呟つぶやいた。

「兄に説教とは……こりゃいよいよパラメータ画面にマイナスが表示されているようだぞ」

「はぁ。もう知らない」

　切華は呆あきれたように言ってから、残り数十メートルとなっていた家へとばたばた駆けていった。ぼくは追わず、マイペースに歩を進める。切華の言葉を考えていた。

　砧川の悩み、ねぇ……それがわかるなら苦労はしないさ。ぼくには想像もできないような自じ虐ぎやく的てきかつ妄想的な理由で悩めるのが、あの愉ゆ快かいな砧きぬた川がわ冥めい子こという女だぞ。むしろ砧川は自虐と妄想と愉快で構成されている、と言ったほうが正しいのかもしれないな。誰だれかに砧川の人となりを説明するよう求められたらそう言うことにしよう……そんな機き会かいがあるのかどうかは知らないがね。




　結局のところ。

　そのときぼくが考えていたことは、ある意味で正しく、そしてある意味で間違っていた。

　その翌日、ぼくは砧川の悩みの原因を知ることになる。想像していた通り、それは砧川らしい自虐と妄想が理由だった。だから正しかった。

　そして同時に、ぼくは気付かされる。

　間違っていたこと。ぼくが愚おろかにも砧川の構成要素を一つ考え忘れていたこと。

　自虐と、妄想と、愉快。それだけでは足りない。

　砧川冥子という女を語るには。

　暗い予感を内包した、ひどく儚はかない微笑の存在を──決して忘れてはならなかったのだ。
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　その台詞せりふは唐とう突とつだった。

「おっ……お弁当を作ってきたんですがっっっ！」

「……はい？」

　昼休みの屋上。ぼくは購こう買ばいの袋を探るのを止やめ、座ったぼくの正面に立つ砧きぬた川がわを見上げた。

　黒髪の乗った小さな肩を縮ちぢこまらせている。緊きん張ちようしているようにぷるぷると震ふるえている。重そうなスポーツバッグを持っており、その紐ひもを握った両りよう拳こぶしは腰の前でぎゅっと握にぎり締しめられていた。何かを決意したような、その真剣な表情には妙な迫力がある。

「よ……よろしかったら、どどどうでしょ、しょうっ」

「い、いやまぁ……別に断る理由はないが。パンは後で食えばいいし」

　台詞の嚙かみまくりすら気にしないその迫力に押されるようにしてぼくが申し出を受じゆ諾だくすると、砧川はほっとしたように息を吐いた。

　ううむ、謎なぞな行動だ。別に作ってこいとか言った覚えはない……だからその積せつ極きよく性せいは、砧川らしくないと言えば実にらしくない。はたしてこいつは何を考えているのか？

　視し線せんを横に座った砧川に向けると、彼女はスポーツバッグを開いていそいそと何かを取り出していた。まず出てきたのはポットだ。お茶かコーヒーでも作るつもりなのだろうか。その予想を裏付けるように、砧川はさらにバッグから椀わんを取り出し──

　……カップにしては縮しゆく尺しやくが妙じゃないか？　んでやけにカラフルじゃないか？

　ぼくがそう思ったとき、砧川は、そのラーメン丼にどぼぼぼぼとスープを注ぎ始めた。

「待てぃ！　なんで弁当が手製のラーメンなんだっ!?」

「え!?　いや、その……この前はインスタントだったので、汚名返上といいますか」

「そういう問題じゃねぇ！」

　そう、砧川はぼくには想像もできないことをやってのける女だったのだ。反射的にツッコんでみたはいいが、結局ぼくの中には無気力な呆あきれと愉ゆ快かいさだけが残ることになる。

「うぅ。ダメ、でしたか……？」

「……いや、斬ざん新しんすぎて驚おどろいただけだ。学校の屋上で食うラーメンの味に今は興きよう味み津しん々しんだな」

　砧川は安あん堵どしたように頷うなずいて、再び準備に取り掛かる。具が入っているタッパーを並べていたとき、ふと砧川は脈絡ない話題を呟つぶやいてきた。

「機き波なみくんとは……いつからのお友とも達だちなんですか？」

「ん？　ああ──高校からだ。一年のとき同じクラスだったんだよ」

　奴やつと初めて会話したときのことを思い出す。

　入学式から草そう太たは草太だった。あの愛あい嬌きよう振りまくウソ人格で、なぜかその日のうちに上級生の女子を籠ろう絡らくせしめたのだ。問題は、その女子が頭の悪い不良グループの一人ひとりの彼女だったこと──当然ながら、草そう太たは強制呼び出しをくらうことになったのだが。

　さて、ここで二つの情報が加味される。この学校にはそう不良が多いわけではない、ということと……呼び出しをくらうような問題児は草太だけではない、ということだ。金髪で、礼れい儀ぎ知らずで、目つきの悪い腐ったガキがね。

　つまるところ、不良グループは二人ふたりの問題児を一度に呼んでヤキを入れようとしたのだ。少ない人数を分散することはできないし、見知らぬ同士の二人なら、一方が折れて謝あやまったら一方も釣られて折れるはず、とでも考えたのだろう。

「それで……どうなったんですか？　向こうの人数、多かったんですよね」

「ぼくたちが勝った。当たり前だろ」

「ど、どうやって？」

「まずは草太が──女子に泣きついた」

「……へ？」

「だから、連れてこられてた不良の彼女に『助けてボクこんなの嫌いやだよぅ』とかやりつつそのチチに顔を埋めたんだ。むしろ揉もんでたね。で、女が変な母性に目覚めてヤメナサイヨとか不良達に啖たん呵かを切って、その彼氏やらが女にプッツンして詰め寄った隙すきにぼくが大おお暴あばれした。とりあえずリーダーを潰つぶせばあとは簡かん単たんだったな」

　その後のことはよく覚えている。ぼくは「お前、演技してるな？」と草太に聞いた。

　勘だが、なんとなくわかったのだ。あの状況であんな変なことをする奴やつが、ぼくの変人センサーがビンビンに働く奴が、「ただのとぼけたショタ少年」などではありえない、と。無論のこと、返答はこうだった。

「初対面で見抜かれたのは初めてだ。お近づきの印しるしに、さっきの女、プレゼントしようか？」

　そう、出会ったときから、草太はずっと草太だったわけで──

　気付くと砧きぬた川がわは寂しそうな顔で相あい槌づちを打つだけになっていた。そしてふと、

「わたしも……そのころから、会いたかったなぁ。そのころから知り合ってれば、もっと──」

　それは独り言だったのか。声は中途半端に止まり、砧川は黙もく々もくとラーメンの仕上げを続行。沈黙が奇妙に居い心地ごこち悪く思えた。

「……で、なんでいきなりこんなラーメン弁当なんか作ってきたんだ」

「それは──わたしには、こんなことくらいしか、できないです、から」

　その哀かなしそうな声は、ぼくの納得する答えには足りない。そのまま待っていると、さらに砧川は搾しぼり出すようにして言葉を続けた。

「だっ、だって……こんなことくらいしか思いつかなかったんです。わたしは、機き波なみくんみたいに昔からの付き合いじゃないし、友とも達だちもいないし、明るくないし、鈍にぶいし、全然、何も、とりえがなくて……」

　なぜ草そう太たの名前が出るのか。どうして草太を引き合いに出すのか。

　そこで、ぼくは昨日きのうの切せつ華かの言葉を思い出した。砧きぬた川がわにも悩みがあるのだと。

　わかったような気がした。草太の名前を聞いたことで。うじうじと自分と比較している言葉を聞いたことで。

　ああ、そうか。砧川は。

　恐れているのだ。

　宵本澪という男が自分を捨て、昔からの友人のほうに乗り換えてしまうのではないかと。

　馬ば鹿かだ。馬鹿だな。強迫観かん念ねんにも程ほどがある。自じ虐ぎやくにも程がある。自分に自信がないにも程がある。でも仕方がない──それが、砧川冥めい子こという女なのだから。

　ぼくは脱力と失笑に身を任せた。しょうがないな、まったく、こいつは。

「……パートナーだろ」

「え？」

「だから、ぼくとお前は相あい棒ぼうなんだろ。今までの事件とか、けっこう、お前はお前っぽく頑張ってると思う。もう相棒になってるしそれはこれからも変わらないんだから、別にぼくに媚こびを売る必要なんかないぞ……まぁ昼飯代が浮くのは助かる。ラーメンはありがたく貰もらうけどな」

「え、あ……は、はいっ！　も、もうすぐできますからっ」

　表情と声の変化。実にわかりやすい反応だ。

「そういや、あいつ。名前は知らんが、話しかけてきた女子との調ちよう子しはどうだ。ぼく以外にもお前に目をつけるとは奇特な奴やつだな」

「えと……実は今日きようもお昼ご飯を誘われたんですけど。断りました」

「お前、せっかく新しい友とも達だちができそうなのに。ぼくとはしょっちゅう会ってるんだ、昼くらいはそっちと一いつ緒しよに食べればいいだろ」

「友達……ですか。そうですね。欲しいし、話かけてくれるのは嬉うれしい、ですけど……」

　砧川はつかの間、遠い目になった。何か──ぼくの知らない、砧川だけの思い出を懐かい古こしているように。

「でも、やっぱり……わたしは人間とは遠いモノなんだって、そう思いますから」

　哀かなしい言葉で、彼女は言い切った。それを思い知らされるようなことを、彼女は体たい験けんしたのだろうか。わからない。ぼくは砧川ではない。

　双ふた子ごとの会話を思い出した。人間ではなくなってしまったぼくたちが、人間と関かかわってしまうことの罪を。無関係に人間のふりをするな。卑いやしすぎて、片腹痛い……

「……わたしにとって、もう大事なものは一つだけです。それが失われることが、わたしにとっての死なんです。あの双子さんたちの言うように──死んだ人間の死が、もう一度定義されるならば」

「大事なものって、何だ？」

　砧きぬた川がわは答えなかった。ただ、微笑ほほえんで、

　ぼくを見た。

　ぼくを見た。

　ぼくを、見た。

　そして微笑のまま、目を逸そらした。

「……えと、もうすぐ完成ですから。あとは海の苔りを載せて、と……あ、胡こ椒しようを忘れてました」

　自分の卑ひ怯きようさでその意味を曖あい昧まい化かさせながら、ぼくは答えを知った。

　砧川は、ほんとうに、馬ば鹿かだ。

　どうしてこいつは、こんなにもぼくを必要としているのだろう。役立たずな自分は捨てられるのではないかと、無用な心配を覚え、怯おびえるほど。

　ぼくの胸中が懐なつかしく軋きしみ始めた。

　その懐かしさは、痛い。その軋みは、痛い。だから二重に、痛い。

「はい、できましたー！　スープもお手製なんですよ、冷さめないうちにどうぞ！」

　ラーメン丼どんぶりが手渡される。薄うす茶ちや色いろのスープに浸つかる細ほそ麵めん。トッピングはゆで卵に、メンマ、ネギ、チャーシュー、海苔。オーソドックスな醬しよう油ゆラーメンだ。
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「お、おう。もらうぞ。お前も食えよ」

「はい……えへへ、思ったよりちゃんとできました。じゃあ、わたしも、いただきます」

　学校の昼休みに、しかも寒空の屋上で本格的なラーメンを啜すするのは予想通りに妙な気分だった。だが悪くない。湯気で目を瞬しばたたかせながら、ずるずると二人ふたりして麵めんを啜る。スープは少し辛からめだったが、辛党のぼくには丁度いい按あん配ばいだった。やるじゃないか、砧きぬた川がわ。

「えと……どうですか？」

「悪くない、好みの味だ。悔しいが褒ほめてつかわす」

　えへへ、と砧川は肩を縮ちぢめて照れた。

　そして、彼女はぼくに、知らしめる。

　這い寄っているものがあったのだと。

　たとえ見えなくとも、あったのだと──




「そうですか。思ったよりちょっと薄味だったので心配でしたけど、よかったです」




　顔色は変えなかったと思う。態度も変えなかったと思う。ただ、心しん臓ぞうだけが跳ねていた。

　ラーメンに集中するふりをして、平静を装よそおう。メンマを摑つかみ損そこねた。

　魔ま術じゆつには反動がある。魔術種それぞれの反動がある。砧川冥めい子このそれは、純然たる【喪そう失しつ】だと、ぼくは知っていた。身体からだの感覚を。持っていてしかるべき反応を。失っていく。

　出会ったとき既すでに、砧川は温度を失っていた。熱あつさも冷たさもわからないようになっていた。そしてさらに魔術を使った（極悪な人じん外がい魔女によって使わされた）結果として、ただの一いつ瞬しゆん、ぼくは砧川が【痛み】すら失ったのを見た。

　かつてエベネゼルはぼくに言った。根源闇滓ルート・アンシイを吸収すれば、反動の進行を押おし留とどめられる。あるいは、反動の症状を治すことができるかもしれない。けれど──魔術を使えば反動が現れる、それだけは避けられない真理なのだと。

　砧川は巳み沙さ希きの根源闇滓ルート・アンシイを吸収したことで、その症状を改善させた。だが、彼女はその後も魔術を使っている。寝ね々ねに対して。それ以外の誰だれかに対して。だから再び起こったのか。温度や痛覚を失う前段階として、今は【味覚】を失いかけているのか──

　同じだ。同じだった。あのときと。

　ぼくは屋上に転がるコーヒーの缶を幻げん視しする。砧川の涙を幻視する。

　懐なつかしい胸の軋きしみが、さらに強化される。ひどく痛い。けれど、その痛みこそが──ぼくがこの人外の世界を歩き始める、最初の方向性を決めたベクトルだった。それを思い出した。

　いつのまにか箸はしが止まっていた。宵よい本もとくん？　と砧川が怪け訝げんな顔を向けてくる。

「いや、ちと喉のどに詰まっただけだ。お茶とかあるか？」

「あ、はい。ありますよ。どうぞー」

　かいがいしく水筒を差し出してくる砧川の顔は、なぜかとても楽しそうで。

　それを見るぼくの胸中に、錨いかりを落とす。その重みの正体は、かつて砧川冥子という女と出会い、人じん外がいの生存競きよう争そうに巻き込まれ、そして「ドルイドという何者か」と戦うことを決意したときと同じような──強く固まった一つの感情だった。

　ぼくの立っている場所は、あのときとほとんど変わっていないのだ。そう、かつてぼくは、草そう太たですら殺す決意をした。ただ一つの理由のために。

　それを忘れていたのは……この砧きぬた川がわ冥めい子こが、いつのまにか。

　傍そばにいて当たり前の存在に、なっていたからだ。

「……さっきからなにムニャムニャしてんだ」

「た、卵が、摑つかめなくて」

「解決策はだな──刺せ」

「それは何か負けた気がするんですぅっ……」

　変なところにこだわりがある。知っているさ、そんなことも。

　ぼくは苦笑しつつ、自分のラーメンと、そしてこれからすべきことに意い識しきを戻した。

　第一目的は変わっていない。あのドルイドのときにはなかった、ただ一点の課か題だい──レンテンシアから受け継いだ選せん択たく肢しを先生に伝えることだ。彼女の遺ゆい言ごんに等しく託された役割を、誰だれにも伝えずに終えてしまうわけにはいかない。方法はそれなりに思いついている。昨日きのうのバレー観かん戦せんは無む駄だではなかった……先生と草太の本気度を知ることができた。だからこそ使える手。

　その後のことが、たった今決まった。この変てこな女の横顔をもう少しだけ眺めていたいと思った、あのときの感覚を思い出してしまったせいで。

　選択肢を伝えてどうなるかわからない。一いつ緒しよに未来を考えてくれるようになるか。戦う気をなくしてくれるか。それとも、そんなことは知ったことではないと襲しゆう撃げきしてくるか──

　最後の、その最低の結けつ論ろんが出たならば仕方がない。

　戦おう。

　選択肢を伝えた後は、ドルイドのときと同じだ。誰かのために誰かを切り捨てる。そう決意した、人間失格のぼくがここにいるだけだ。だからそれに相応ふさわしく動く。

　しかし──と、ぼくは残った不安要素を胸中に落とし込んだ。

　恨まれても憎まれても構わないが、努力はしよう。草太を害することだけは避けられるように。かつてぼくが殺す決意をしたのはドルイドだと思っていた草太で、今の奴やつは無力なただの人間にすぎない。アヴェイラーズの言う通り、双ふた子ごが襲おそい掛かかってきた場合と違う対処を考えているのはぼくのエゴで偽ぎ善ぜんなのだろうが。

　ともあれ、まずは選択肢を伝えること。全すべてはその後、先生達の対応次第だ。

「ごっそさん……ん、なかなかだった。茶を貰もらうぞ」

「は、はいっ。どうぞっ！　……えへへへ」

　曇くもった眼鏡めがねの奥が嬉うれしそうに緩ゆるむ。ぼくはフェンスにもたれながら、砧川に聞こえるようにわざと大きな欠伸あくびをした。

「ラーメン食ったら眠くなってきた。ぼくは午後からサボるからな」

「えー……サボるのは、その、あんまりよろしくないのではないかと……」

「問題ないだろ。今日きようは先生の授業ないし、てことは草そう太たも教室に来ないだろうし。それに」

　次は演技ではなく、本物の欠伸あくびが出た。

「普段ふだんから授業を聞いてないことにかけては絶対の自信がある。あまり変わらん」




　　　　２




　廊下は静かだった。無む論ろん授業中だからだが、ぼくはそんな些さ事じに囚とらわれない自由人。うるさい教師どもに見つからないよう、足音を殺して校舎を徘はい徊かいする。

　草太は先生が授業しているどこか近くで張っているはずだ。エベネゼルに聞かれることさえなんとか回かい避ひすれば、奴やつに対して選せん択たく肢しを伝えることができる。つまり草太を介して先生に伝えることを考えていた。草太が先生のことを、本当に真剣に考えているのなら──それは決して無視できない情報のはずだ。

　最初からエベネゼルを置いて行っては怪しまれる。草太を見つけたときにどうするかは後で考えることにして、一応ＰＣ入りの鞄かばんを持ってきていた。とりあえずもう一度話をする、双ふた子ごの対処に関してだけでも話し合って協力できれば違うだろう、というのが建たて前まえだ。ブルマ少女は相変わらず無表情に『……了解。人間の襲しゆう撃げき者しやという不安要素をまず排除するのも手の一つではあると認にん識しき』などと呟つぶやいただけで、本当に納得しているかどうかはわからなかったが。

　ともあれ教室を一つ一つ確かく認にんしていっても、先生の間延びした声は聞こえてこなかった。

「そういや、この時間は空あいてるっていう可能性もあったな……」

　面めん倒どうだがここで諦あきらめるわけにもいかない。校舎中をさらにくまなく捜す。それでも成果はなく、ぼくは校舎外に捜そう索さく範はん囲いを広げることを余よ儀ぎなくされた。グラウンド。中庭。崩ほう壊かいした体たい育いく館かんの裏。校舎裏──ぼくが小さな声を聞いたのはそこだった。特別校舎の裏、外がい壁へきに隣りん接せつした駐ちゆう輪りん場じようのさらに奥。今はほとんど開かれることのない、古い木造の体育倉庫。

　そろそろと近付く。窓のない側面に背を当てると、音の内容がさらにはっきり聞こえてきた。

　風か邪ぜで寝込む人間の音。マラソンランナーの音。絶え間なく続く舌した鼓つづみの音。リズミカルでテンポの早い拍手の音。聞こえるのはそれらを全すべて合わせたような音であり、つまるところそれは哺ほ乳にゆう類るいが何千年となく続けてきた何の変哲もない行為がそこにあることを示している。

　やれやれ……見つけたはいいが、どう考えても話ができる状況ではない。どうするかな──と息を吐いたとき、背後から囁ささやき声ごえ。

「出で歯ば亀がめとはあまり感心しない趣しゆ味みであるな。この我わが輩はいですらも睦むつみ事ごとのときはこうやって遠えん慮りよしておるというのに」

　驚おどろきの声を必死で吞のみ込む。振り向くと、そこには体育倉庫の壁かべによりかかっているクマのぬいぐるみ──キュリーマー辺へん境きよう伯はくがいた。顔に縫ぬい付けられた三日月みかづき型の口を歪ゆがめ、

「世せ知ち辛がらい状況であるのでな……我わが輩はい、愛を育はぐくむ行為の邪じや魔まはしないようにしておるのよ。少年、君はどうかね？　まさか奇き襲しゆうをかけにきたわけではないと思うが」

「……もう一回話をしたいと思って捜してただけだ」

「ふむ、そうだろうそうだろう。ここで手を出すほど愚おろかではあるまい……その目的そのものは愚かだとしても。ここは学まなび舎や。人ひと気けのない倉庫とはいえ、全力で叫び声でもあげればすぐに人が集まろう。多数の人間に正体が明かされる危険性は冒おかさないはずであるな、むっふふ」

　無視した。キュリーマーもそれ以上何も言わなかった。だから無言で──お互いの様よう子すをちらちらと窺うかがいつつ──先生と草そう太たが出てくるのをただ待つことになった。

　壁かべの向こうから聞こえてくる音と声は、ゆっくりと、しかし確かく実じつにその密度と速度を高めていた。知り合い二人ふたりのそういう声を聞き続けるのは、奇妙に罪悪感があり、しかし同時に──正直に言えば──多少は興こう奮ふんした。別にここで隠れて聞きながら待っている必要はないのだとややあって気付いたが、そのときにはもう遅すぎる。

　何がしかのクライマックスが倉庫の中で迎えられる。音と声の、静かな頂点。そして糸を引くように消えていく。ぼくがまた息を吐いたとき、とてとてとキュリーマーが正面に歩いていった。扉の前に立ち、ぼくを手招きする。

「貴族は客人をもてなすもの。お楽しみいただけたであろうか？」

「下げ世せ話わな楽しみ方だ。多少、自己嫌けん悪おしてる」

「演えん劇げきのようなものだよ、我輩も下げ僕ぼくたちによくやらせていた。ところで、彼女らのピロートークは格別だぞ？　髪を撫なでる代わりに、耳に息を吹き込む代わりに、もっと物もの憂うげでもっと美しい行為をする。ついでに見てはどうかね？　心配せずとも既すでに服は着ているようであるぞ」

　これ以上自己嫌悪を催す行為をするのもどうかと思ったが、キュリーマーの意味ありげな言葉と口く調ちようが気になった。仕方なく、扉の隙すき間まから中を覗のぞいてみる。

　一いつ瞬しゆんで喉のどが砂漠化した。

　薄うす暗ぐらい倉庫の中に体育マットが敷しかれている。草太はその上に胡坐あぐらを搔かいていた。ズボンは穿はいていたが、上半身は裸だった。その横にぺたんと女の子座りしている先生は草太とは逆。真っ白なワイシャツに、下は三角の下着とストッキングという格好だ。シャツのボタンは中ほどの数個が留とめられているだけで、首元と谷間がひどく物憂げに開示されていた。

　そして先生は、その胸に草太の腕を押し付けるようによりそい──

　どう見ても注射器でしかない注射器で、彼の腕から血を抜き取っていた。

　無表情に。科学者のように。

「どうせ獣けものの魔ま女じよ殿どのから聞いているのだろう？　血夜魔術ブラツドマジツクには血が必要なのだよ。自分以外のな。我輩も含め、元々のヴァンパイア種族も常に《隷従者スウイートハート》──魔術用血液タンクとしての人間を侍はべらせていたよ。今はそれが彼の役割だということであるな」

「……」

「別に容器に溜ためておく必要はないと思うのだがね。ま、注ちゆう射しや器き程度なら顕化アピアランスしても留とどめておけるし、うるさくは言っていない──おっと、彼を殺しても無む駄だであるよ。ストックはいくらでもあるし、もし彼がいなくなってもそこらの人間を殺して補充するだけだ。ま、彼の血を使う、というのはただコバトの善性であろうな？」

　草そう太たが先生に協力している、その理由がまた一つわかった。人じん外がいの最低さと同義の理由。

「さてさて、次は彼女の栄養補給だ。動けば腹も減るし喉のども渇く。見たまえ」

　これ以上何を見せようというのか。しかしぼくは見ている。取とり憑つかれたように見ている。

　先生は草太の血が詰まった注射器をポケットに仕し舞まい、そしてまた別の注射器を取り出した。そこには既すでに透明な液体が詰まっている。今度はそれを、先生は自らの腕へと突き刺した。

「あ……はぁ……」

　とろんとした目になり、次に空からになった注射器をいつもの薬くすり瓶びんに──いつもの薬瓶なのか？──持ち替える。掌てのひらに山盛りにした錠じよう剤ざいを、

「一応言うが、あれはコバト自身の趣味である。誤解なきよう」

　口いっぱいに頰ほお張ばる。欠片かけらを床ゆかに零こぼしながら咀そ嚼しやくする。ごくごくごくりと嚥えん下かする。

　なぜだろう。それは、教室で彼女がいつもやっていることと同じ行為なのに──

　今は、違って見えた。

　微笑ほほえましい癖くせではなく。愉ゆ快かいな面おも白しろ性せい癖へきではなく。

　何か、別の意味を持った、誰だれもが許さないであろう自じ瀆とく的てき行為のような。

　先生の顔が、ぼんやりとした微笑に包まれる。幸せそうな微笑だった。

　草太がどんな表情で彼女を見つめているのかは、ここからは見えなかった。

　だが次の瞬しゆん間かんに、二人ふたりが浮かべた表情はよく見えた──驚きよう愕がくの視し線せんが、こちらを向いたのだ。

　ぼくが原因で。正せい確かくにはぼくの携けい帯たいの着信音が原因で。エベネゼルは鞄かばんの中にいるから、これは正当な着信に違いない……畜ちく生しよう、大事なときには電源を切っておきましょう、だ。

　慌てて携帯の液晶を見ると、そこには見覚えのない番号が表示されている。嫌いやな予感があった。二人が出てこようとしている倉庫から少し離はなれ、携帯を耳に当てると──

『こんにちは猪ブタ！　略してコブタ！　折せつ角かく番号を貰もらったから一応電話しておこうと思って』

　前半と後半は同じ声だったが、テンションは全く違った。一つの電話を使いまわしているのだろう。くそ、厄やつ介かい事ごとが重なるな。襲しゆう撃げき予告の可能性を考え、ぼくは緊きん張ちようを込めて言った。

「何の用だ。家に行っても今はいないぞ」

『わかっている。そもそも貴方あなた狙ねらいではない。けれど、ひょっとしたら同じことになるかもしれないから、一応。あと、電話するのが少々遅れたのを認めるわ』

「……よくわからん。どういうことだ」

『もう到着した、ということよ』

　通話が切れる。直後、二つのことが同時に起こった。

　服を着込んだ先生と草そう太たが、倉庫から出てきたことと。

　倉庫脇の塀の上から、白衣の料理人二人の顔が覗いたこと。
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　その場にいた全員の動きが止まる。先生と草太は驚きよう愕がくの顔。双ふた子ごはきょとんとした顔。

「あら」

「適当に人ひと気けのないところから入ってきたのに。いきなりプラズマテレビが当たる的ビンゴ。絶対運命歯車が嚙かみ合っているように運がいい」

　間違いなくぼくにとっては運が悪い。ぼくが運命を呪のろっている間に、双子は軽く塀へいを乗り越えてこの場に降り立った。そして笑いながら、こちらが向ける疑問の視し線せんに勝手に答え始める。

「昨日きのうは店が忙しくて疲れた。だから夜は休きゆう憩けいした」

「けれど収しゆう穫かくがあった。先生、と口を滑すべらせた」

「少年のほうは携けい帯たい番号も家も知った」

「だから今日きようは、情報が少ないほうに行くことにしたの。先生といえば学校なので来てみた」

「放ほう課か後ごは店が書き入れ時なので、今ね」

「保ほ健けん医いのふりでもして学校をうろついて捜そうと想定していたけど。入ってすぐ、見覚えのある童どう顔がん衆しゆ道どう的てき少年を見つけられて幸い、というわけよ」

　おわかり？　と双子が首を傾かしげる。

「……突っ込みどころ満載だな。どっから正していけばいいのかわからん」

「猪ブタに突っ込まれて善よがる趣しゆ味みはゼロ！」

　仙せん天てん花かが長い髪を揺らしながら胸を張る。ともあれ、彼女達がここに来た目的は一つだ。

「どちら側も数が足らない。まずはあの子に聞こう」

「もう一人ひとり、この間のマント男はどこにいるのかという問いの代金は腕か首か？」

　双子が草太に向けて足を踏み出す。そのとき彼を庇かばうように先生がその前に移動し、

「や、やらせません……帰ってください！」

　先生の姿がマント姿の青年に変わった。双子の唇がにんまりと歪ゆがみ──疾しつ駆くを開始！

「なるほど人じん外がい、貴女あなたも変身！」

「猪ブタを見つけた、猪ブタを見つけた！　とりあえずこちらから片しましょう！」

　先生は──先生は顔を歪め、ただ右腕の棺桶を振りかぶって双子に殴りかかった。

　ぼくは思い出している。血夜魔術は昼には使えない。

　その瞬しゆん間かんに、結末は決まっていた。

　双子が縦じゆう横おう無む尽じんに分裂する。そう錯さつ覚かくするほど疾しつ風ぷうを模もして動く。

　入れ代わり立ち代わり。飛び跳ね潜もぐり込み。

　仙せん天てん花かは、鋸のような刃を持つ野太い包丁で。

　仙天てん威いは、細剣のように長く鋭い形の包丁で。

「解体──」

「──完了ッ！」

　地面に折り重なって落ちたのは、先生の首だった。手袋を嵌はめた左手だった。本当の棺かん桶おけになった右腕だった。先生本来のものよりは随ずい分ぶん長い両足だった。真横に断たれた腰だった。

　一個と一個と一個と一個と一個と一個と一個に解体された先生を、双ふた子ごが愉ゆ快かいそうに眺める。

「やっはー、師父の餞せん別べつ、戦争用包丁はやはり違う」

「これならどんな人じん外がいも刃こぼれを気にせず解体できそうね。初めから持っておけばよかったと遅まきながら実感しているわ」

「上半身はえらく硬い変な鎧よろいみたいなもの着けてたから回かい避ひしたけど」

「それ以外を解体すれば意味はないわね。呆あつ気けない」

　ぼくにもそれが見えた。分断された先生の上半身、黒い衣服の下からは、胸当てのような金属のプレートが光っているのが見えた。右腕の棺桶を別とすれば、唯一の武装。何のための？

　アヴェイラーズが語っていた。ヴァンパイアは、心臓を破壊されない限り──

「か……はっ！」

　金髪青年の生なま首くび、その目がかっと見開かれる。再生は瞬しゆん時じに行われた。

　棺桶に包まれた右腕がずるりと滑すべり、勝手に肩に接続される。左腕はじゅくじゅくと溶け、代わりの左腕が一瞬で肩から生える。胴体からただ引き出されるように。両足もびくびくと芋いも虫むしのように揺れ動いて腰に接続。頭は左腕で摑つかんで首に載せる──

　ぼくや砧きぬた川がわの治ち癒ゆとは比較にならない再生速度。ぼくたちならば解体された時点で一いつ旦たん死ぬことは間違いないのに、それすらもない。不死の上をいく不死性。その再生を見た双子は驚きよう愕がくしたように眉まゆを顰ひそめていたが、とりあえず追つい撃げきの意志を固めたのだろう、再び間合いを詰める。

　だが今度は草そう太たが先生を守るように双子に突進した。策も何もない、体当たり。

「やらせるかよっ！」

　双子の瞳ひとみが同時に邪じや魔ま者ものを捉とらえ、ぎらりと細められた。

　まずい、あいつらは、躊躇ためらわない！

　身体からだが勝手に動いていた。次の刹せつ那な、両胸に熱あつすぎる衝しよう撃げき。草太の前に割り込んだぼくの胸に、双子の突き出した包丁が刺さっていた。仙天花の包丁はギザギザが肉を抉えぐって痛い。仙天威の包丁は鋭するどすぎて深く侵入して痛い！

「ば……お前、何してんだ……っ!?」

　草太の声。うるさいな、ぼくの身体に聞いてくれ。

　死にそうだがなんとか死なない。威い嚇かくの意味も込めて顕化アピアランスすると、双子は包丁を引き抜いて後退した。復活した先生を見つめるその表情には、まだ困惑の色がある。

「……これは、また」

「不死とは聞いていたけど、ここまで不死とは。肉片に解体すれば死ぬかもと予想し、それで駄だ目めなら一つ一つの部位を瓶びん詰づめにしてやろうと思っていたのに──それすらも無理そう。一秒で戻られては解体の甲か斐いがないわ。困った」

　そこで双ふた子ごの瞳ひとみにまた別の色が混じる。それは不理解だった。ぼくも、背後から聞こえる荒い呼こ気きに気付いていた。双子の動向に注意しながら、先生の様よう子すを窺うかがう。

「はぁ……あ、はぁっ……」

　先生は立ち上がってはいなかった。膝ひざ立だちになり、地面に這はい蹲つくばっていた。

　何をしているのかと言えば。

　虚うつろな目、上気した頰ほほで。

　地面に溜まった血を、舌を伸ばしてぴちゃぴちゃと舐め取っていたのだ。砂利が混じるのも構わず。涎よだれが垂れるのも構わず。犬のように。

　その肩に乗っていたキュリーマーが、呆あきれた様子で先生の頭をぺしぺし叩たたいていた。

「これコバト、下品だというのに。反動で血が飲みたくなるのはわかるが、自分の血を飲んでも収まらん。それは修道女の股こ間かん弄いじりと同じ、はしたなくも無意味なものであるぞ」

「……再生したときに闇滓アンシイを使ったからさ。その影えい響きようで反動が表面化したんだろうな」

　草そう太たが小さく呟つぶやきながら、ぼくの横を通り抜けた。そして、先生に抱きつく。

「ほら。いつもみたいに、俺おれのを飲めよ。飲んでくれ」

「あ、は、あ……ごめ、ごめね、ごめんね……」

「いいから」

　先生が草太の首筋に顔を埋める。草太が小さな息を漏らし、そしてちゅるちゅるじゅるじゅるという淫いん靡びな音がぼくの耳に届き始めた。

　ぼくは二人ふたりから──二人の強固で異常な繫つながりから目を逸そらした。見るまでもなく、何が行われているかはわかりきっていることだった。

　視し線せんを逸らした先にいるのは、双子。先生の解体に失敗し、あるいは解体が無む駄だだと知り、二人の意い識しきはどう動いたのか。心しん臓ぞうを破は壊かいしない限り、という条件には気付いていないはずだ。だから──不死を思い知らされて諦あきらめる？　それは楽らつ観かん的てきすぎる。

「どうする？」

「もう一度行ってみる、しか今のところ手が思い浮かばないわね。思っていた不死以上の不死なら、思っていた解体以上の解体を以もつて応こたえましょう。何度でも。猪ブタが死ぬまで」

　ほらみろ。人じん外がいに怯おびえるようならこの二人は最初からこの二人ではない。

　状況は困こん難なんなままだった。こんなところで全力を出して戦うわけにはいかない。人が来る……人が来る？　誰だれかが来れば双子は逃げるだろうか、と考えて、ぼくはすぐにその案を却下した。たとえ大声を出して生徒を数人呼んだところで、この二人ふたりは邪じや魔まな目もく撃げき者しやを全すべて解体するくらいのことはやりかねない。第一、ぼくらだって他人に見られては困るのだ。

　そうやってぼくが惑まどっている間にも事態は動く。

　双ふた子ごがそれぞれ異い形ぎようの包丁を構え、身を前傾させて再び疾しつ駆くの姿勢を見せる。

　彼女らの放つ明めい確かくな殺意と死臭の気配けはいが、形を持つような密度で周囲に漂い始め──

　そして、




　砧きぬた川がわの声が聞こえた。




「《第十指はファーナス・烈烈の罐へとフインガー・捧ぐテンス》！」

　目に眩まぶしい火炎槍そうが叩たたき込まれたのは、双子にでも、ましてや先生達にでもなかった。

　体育倉庫が凄すさまじい音を立てて爆ばく発はつし、炎上を始める。

　現れた魔女姿の砧川は、代だい償しようとして切り取った小指から血をぼとぼと零こぼしつつ、真まっ直すぐに前を見据えていた。ふとしたときに見せる、あの強く哀かなしい瞳ひとみで。

　ぼくも先生も顕化アピアランスしたのだ。こいつが気付かないはずがなかった。

　そして──火事ならば生徒が数人来るなどというレベルではない。乱らん暴ぼうすぎるが効果的な解決策だ。校舎から遠く聞こえてくるざわめきに、双子が舌打ちする。

「人じん外がいらしく無む茶ちやなことを」

「まぁいいでしょう、天てん花か。これで猪ブタの顔は全員覚えた。銀髪女になる金髪少年。魔女となる少女。男になる女教師に、童どう顔がんの少年──あとは好きなときに屠と殺さつと解体を果たすのみよ」

　双子はぼくたちを一いつ瞬しゆんだけ睨にらんだ後、くるりと身を翻ひるがえし、学校を囲む二メートル超の塀へいを見事な体術で乗り越えていった。

　我われを取り戻したらしい先生、彼女に寄り添う草そう太た、小指をゆっくりと生えさせる砧川、そしてぼく。その場にいる全員が同時に息を吐き、ぼくは率先して手を上げた。

「提案。何はともあれ……まず逃げてみるのはどうだろう」

　火の粉を飛ばして燃もえ盛る木造倉庫の前では、異い議ぎを唱となえるものは誰だれもいなかった。このままここに残っていたら間違いなく放火犯にされてしまう。

　……いや、実際に放火犯はいるんだがね。今いま更さら自分のしでかしたことに気付いた様よう子すで、わたわたと慌てふためいている一人ひとりの魔女が。
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　教室の時計とけいを見ると六時半を過ぎていた。既すでに日はとっぷりと暮れており、蛍けい光こう灯とうが普段ふだんよりも潑はつ剌らつと輝かがやいているように見える。あれから数時間は消防車やら何やらが来て騒さわがしかったのだが、もうその騒さわぎは沈静化し（原因は放火か隠れ煙草タバコの不始末かの二択だと噂うわさされた）、人ひと気けのなくなった校舎はひっそりと学校の怪かい談だんが始まるのを待っているようだった。

　ぼくは一人ひとりだ。砧きぬた川がわもエベネゼルも周囲にはいない。無む論ろんそれは選せん択たく肢しの話をするためだったが、その本ほん音ねは誰だれにも悟られるわけにはいかない──建たて前まえ的てきには、敵意がないことを最大限示して会話に持ち込むため、になっている。「導き手ナビゲータも砧川もいない、完全に二人ふたりきりの状態なら少しは安心できるだろ。もう一度だけ話をしよう」という台詞せりふを使用した。

　砧川は先に帰らせ、校門の外で待たせている。エベネゼルが入ったＰＣ、ついでに携けい帯たいも砧川の手中だ。ぼくがただの人間である草そう太たと二人きりになることはともかく、魔ま女じよである砧川に預けられることに対して奴やつは拒否するだの何だの文句を言いまくっていたのだが──お前を砧川がどうこうするチャンスは今までにいくらでもあった、やるつもりならとっくにやってるよ、といつも通りに無む理り矢や理り説得した。

　また、砧川には役割があった。先生を監かん視しすることだ。既すでに日は落ちており、先生は魔術を使える……導き手ナビゲータを手放したぼくを襲おそわないよう、砧川はその姿を確かく認にんし続けているはずだ。何かを話しているのか、それとも遠目で見つめ合っているだけなのかは知らないが。確信できるのは、アヴェイラーズが殺せ殺せと騒いでいるであろうことだけだ。

　その点──お互いを監視し合うことに関しては先生も同意している。あの放火現場から逃げ出した後、この密談をセッティングするために行った僅わずかな会話のときに。

　しかし先生が砧川を監視していても、二人きりになったぼくが草太を襲おそったり人質に取ったりしない、という確証はないはずだったが──どうしてそこに目を瞑つぶったのかは、ぼくにはわからないことだ。そもそもあれだけ意い固こ地じだった草太がなぜ再びぼくと話す気になったのか、その答えも持っていない。双ふた子ごの異常性と粘質性に気付いて、共に対処することを考えるようになった、と一応の理由は考えられるが、それだけではないような気もする。

　……まぁいい。とにかく話ができる状況は整ととのったのだ。あとはただ待つのみ。

　自分の机の上に座り、いつかの砧川と同じように時計とけいの針を見つめ続ける。それが何周かしたころ──日中とは比較にならない透明性を持った廊下から、遠く足音が聞こえてきた。近付いてきたそれは教室の前で立ち止まり、数秒の間を作る。そしてドアが滑すべった。

　そうして現れた無表情の草太を見た瞬しゆん間かん、ぼくは考えの甘さを悟る。

　草太がぼくと話す気になった理由。双子の対処を考える必要性に気付いたとかそういうことを夢想する以前に、ぼくはまずこの可能性を意い識しきに留とどめておくべきだったのだ。

　草太が、立場を変えないまま、ただこの機会を利用しようとしていたら？

　その意図をぼくに思い知らせるものを、そこにいた草太は持っていた。

　大振りのナイフを、その右手に持っていた。

「お前っ……！」

　ぼくの声も聞かず突進してくる。ヤクザの特攻のように、その刃やいばを腰だめに構えて。

　脳のう髄ずいに戦せん慄りつが走る。ドルイドの複製影人イミテーターや寝ね々ね、そして双ふた子ごとの相対で、その戦慄は危険だと脳が学習している。反射的に、ぼくはそう意い識しきすることもなく銀髪を煌きらめかせて顕化アピアランスしていた。

　だが──だからどうする？　そこらの椅い子すを祝福し、草そう太た目掛けて振り下ろすのか？

　ぼくは躊ちゆう躇ちよし、草太は躊躇しなかった。心しん臓ぞうに向けて突き込まれた刃やいばを、ぼくはなんとか掌てのひらで受け止める。それで精一杯だった。血に塗まみれた鋭えい角かくの輝かがやきが手の甲から飛び出た瞬しゆん間かん、身体からだごとぶつかってきた草太と背後にあった机、それらともみくちゃになって倒れる。

　掌を貫つらぬいた刃が、ぼくの掌を昆虫標本のように縫ぬい止める。硬い床ゆかには刺さっていないが、草太の体重がぐいぐいとそこに押し付けられていた。ぼくは左拳こぶしを握って──しかし、人じん外がいの力で殴れば人間の身体がどうなるかを想像し──再び躊躇する。

　ぼくの視界に見える銀髪のすぐ向こう、鼻息が当たる距きよ離りで、草太は唇を歪ゆがめていた。

「おかしい。おかしいよな……」

「おかしいのは、お前だっ……止やめろ、どけ！　ぼくはお前らと闘たたかうつもりは──」

　その歪みにあるのはいつも通りの不敵と皮肉。けれど今はそれ以外の何かも微妙に含んでいる。わからない。

「ああ、変だ……じゃあ、次はこうしてみようか。俺おれは俺だから、こういうこともできる」

「なにを、言って──な、にっ？」

　それは全く予想外の行為だった。

　草太は片手でナイフの先端を床に押し付けたまま──

　全身をぼくの上に滑らせ。ぼくの首筋に舌を這わせ。

　空いている右手を、ぼくのシャツの隙間に滑り込ませてきたのだ。

「馬ば鹿か、おま、何を、やめ……ろっ!?」

「へぇ……結構、大きいわりに感度がいいみたいだな。合格点だぞ。はは、ほら、もう乳首が立ってきた。どーだよ、俺のテクは……にしても相手がお前だってのがすげぇ変な感じだ」

「ふ──あ……あっ？」

　どうしたことか。全身の力が抜ける。草太の指が這はい回まわる部分から弛し緩かん毒どくが注入されているように、熱ねつと刺し戟げきが脳に広がってきた。奴やつがぼくの膨ふくらみをなぞる。奴がぼくの肉を陥没させる。奴がぼくの突起を摘つまんで弄いじり回す。意い識しきが、吹っ飛びそうになる。

「さて。次は──」

　次は？　決まっていた。下だ。

　草太の手が蛇へびのように動き、腰とベルトの間に滑すべり込んでくる。一瞬で手首まで侵入を許した。その指先が──ああああ　どこに　なにが　はいって　めくられ　電気？

「っっっ!?　あ、あ!?」

　身体からだを跳ねさせた瞬間に、掌のナイフが鋭するどい痛みを思い出させる。そこで我われに返った。

「いい加減に……し、ろ、草太っ！」

　身体からだを動かすのが精一杯、手加減する余裕はなかった。ぼくは草そう太たの胸を激はげしく突き飛ばす。いざやってみると、今までどうしてこんなことができなかったのだろう、と疑問に思うほど簡かん単たんだった。時間にしてみれば一いつ瞬しゆんだったとは言え、完全に脳のう味み噌そが別世界に飛んでたらしい。

　教室の反対側まで転がっていった草太を見ながら立ち上がり、凄すさまじく悔やまれる反射行為だった顕化アピアランスを止めて乱れた服を整ととのえる。掌てのひらに刺さっていたナイフも引き抜いて床ゆかに捨てた。

　草太がゆっくりと身を起こし、くすくすと笑う。

「どうだった？　中身がわかってても意外にイケるもんだな、俺おれも立っちったよ」

「……レイプされる女の気持ちが味わえたよ。最低だな、ありがとう」

「感じてたくせに」

「ふざけんな！　何考えてやがる……!?」

　ぼくは怒ど気きを顕あらわにして言ったが、草太は気にした様よう子すもなく肩を震ふるわせている。

「そりゃこっちのセリフだ。はは、ホント、わかんねぇ。どうしてこんなになってまで、お前、そんな感じなんだ？」

　意味がわからない。ぼくが眉まゆを顰ひそめていると、草太は緩かん慢まんに腰を上げた。

「わかんなくなってたんだよ。俺の中で人間性ランキングの最底辺にいたお前が、なんでか知らないけどあの双子から俺を庇った。意味はわかんねーけど、多少はランキングを上げざるを得ないさ。命を助けられたんだからな。で、問題はその後の位置だ。最低より少しは上みたいだけど、それは俺の頭の中にいる、まだ生きてた頃の宵本澪の位置と比べてどうなのか？」

「……」

「わかんねーから、もう一度実じつ験けんしてみようと思った。方法は今の通り。まったく、どうなってんだか……ナイフ持って突進してこられても、んで女になった身体を弄いじられるなんていう屈くつ辱じよく的てきなことされても──攻こう撃げきしてこねーなんてよ」

　ぼくは身体の力を抜く。こいつの目的が、ようやくわかってきた。まったくこいつは──馬ば鹿かすぎる。そんなことに命を賭かけてどうするんだ。

「……結果はどうだったんだ、この変態？」

　草太は床に転がっていたナイフを拾い上げ、それをポケットに仕し舞まいながら肩を竦すくめた。

「宵よい本もと澪れいっていうクソッタレな友とも達だちは──どうやら、俺が思ってたよりも少しだけお人ひと好よしらしい。少なくとも、俺達と戦いたくない、と本気で思ってるのが多少は納得できるレベルのな」

　そして草太は自分の机の上に尻しりを乗せた。ぼくも倒れた机を戻し、今度は椅い子すに座る。隣となり同士、いつもの配置。けれど感じる居い心地ごこちの悪さが、まだいつものぼくたちには戻っていないことを示している。もう二度と戻れないのかもしれない。

「一応言っとく。お前が戦いたくないと思ってるのはわかったが、それと俺達の状況は別の話だ。戦わなけりゃならん理由があるのには変わりない。ただ殺したくないから協力しよう、なんて話なら聞く価値ない。帰るぞ」

「その理由の話に、いろいろ裏事情があるんだ……ぼくはこれから、ただ事実を話す。信じるかどうかは勝手だが、噓うそはつかない。あとで先生に伝えて、二人ふたりで判断してくれ」

　草そう太たが鼻を鳴らす。それを合図に、ぼくは語り始めた。今までに起こったことを、全すべて。

　砧きぬた川がわ冥めい子こと出会ったこと。姿の見えないドルイドとの戦いに勝手に巻き込まれ、死んだこと。レンテンシアと出会ったこと。反動の見えていた砧川と協力して、ドルイドを倒す決意をしたこと。罠わなが罠で返された挙句、結果として──ドルイドが巳み沙さ希きであったことを知り、彼女を身勝手な比ひ較かく論ろんで殺したこと。そして、レンテンシアから選せん択たく肢しを伝えられたこと。

　ちらりと草太を見る。顔色は変わらなかった。

　続けて、寝ね々ねと出会ったこと。行動を共にするうちに奴やつが殺人鬼、殺人集群フラツトフロアだと知ったこと。エルフと共に対決し、勝利し、けれど──レンテンシアはそこでの目覚めぬ眠りを選えらび、ぼくに選択肢を遺のこしたのだということ。

「……その後は、お前も知ってる通りだ。泥どろ棒ぼう猫が一匹飛び出てからの話はな」

　草太は答えず、自分の膝ひざに頰ほお杖づえをついた姿勢のままで、しばらく何かを考えていた。ややあって口が開かれても、その視し線せんはぼくを見ない。暗い窓の外を見ていた。

「それ……その、選択肢。確かく証しようはあんのか」

「『導き手ナビゲータを殺せば二度と顕化アピアランスが解けなくなる』──これだけは確実だ。言ったと思うが、証拠はぼくたちと一いつ緒しよにいたエルフ。お前も姿は見てるはずだ。他ほかの二つについては……残念ながら、確証はない。可能性がある、というレベルと、おそらくそうだろう、というレベルだ」

「……このまま戦い続けたら、身体からだが乗っ取られてしまうかもしれない。かといって何もしなかったら、奴やつらは代替魔術師ポステリオルマギスを元に戻せると思うので危険だ、か……」

　息を吐く草太の胸中は、ぼくがレンテンシアからそれを聞いたときと同じなのだろうと思う。ただただ感じる、未来への閉へい塞そく感かん──

「澪れい。お前はどうするつもりなんだ」

　ぼくは両手を軽く挙げた。

「こんな感じだ。補足しとくが、四つ目の選択肢があるかもしれないし、五つ目の選択肢があるかもしれない。導き手ナビゲータはそう簡かん単たんにはぼろを出さないからな。とりあえず現時点で与えられてる情報から考えられるのが、その三つの道だってだけだ」

「教えといて無責任だな、まったく」

「とにかく……いろいろ、今言ったことを考えてみてくれ。できれば、お前達と戦わなくてよくなるように願ねがってる」

「その答えは先生次第だが──誰だれも好き好んでお前を殺したいと思ってるわけじゃないさ」

　草太は机から降りつつ、ぼくに向けて頰ほおを緩ゆるめてみせた。

　ああ、その通りだ。誰も好き好んで、誰かと戦いたいわけじゃない。状況がそれを許さないだけだ。けれど、その状況こそが間違っているのだと知れば、あるいは何かが変わるかもしれない。そう、言われるまま戦ったところで未来がないのであれば、とりあえず身の安全を保つために協力関係を築く、というのも一考に値する選せん択たくのはずだ……

「わかってると思うが、くれぐれもキュリーマーには知られるなよ。他ほかのことは何を知られてもいいが、選択肢のことは小こ鳩ばと先生だけに話せ。だから最初にお前に伝えたんだ」

「だから、ってどういうことだ？」

「その……なんつーか、お前には先生と二人ふたりきりになれるチャンスがあるだろうが。気を利かせてるんだか何だか知らないが、キュリーマーが簡かん単たんに先生から離はなれるようなときが」

「ああ、そういうことね……ていうかそうだ、俺おれがレイプ魔まならお前は覗のぞき魔じゃねぇか。このエッチ。ボク、怒るよ？」

「いくらなんでも最中は見てなかったわい」

　草そう太たはまた笑った。軽口を叩たたき合ったのはいつ以来だろう。ひどく懐なつかしい気がする。

「ま……お前らよりもあの双ふた子ごのほうが今は危険だな。絶対に諦あきらめてない感じだったし」

「そう、そっちの対処も話し合っといてくれ──一応、ぼくの知ってることは教えておこう」

　双子の店などについての情報を聞き終えると、もう用はないとばかりに草太は踵きびすを返した。

　その背中に、ぼくはふと不安を覚える。いいのか？　もう話すことはないのか？　二人きりで話せるこんな時間、次にいつあるかわからない。だから、考える前に口を開いていた。

「さっき、先生次第、て言ったな。いつだかの話を蒸し返すことになるが、どうしてそんなに惚ほれ込んでんだ？　女は遊び相手、がポリシーだったはずだろ」

「ん？　そうだなぁ……お前はどう思うよ？　想像してみ」

　ぼくは少しだけ考えて、

「確たしか、お前の家族関係は離り婚こんやらなにやらで複雑だった気がする。それを踏まえるなら、母性に惹ひかれて、と言いたいところだが……それは普通すぎるな」

「さすが澪れいだ。その判断は褒ほめてやる」

「やっぱり違うのか。じゃあどうしてだ」

　草太は片目を歪ゆがめ、意味なく天てん井じようを見上げた。その解答は端的。

「──それとは逆の理由だよ」

　逆？　ぼくが首を傾かしげたとき、ふと草太の携けい帯たいが鳴った。山ほどの人形やらストラップやらが付いた携帯を耳に当て、

「ああうん、話は終わった。もうすぐ帰るよ……え？　ああ、さっきのは」

　会話相手は先生のようだった。草太はちらりとぼくを見て、素す晴ばらしく迷惑な噓うそを発する。

「澪に色仕掛けを受けただけ──はは、効くわけないだろ？　何もしてないよ」

　すぐに通話は終わる。ぼくは眉まゆを寄せて呻うめいた。

「……お前な」

「別にいいだろ、これくらい？　二人きりになったらちゃんと説明しとくさ」

　肩を竦すくめながら携けい帯たいを閉じ、そして草そう太たはドアに向かって歩いていった。

「んじゃな。どうしてもって頼たのむんならまた揉もんでやるよ。それ以上は気分次第だ」

　ぼくが言うべきことは決まっていた。

「ふざけんな。次は本気で殴る」




　　　　５




　校門を出ると砧きぬた川がわが待っていた。周囲に先生の姿はない。もう帰ってしまったのだろう。

「ど、どうでしたか、宵よい本もとくん」

「ああ……ま、ぼちぼちだな。即答はしなかったが、少なくとも考えてはくれるそうだ」

　やるべきことはやった、そんな安あん堵どと達成感があった。それが顔に出ていたのか、砧川もほっとしたように胸を撫なで下ろす。だが当然ながら、鞄かばんの中にいる魔ま女じよ様は違う感想だ。

「今いま更さら、不戦協定か……ち、気に食わん、気に食わんな。締てい結けつされぬことを望むぞ」

「……あの双ふた子ごの件のカタが付くまででも協力できれば助かるだろ。とりあえずはあのイカレた包丁人間、無関係なのに首を突っ込んでくる邪じや魔ま者ものを排除するのが先決だ」

　そういう建たて前まえになっている。草太と会合した目的は。

　噓うそをついているのは多少心苦しくはあったが、仕方がない──アヴェイラーズは基本的に砧川の傍そばを離はなれないし、無理に離れさせればぼくが何かを画策していると気付くだろう。協力関係が続いている以上、焦あせって危険を冒おかす必要はないとぼくは思っている。そもそも砧川に選せん択たく肢しを伝えたところで、それから先に進む決意はまだ生まれないのだろうし。

「でも、よかったです……うん。戦わずに済めばいいですねっ」

　歩き出しながら、砧川は本当に嬉うれしそうにぼくの顔を見上げた。悪いな、と心の中だけで謝あやまってから、ぼくは頷うなずく。建前は建前としてあるにしても、その言葉には同意できた。

「……そうだな」

　ああ、けれど。それも決して良い側面ばかりではない。先生達と敵対しない──それはつまり、砧川の反動を抑える唯一の薬、根源闇滓ルート・アンシイが手に入らないことを意味する。

　やはり、ぼくは最低の比ひ較かく論ろんで生きているのだろう。巳み沙さ希きのときと同じように、勝手な価か値ち観かんで比較している。仇あだ討うちに異常な執念を燃もやす双子。人間である草太。彼が命を賭かける先生。反動の気配が見える砧川。誰だれを切り捨て、誰を切り捨てず、誰を見て見ぬふりするのか。

　望むことは多かった。双子の撃げき退たいは、できるなら殺さずに仇討ちを諦あきらめさせるのが望ましい。双子の件を片付けた後も、先生達と協力関係が続くのが望ましい。砧川の反動がひどくならないうちに、新たな代替魔術師ポステリオルマギスの根源闇滓ルート・アンシイを獲かく得とくできるのが望ましい……いろいろ残された問題がある。特に最後のは素す晴ばらしく身勝手な願がん望ぼうだ。顔見知りではなく、人間的に最悪で、悩まずに倒せるほどの相手が出てきてくれないかな、とか。どれだけの賽さい銭せんが必要なのかね。

「やれやれ……いろいろうまいこといけばいいんだがなぁ」

「うまくいきますよ、きっと」

　ぼくがふと発した呟つぶやきに、砧きぬた川がわが脊せき髄ずい反射のように微笑ほほえんで言葉を返した。その無責任さはとても砧川っぽく、ぼくも釣られるようにして頰ほおを緩ゆるめていた。

「あ、そう言えば。あの、距きよ離りが遠かったので勘違いかもしれないんですけど……さっき、一いつ瞬しゆんだけ宵よい本もとくんの顕化アピアランスした闇滓アンシイを感じた気がした、ってアヴェイラーズが言ってたんです。ひょっとして、何かあったんですか？」

　ぼくは顔を顰しかめた。そう、これを先生も電話で聞いてきたのだ。草そう太たに刺されそうになって、とか正直に言うわけにはいかないだろう──ぼくは草太が先生に対してついた噓うそをそのまま使ってみることにした。砧川に言うとなんだか面おも白しろい反応が返ってきそうだぞという理由で。

「実は色仕掛けをしてた」

「え……ええええええっ!?」

　実際面白かった。両腕を奇妙に絡み合わせ、大おお袈げ裟さに身を仰のけ反ぞらせる砧川。これで調ちよう子しに乗らずにいられようか。ぼくは沈痛な顔でこめかみを押さえて続けた。

「奴やつが女に弱いのは知っていた……だから苦く渋じゆうの選択だった。でも、ぼくの身体からだで奴の協力が得られるならば仕方ないだろう。ぼくは決心し、そっとシャツのボタンを開け──」

「だ、だだだだ駄だ目めですダメですダメダメダメ！　そ、そんなの、絶対間違ってますぅっ!?」

「悩ましげな吐と息いきを漏らし、いわゆる雌め豹ひようのポーズ……」

「わーわー聞きたくないです！　そんな宵本くんと機き波なみくんがそんな!?　だって、二人ふたりとも、お、男の子同士なのに……そ、そう、オトコノコ同士、なのにっ!?　ですよ!?　ひゃあ！」

　砧川は赤らんだ顔で目をぎゅっと瞑つぶり、フライングクロスチョップを繰くり出す一瞬前、みたいなポーズで腕をバツ印にしていた。なんだか一人ひとりでえらく盛り上がってる。

「ひはは、メイコよ。それでも小僧の身体は女になるのであろうが。そうそう、挿入するよりされるほうが何倍も気持ち良いという話を聞いたことがあるぞ。実感したか小僧？　何にしろ、女の身体が武器となることを学習したのはよいことじゃ、は、は」

「笑ってる場合じゃないですよぅっ」

「ふぅむ、にしてもその場合は異性愛か同性愛か。ま、見るからにそれっぽいあの小僧と、いちいち理解不能の行動を取るお前じゃ。メイコが頭の中で想像しておるようなソドミー行為を男姿でしておっても儂わしは驚おどろかん」

「わたし、想像なんてしてな……くは、ないですけど!?　わたしは驚きます！　ダメー！」

「……お楽しみのところすいませんがね、レディ達。そんなノリノリで信じられると、いつ冗じよう談だんだってばらしていいかタイミングがわかんなくなるんだが……」

「じ、冗談ですかー!?」

「なんじゃ。つまらん」

「つまんなくないです、よ、よかったです、ほんとに……え、じゃあ顕化アピアランスした理由は？」

　色仕掛けを冗じよう談だんにするとそれをまた説明しなければならないのか。まぁいいや、適当で。

「いや、簡かん単たんだ……草そう太たがだな」

「機き波なみくんが？」

「……とりあえず女に変身しろ。そして揉もませろ。揉ませてくれたら話を聞いてやる。こないだ見てからずっとその胸が気になってたんだ、俺おれは巨乳フェチなんでなグヘへ、他ほかには何もしねぇからよ、と──つまりは向こうの要よう請せいで、なんだ」

　ずさささ、と砧きぬた川がわが後ずさりする。

「き、機波くんはそんな変態さんだったんですか!?」

　うん、適当な説明のわりには微妙に真実が混じってたような気がするぞ。無む理り矢や理り揉んできたし多た分ぶん変態だし。

「……そ、それで？」

　恐る恐る砧川が聞いてきた。それも一応真実を答えることにした。

「おう。揉まれた」

「お、オトコノコ同士で不健全ですぅっ！」

　やっぱり砧川は身をよじって腕をバツ印にした。




　家に帰って玄関を開けると、まず見えたのは白い太ふと股もも。丁度、切せつ華かが入ってすぐのところにある階段を昇りかけていたところだった。

「ん？　……ってお兄にいちゃ！」

　こちらに気付くなり、踵きびすを返して階段を降りてくる。風ふ呂ろ上がりなのか、首にはタオルが引っ掛けられていた。手にはラッパ飲みしていた一人ひとりサイズの牛乳パック。いろいろ気にするところがあるんだろう、身長とか胸とか。着ているのは大き目のＴシャツにホットパンツだ……だから白い太股が目に眩まぶしい。妹なんでどうということもないがね。

「なんだ、まず言うべきはおかえりだろ」

「まず聞きたいことがあるんだよーぅ！」

　ずいと怒り顔を近付けてくる。ぼくは目を逸そらした。

「ほら目を逸らさない！　切華を見る！　見れない理由でもあるのあるの!?」

「いやなんというか、その前傾姿勢とＴシャツの襟えり首くびとお前の発育不全、その三要素が合わさって見えるものが理由でだな」

「……別に切華のおっぱいくらい見てもいいけど！　それよりも！」

　と、馬ば鹿か妹はやけくそのようにＴシャツの襟を自分で引っ張った。うわ馬鹿。太股くらいならとにかくそれは目のやり場に困る……はいはい、大人おとなしく睨にらまれていればいいのか？

「おほん。それよりも……何だ？」

「昼間の！　体育倉庫の火事だよ火事だよーぅ！」

　それか。さぞや生徒会も大慌てだったんだろうな。

「お兄にいちゃが原因じゃないよねなんていうかうちの学校の揉もめ事ごとは基本的にほとんどお兄ちゃが関かかわってるっていうか発ほつ端たんなんだし切せつ華かなんて副会長代理から『大方誰だれかのお兄さんみたいな人が煙草タバコでもふかしてたんじゃないですかねぇ』なんて嫌いや味みで、もぉー！」

「お、落ち着け落ち着け。ぼくは知らん、知らんぞ。ほら、煙草はもう昔に止やめたんだ、お前だって知ってるだろ」

「それは……知ってるけど。本当に、お兄ちゃじゃないの」

「ないね。神に誓ってもいい」

「じゃあ誰がやったか知ってる？」

「……ああ。砧きぬた川がわだ」

「ええっ!?」

　ぼくは至し極ごく真ま面じ目めな顔をして言ってやった。

「実はあいつは──公安委員会にもマークされた、火を見て興こう奮ふんする放ほう火か魔まだったのだ。江え戸ど時代、かの有名な明めい暦れきの大たい火かも実は砧川阿あ鼻び叫きよう喚かん次じ郎ろうという奴やつの先祖が引き起こしたもので……奴は悪くない、みんな遺い伝でん子しが悪い。わかってくれ」

「……へー、そーですか。それは凄すごいねー、びっくりだよぅー」

　ジト目かつ平坦な口く調ちようでそう呟つぶやく。それから切華は疲れた様よう子すで身を起こした。

「もっかい聞くけど、本当に知らない？」

「知らないって。なんでもかんでも疑うな」

「……ん。そうだね。ごめん」

　存外素直に謝あやまる。それで火事については納得してくれたらしい。ぼくが靴を脱いでいると、切華は話題を変えてまた聞いてきた。どことなく暗い視し線せんを落としながら。

「ねぇ、お兄ちゃ。砧川さんと仲直りした……？」

「仲直りもなにも、別に喧けん嘩かなんかしてない。しかしまぁ、明日あしたからはいつもの調子に戻るだろう、ということだけは言っておこう」

　そう答えると、一拍置いて、切華はスイッチを切り替えたようにぱっと満面の笑え顔がおになった。

「そっか……それなら、よし！」

「いいもなにも、いつも通りなんだが」

「いいの、平和が一番、明るく楽しく！　いいことがあったら喜ぼうよ、かんぱーい！」

　手にした牛乳パックをぐいぐい傾ける。ぼくは廊下に上がりながら、

「一人ひとりで乾杯すんな。やりたくもないが、やるならぼくのワインも用意しろ」

「ワインはないから、じゃあついでにこれでお兄ちゃもかんぱーい！」

「ぐわ、こら止やめ……げへほ!?」

　切せつ華かが牛乳パックをぼくの口にも無む理り矢や理り押し付けてきた。咽むせる。

「あは、お兄にいちゃ、バラエティ番組の芸人さんみたいー。そして間接キスだー、うはは」

「……ぐふ。お前なぁ！」

　切華がケラケラと笑いながら階段を駆け上がっていく。

　まったく、小学生みたいなことしやがる。間接キス？　涎よだれすら啜すすったことがあるのに気にするか。昔もいろいろあったし、とにかくあいつには女らしさが欠けつ如じよしまくりなのだ……それを見習うはずの『近所のお姉ねえさん』があんなんだったしな。ある意味当然の帰結かもしれないが。

　頭を搔かきつつ、ぼくも階段を昇り始める。気の抜けた欠伸あくびが出た。

　草そう太たには大事な情報を伝え、先生と話し合って出すその答え待ち。双ふた子ごが襲しゆう撃げきしてくる可能性はあるが、来るとしても、学校のときのように電話してからのはずだ。先生の不死っぷりに多少はショックを受けていたようだし、すぐには動かないかもしれない。

　やれやれ、とりあえず今日きようはゆっくり寝れそうだな。神様、お願ねがいしますよ。

　そんなことを考えながら自分の部へ屋やに帰き還かん。ひとしきりまったりしてから風ふ呂ろに入り、それからすぐベッドへ潜もぐり込む。

　神様は慈じ悲ひ深ぶかかった。希望通り、ぼくをゆっくり眠らせてくれたのだ。

　二時間も。




　　　　６




　窓が開いていた。

　夜風にはためくカーテンの他ほかに、動くものはない。ぼくの眼前にある夜の部屋は奇妙に現実味がなかった。その言葉の意味は背はい信しんだ。良よかれ悪あしかれ、現実にあってはならないこと。現実にあるはずがないと信じていたこと。それが予想を裏切って存在したときの、背信の感覚。

　同時にぼくは新しん鮮せんさを感じている。

　ベッドの上にある大きなぬいぐるみも。棚に並んでいる様さま々ざまな人形も。それはぼくがクレーンゲームで取ったもの。勝手にぼくの部屋に来て、気に入ったものだけ奪っていくのが常だった。暇ひま潰つぶしがメインで、人形そのものにはぼくがまったく拘こう泥でいしていないと知っているから。

　他の、壁かべに掛かった制服や、壁へき画がのように並ぶピンバッジの群れや、高校の入学式に臨むこの部屋の主と一いつ緒しよにぼくと巳み沙さ希きが写っている写真立ても、新鮮だった。ぼくにとって、あまり入ったことのないこの部屋は、この状況下においても新鮮であることに間違いはなかった。

　ベッドの上には一枚の紙。風に吹かれ、床ゆかへ落ちる。

　ゲームをしましょう。

　そう書かれているのが読めた。

　どうして、とぼくは呻うめきを漏らす。

　答えるものはなかった。ここにあるものが答えだった。

　ぼくが新鮮と感じるこの部屋に。動くものはなく。背信的に現実味がない。

　それらが示している。

　疑問の無意味さと、思考の無価値さを。

　そして、ぼくが認めて動くべき、ただ一つの単純な事実──




　切華が先生に攫われたのだということを。
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　夜の公園で待っていると、そのうちに砧きぬた川がわが息を切らせて現れた。

「はっ、はぁ、よ、宵よい本もとくんっ……ほ、本当ですか、切せつ華かさんが攫さらわれたって!?」

「──本当だ。さっき電話でも言ったが、まずこいつがぼくを起こした」

　ベンチではなく椅い子すから立ち上がりつつ、首に提げた携けい帯たい電話を指し示す。寝起きだろうが昼間だろうが変わらない寝ね惚ぼけ眼まなこで、エベネゼルの画像が首しゆ肯こうした。

『三種の闇滓アンシイであった。感知可能距きよ離りの限度付近に、根源闇滓ルート・アンシイ。そして魔ま術じゆつ発動時の発散する闇滓アンシイ。数すう瞬しゆん後、至近に闇滓アンシイ生命体──ヴァンパイアの《眷族ミデイアンズ》と思われる闇滓アンシイ』

「その聞きたくもない目覚ましで起こされたのはいいが、何も起こらない。不ふ思し議ぎに思ったとこで隣となりの部へ屋やから物音がして……行ってみたら、窓は開いてるし切華はいないし、だ」

「そんな……」

「あと、ついでにこれが落ちてた。犯行メッセージだ」

　切華の部屋にあった、おそらく眷族ミデイアンズが持ってきたのであろうメモ用紙を砧川に渡す。

　ゲームをしましょう。ふざけた内容だ。そして意図が全くわからない。

「ええと、それと──学校がゲームの舞台です。あの双子と一緒に来て、協力して参加すること……？　な、なんですかこれ？」

「ぼくが知りたいんだよ」

　自分でも驚おどろくほど棘とげのある声が出た。砧川がしゅんと肩を縮ちぢめる。ああくそ、砧川に当たっても仕方ない……落ち着け。ぼくは自分が余裕を失っているのを自覚しながら言う。

「……文脈だけ読めば、双ふた子ごと一いつ緒しよに学校に来いってことだろうな。そこに切華がいると」

「あの人達と一緒に、ですか。それは」

「小僧、儂わしはごめんじゃぞ。ヴァンパイアと戦っておる隙すきに、あのトチ狂った双子に後ろからバラバラにされてみろ……奴やつらには殺されんとは言え、それは死んだのと同じじゃ！」

『同意する。如じよ臨りん深しん淵えん、看かん過かできぬ事態となる。断固拒否と提案』

　人じん外がい達の文句は予想できていた。が──切華が人質に取られている今、わざわざ書かれている条件を破って何かいいことがあるとは思えない。それに。

「お前の家に行くんじゃなく、わざわざこの公園に呼び出したことから察して欲しいんだが」

「……おい小僧。もしや」

「誤解すんな、ぼくだって迷った……でも向こうから電話が来れば受けざるを得ないだろ？」

　そう言ったのと同時、背後で砂が擦こすれる音がした。砧川がはっと顔色を変えて身構えたが、その二つの声は平然としたものだった。

「こんばんは、猪ブタ。略してやっぱりコブタ」

「さてさて、何やら理解不能的困惑状況に陥おちいっているような気配けはいがするわね。どうなっているのかしらと心底からの疑問を提示したい所存」

「ここまで来るのも歩行疲れー。ね？　天てん威い」

「そうね、天てん花か。少しだけならいいでしょう」

　と、二人ふたりはいつかと同じように──顔を近付け舌を伸ばし、じゅるじゅるとお互いの唾だ液えきを美お味いしそうに啜すすり始めた。よくねぇよ。

「……小僧。本当にこんな異常者と手を組むつもりなのか？　よく考えろ」

「ぼくも多少は考え直したくなってきてるところだ」

「わ、あんなぐちゃぐちゃに……いえ、ええと、見てる場合じゃなくて。向こうから電話が来たって、どうして？」

　それはぼくへの言葉だったが、双ふた子ごは涎よだれドリンキングを終了。仙せん天花が紙片を取り出す。

「さっき、店に──二階の、うちらの住んでるとこにね」

「蛇へびなんだか虫なんだかわからない巨大奇怪生物が来訪。でも戦わずして逃げた。その後に残されていたのがこのメッセージ……基本的にはそちらと同じでしょう。学校にて遊ゆう戯ぎ大会の開催。猪ブタの少年と少女と一いつ緒しよに参加されたし、という内容」

　わからない。ぼくたちだけではなく、どうしてこの双子にまで接触するのか。双子と協力してゲームに参加しろというのはなぜなのか。必然性がない。無関係な双子など今は無視して後で処分すればいいし、利用するとしてもぼくたちと殺し合わせて漁ぎよ夫ふの利りを狙ねらうという形のはずだ。わざわざ敵の戦力を増やしてどうする？　邪じや魔ま者ものを一気に集めて片付けるという狙ねらいなのかもしれないが、危険なのは確たしかだろう……それほど自信があるのか。ああ、わからない。

　しかし、もっとわからないのは──どうして切せつ華かを巻き込んだのか、ということだ。あの、何も知らない、無関係な人間で、ただこの最低なぼくの妹であるというだけの子供を。

　ぼくは拳こぶしを握にぎり締しめていた。絶望的な怒りが胸中にあった。

　草そう太たがわかってくれそうだと思ったのは錯さつ覚かくだったのか。先生はやはりぼくのことを敵としてしか見ないのか。くそったれだ──この危険性を想像しなかったぼくもくそったれだ。死ね。誰だれも彼もを見み損そこなった。

　ああ、とにかく。切華だけは、絶対に助けなければならない──

「こちらは別に」

「向こうの命令に従う義理はないのだけれどね？　さて、どうしようかしら」

　双子は首を傾かしげ、意味深な微笑でぼくたちを眺めた。

「……お前らには協力してもらわなきゃならない。協力しろと書かれている以上、それを護まもらなければ切華が──妹に何か危険があるかもしれない。だから頼たのむ」

　ぼくは頭を下げた。なんとしても。なんとしても、だ。これからぼくがすべきことは。

「おい小僧、儂わしらはまだ納得したわけでは──」

「アヴェイラーズ！　仕方ないですよ、この場合は！」

　砧きぬた川がわが鞄かばんとどたばたやっているのを聞きながら、顔を上げる。双ふた子ごの目は愉ゆ快かいそうだ。

「もう一度言う、頼たのむ。こんな正せい論ろんを言うのは二重の意味で吐き気がするが──家族を大事にする、というのはお前らにもわかるだろう。お前らも会ったことのある、あの妹の命がかかってんだ。なんなら土ど下げ座ざしてやってもいい」

「わお、ドゲーザ。日本の伝統文化出た！」

「見るのは二回目だけれどね。あのときやってくれなかったその後の切腹シーンとかも入れてくれると手間が省はぶけるわ。しかし、そうね……『同胞に仇あだなすは人ならぬ猪ブタ、誅ちゆうすべからず。屠と殺さつせよ』──この掟おきては護まもるべきものであるけれど。それは我々の同胞であって、貴方の同胞ではない。そして、貴方あなたは我われ々われが屠殺し解体すべき猪ブタ。この矛む盾じゆんがおわかり？」

「わかってるさ。こっちには、他ほかに見返りを渡す用意がある」

「見返り？　この人間どもに見返りじゃと？　まったく話にならん、何を考えておる！　まさかメイコでも売り渡そうというのではなかろうな！」

「アホか、んなことはしない。砧川、いいか。ぼくたちにはあまり不利益にならないものだ」

「え、ええと……？　その、不利益にならないんなら、わたしは、別に。宵よい本もとくんにお任せします。相あい棒ぼうですし、それに──切せつ華かさんを助けるためですから」

　思考停止か、それとも、ぼくを信しん頼らいしているのか。どちらにしても愚おろかなことには変わらない微笑を受け、ぼくは双子に向き直った。

「渡すのは情報だ。妹の救出を手伝ってくれると約束すれば──ヴァンパイア、お前らが一度解体に失敗したあの敵の殺し方を教える。今度こそ解体できるように」

　砧川がはっと息を吞のんだ。この提案が意味する決意に彼女も気付いたのだろう。ぼくが再び、最低の比ひ較かく論ろんを繰くり出そうとしていることを。

「あのマント美男子ャーの殺し方、ね」

「解体しても死ななかったあれを、正しく解体できる方法──ふむ。料理人としてのプライドが少しばかり傷付くけれど、スキルを高めることに邁まい進しんするのも料理人の使命かしら」

「……別にぼくたちの仲間になれと言ってるわけじゃない。妹を取り返すまで、ブタ一匹の殺し方を教える代わりに休戦してもらうってだけだ」

　双子が薄うすい笑えみを浮かべ、声を合わせた。

『その後は？』

「向こうと決着がついて妹を取り戻した後なら、お前らの好きにすりゃいいさ。こっちの解体を始めてもな……大人おとなしく解体されてやる気はないが」

　くすくすと喉のどが鳴る。

「結構」

「受けましょう、その提案。どうせ猪ブタも一度に全すべては屠殺できないし。やりにくい一匹をまず解体してから、その後で残ったのをバラすのが賢かしこいやり方だわ」

　正直なところ、この双ふた子ごと協力するのにはまだ不安がある。しかしやらないわけにはいかなかった。どんな異常者だろうと、解体マニアだろうと、いずれぼくや砧きぬた川がわに刃やいばを向けてくる存在だろうと──切せつ華かだけは、取り戻さなくては。

　そして。その過程で何が起こるのか、何が起こりうるのか、ぼくはそれを知っている。

　つい十数時間前に決めたことだった。砧川の反動を見て、ぼくはもしもの場合の対処を決意した。選せん択たく肢しを伝え、それでも襲おそい掛かかってくるなら戦う──と。予想していたよりも最悪だったその「もしもの場合」が、今だ。

　なぜいきなりこうなったかはわからない。戦い続けても未来がない可能性を知ったなら、すぐ協力関係を考えることはないまでも、もう一度ぼくと話くらいはしようとするだろう。ならば先生は選択肢自体を信じなかったのか？　信じてもらえず襲われることも多かった、と言っていたレンテンシアの言葉を思い出す。ありうる。しかし──それで敵対の意志が変わらなかったのだとしても、どうしてこんな暴ぼう挙きよに出たのか。何かきっかけがあったのか。それとも初めからこうすることも想定していて、予定通りの行動に出ただけなのか……試合のときに見た、先生の冷たく強い目を思い出せば、それもありうることのように思える。だがわからない。結局は向こうの考えなど理解できない。ただ、やってはならないことを小こ鳩ばと先生がやった、その事実がぼくには見えるだけだ。

　そしてそれだけしか見ない。

　ああ、切華を取り戻すためなら。ぼくはきっと、先生を──殺せるだろう。

　では、とぼくはさらに考えた。考える必要がないことまでも、考えてしまった。

　努力はする、と昼休みに決めたことがあった。けれど、もしも、万が一にでも──その努力が届かない状況が。

　本当に二者択一の、草太を殺さなくては絶対に切華を助けられないという状況になったら。

　ぼくは、草太を殺せるのだろうか？
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　深夜の学校は想像以上に不気味だった。月に照らされる角張ったコンクリートが、氷の冷れい徹てつさと脆もろさで佇たたずんでいる。巨大な建物とは人が多数集まるから巨大なのであって、無人というだけでその正当性を失う。今の学まなび舎やは、在あってはならず見てもならない、忌いむべき呪のろい塚づかのようだった。

　門を飛び越え、ぼくたちは重く生なま温ぬるい静寂に僅わずかな音を生む。警けい報ほうシステムや当直などという懸け念ねんも頭を掠かすめたが、ここを舞ぶ台たいにすると決めたのなら既すでに先生が何とかしているだろう。

「なんだ。実に簡かん単たん」

「蒸し返すけれどさっきの話題も簡かん単たん。心しん臓ぞうを破は壊かいすればいいなんて、単純すぎて拍子抜けだわ。よくよく考えれば胸の辺あたりだけ変な鎧よろいがあったものね」

「気付かなかったのはお前らだろうが……」

「そだけどー」

「ま、いくら簡単でも一応約束は守るわ。契約は遵じゆん守しゆすべし、これも掟おきての一つ」

「まったく、どうしてこんなことになっておるのだか……メイコ、背中には注意しておけよ」

　ぼくと砧きぬた川がわは既すでに顕化アピアランスしている。もうここは向こうの陣地だ。何が起こってもおかしくない。

　胸元の携けい帯たい電話を持ち上げると、エベネゼルが寝ね惚ぼけ眼まなこを左右に走らせた。

『報告。校舎内より無数の闇滓アンシイ反応──ヴァンパイアの《眷族ミデイアンズ》と予想される』

「正せい確かくな数は？」

『閉へい鎖さ空間。集合性。多数性。移動性。この四要素により不明確。およそ数十だとしか』

「ふむ。確たしかに、眷族ミデイアンズが多すぎて何やらよくわからんな。ヴァンパイアの代替魔術師ポステリオルマギスの闇滓アンシイも紛まぎれてしまっておる……もっと近付けばまた違うのじゃろうが」

「じゃあ近付くしかないな……っておい、そこ」

「ところで」

「それはなかなかいい包丁ね？　家庭用にしてはなかなかの輝かがやきだわ。さぞや血と肉に多く触れてきたのでしょう──くすくす」

「……それは、その、どうも……ってはい！　な、何でしょう宵よい本もとくん？」

　双ふた子ごに包丁をじろじろ見られて怯おびえていた砧川に、ぼくは肩を落として言う。

「あのなー、もうちょっと緊きん張ちよう感かんを持ってくれ……」

　砧川は微かすかに身を揺らせたが、予想外に、いつもの謝しや罪ざいの言葉は出なかった。目を閉じる。すぐ開く。視し線せんは手元の包丁をなぞるように。そして顔を上げれば、そこには──

　一いつ瞬しゆんで切り替わった、砧川の強い瞳ひとみがある。

「はい──緊張感はあります。けれども緊張はしていません」

「なんだって？」

「すべきことは決まっていますから。わたしが、何をさておいても、果たさなくてはならないこと。一つに決定している、これからすべき目的。それは宵本くんと同じだと思います。だから迷いに繫がる緊張はありません。補足するなら、相あい棒ぼうだから宵本くんと同じように……そして、相棒だから宵本くん以上に──」

　そこで砧川は微笑ほほえんだ。無む理り矢や理りに、ぼくを安心させるように。

「──わたし、怒っているんですよ？」

　その微笑が、砧川の強さなのか。走り出したいのを必死で堪こらえている、とても笑う余裕のないぼくとは比較にならない、彼女の生き方なのか。

　ぼくは久しぶりに──あるいは初めて──砧川がここにいることを、頼たのもしく思った。

「……悪いな。いろいろ頼たよると思う」

「いいんですよ。わたし、切せつ華かさん、大好きですから」

「ああ、頼るって言っても、アレだ。一つ約束しろ──あの奥の手は使うなよ。あんなことをさせないためにぼくがいるんだ」

「……はい。約束、します」

「それから……大丈夫とは思うが、帽子の言うことにも一理ある。一応、注意はしとけ」

　その台詞せりふだけは耳元で囁ささやいた。砧きぬた川がわはくすぐったそうに肩を竦すくめて頷うなずいた。双ふた子ごはそれが聞こえているかのように、ぼくたちを見つめてにやにやと笑っていた。

「さて……とりあえず玄関のほうに行ってみるか。各員、気をつけるように」

　異い議ぎは出なかった。普段ふだん使っている第一校舎の昇降口に向かう。

　教室のある四階建ての第一校舎はコの字型をしており、その垂直辺に当たる部分の中間点に昇降口がある。それが南を向いているため、コの上部と下部がそれぞれ東棟、西棟だ。校舎全体を見れば、そのさらに東西に単純な直方体の第二校舎と特別校舎（第三校舎）が一つずつ渡り廊下で連結されている──つまりは一コ一型、とでもいうような構造になっている。さらに外側には小さめの教員棟もあるが。

　ともあれ、昇降口は開いていた。そっと壁かべに張りついて中を覗のぞく。

　下げ駄た箱ばこの先にある廊下はエントランスの役目も果たしている。数週間前、生徒会が長机を並べて署名活動をしていたのもここだ。その背後の壁には、中庭へと続くガラス戸に挟まれたように大きな黒板と掲示板があるのだが──その横長の黒板に、チョークで大きくメッセージが書かれていた。『Welcome!! Game Start!!』と。さらにその下には左右それぞれに向けて太い矢印が描かれており、その間に『Which way can you find the princess?どつちの道にお姫様がいるのかな』と人を食った丸っこい書体で説明文があった。

　注意しながら昇降口の中に侵入。下駄箱に隠れるようにしてエントランスの左右を窺うかがうと、東棟と西棟へと繫つながる曲がり角のさらに向こう、特別校舎と第二校舎へと向かう渡り廊下の前には共に頑がん丈じような防火扉が降りていた。順路ではない、ということか……つまり中央校舎の東棟か西棟のどちらかを進め、ということを黒板の矢印は示しているのだろう。

「当然、防火扉が閉まってるのはあそこだけじゃないだろうな。決められたルートを通って、立たち塞ふさがる魔ま獣じゆうを倒たおして、お姫様を救え。は、吸血鬼の潜ひそむ暗黒城とはね──えらく懐かい古こ的てきなゲームじゃないか」

　なぜこんな面めん倒どう臭くさいゲームをするのか。ぼくらを殺すだけなら、単純に切華を人質にしていろいろできそうなものを……無む論ろん、切華とは関係ない双子を呼ぶ必要もない。それが一番手っ取り早いのは確たしかだ。ゲームの意味、双子の意味がますますわからなくなる。

　しかし向こうも無目的にこんなことをしているわけではないだろう。無む理り矢や理りに向こうの狙ねらいを考えるなら──とりあえず敵全員を要よう塞さい化かした場所に誘おびき寄よせ、より安全に、自分は姿を見せずに眷族ミデイアンズの遠えん隔かく操そう作さで一気に全滅させる、という感じか。それ以外に理由があるとすれば……ゲームマニアの先生の遊び心？　畜ちく生しよう、ふざけていやがる。

「楽しそう。レッツ早く行きまゴー」

「折せつ角かく順路が分かれているのだから、そちらと我われ々われとで手分けしたほうがいいでしょうね。ふふ、猪ブタを屠ほふるためという目的は忘れてはいけないけれど……それを少し忘れてしまいそうなほど楽しみなのは事実ね。どんな奇怪なモノが解体できるのかしら」

「ちょっと待て。いいから待て。もっかい外に戻るぞ」

　双ふた子ごを押おし留とどめて昇降口を出る。せっかくやる気だったのに、と口を尖とがらせる双子と、怪け訝げんに首を傾かしげる砧きぬた川がわの顔を見ながらぼくは口を開いた。

「ゲームに長々と、しかも真正面から付き合ってやる義理はない──これはセーブポイントもない、一回こっきりの勝負なんだ。多少のイカサマも必要だろう」

「え、でも……向こうの言う通りにしないと、切せつ華かさんに何かあったり……」

「ゲームに参加しないとは言ってない。やってやるさ。でも一から十まで向こうの言うままに動いて、ぼくらにとって何か益があるとは思えない。向こうも切華を取り戻させるためにこんなことやってるわけじゃないんだからな。だから、これからすべきことは──向こうの言う通りゲームに参加しながら、かつ向こうの目論見とはできるだけ外れた方法でクリアーすることだ。さっきみたいに、道が二手に分かれてるからこっちも二手に分かれよう、なんてのは単純すぎるだろ。そうやって戦力を分断させて片付けるのが目的かもしれない」

　双子は揃そろって肩を竦すくめた。

「手っ取り早かったのに」

「分断も何も、弱点を知った今なら我々は我々だけであの猪ブタを解体できる自信がある。その途中に何十匹、あの奇怪な解体肉玩具が並んでいようとね……ふふ、貴方あなたは妹が攫さらわれたというのに随ずい分ぶんと冷静なのね。あるいは猪ブタとしては当然に臆おく病びようなだけかしら」

「……両方だろうよ」

　仙せん天てん威いに対して目を細め、ぼくは呟つぶやいた。怒りと焦しよう燥そうが身体からだに満ちていることは事実だが、それで目的を見失うほど愚おろかなことはない。これは絶対に失敗できない現実ゲームなのだ。

「さて、具体的にイカサマを提案しよう。こういう場合にボスがいる場所はほとんど決まってる。もしそこにいなくても、そこからゲームを開始するだけでかなり違うはずだ──砧川、お前のゲーム知ち識しきでわかるだろ。ダンジョンのボスはどこにいる？」

「一番奥です……けど？」

「タワーなら最上階だ。屋上へ行くぞ」

「そ、そんなことで決めちゃっていいんですか？　なんか、根拠がおかしいような……」

「少なくとも真正面から入るよかマシだ。ボスがいればよし、いなくてもそこから進む」

　言いながら上着を脱ぎ、ぼくは背中から翼つばさを生やした。その下に着ていた服は破れない……なぜなら元から背中が破れているシャツを着てきたからだ。双ふた子ごが最初に襲おそい掛かかってきたときのやつだが、こういう服のストックも今後は持っておくべきかね。上半身裸というのが一番楽だろうが、チチ丸出しで戦ったり飛び回ったりというのもそれはそれで気が散りそうだ。

「翼つばさが出た。もしや花かにも飛べと。略して唾つばがべとー」

「残念ながら当方、完全無欠に血統書付きのただの人間。ジェット噴ふん射しやの人体改造もされてはおらず、まして飛んでいるような気になれる脳内麻薬も分ぶん泌ぴつされてはおりません」

「じゃあ、何か棒ぼうみたいなの探して箒ほうきにしますから……わたしと宵よい本もとくんが一人ひとりずつ、とかで」

　歩き出そうとする砧きぬた川がわ。だがぼくはその肩を摑つかんで制止し、双子に半はん眼がんを向ける。

「一応聞いとくが……お前ら、あそこの雨どいとか伝って屋上に登れたりはしないのか。屋根の上を軽々跳んで走れる人間ならそのくらいできそうだが」

　双子は軽く顔を見合わせ、無表情に舌を出した。すわ涎よだれドリンキングかと思ったが、

「バレた」

「楽しようと思ったのに」

「……登れるんなら自分達で登れ。こっちも無む駄だに疲労したくはないんだよ」

　双子は悪びれた様よう子すもなく肩を震ふるわせ、「落ちたら助けてネ」などと言ってから雨どいを摑んでするすると壁かべを登り始めた。片手は長い袖そでに隠れているのに、器き用ようなものだった。

「え。えっと……？」

「無駄に疲労したくないっつーか、させたくないっつーか……だから、わざわざ無駄な魔ま術じゆつを使う必要はないっての。相棒なんだから、お前がぼくを利用できるときは利用しろよ」

　ぶつくさと言いつつ、要求を態度で示す。翼をばさりと動かし。椅い子すを持っていないほうの腕を身体からだから僅わずかに離はなす。中途半端に垂らしたまま、保持。

　きょとんとしていた砧川の目が、次第に理解の色に染まってきた。

「えと、えと……その。い、いいんですか……？」

「どうしても箒で飛びたいってんなら止めないさ」

　腕を閉じかけると、慌てたように砧川が駆け寄ってきた。一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよがあってから……おずおずと、ぼくの腰に手が回される。はふぅ、と奇妙な吐と息いきが聞こえた。

「お……お願ねがい、します……」

　一応女同士なのだが、その耳は真まっ赤かになっている。こんなときでも砧川は砧川だ。

「予想外が二つ」

「え？」

「見て想像してたよりも結構あるなというのと──」

「な、何がですか……って、まさか、あの、その！」

「この体勢、目の前に帽子のツノやら福笑い顔が接近してて非常に気持ち悪い」
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「ヒャハハ！　舌でも絡め合うかの、小僧!?」

　実際伸びてきた舌を大おお袈げ裟さに回かい避ひし、ぼくは翼つばさに浮力を与える。腰に回された腕の力は強くなったり弱くなったりと落ち着きがなかった。落ちなければどうでもいいが。

　双ふた子ごと同じペースでゆるゆると四階分を上昇し、自殺志し願がん者しやが立つコンクリートの縁ふちから頭を出して屋上の様よう子すを探る。すぐ横には、雨どいに摑つかまったまま首を伸ばす仙せん天てん花か。

「気配けはいはなさげ」

「ふん……少なくともここに闇滓アンシイ反応はないな。一階下には眷族ミデイアンズがウヨウヨしておるが」

　ぼくの顔のすぐ近くでアヴェイラーズが囁ささやいた。畜ちく生しよう、改めて見るとホントに気持ち悪いなこいつ。そんなことを今いま更さら思いながら屋上に降り立つ。名残なごり惜しそうに砧きぬた川がわの腕が解かれ、ぼくは魔ま女じよ帽ぼう子しの臭くさい息から解放された。そして双子が身軽に雨どいから飛び上がってくる。

　ここはいつもぼくたちが食事を摂とっている西棟の屋上だ。フェンスは西棟の長方形だけを切り取っているので東棟とは繫つながっていないが、フェンスを乗り越えれば容易たやすく移動できる。それでなくとも飛行すれば一発だが──まずはこちらからだ。

「さっきも言ったが、戦力を分散させるのは極力避けたい。そこの入り口からまず西棟に降りて、教室を一つ一つ捜そう」

「東棟のほうはどうするんですか？」

「後回しだ。西棟を調しらべ終えたら次に東に行く。また屋上からな」

「運試しね」

「二分の一の手間で済むか。二倍の手間が掛かるか」

　扇せん情じよう的てきな形の下着をぼくにちらりと見せつつ、双ふた子ごが口を挟んでくる。別にぼくを誘惑しているわけではなく、その上にあるガーターベルトから包丁を取り出しているだけだ。

「安全性が二倍になってると思え。それから、二倍の手間が掛かる可能性があるのは事実だ。だから──特にお前らに言っておきたいが──敵を全滅させるのが目的じゃない、てことは覚えとけよ。眷族ミデイアンズを無視して先に進めるなら先に進むぞ」

　今にも舌なめずりしそうな目でその刃やいばを眺めながら、双子は同時に答えた。

『努力はする』
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　トイレから急に走り出てくる虫と言えば決まっている。そのインパクトは凄すごいものがある──その体長が一メートルほどであればさらに。

　ぼくは全身に鳥肌を立てながら、反射的に椅い子すの足をその黒光りする外がい殻かくに叩たたき付けた。悪あく魔まの造形だ。六本足はそれぞれが蛇へびで、どう考えても毒にしか見えない紫の汁をその口から零こぼしている。椅子で外殻をひしゃげさせながらも、その蛇足はびちびちと床ゆかを叩いて本体をさらに前進させようとしていた。止やめろ来るな。

「昆虫は──」

「解体し甲が斐いがない！　いくら大きくても太た郎ろうさんは飽あき飽き！」

　ぼくの両りよう脇わきを白はく風ふうが駆け抜けた。六本の蛇足がその中間点から断たれ、昆虫部分の前進が止まる。ぼくは再び椅子を叩たたき付けた。素す晴ばらしく不快な音を立てて汁が飛び散り、その悪魔の体たい軀くがゆっくりと溶け出す。眷族ミデイアンズはドルイドの複製影人イミテーターのように一いつ瞬しゆんでタールになるということはないが、放置していれば似た感じで溶けるのだ。魔術は違えど、同じ闇滓アンシイで作られた擬ぎ似じ生命体だからだろう──もう七体目なので目新しさもないが。

「っ!?　いかん、メイコ、後ろじゃっ！」

「えっ……う、あ、ああっ！」

　緊きん迫ぱくした叫びに振り向く。いつの間に忍び寄ったのか、暗い廊下には巨大な狼おおかみ男おとこ（ただし背中に蚊かのような羽が二対ある）が立っており──砧きぬた川がわの左手を鋭するどい牙きばで咥くわえて持ち上げていた。

　その腕が砧川の胴を貫つらぬこうとするのは、ぼくが椅子の間合いに跳び込むより早い。

　だから砧川は自分でなんとかした。

「あっ、は、ああ、ああああ、ああああああああああああああああああ！」

　校舎中に響ひびき渡る絶叫を上げ、砧川が身を捩よじる。反動をつけて身体からだを揺らす。狼男の口から手を引き抜こうとしているのではない──同時に彼女は包丁をその手首に深く深く押し込んでいる。嚙まれた部分から手を千切り取ろうとしているのだ。白い骨がぎこぎこと削られ、筋肉がぐいぐいと引ひき剝はがされ、神経がぎちぎちと断たれ、血管がぷつぷつと引ひき千ち切ぎられ──

　ぶちじゅるっ。

　そんな音を合図に、魔ま女じよの身体からだが解放されて廊下に落ちる。仰あお向むけになった姿勢でびくびくと身体を揺らしながら、砧きぬた川がわは過呼吸の中に叫んだ。

「はぁ、は、はぁ、は・あ・あ──《定手はマリス・悪意ある日時計へとサンダイアル・捧ぐオーメガ》！」

　瞬しゆん間かん、本来どういう魔術なのかは知らないが、とにかく狼おおかみの頭が内部から爆ばく発はつ。残った下半身が緩かん慢まんに倒れていった。

「おい砧川、大丈夫かっ」

「だい、じょぶ、です……はぁ。ごめんなさい」

「……謝しや罪ざい違い」

「折せつ角かくの大型肉だったのに。狼で人なのよ。どういう筋肉の構造をしてたのかしら」

　手を引いて砧川を起き上がらせているぼくの耳に届くのは、そんな双ふた子ごの声。珍しい生物を解体できなかったことを不満に思っているらしい。今まで何体かは倒しているというのに、欲張りというかなんというか。

　今は丁度西棟三階に降りてきたところだ。四階ではコの字の左下から右下に移動するようにして教室を調しらべていったが、切せつ華かや先生の姿は見つからなかった──代わりにいたのは、教室の中から飛び出してきたり廊下を疾しつ走そうしてきたりする多数の眷族ミデイアンズだ。

　それらを倒すのもいなすのも、双ふた子ごが大だい活かつ躍やくしているのは認めざるを得なかった。いつも通りのコンビネーションと速度で人じん外がいの魔物を圧倒している。逆に双子を相手しているときだけ眷族ミデイアンズの動きがスローになっているのではと思えるほどに。まったく人間離ばなれしているな……ぼくたちに言えることではないが。

　砧川の手首は半ばしか再生していなかったが、先に進みましょう、と魔女は気き丈じように提案してきた。休んでいる暇ひまがないのは確たしかだ。

「アヴェイラーズ、もっとちゃんと感知しろよ」

「ち、やっておるわい。数が多い上にひょこひょこ移動しおって紛まぎらわしいのじゃ……肥こえ溜だめの中で糞ふんの臭においを嗅かぎ分けるようなものなのじゃぞ」

　薄うす暗ぐらい廊下を注意して進み、四階と同じように三階の教室を調しらべ始める。鍵かぎの掛かった教室は勿もち論ろんドアを破は壊かいした。翌朝は大おお騒さわぎだな、これは。

　ここまで来る間に観かん察さつしたところ、この暗あん黒こく城じように予想していたようなきっちりした順路はないようだった。てっきりぼくは防火扉がいたるところに降りているものだと思っていたが、そんなことはない。どこの階段を登るのも降りるのも自由だ。コの字の垂直部分、西棟と東棟を繫つなぐ連絡通路にだけは防火扉が降りて行き来を制限しているようだったが──よくよく考えれば意味はあまりなさそうだった。学校の防火扉は確かに廊下全体を塞ふさぐが、取り残された人間が脱出できるように、扉の中をさらに通り抜けできるようになっている。あれに鍵が掛かるとは思えないし、いよいよ最初の順路分けに意味があるのかわからなくなってきた。

『横の教室に眷族ミデイアンズの闇滓アンシイを感知』

「……他ほかの反応は？　人もしくは代替魔術師ポステリオルマギスだ」

　精神を集中させるように目を閉じたエベネゼルの代わりに魔女ウイツチの帽子が言った。

「おそらくおらんが、おるかもしれん。断言はできんな」

「ええい、役に立たん奴やつらだ」

　教室のドアの隙すき間まからそっと中を覗のぞく。立ち並ぶ机の中心辺あたりで、猫ねこ梟ふくろうとでも呼こ称しようすべき奇怪な生物が佇たたずんでいた。猫の下半身で胴体を搔かきつつ、梟の上半身でギョロギョロと頭を回転させつつ。他には──何もいない。

「わお。ホーかニャーか鳴き声が謎なぞ。もしや……合わせてホニャーとか」

「内ない臓ぞうはどうなってるのかしらね。心臓が二つあってもおかしくない造形だけど」

　ドアから顔を引ひき剝はがし、ぼくと同じように中を覗いていた双ふた子ごの襟えりを引っ張る。

「……ここは入らなくていいだろう。ブタを殺すのが目的なんだろ、次に行くぞ」

「えー。それはそうだけど、ストレスが溜まるわ」

「猪ブタの操あやつる怪物も猪ブタの一味であることには変わりないと思うわ。できれば屠と殺さつしたいという欲求があるのは事実にして事実」

「それで疲れて最終目的が果たせなくなってもぼくは知らん。ほれ行くぞ」

　むー、と双子は呻うめきながらそのドアを離はなれた。やれやれ、こいつらの操縦にも気を使うな。

　廊下を北進しつつ、三階の教室を一個一個慎重に調しらべていく。無む論ろん、周囲への警けい戒かいも怠おこたらない。首尾よく手首を再生させた砧きぬた川がわが、きょろきょろと周囲を見回しながら言った。

「何か……静かになりましたね」

「今まで連戦だったからな。打ち止めになったってわけでもないだろう、気を抜くなよ」

　結局、三階にもゴールはない。眷族ミデイアンズの襲しゆう撃げきも止まり、不気味な静寂が辺りには漂っていた。

「あら。もう終わり」

「二階に期待しましょう……降りるのでしょう？」

　西棟の端に辿たどり着つくと、もうそこは行き止まりだ。突き当たりの掃そう除じ用具入れと、その横の階段しかない。双子が振り向いて言ってきた言葉に、ぼくが頷うなずいたとき──

　携けい帯たい電話のアラームが響ひびいた。魔ま女じよ帽ぼう子しが目玉をぎょろりと左右に動かした。

　そして、ぼくは今いま更さら気付くことになる。

　静かになったのはなぜか？　ザコ敵がいなくなったのはなぜか？

　中ボスの前だからに決まっていた。

『近い。戦せん闘とう態勢を要求！』

「どこ──これは──下じゃっ！」

　階段のすぐ手前、廊下のリノリウムに黒い染み。数歩先を歩いていた双子とぼくたちの丁度中間点に生まれたその影かげが瞬しゆん時じに膨ぼう張ちようする。実体化したそれはもう影ではなく黒い肉だ。爆ばく発はつ的てきに発生した質量がぼくたちを弾はじき飛とばす。

　椅い子すだけは手放さないよう注意しつつ、反射的に翼つばさを出して後方宙返り。逆さかさまの背後が見え、再び前が見え──そこで魔ま女じよの身体からだが吹っ飛んできたので受け止めてやる。

　ずれた帽子を直しつつ砧川が謝しや罪ざいするが、答えを返す余裕はない。

　眼前に現れていたのは、廊下をその身体で塞ぐほどに巨大な赤子だった。黒ずんだ肉。瞳ひとみだけではなく眼球全体がのっぺりとした真しん紅く。短い指先には鋭するどい爪つめが生え、牙きばの覗のぞく口からは涎よだれが垂れている。造形的には今までの眷族ミデイアンズよりマシだが、大きさの違和感が気持ち悪い。

「ぁー……ぶ、ぁ、だぅ……」

　おぞましさを感じる幼児声の向こうには、同じく弾き飛ばされていた双子の姿があった。壁かべにぶつかっていたがダメージはそれほどないようで、仙せん天てん花かは長い髪を揺らし、仙天てん威いは短い髪を撫なでつつ立ち上がる。

　位置的には、校舎の端にある階段の前に双ふた子ご、その手前の教室の横にぼくたち、そしてその間に赤あか子ご眷族ミデイアンズという配置だ。分断されてしまった。

「おいお前ら、そっから先に二階へ降りろ！　ぼくたちは逆の階段から行く！」

　三階の調ちよう査さはもう済んだのだ。こいつにわざわざ手を出す必要はない。だが、

「くふ。くふふ……嬉うれしいね、天威」

「嬉しいわね、天花。ストレスが溜たまっていたところだもの──この機き会かいはさすがに見逃せない。ボス猪ブタを倒すテンションを維持するためにも、これは解体しておきたいわ」

「だから、テンションは避けられない奴やつらを倒して上げろ……この階の用は済んだ、目の前のこいつをわざわざ倒す必要はないだろ！」

　赤子の頭越しに声を掛けると、さらに双子は楽しそうに笑った。

「倒す必要？　二つある。一つはこの猪ブタ、猪ブタのくせに我われ々われを殴った」

「ダメージはないし、正せい確かくには肉で弾はじき飛とばされただけだけど、猪ブタごときが人間様の身体に触れようなど不ふ遜そんにも程ほどがある。故ゆえに屠と殺さつにてその不遜を知らしめる。そして理由の二つ目は」

「あはは、あはは、だって、これは初めてだから！」

「そう、何よりも、これを解体するのは初めて。我々はあらゆる食材の肉と、あらゆる猪ブタの肉を解体してきた。牛を鳥を魚を羊ひつじを兎うさぎを山や羊ぎを蛙かえるを蛇へびを、男を女を少年を少女を青年を妻を老ろう爺やを老ろう婆ばを。けれど！」

「これは解体したことがない。白状イング！　昔から、実に屠殺したかった！」

「今まで同胞を決して害することのなかった、よって猪として認定することができなかった──赤ん坊というモノをね！」

　ぼくは思い出していた。初めて先生がその姿を現したとき。初めて双子が鼠ねずみの眷族ミデイアンズを解体したとき。解体してみたいものがいろいろあるとか、それはさすがに用意してくれないだろうとか、そんなことを話していた双ふた子ごの姿を。その内容が、赤あか子ごのことだったのか？

　ああ、思い出したというか。愚おろかにも忘れていたのだ、ぼくは。

　この二人ふたりが本当に、ただの殺人鬼以上に異常な殺人者だということを。

　そのとき赤子が身じろぎし、壁かべ際ぎわにあった掃そう除じ用具入れを破は壊かいした。ついでに隣となりにあった消火器が転がる。すると赤子は短い腕を一杯に伸ばし、転がってきた消火器とバケツを摑つかみ──

　食べた。

「ぁー……だぅ……むまー」

　その赤子も異常。咀そ嚼しやくに応じ、その身体からだが徐じよ々じよに膨ふくらんでくる。みしみしと廊下の壁が軋きしみ、頭で蛍けい光こう灯とうが破壊された。食欲は旺おう盛せいだ。さらに赤子はモップを食べ、雑ぞう巾きんを食べ、箒ほうきを食べ、塵ちり取とりを食べ、床ゆかの欠片かけらを食べ、蛍光灯の破片を食べる。そして大きくなる。

「嵩かさを増やしてくれた！」

「よくわからないけどいい心がけ！」

　双子が包丁を構えたのを見たか、赤子が廊下全体を軋ませながらのっそりとそちらに身体を向けた。のっそりと、だ。爪つめの生えた腕を伸ばすと共に、その牙きばで次は双子を嚙かみ砕くだこうと嚙み付きを繰くり出すが──その動きはあまりにも遅すぎる。

　黒い肉の隙すき間まから、白銀が幾筋か光った。縦たてに横に。赤子の動きが止まった次の瞬しゆん間かん、大きく広がった裂け目から二つの白衣がぼくたちのほうに飛び出してくる。その背後で赤子の首や腕や足がばらばらと崩れるのを気にもせず、二人は顔を見合わせて頷うなずき合った。

「ふむふむ、こんな感じ」

「肉が柔らかいせいか、あまり抵抗はなかったわね。ま、本物の赤ん坊とは違っているのだろうけれど……初はつ体たい験けんできたことはよしとしておきましょう」

　ぼくは息を吐く。

「あのなぁ……お前らが異常なのはわかったから、あんま無む駄だな動きはしないでくれ」

「でもこれで一いつ緒しよに降りられるよ？」

「本当ならもっと細かく解体したいところなのよ。これでも最大限譲じよう歩ほ──」

　そのとき突とつ如じよ、アヴェイラーズが鋭するどく叫んだ。

「……まだ死んでおらん！　油断するな！」

　その言葉と同時、切断された赤子の身体が、切断された状態のままでふわりと浮く。そしてその口が大きく開いた。臍へそが震ふるえた。腕の、足の切断面が蠢うごめいた。それは排出口だ。次の瞬間にそこから吐き出されたのは、先刻食べていたもの。

　猛スピードで飛んできたモップの柄えが肩を掠かすめ、同時にひしゃげたバケツの金きん属ぞく塊かいがぼくの胸を殴おう打だする。砧きぬた川がわは射出された消火器をなんとか回かい避ひしたが、続いて飛来してきた蛍けい光こう灯とうの破片でその身体を傷つけられた。双子は──たまたまその飛び道具攻こう撃げきの狙ねらいから外はずれていたのか、直撃を受けてはいないようだ。跳ねたガラスの破片か何かで切ったのだろう、仙せん天てん花かは右手から血を流していたが、たいした傷ではない。少なくとも指を何本か吹っ飛ばされた砧きぬた川がわよりは軽症だ。やれやれ、これからの流れがなんとなく予想できるぞ。

「くっそ……あれも不死身か？」

「ふん、ある程度はその要素もあろうがの。いくらなんでも眷族ミデイアンズ如ごときが全身をバラバラにされて生きておられるほどの不死性を持っているとは思えぬ」

　もう一匹の意見はどうだと携けい帯たいに目を落とすと、エベネゼルが答えらしきものを表示。

『元々身体からだを分ぶん離りして動かせる眷族ミデイアンズではないかと予想』

「なるほど、ね……」

　浮かんでいた頭やら腕やらがマリオネットのように組み合わされ、再び巨大な赤あか子ごとなる。奴やつはその鉱石のような目でぼくを見つめ、今までの鈍どん重じゆうな動きが噓うそのように、高速の四よつん這ばいで廊下を進行してきた。一度バラされて本気になったのか──それにしても気持ち悪い。

「砧川、無事か!?」

「……なん、とかっ……指が何本か取れちゃいました、けどっ」

「こいつを倒してまでこっちの階段にこだわる理由はない。ぼくが前で押さえとくから、後退して逆側の階段を降りるぞ！　適当に援えん護ごを頼たのむ！」

「は、はいっ」

「お前らも早く下がれ、ボーっとすんな！」

　事実、双子はボーっとしていた。仙せん天てん花かは自分の右手から流れる血をじっと見つめており、仙天てん威いも彼女の怪け我がを眺めていた。尻しりを引っぱたきたいところだが、その暇ひまもない！

「ええい、砧川、動かんかったらお前があいつら引ひき摺ずっていけ！」

　ぼくは赤子眷族ミデイアンズに向き直り、椅い子すの足を突き入れようとする。だがその口がぱくりと開いた。赤黒い舌が槍やりのように一いつ直ちよく線せんの軌道で伸びる。慌てて身を捻ひねると、何メートルも伸びた舌は廊下に鋭するどく突き刺さった。畜ちく生しよう、この赤ちゃんはどうやら完全に本気モードだぞ。ぼくが相あい対たいしたときに限ってこんなことになるとは、不公平というか……運が悪いというか！

　初しよ撃げきのタイミングを狂わされたが、なんとか体勢を立て直して椅子を振りかぶる。とりあえず勢いを止めなくては。赤子はさらに間合いを詰めつつ、小さく腕を引き──




　その後にあったことは、はたしてぼくの運が悪かったせいだったのだろうか？




　声が、聞こえていた。笑い声が。

「うふ。あは、あはは……やってくれる。やりやがってくれるね？」

「──そうね、天花。実にまったく完全に疑義なく、やりやがってくれたわ」

「猪ブタが。猪ブタ如ごときが。花かを傷つけるとは」

「許されないとしか言うべき言葉はないわ、他ほかの家族の誰だれよりも家族な天花よ。天花を害する猪ブタは無む論ろんのこと威いにとっても最悪の猪ブタ。誅ちゆうすべからず。屠と殺さつせよ──それを果たしましょう！」

　聞こえていた。その内容を認にん識しきしたのが、その瞬しゆん間かんだったというだけだ。

　ぼくに任せて下がれと言っただろう。こいつを倒す必要はない。それに、いくら異常でも、お前らはただの人間で、傷を負っても再生しないし──死んだら生き返らないんだぞ。

　脳のう裏りに思い浮かべたその言葉を口にする暇は、なかった。

　振り向こうかどうか、ぼくは一瞬だけ迷う。

　一瞬で彼女らには充分。

　二つの白衣がぼくの視界を邪じや魔まする。ぼくの眼前に躍おどり込む。

　決してぼくを庇かばうためではない、利己的な執着と復ふく讐しゆう心しんを以もつて。

　仙せん天てん花かが長髪を揺らしながら右手の血を舐なめる。仙天てん威いが短髪を揺らしながら凄せい惨さんに笑う。

　包丁が持ち上げられ、光る。

　引かれた赤あか子ごの腕が、分ぶん離りして射出される。

　それはつい先刻彼女らが容易たやすく解体した鈍のろ間まな相手の攻こう撃げきではなかった。

　ぼくが実感していた通り、今までとは違う本気の速度。弾丸じみていた。

　そして当然ながら、弾丸は刃やいばよりも速く、当然の帰結として──

「……あれ？」

　二分の一の確かく率りつを引き当てた沁しん・仙天花が死んだ。




　　　　４




　ふわりと長い髪を広げ。最期に怪け訝げんな呟つぶやきを遺のこし。

　爪つめの生えた腕に胸部を貫通された仙天花が、仰あお向むけに倒れた。

「だからっ……言っただろうがっ！　くそったれ！」

　椅い子すを力任せに振り上げ、ぼくは赤子の顎あごをカチ上げた。そしてそのまま突進を押さえる。凄すさまじい重量が圧のし掛かかってきたが、なんとか堪こらえた。

「……砧きぬた川がわっ！」

　返答は錆さびた鎖くさりが鳴る音だ。後ろから走り込んできた魔ま女じよが短いスカートを閃ひらめかせて跳ちよう躍やく。今まさに槍やりじみた舌を伸ばそうとしていた赤子の口に、先刻切断された自分の指を叩たたき込んだ。

「《第三指はコクーン・日輪の繭へとフインガー・捧ぐサード》！」

　着地と同時、灼しやく熱ねつの光球が眷族ミデイアンズの頭部と胸部を内側から消滅させる。焦こげ臭くさい熱ねつ気き。

「ヒハハ、折せつ角かくじゃ、もう一本おかわりの肉棒ソーセージをくれてやれ！」

「──《第四指はスピンドル・墓都の軸へとフインガー・捧ぐフオース》！」

　砧川はさらに持っていた指を煙燻くすぶる胴体へ捻ねじ込む。瞬しゆん間かん、鈍にぶい銀ぎん色いろの直ちよく線せん──細く長い物もの干ほし竿ざおじみた槍が出現し、鳩尾みぞおちから股こ間かん、さらには床ゆかまで貫つらぬいて眷族ミデイアンズの身体からだを縫ぬい止めた。

　眷族ミデイアンズの動きはそれでほとんど止まったが、バラバラに動いていたものが頭を失っただけで死ぬとは限らない。ぼくは残った身体からだを椅い子すで滅多めつた打うちにする。死体損そん壊かいの気分を味わいながら腕や足を一本ずつ潰つぶしていくと、やがてこの眷族ミデイアンズもどろどろの黒液と化して溶けていった。

　ぼくは大きく肩で息を吐く。砧きぬた川がわも沈痛な面おも持もちで俯うつむいていた。

「ああ……あ、あああっ……」

　崩れ落ちるように、仙せん天てん威いが膝ひざをつく。いつもの余裕からは信じられないほど顔はくしゃくしゃに歪ゆがみ、乱れた呼こ気きを吐き出す口を半開きにしていた。

「天てん花か、起きて、天花……天花！　なん、で、なんで……こんな、猪ブタ、にぃっ……！」
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　目を開けない。死んだ人間は目を開けない。普通は。

　……だから仙天花は目を開けない。

「うあ、ああ、うぁああっ……！」

　ついに滂ぼう沱だの涙を流しつつ、仙天威は姉妹の身体に縋すがりついた。その頭をそっと持ち上げ、長い黒髪を抱だき締しめるが──何も、反応は、ない。

　彼女らはぼくたちを殺そうとしていた。だから、ぼくたちが二人ふたりを殺し返して決着するという未来も──現実的な可能性として、確たしかにあった。選えらびたくはないが、確かにあった。

　この手で彼女を殺していたかもしれないぼくに、何かを想おもう資格はあるのか。わからない。

　ただ、見える。異常な殺人者でも、狂っているほど偏執狂的な生き方をしている人間でも──大切な誰だれかを喪うしなえば、泣くのだということが。

　バイトとして雇っていただけの少女、その死にすら仇かたきを討うたねばならないと使命感を覚えるほど、彼女らは家族の、同胞の、仲間の絆きずなを重視していた。ならば、本当の家族の絆は、実の半身の喪そう失しつは、彼女にとってどれだけ重いのだろう──？

　砧きぬた川がわが隣となりからぼくを見上げてきていた。どうするのか、と問いたいのだろう。

　どうするもこうするも。ぼくには目的がある。何としても果たさなくてはならない目的が。

「急がなきゃならない……ぼくは行く。お前、ここにいたら他ほかの眷族ミデイアンズに襲おそわれるかもしれないぞ。そいつのことは後にして、とりあえずついてこないか」

　仙せん天てん威いの背中に言葉をかけたが、明めい確かくな答えはなかった。仙天てん花かの死体を抱だき締しめ、肩を震ふるわせているだけ。聞こえなかったわけはなく、多た分ぶんそれが答えなのだろう。

「そうか……じゃあな」

　歩き始める。少しだけ足を止めて迷っていたようだったが、結局砧川もついてきた。

「……いいんですか」

「仕方ないだろ。あいつだって、いざ敵が来れば戦うか逃げるかするさ」

　二階へ向かう階段を降りながら、ぼくは思った。

　ほらみろ。どう考えても、ここに幸せな大団円なんかが待っているわけないんだ。

　だから人間なんかを巻き込むべきじゃないし、ましてや。

　ここは人間なんかが首を突っ込んでくるところでもないんだよ、草そう太た。

　あいつに会ったらまずそれを言ってやりたいと、ぼくは心に決め──




「……んだよ、草太」

　そして会ったから言った。返答はなく、草太はバツの悪そうな顔で俯うつむいているだけだ。

　彼は教室の隅すみ、黒板の左横に立っている。ホームルームを進める委員長や教育実習生の授業を教師が見守る位置。それを考えれば今は矛む盾じゆんしていた。見守るのが生徒で、

「死んだのは双ふた子ごさん、しかも片方だけですか……」

　見守られる位置にいるのが、教師。

「あーあ──誤算です」

　くすりと嘲ちよう笑しよう的てきに喉のどを鳴らし、いつもの姿ではない先生がいつもの口くち癖ぐせを発した。

　彼女、あるいは彼が立っているのは教卓の前。

　そのマントの後ろに、教卓に寝かされた妹の姿が見えている。
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「どうやって死んだんですかね？　これだけ同時に眷族ミデイアンズを出して操あやつってると、簡かん単たんな指令を出すので精一杯で、いちいちどれが何をしているかなんてわかんなくて。頭が吹っ飛びましたか？　腕が千ち切ぎれましたか？　内ない臓ぞうがはみ出しましたか？」

「……そんなことはどうでもいい！」

　くすくすと笑いながら言う先生に、ぼくは怒ど気きをぶつける。その言葉は虚むなしく、いつもの──ぼくたちの教室に響ひびいた。

　最上階でなければここかもしれないと、一いつ瞬しゆんだけ思っていた。初めからここを目指さなかったのは、この教室が二階で──最初に提示された順路、一階から西棟を進めばすぐ辿たどり着つける場所だったからだ。あるいは、ぼくが屋上から入ると予想していれば、上と下両方からの中間点だと言えなくもないが……もう辿り着いた今となってはどうでもいいこと。ボスの位置などゲームマスターの気分次第だ。

　ぼくの怒声を聞き、ああ、と先生はちらりと背後を見やった。Ｔシャツにホットパンツ、あの風ふ呂ろ上がりの格好のままで切せつ華かは教卓で横になっている。

「気絶してるだけですよ。殺してしまったら、誘おびき寄よせる餌えさの意味がなくなりますからね」

　殺してしまったら。くそったれ、そいつにそんな言葉を向けるな。

「──どうして切華を巻き込んだ！　無関係なそいつを！」

「敵である宵よい本もとくんの妹です。本当に無関係ですかね」

　彼女は厚こう顔がん無む恥ちに言い切った。隣となりにいた砧きぬた川がわも声を荒らげる。

「それは、最低、ですっ……！　先生は、そんなことをするひとじゃないと思ってたのに！」

「面おも白しろいことを言いますね、砧川さん。貴女あなたは私の何を知っているんですか」

　鼻から小さな息を漏らし、先生はその顔から表情を消した。

「私はもともと悪人なんですよ。学校ではそれを隠していただけで」

「そ、んな……だって」

「ええ、私は噓うそだらけなんです。二に井い原はら小こ鳩ばとという名前だって、親がつけたものじゃない。私を拾った施設の職しよく員いんがつけた名前。身元不明の赤ん坊は変なぬいぐるみだけを持ってた、というわけです。ま、そういう境きよう遇ぐうの全員が真まっ直すぐに清く正しく潔けつ白ぱくに生きられるならそれはいいことなんでしょうけど、私は駄だ目めでしたね。潔白どころか黒黒黒です。醜みにくく、悪いことばかりしてきましたよ」

　無表情のまま、先生は唇だけを歪ゆがめる。

「盗みも騙だましもお手の物。利用できるものはなんでも利用しました。金に笑え顔がおに好意に身体からだ。ええ、勿もち論ろん身体を売ったこともあります。店開きは八歳のとき、価格は破格の一万円。相手は施設の職員──今まで何百人に穴を売ったのか、もう忘れてしまいました」

　その言葉を聞く草そう太たは哀かなしい顔で俯うつむいている。知っていたのか、何も言わない。

「まぁそんな醜い悪の化け物が私です。教職に潜もぐり込めたのはまさに奇跡、嬉うれしい誤算ですよ」

　砧川は絶句していた。ぼくも思う存分絶句したいところだが、今はそんな場合ではない。

「その醜い悪の化け物に手加減をする気はない。ぼくたちと殺し合いがしたいならやってやろう。でも切せつ華かを傷つければ許さない。傷つけた瞬しゆん間かんにあんたを殺す。それだけじゃ終わらない。無関係な奴やつを傷つけたらぼくも無関係な奴を傷つけ返す。あんたにとって大事な奴も殺す」

　草太が顔を上げた。けれど何も言わず、ぼくもまたその視し線せんに気付かないふりをする。

「ブラフです」

「ぼくは人間失格の狂った最低野郎だ。あんたと同じにな。やるといったらやる……人質の無意味さは人質で教えてやるのが筋だろう」

　先生はじっとぼくを見つめていたが、ややあって小さく頷うなずいた。

「まぁ……戦せん闘とう中ちゆうにこの子を人質にするつもりは、初めからありませんでしたけどね」

「……なんだと？」

「確たしかに、この子を脅おどしとして使えば、宵本くんを殺すことはできるでしょうが……ひょっとしたら、もう一人ひとりに対しては無意味かもしれませんし」

　先生の視線は砧川を向いている。彼女は強くそれを見返した。砧きぬた川がわにとって切華は顔見知りではあろうが、肉親ではない。ぼくが喪うしなわれることと天てん秤びんに掛ければ、あるいは人質が効かない可能性もある──ということか。

　そのとき先生の肩にぬいぐるみがよじ登り、大きく胸を張った。

「やあやあ、それに我わが輩はい達は化け物ではあるが紳士の化け物であるのでな？　最後のトドメまでも人質頼だのみで卑ひ怯きように、というのはいささか格好悪いであろ」

「現状が卑怯でないと思ってるところが実に化け物らしい……結局真正面から戦うことになるなら、どういう意味があってこんなことをしたんだ」

「言ったでしょう？　ゲームですよ、楽しいゲーム。いろいろ考えて、敵を配置して、賞しよう品ひんを用意して、プレイヤーは今どんな苦労してるのかなと想像して。わりと楽しかったですよ。ま、一応はここに来るまでに全滅してくれたら手間が省はぶけるなとは思っていたんですが……邪じや魔まな双ふた子ごが排除できただけでもよしとしますかね」

　くだらない。そんなことのために。そんな無意味な思いつきのために、切華を攫さらったのか。

　怒りを通り越して呆あきれてきた。だがその呆れは脱力を意味しない。

　彼女は今まで授業を受けてきた小こ鳩ばと先生ではなく、ただ人でなしで異常なヴァンパイアの代替魔術師ポステリオルマギスなのだと、頭の中が切り替わっていく。倒さなければならない──敵だと。

　緊きん張ちようが満ち、教室の動きが止まる。ただ人じん外がいだけが嬉うれしそうに喋しやべっていた。

「……そう言えばコバトがゲームをすると言ったとき、我わが輩はい、攫った人間どもの剣けん闘とう大会を城で開いたことを思い出したよ。妻やら娘やらを一いつ緒しよに攫ってきてな、優ゆう勝しよう者しやのみ二人ふたりで解放してやると。あれも最後の決勝戦は我輩自身が眼前に立ってやったものであった。それで……」

　ぼくたちと先生はただ睨にらみ合う。ＢＧＭは不快だが、いつ戦闘が始まるかわからない状況だ。目は逸そらせない。空気の読めない人外が、誰だれにも止められないのをいいことに、聞くもののない自分語りの調ちよう子しを上げる。

「おっと、ここで敗者の罰について説明しようかね！　歯車を回していれば刃はが落ちない断頭台を用意してだな、そこに番つがいの妻や娘をセット。敗北者は彼女らとまぐわう形に拘こう束そく。そして男の腰に歯車と繫つながった棒ぼうを括くくりつけると──男が腰を動かし続けないと断頭台の刃が落ちてくるようになるのだ、ふふ。男が我慢ならず精を放ってぴんと腰を伸ばした瞬しゆん間かんに刃が愛する者の首を断つあの美しさ、君達にも見せてやりたいものである。刃は重いのでいくら動いてもじりじり落ちてくるのが常でな、中には途中で気が狂ったか、娘の首が落ちていることにも気付かず腰を突き込み続ける父親もおってあれにはさすがに我輩も興こう奮ふんすることしきり──」

「変態め」

　アヴェイラーズが端的に呟つぶやき、ぼくの胸中を代弁。珍しく正しい発言だ……お前が言うなと突っ込みたいところではあるが。キュリーマーの目がその通りだよとでも言いたげに細められたので、ぼくはその隙すきに言葉を捻ねじ込む。

「一応、提案だ。両人質が巻き添えを食うのは本意じゃない。遠ざけておくべきだと思うが」

　先生はその言葉に少し考え──

「では中庭に出ましょうか。ここは狭いし、草そう太たくんにどこか別の教室に行ってもらっただけでは、残った双子さんに見つけられるかもしれませんしね。ま、彼女ももう死んでいるという可能性もありますが、一応」

　やはりこの教室がゴールなのも思いつきなのか、先生はあっさりと頷うなずいた。

　草太を気にするなら初めから連れてくるな。人間なんかを関かかわらせるな、巻き込むな──もはや繰くり返しすぎて飽あき飽きした感情を、ぼくは胸中に押し込めた。

　草太が教卓に歩み寄り、切せつ華かの身体からだを背負う。そして先生と共に教室を出て行く。

　ひどくうしろめたい表情を浮かべた顔は、やはり、ぼくに向けられることはなかった。




　コの字の中央。西棟と東棟に挟まれた場所は、細かい砂が敷しかれた広場になっている。端には花か壇だんや灌かん木ぼく、古ぼけたベンチがあるが、人じん外がい同士が暴あばれ回るには充分な広さだ。

　その中心付近、適度な距きよ離りを置いて、ぼくと砧きぬた川がわ、そして先生は対たい峙じする。切華を背負った草太は中庭の北端、魔ま術じゆつか何かが飛んできてもすぐ校舎の陰に隠れられる位置に移動した。

「……集まりなさい、子供達」

　先生が呟つぶやいた瞬しゆん間かん、時が停止したような沈ちん黙もくの中に佇たたずんでいた周囲の校舎から、無数の音が生まれた。異い形ぎようが窓ガラスを割りつつこの中庭に飛び出してくる。

　三頭六足の黒こく狼ろう。蛇へび足あしの油虫。腐りかけの百足むかで鼠ねずみ。蚊かの羽が生えた人じん狼ろう。羽ばたく半はん猫びよう半はん梟きよう。見たことのあるそれらの他ほかに、何体もの腐乱死体で作られた肉の塊かたまり。顎あごから四本の手が生えた頭ず蓋がい骨こつ……校舎の徘はい徊かいを止やめて集まってきた醜しゆう悪あくな眷族ミデイアンズの数は、凡およそ十数体。

　遅れて、頭上から羽ばたきの音がした。最後に到着したのは、翼つばさの縁ふちを金属的に光らせた巨大蝙蝠こうもり。その眷族ミデイアンズの出現は、それだけでは終わらなかった。オマケがついていた。蝙蝠が先生の傍かたわらに舞まい降りるのと時を同じくして、何か小さなものがどこからか中庭に落ちてくる。

　ぼくはそれが何なのかを、数秒見つめたあとで認にん識しきし──予想の甘さを、後悔した。

　そう、予想していた。無意識にでも、確かく信しんしていたのだ。先生が言ったようなことはないと。

　こういう場合、脱落者は復ふく讐しゆう心しんを拠より所どころに立ち直り、ぼくらが忘れたころに局面を打開する奇き襲しゆうやら何やらを繰くり出してくれるものであって──脱落者が本当に脱落するなどというのは、まったくもって現実的で、救いがない。けれど。




　それでも、眼前に落ちてきたのは、仙天威の生首なのだ。




　ショートカットのところどころを赤色に染め。虚うつろに目を見開いて。頰ほおを蒼そう白はくに硬直させて。

　生なま首くびは死んでいる。こんな異常な人外の闘とう争そうに巻き込まれた人間は結局無力で死ぬのが決まっているのだと示すように、ただ当たり前に死んでいる。

　それを見て、なぜか残念そうに先生が呟つぶやいた。

「あら……もう片方も死んでしまったのですね。蝙蝠さん、貴方あなたがやったのかな？　……って聞いてもわかりませんけど」

　先生に首筋を撫なでられた蝙蝠が不気味に鳴いた。

　仙せん天てん花かが死んだことで、復ふく讐しゆうのために特攻したのか。馬ば鹿かなことを。気持ちはわかるが、それで自分が死んでは何にもならないだろう……！

「さあ──始めましょうか」

「……そうだな。残ったのは人じん外がいだけ。これからが本番だ」

　言いながら、ぼくはちらりと仙天てん威いの生なま首くびに目を向ける。その虚うつろな視し線せんに呪のろいを感じる。

　悼いたむ気にもならないし、悼む資格もないだろうとは思うが、胸中でただ呟いておく。

　呪うのも呪われるのも、それはぼくのようなモノの役目だ。お前らが求めてた結果は、多た分ぶんぼくがこの手で代わりに果たすことになるだろう。だから──まぁ二人ふたりとも、地獄で幸せに涎よだれでも啜すすっていればいいさ。

「どうにも多勢に無勢という気もしますがね。本番もすぐ終わりそうで心配です」

　咀そ嚼しやくの号令を待まち侘わびるかのように、先生の言葉を聞いた眷族ミデイアンズ達がおぞましい声をあげる。そしてその数個が口を閉じる前に途と切ぎれた。

「《第エ二ツ指ジは・貴人誘う工房へとフインガー・捧ぐセカンド》！」

　無数に飛ぶ楔くさび形がたの刃やいば。それが眷族ミデイアンズの何体かを貫つらぬいて殺していた。

　魔ま女じよは吸血鬼を睨にらんでいる。指からぼとぼとと血を零こぼしつつ、けれども毅き然ぜんと立っている。

「──わたしがいます」

　多勢に無勢などではないのだと。

　その単純な行為と台詞せりふで、彼女は先生の言葉を糾きゆう弾だんした。

「わたしが宵よい本もとくんの背中を護まもります。わたしが宵本くんの前を切り開きます。わたしの痛みが──この醜みにくくて汚けがらわしい自傷が、そのために捧ささげられるなら！」

　砧きぬた川がわが再びその身体からだに刃やいばを潜もぐらせ始める。ぼくは彼女がそうする回数を一回でも減らすために椅い子すを構かまえる。先生は眷族ミデイアンズをけしかけるように手を一度大きく振り、どこか眩まぶしいものを見るような目で、笑った。

「綺き麗れいな血ですよ」

　異い形ぎようの咆ほう哮こう。




　　　　６




　飛び掛ってきた猫ねこ梟ふくろうの上半身を椅子の足で横よこ薙なぎにし、羽毛と体毛を弾はじけさせる。その隙すきに鼠ねずみが尻しつ尾ぽの百足むかで足あしを蠢うごめかせて突進してきた。バックステップして回かい避ひすると、その回避した場所に丁度大玉転がしサイズの腐乱死体球が転がってくる。

「《第十指はフアーナス・烈烈の罐へとフインガー・捧ぐテンス》！」

　だがその中心に砧川の魔ま術じゆつが叩たたき込まれ、死体球は爆ばく散さん。視線を戻すと通り過ぎた鼠の後頭部があった。それを殴おう打だして骨と腐肉を飛び散らせると、さらに砧川の声。

「っ……《摑めぬ紅はスカーレツト・排他の円環へとリンクス・捧ぐスカーレツト》！」

　手の甲から生み出した円えん盤ばんで、砧川は巨大頭ず蓋がい骨こつ怪物の顎あごを押おし留とどめていた。ぼくは跳ちよう躍やくし、落下の勢いを利用してその頭頂部に椅子の足を突き刺す。小気味良い音を立てて割れた。

「あ、ありがとうございます……！」

「いちいち礼はいらん！　はぁ、で、半分くらい減ったか!?」

　戦せん闘とう開始から数分程度しか経たっていないにも拘かかわらず、疲労は蓄積する一方だ。息切れしながら周囲を見回すと、さらに疲労感の溜まる光景を見てしまった。

　先生が、マントの下から取り出したものを──勿もち論ろん、草そう太たの血が詰まった注ちゆう射しや器きを──右手の棺かん桶おけ手しゆ甲こうの中に投げ入れる。

「愛しき血とDear "bloody" 夜の君エリザベート"nightly" Elizabethへ。その真しん紅くは【象徴死"the death"】、その漆しつ黒こくは【吞み込むもの"the swallowing"】──産うぶ声ごえを！」

　棺桶が震ふるえ、その上の空間が僅わずかに歪ゆがみ、蓋ふたが閉じる。すぐにその中から飛び出たのは、たった今破は壊かいしたばかりの、顎あごから生えた手で歩く頭蓋骨だ──きりがない！

　向こうが何本何十本注射器を持っているか知れないのに、ストック切れを願ねがうのは愚ぐ策さくだろう……ぼくは砧川と共に、息を整ととのえながらじりじりと後退した。

「このままこいつらを相手しててもジリ貧だな」

「ど、どうしますか？」

「──やはり本体をなんとかするしかないだろう。お前、ここからやれるか」

「やって、みます……けど」

　途と切ぎれた言葉。ちらと向けられる視し線せん。問うているのだ。本当にいいのか、と。

　その躊ちゆう躇ちよは自分に向けたものでもあったのだろう。ぼくの沈ちん黙もくの中で彼女は囁ささやいた。

「……宵よい本もとくんは、いろいろ、考えていますよね」

「考えても仕方ないことをな。最低だと思いながら最低なことをする最低さとかだ」

「だと思いました。だから相あい棒ぼうのわたしは、単純にします。単純な理由を言います」

「なんだ」

「宵本くんが、最初にこのわたしを見たときと一いつ緒しよですよ。『やらなきゃ、やられる』」

「……古くて格好いい台詞せりふだな」

　小さく息を漏らし、砧きぬた川がわは包丁を左手に持ち替えた。そして──

「は、いぎ、あああっ！」

　聞きき慣なれた、聞き慣れたくない声。けれど砧川は自傷というその愚行に慣れてしまっている。痛つう苦くには慣れないにしても、躊躇ためらわず、惑まどいなく、涙を流しながら、血ち飛沫しぶきを飛び散らせながらその行為を一息に完かん遂すいすることが、できるようになってしまっている──

「っあ、は──ああっ！《第四指はスピンドル・墓都の軸へとフインガー・捧ぐフオース》！」

　肉片は刹せつ那なに銀の槍やりへ。直径数センチの細さと、四、五メートルの長さを持った物もの干ほし竿ざお的てきフォルム。それはただ先端が尖とがった直ちよく線せんであり、握りも柄えもない。ただ貫つらぬくために在あるモノ。

「メイコ、わかっておるな!?　心しん臓ぞうじゃぞ！」

　アヴェイラーズの台詞せりふすらも置き去りにする高速射出。直線が眷族ミデイアンズの群れを突き抜け、当然ながら一直線にヴァンパイアを襲おそう。矢のような速度は回かい避ひの暇いとまを与えない。偶ぐう然ぜんか意図的か、前にいた人じん狼ろうがその身体からだを割り込ませるが──槍はその身体を貫通し、狙ねらい通りに先生の左胸を直ちよく撃げきした。肺の空気を短く搾しぼり出しながら、先生が倒れる。

　中庭の端、校舎の陰にいた草そう太たが血相を変えて足を踏み出すのが見える。だが衝しよう突とつ音おんは肉が抉えぐれる音ではなく、高く反はん響きようする金属音だった。先生は手で草太を制止しながら立ち上がる。

　静かな瞳ひとみでぼくたちを眺め、先生はその左手で胸のプレートを撫なでた。

「……弱点はわかっている、というわけですか。でも、それはこちらも承知のこと」

「くく、そう簡かん単たんに突破されては装甲の意味がないのである。仲間の中にはゴテゴテと重みと厚みだけを追求した不細工なものを着ている奴やつもいたがな、我わが輩はいは違う。美麗スタイリツシユ＆実用的プラクテイカル！　そんな単純な攻撃で貫けるものではないよ、カッハッハ！　……いや少しは驚おどろいたがね？」

「……やれやれだ。あのいかにもツラヌキマスみたいな魔ま術じゆつでも駄だ目めか」

「ご、ごめんなさい……アヴェイラーズ、何か他ほかには？」

「そうじゃのう。たとえば胴体や首の中のような至近距きよ離りから魔術を発動させて爆ばく発はつさせるだの、物理的にあれを引っぺがすだの、とにかく今のような局所攻撃系の魔術を装甲が破は壊かいできるまで撃うち続けるだの、やるとなれば手はいろいろあるのじゃがな……ちなみに儂わしの好みは三番じゃ。細かいことは考えずに撃ちまくればなんとかなろう」

「アホか。そんな無む駄だ撃ち戦法は却下だ」

　却下したはいいが、ではどうすればいいのか。至近距離と簡かん単たんに言うが、これでは敵が多すぎて接近するのも一苦労だろう。いや……それはなんとかなるか？　だが近付いたところで、あの装甲をどうにかする方法はまた考えねばならない。

　悩んでいる間にも、先生は次なる眷族ミデイアンズを生み出す。棺かん桶おけ手しゆ甲こうの中から飛び出してくる異い形ぎようを見ながら、ぼくはふと思った。心しん臓ぞうではなく、あそこを狙ねらうのはどうだ？

「アヴェイラーズ。ヴァンパイアってのは、召しよう喚かんグッズをいくつも持ってるものなのか」

「いや。あれは奴やつらが自分自身を象徴させる紋章じみたモノじゃ。くだらん見み栄えじゃがな。基本的には一つしか持っておらんと思う」

「棺桶を破壊するってことですか？」

「そうしたいが……この前、顕化アピアランス時の服は破いたり脱いだりしても自動的に元の姿に戻る、とか帽子様が言ってただろ。それが気になってる」

「確たしかに代替魔術師ポステリオルマギスは初期の姿を維持する性質を持っておる。だが一分や二分で戻るようなものでもない……無む論ろん、奴の棺桶とて同じ。それは肉体の不死性とは関係のない、あくまで代替魔術師ポステリオルマギスの装備一般についての性質じゃからな」

「すぐ戻らないんなら御おんの字じだ。その間にできることをすればいい」

「ふむ。眷族ミデイアンズの増加を抑えている間に、残った獣けものどもを排して本体を丸裸にする。後は至近距きよ離りから心しん臓ぞうを吹き飛ばせばよいだけ、か──しかしあれは心臓に次ぐ奴やつらの弱点、容易たやすく破は壊かいできる強度ではあるまい」

「じゃあ肩から切り取るさ。腕は生えても武装は再生しないだろう……待て、そのときに向こうが顕化アピアランスをやり直したらどうなる？　まさかリセットされたりはしないよな」

「手に持つなどの明めい確かくな支配下に置いた状態で顕化アピアランスを解いたのでもなければ、乖かい離りした装備はそのまましばらく残る。無む論ろん、初期化される時間が経たてばそれは消え、再び代替魔術師ポステリオルマギスの基本形に組み込まれるがな」

「よし、だったら切り取って奪えば破壊したのと同じことだな。具体的な作戦は──」

　数匹の眷族ミデイアンズが飛び掛ってくる。それを椅い子すで殴り倒しつつ、ぼくは砧きぬた川がわに作戦を伝えた。

「……で、最初はお前にやってもらわんとならん。こいつらを──全滅までは要求しないが、数を一気に減らしてほしい。優ゆう先せん的てきに狙ねらうのはさっき言った奴だ。できるか？」

「やれなくはないですが、その──それは、あまり時間をかけられませんよね。魔ま術じゆつの前に」

「それはまぁ、そうだ」

　こうやってのんびり話していられるのは、じりじりと後退しているからなのだ。ぼくたちの前には眷族ミデイアンズ達が弧こを描いて配置され、その後ろの先生を護まもると共にこちらの隙すきを窺うかがっている。

「だったら……お願ねがいがあります。宵よい本もとくんに、そのぅ……」

　砧きぬた川がわは上うわ目め遣づかいでぼくの顔を見た。

「わたしを、壊こわしてもらいたいです」




　もう数メートル後退すれば、背中が西棟と東棟を連結する校舎に当たる。ガラス戸で中に入れるようになってはいるが、そのガラスを割ったり何だりする隙を眷族ミデイアンズ達が黙だまって見ているとも思えない。迷っている暇ひまはなかった。

「……一発勝負だな。逃げる奴やつを捕まえるのは戦う奴を捕まえるより格段に難むずかしいはずだ」

「はい……じゃあ、その……」

「ふぅ。一応言っとくが、ぼくはこんなのが喜んでできるようなサディストじゃないんだぞ。ま、そうだったら楽だったんだろうがな」

「ご、ごめんなさいごめんなさい……」

　眉まゆを寄せて謝あやまりながら、砧川は左腕を真横に持ち上げた。そして右手に持った包丁を、刃を上に向けた形でその左腕の下に持っていく。位置は脇わきと肘ひじの中間よりやや上。

　その包丁には巳み沙さ希きを終しゆう焉えんさせた祝福がまだ残っているはずだ。寝ね々ねの身体からだには効かなかったにしても、それは今も砧川の自傷を助ける役目を果たしている。しかしどんなに切れ味が鋭するどかろうと、容易く肉に潜もぐり込もうと、苦痛は常にその刃の動きを阻そ害がいする。

　だから。もしも、極大の自傷を一いつ瞬しゆんで果たそうとするのならば──

「やれやれだ。お前の胸に椅い子すを刺したときのことを思い出すよ。今だから言うが、あの後でぼくはゲロゲロ吐いてたんだぞ」

　砧川はぼくの顔を見上げ、薄うすい微笑を浮かべながら、いつもの謝しや罪ざいをした。

「畜ちく生しよう……今度は、吐かないようにしたいなっ！」

　そしてぼくは、彼女の左腕に椅子を振り下ろした。狙ねらうは奇妙に艶なまめかしい白い肩と柔らかそうな二の腕の間。左腕を挟んで包丁の刃がある、その丁度逆側。同時、包丁を握った砧川の右手にぐっと力が込められ──

「ぎ、ひぃあああっ！」

　椅子の打撃力と包丁の刃に挟まれた左腕が、その一瞬で吹き飛んだ。ぼくはスローモーションでその瞬間の視界を脳のう裏りに刻む。白い肌の下から刃がマジックのように現れる光景。切断された腕がびくりと痙けい攣れんする光景。ああ、くそ、やっぱり吐き気がする。

「……っあ、《上腕はセイテイエイター・飽食の顎へとアヴアリス・捧カぐイ》！」

　顔を歪ゆがめた砧川が地面に膝ひざをつきながら叫ぶ。切断された腕は刹せつ那なに消滅し、代わりにその空間からちりちりと鎖くさりの鳴る音が発生を始める。そして虚こ空くうから鎖を引ひき摺ずりつつ現れたのは、巨大な獣けものの口で形成された嚙み付き罠ベアトラツプ。それは涎よだれを垂らしつつ唸うなり声ごえを上げつつ、大口を開けて跳ねた。進行方向にいた眷族ミデイアンズの数体を行きがけの駄だ賃ちんとばかりに嚙かみ殺ころしながら、最終的に獣じゆう口こうは一応の狙ねらいであった翼よく刃じん蝙蝠こうもりの頭をその牙きばで貫つらぬく。

　よし、これで邪じや魔まされる可能性のあった飛行系の敵はいなくなった。

　ぼくは吐き気を堪こらえながら翼つばさを生やし、数を減らした眷族ミデイアンズ群の頭上を一気に飛び越える。

　手て駒ごまが減ったのを反射的に補充しようとしたのか、先生は砧きぬた川がわが魔術を使った時点で注ちゆう射しや器きを摘つまみ出している。行動の選せん択たくミスを悟った先生が顔色を変えるが、遅い。ぼくは身体からだを捻ひねりつつその至近に着地した。先生は徒と手しゆ空くう拳けん。ぼくは椅い子すを振りかぶって先生に肉にく薄はくし──

「愛しき血とDear "bloody" 夜の君エリザベートへ"nightly" Elizabeth──産声を！」

　だが先生は持っていた注射器を構わず棺かん桶おけに叩たたき込んだ。召しよう喚かんされたのは長剣型の生物だ。柄つかは毛むくじゃらの腕、鍔つばは犬科の獣のように長い顎あご。そこから、まるで舌のように、骨だか刃だかわからないとにかく鋭するどい煌きらめきが屹きつ立りつしている……畜生、そういう眷族ミデイアンズもいるのか。

　突き込まれる。ぼくは一いつ瞬しゆんで判断した。振りかぶった椅子を防ぼう御ぎよに回すのは間に合わない。回かい避ひすれば相手に立て直しの時間を与えることになり、接近したこの機き会かいが無む駄だになる。

　ならば──こうするしか、ない。

　ぼくはその剣を避けなかった。

「ひっ……」

　先生が情けない声を短く漏らす。誰だれかを刺したのは初めてですか。誰かの体内の蠢うごめきを感じたのは初めてですか。覚悟が足りませんね。そんなことを思いながら、ぼくは腹部を貫通した異物の存在を全身で悟る。身体の中心から崩ほう壊かいしていくような激げき痛つう。生なま温あたたかい液体が喉のど元もとからせり上がってくる。ぼくはそれを必死で飲み込み、剣を持つ先生の腕を震ふるえる手で摑つかんだ。

「捕まえた……」

　当初の予定とは大分違うが、まだ修正できる範はん囲いだ。ぼくはそのまま全体重をかけ、先生の身体を押し倒した。その衝しよう撃げきで腹が爆ばく発はつしたのではないかと思えるほどの痛みに襲おそわれたが、無視だ。そのまま馬乗りになる。けれど先生も黙だまってそれを許しているわけではない──左手に握った剣を捻ひねりつつ、右の手しゆ甲こう棺桶でぼくの頭を殴りつける。

　この体勢だけは崩すまいと堪こらえていたとき──ぼくは、愚おろかな人間の声を聞く。

「先生っ！」

　視界の端に、ナイフを持った草そう太たがこちらに駆け寄ろうとする姿があった。

　ああ、とぼくは痛つう苦くの中に息を吞のむ。

　時が来たのだ。そう感じた。




　この機き会かいは逃せない。これを逃せばジリ貧で負けていくだけ。ぼくたちは殺され、そして切せつ華かは取り戻せない。絶対にここで邪魔されるわけにはいかない。

　来るな、とぼくと先生が同時に叫んだ。けれど彼はそれを聞かなかった。

「止やめろ、澪れいっ……！」

　ぼくの名前を呼んで、さらに足に力を込める。殺意をナイフに乗せ、敵意を接近させてくる。

　あの小さなナイフでも、脳のう味み噌そだの脊せき髄ずいだのの急所を抉えぐられれば、ぼくは間違いなく死ぬだろう。この体勢では避けられない。だが──手に引っ掛かっている椅い子すを、腕の力だけで振ることは、できる。祝福された椅子と人じん外がいの力と、人間の脆もろい身体。そこから導みちびき出される結果は明白だ。たとえ手加減しても、明白だ。

　時が来たのだ、ともう一度感じる。そして、学校に来る前に抱いていた疑問を思い出した。

　本当に二者択一の、草太を殺さなくては絶対に切華を助けられないという状況になったら。

　ぼくは、草太を殺せるのだろうか？




　殺せる。




　きっとぼくは殺せる。最低の比ひ較かく論ろんで草そう太たと切せつ華かを天てん秤びんにかけて殺せる。より喪うしないたくないほうを生き延びさせるために殺せる。もう片方を見捨てるという意味で殺せる。ただの人間であろうとも顔見知りであろうとも友人であろうとも殺せる。だから殺せる。

　その二者択一を果たすべき状況が、今なのか？

　来るなよ、と思いながら草太を見る。けれど彼は来る。

　ぼくは椅子に視し線せんを落とす。背板を握る手に力を込めた。

　血けつ塊かいの混じった吐と息いき。それが覚悟するまでに使った時間。

　すべきことは、決まった。そう覚悟し、そうする意志を持った。

　だから、動こう。この愚おろかしい行為を、実現させよう。

　そしてぼくは、凶器たる椅子を持ち上げ身を捻ひねり、




　──そうだ。ぼくはこうする。こうせざるを得ない。なぜなら。




　それでもなおナイフを構えて突っ込んでくる草太に呆あきれながら、ただ一度だけ腕を動かし、




　──この状況は、二者択一でもなんでもないからだ。




　ぼくは手にした椅子を、大きく大きく放り投げた。




　　　　７




　驚おどろいたように草太が動きを止める。それでいい。その一いつ瞬しゆんが欲しかった。

「ああ、あがあっ……！」

　ぼくは先生の左腕を摑つかんだ。そしてその手に握られた剣を──ぐいぐいと動かしながら、さらに自分の腹の奥深くへと捻ねじ込む。もうぼくの腹は剣の根元、動物的な剣の鍔つばに触れていた。

「なっ……なに、してっ……？」

　草そう太たは大きく目を見開いている。ぼくの下にいる先生もそうだろうが、見なかった。ぼくはただ、歪ゆがんだ視界の中で草太の顔をじっと見つめていた。

「はは、見ろよ、草太──ほら見ろよ！　見てるか、わかってるか!?　ぼくらはこんなんなんだぞ！　血がびちびち噴ふき出て、だらしない涎よだれと涙が止まんねぇほど痛くて、見てるだけで吐き気がするほど醜みにくい、そんなきちがいじみた闘たたかいをやってて──それでも死なない！　ここにいるのは、そんなぼくらなんだ！　わかれよ、見ろよ、ほら、さぁ！」

　身体からだを揺する。摑んだ腕を、剣をさらに捻ひねる。背骨がごりりと削れる感触があった。身体の前から後ろから血が噴き出ている。下半身の感覚は本当にシャワーを浴びているようだ。無む茶ちや苦く茶ちやに奇声を発したい欲求すなわち痛つう苦く。胸元の携けい帯たい電話が焦あせったように鳴なり響ひびく。

「宵よい本もとくん、宵本くん、宵本くんっ！」

　砧きぬた川がわの声。大丈夫だ、痛いのは、死にそうになるのはわかっていた──覚悟していた。

　覚悟さえあれば、大たい抵ていの選せん択たく肢しは選えらべるものさ……そんなレンテンシアの声が、聞こえたような気がした。こんなときなのに懐なつかしく、少しだけ楽しくなる。

　そう、これはぼくが草太に対して向ける、選択だ。愚かで意味のわからないことかもしれないが、意味はあると信じている。伝わると信じている。

「なに……何言って、何やってんだ、お前はぁっ！　澪れい！」

「だから来るなと言ってるんだ！　わかんないだろ、理解できないだろ、信じられないだろ！　だからお前はこっち側じゃないんだ、ぼくたちと同じじゃないんだ、どう足搔いてもぼくらとは違う、ただの人間って生き物なんだよ！」

「でも、俺おれは、先生をっ……！」

「先生を見捨てない、それはいいだろう。立派だよ。死ぬ危険を冒おかしてこの闘たたかいに割り込んでくる、それもいいだろう。でもな、それは──人間としてぼくたちと同じ立場に立っているような、そんな狂った人間だけに許されることだ！　人を殺せて、血と肉と痛みに慣なれて、目的のためならどんな異常な行動も果たせる──あの双子みたいに！　でもお前は違う！」

「違わない、俺は……やれる……」

　痛みで意い識しきが途と切ぎれそうになる。だが奥歯を嚙かんで堪こらえた。

「かっ、あ……く、狂おうとするな、異常になろうとするな馬ば鹿か！　お前はまだまともだ！　まだまだ人間だ！　じゃなきゃ、切せつ華かを攫さらって、うしろめたさなんて覚えたりするものか！」

　草太の顔色が変わった。唇を嚙み、俯うつむく。

　そうだ、これは二者択一などではない。切華を助けるか草太を殺すかの二択などではない。別の選択肢がある。ここにも無数の選択肢がある。もしも草太が、本当に殺すか殺さないかの二択しかぼくに強しいない人間なら──あんな哀かなしそうな顔で教室に佇たたずんでいるわけがない！

「そんな普通の人間みたいになってる時点で、お前は失格だ！　覚悟も、意志も、足りない。この闘たたかいに入ってくるのは、許さないっ……！」

「う……」

「切せつ華かを返せとは言わない、先生を見捨てないって決めてるんなら、比ひ較かく論ろんで聞きゃしないんだろうからな！　だから、とりあえず、邪じや魔まするな──下がれ！」

　草そう太たの足が、一歩。後退する。

　その僅わずか五十センチが陥かん落らくの証あかしだ。惑まどいの瞳ひとみを見、もう草太の足は動かないと確かく信しんする。

　さあ、邪魔者を排除すれば、あとは再び人じん外がいの対立があるばかりだ。

「宵よい本もとくん、貴方あなたっ……!?」

「先生のためじゃない、ぼくの事情だ。ぼくらの関係は何も変わってない、汚く醜みにくい殺し合いを続けようじゃないか！」

　先生の見開かれた瞳ひとみに言ってから、ぼくは馬乗りになっていた身体からだを動かした。椅い子すを捨てたのは椅子が必要ないからだ。先生の右腕、棺かん桶おけを押さえ込むように飛びつく。串くし刺ざしにされたままなので、傷口がさらに開く。嘔おう吐とのようにどぼどぼと逆流する血を吐き出しながら、

「……やれ、砧きぬた川がわ！　押さえたぞ！」

「で、でもっ──それだと、宵本くんにも当たっちゃうかもっ」

「チャンスを逃すな！　ぼくごとやってもいい、どうせぼくは死んでも死なん！」

「ああ、でも、でもっ……」

「い・い・か・ら──やれぇっ！」

　本気の怒ど鳴なり声ごえで生まれた、数すう瞬しゆんの間。砧川が苦痛に耐える唸うなりが聞こえ始めた。そうだ、いいぞ。

　ぼくの狙ねらいに気付いたらしい先生が、渾こん身しんの力を込めて右腕を持ち上げようとする。やらせるか。ぼくは何も考えず、棺桶にしがみついたまま先生の頭と肩に両足を絡めた。飛びつき腕十字のようにがっしりと腕をロックする。同時──

「──っあ！《第五指はセバランス・裂開の斧へとフインガー・捧ぐフイフス》！」

　地面と垂直に疾しつ走そうしてきた空気の刃やいばが、途中に立たち塞ふさがった眷族ミデイアンズを切り裂いて。

　さらに先生の右腕を、肩口から完全に切断した。

　その腕にしがみついていた、ぼくの両足と一いつ緒しよに。




　砧川が顔面を蒼そう白はくにし、口に咥くわえていた包丁をぽとりと落とすのが見えた。最初に切った左腕は肘ひじ辺あたりまで再生しているだけだ。だから右の指を切るにはそうするしかなかったのだろう。

「ぐぁっ……ああああっ！」

　幸いなことにぼくを貫つらぬいていた剣も砧川の魔ま術じゆつで断たれていた。身体の下にいる先生と同じような呻うめき声ごえをあげながら、ぼくは両手で棺かん桶おけを摑つかんだ姿勢のまま必死に翼つばさを動かす。飛べるとは思っていない、ただこの棺桶を持って砧きぬた川がわに近付けばいい。

　鼠ねずみの眷族ミデイアンズが伸ばしてくる手を掠かすめ、ぼくは鼻を擦こすりそうな低空飛行で先生から離はなれた。移動できたのは数メートル。だが砧川が駆け寄ってきたのでそれで充分だった。

「宵よい本もとくんっ！」

　棺桶の重量にすら耐え切れなくなった。手を離してごろごろと着地。もはやどこがどう痛いのかもわからない。腹には大穴が開いてるし両足はないし、いやはや最悪だな。けれど目的を果たせたことはよしとしよう。全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めて親指を立ててやる。

「……グッジョブ。よくやった、砧川」

「よくやってないですよ！　ああ、ごめんなさい、足が、宵本くんの足がぁっ……」

「ぐ、は……しょっちゅう指だの腕だの切ってるお前が喚わめくな。一いつ緒しよにやってもいいって言っただろ。足まで切れたのはぼくが最後に動いたからだしな」

「そ、そんなこと言っても……無む茶ちやしすぎですよっ」

　携けい帯たい電話がデロデロとやたらおどろおどろしい着メロを鳴らした。確たしか何かのセーブデータが消えた音だ。首を傾かしげて液晶を見ると、エベネゼルが呆あきれたような半はん眼がんでぼくを睨にらんでいた。

『ヴァンパイアの言葉ではないが。我われは時折、汝なんじに自殺願がん望ぼうがあるのではないかと懸け念ねん』

「……んなものはない。うっさいな」

『提言。汝なんじには全般的に保身という観かん念ねんが欠落し故ゆえに常に焦しよう眉び之の急きゆうの事態に陥おちいっているのであると苦言する結果今後の我われと汝の必ひつ須す要項はそれを共通認にん識しきとすることであろうと判断し』

　目が微妙に霞かすんできたので最後まで読まなかった。死んでないからいいだろうが。

「ふはは、いいざまじゃのう小僧。ようやくメイコではなくお前が死にそうになっておる姿が見れたぞ。しかもそれが代償魔術ペインマジツクのせいじゃというから笑いが止まらん。いや気分は爽そう快かいじゃ。ふふ……生かさず殺さず、メイコ、いい場所を狙ねらったな？」

「ね、狙ってないですよっ！」

「いいからお前はそこの棺桶を見てろ。折せつ角かく取ってきたんだ……とにかくこれでもう新しい眷族ミデイアンズは生まれない。残りは、かはっ、三匹か。いいか、棺桶を守りつつ狙そ撃げきして──」

　そのとき、人じん外がいが高く高く哄こう笑しようする声が聞こえてきた。

「フフ、クク、ヌハハハハ！　なるほど少年、そう考えたのかね？　実に正しいとも、それは我わが血夜魔術ブラツドマジツクの要かなめ。それを奪ってしまえば、新たな眷族ミデイアンズを作りだすことはできなくなるであろうと──いやはやいやはや、正しすぎて愉ゆ快かいである！　ハッハッハ！」

　アヴェイラーズがぎょろりと目玉を剝むき出だしにした。

「威勢がいいではないか。そうそう、貴き様さまらはそういうプライドだけは高い種族じゃったの。その見み栄えと意地、いや立派じゃ──好色に息を荒らげて墓を暴あばく死し姦かん主義者にしてはな」

「お褒ほめいただき恐きよう縮しゆくですぞ、レディ」

　立ち上がった先生の肩で、ぬいぐるみが大おお袈げ裟さに腰を曲げる。魔ま女じよはまた鼻を鳴らした。

「予備の召しよう喚かん装置があるわけでもあるまい。それともたった三匹の眷族ミデイアンズでこの棺桶を取り戻しに挑むか？　やってみるがよい……結けつ論ろんは決まっておる。我わが魔女ウイツチ種族が精せい錬れんするのは痛苦ペイン、痛苦ペイン、痛苦ペイン──そして終焉ノーペインじゃ！　貴様の至る場所はそこ以外にない！」

「取り戻す、取り戻す？　クハハ、そんなことはしないであるとも。なぜなら」

　何かを自慢するように、キュリーマーは大袈裟に両腕を広げてマントを翻ひるがえした。

「彼女は自分で戻ってくるからだ……さあ帰ってきたまえ、エリザベートよ」




　瞬しゆん間かん──ぼくの傍かたわらにあった棺かん桶おけが、動き始めた。

　肩口から切り取られた手しゆ甲こう棺桶の先からは手が突き出ている。まずはそれがぴくぴくと痙けい攣れんを始めた。指が虫のように動く。手首が何度も折れ曲がる。続いて棺桶が激はげしく揺れた。ややあってその蓋ふたがひとりでに開くと、その内部から、何かが持ち上がってきて──

　違った。それは棺桶の中から何かが生まれてくるのではなかった。

　棺桶自身が内部から裏返ろうとしていたのだ。

　意味がわからなかった。物理的にありえなかった。けれどもそれが魔術の真しん髄ずい。裸足はだしの足が飛び出るのが見えた。もう一本。左手が飛び出た。それは棺桶の先端から飛び出している右手と──今まで先生のものだと思っていた右手と──対称的な大きさ。だから右手だけは飛び出なかった。さらにどこの何なのかもわからない部位が、一気に飛び出て──

　くるん、と棺桶の表面が捲めくれる。

　もうそこに棺桶はなかった。そこにいるのは一人の少女だった。

　年ねん齢れいにすれば十代半ば。茶と金の中間色をした髪。裸足と二の腕の白さは白人特有のもの。着ているのは布地の薄うすいひらひらしたスリップドレスで、その色は黒だ──もともとは純白なのかもしれなかったが、乾いて黒ずむ液体が多量に付着しているためにそう見える。なぜか胸辺りからスカートの裾すそまで縦たてに裂け目が入っており、少女が身体からだを揺らすたびに白い臍へそ、その下の黒い下着が顕あらわになっていた。今まで見ていた右手、よくよく見れば男のものよりも細く綺き麗れいな手はそのままだった。しかし少女の左手首は禍まが々まがしい金属の拘こう束そく具ぐで右みぎ肘ひじの下に固定されている──まるで何かを隠いん喩ゆするような形に。

「あは……あふ……ぁ、あはぁ？」

　声にならない喘あえぎのような声が、開きっぱなしの口から涎よだれと共に垂れる。不ふ思し議ぎはなかった──そこに嵌はめられているリング状の拘束具を見れば。それは声を封じる猿さる轡ぐつわではなく、逆に延々と口を開かせておくための加か虐ぎやく装置だ。

　少女は困惑したように頭を揺らしていた。周囲の状況がわからないのだろう。

　それも、当然。わかるはずはなかった。少女の両目は醜みにくい傷跡で潰つぶされていた。

「エリザベート、こちらだよ。君の父にして兄にして恋しきキュリーマーここにあり、だ」

「えあ！　あひぅ!?　ふぁ♪」

　キュリーマー辺へん境きよう伯はくが優やさしく声をかけると、その顔がぱっと喜色に輝かがやく。ぼくたちが止める間もなく、少女はばたばたと先生達のほうに駆けていった。ひどく子供じみた、本当に歩き方を覚えたばかりの幼児のような──天てん真しん爛らん漫まんで、かつ危なっかしい足取りだった。

「やあやあ、顔を見るのは久しぶりだねエリザベート。元気かね？」

「ん、ん、ん♪　ふぅ、はおふぅ、あぼ♪」

　抱きつこうにも、聖なる図形を揶や揄ゆする形に拘束された腕は開かない。少女はヴァンパイアの、つまりは先生の腹に頰ほおをぐりぐりと押し付けながら笑った。先生は無表情に彼女を見下ろしているだけだった。その肩の上で、キュリーマーが先生の耳に顔を近付ける。

「コバトよ、頭くらい撫なでてやってもいいではないか。可愛かわいいものだぞ」

　おそらくはただ言われたからという理由だけで、先生は無言のまま少女の頭を残った左手で撫でた。くすぐったそうに頭を縮ちぢめる少女。それを眺める先生の瞳ひとみは、とても静かだった。

　その瞳がふと揺れたのは、嬉うれしそうな声を漏らす少女が、掌てのひらに押されるように頭の位置を下げたからだった。彼女は地面に膝ひざをつき、顔を先生の腰に押し当てている。

「は、あ、あはぁ？　ふン……ん、ふぅ、うふぅっ……♪」

「ぬはは、そうだな。そうしているときによく頭を撫でてやったものであった。実に躾しつけが行き届いた恋人であると自じ画が自じ賛さん。まぁコバトよ、今とは言わんがいつかその姿で奉仕を受けてやってくれたまえ。喉のどの奥を蠢うごめかせるスキルは一級品なのだよ、彼女」

　もう足を動かそうとはしない草そう太たの顔が視界に入る。彼は驚きよう愕がくに大きく目を見開いていた。先生は知っていたが、草太は知らなかった、ということか。確たしかに、これは──醜しゆう悪あくすぎる。

「ど、どういう……こと、ですか……？」

「棺かん桶おけ型がた手しゆ甲こうに包まれた腕、なんかじゃなく……棺桶になったアレが先生の腕の代わりになっていただけ、てことなんだろうな。意味はまったくわからんが」

「ち。やってくれおるな。おそらくは生前飼っていた血液貯ちよ蔵ぞう用愛あい玩がん人間──隷従者スウイートハートの成れの果てか。それを魔ま術じゆつ的てきに改造し、装置へと変え、さらにはそれを自分の右腕にしおるとは。無む論ろん、そうなればその腕はただ奴やつを構成する一要素にすぎん。その性質を模もす代替魔術師ポステリオルマギスに再現されることもあろう」

「一要素とはひどい言い方であるな、獣の魔女ウイツチ・オブ・ビースト。愛する者とは一つになりたいだろう？　だから一心同体という言葉がある。我わが輩はいはそれを我輩なりに実践しただけであるよ」

「笑わせる。どう考えてもそれはモノじゃ。人間が死体となったと同じ意味でのモノじゃ。いや、もともと死体を利用しておるのか？　やはり貴き様さまは真性の死姦愛好者ネクロフイリアよ！」

「死してからも愛されるのだ、被虐趣味マゾヒストの魔女ウイツチには喜ばしいことであろう？　相性がいいと思うのだよ我われらは、だから君達の死体でそれを確かめさせてくれたまえ──さあ、コバト！」

　肩で小こ躍おどりするキュリーマーの言葉を受け、先生は血の詰まった注ちゆう射しや器きを懐ふところから取り出した。

　すんすんと少女が鼻を鳴らし、顔を上向かせる。そして彼女は頰ほおを嬉うれしそうに歪ゆがめ、拘こう束そく具ぐの嵌はめられた口から赤い舌をいじきたなく伸ばした。

　膝ひざ立だちになって主人を見上げる少女の口に、先生はその注ちゆう射しや器きの先端を咥くわえさせた。ポンプを押し込む。少女が頰をすぼめる。ごくごくと喉のどが貪どん欲よくな嚥えん下かの動きを見せる。

　先生は刹せつ那な、きつく瞳ひとみを閉じた。何か負の感情を無む理り矢や理りに押し込めるように。

　けれど次に目を開いたときに覗のぞくは決意のみ。先生は黒手袋に包まれた左手を少女の額ひたいに当て、小さな囁ささやきを、しかし強い語ご調ちようで発した。

「愛しき血とDear "bloody" 夜の君エリザベート"nightly" Elizabethへ。父名──その真しん紅くは【象徴生命"the life"】。母名──その漆しつ黒こくは【貪欲に拡するもの"theenlargement"】。君は交合二意かれらを抱ほう擁ようする大たい母ぼ。父と母をその身に宿す近親の母。君が胎はらに見るは／深しん淵えん／粘度／機きの偏在性／ギヌーの森の歌う泥／二重螺ら旋せんの三重虚きよ海かい／鏡きよう像ぞう言語式快楽論ろん文ぶん／インテグリティ／骸がい殻かくを模されたローズパイ／それとそれとが囁ささやき合うそれ／sinepanigav／起き動どう鍵けんイヴィアーロ／吐と息いき／接せつ吻ぷん／愛あい撫ぶ／挿入／結合／律動／交歓／絶頂／受精／発生！　君の胎で息いき衝づく血けつ夜やの児が分ぶん娩べんの時じ針しんを震ふるわせている！　さあ──産声を！」

「あう……ああ……はわ、ぼ、ああああ！」

　膝立ちになっていた少女の背中が仰のけ反ぞる。閉じない口が艶なまめかしい舌を覗かせて喘あえぐ。呼吸。吸う。吸う。夜を吸う。今まで開いた棺かん桶おけの上部で見えていたことが、今は彼女の口で起こっていた。空間の歪ゆがみ、陽炎かげろうのような揺らぎ。少女はそれを嚥下する。血と同じように咀そ嚼しやくする。

　そして、血と夜を吸収した少女は──

「んっ！　あ、へあ！　あひ、ひひひ、びばばばっ!?」

　さらに大きく身を逸そらし。

　身体からだの前で組み合わされた十字の手をわきわきと蠢うごめかせ。

　その体内で血と夜を混ぜ合わせたかのように、

「あ、あ、あ、あ、ふあ──ん、んんんんんんんっ！」

　腹を大きく膨らませる。風船のように──あるいは、比ひ喩ゆの意味もなく、妊婦のように。

　膝立ちの少女が背筋を大きく反らし、腹を抱える。ぴくぴくと動きながらそれはどんどんと大きくなる。少女はさらに涎よだれを撒まき散ちらし、痙けい攣れんする身体を跳ねさせる。膨ぼう張ちようは止まらない。

「……見ていますか、宵よい本もとくん。砧きぬた川がわさん」

　先生が呟つぶやいた。こちらに向けられた瞳ひとみは虚うつろで、表情は絶望的に昏くらい。口元だけが、そんな自分を嘲ちよう笑しようするように歪んでいた。

「言ったでしょう。私はこんなにも醜しゆう悪あくなんです。どう足あ搔がいても醜悪なんです。こんな子を腕にしていて、そこから化け物を産み出すだけが能の、奇怪な奇怪な人じん外がい。吐き気がしますね」

　ああ、そして。ぼくはなぜ少女のドレスが縦に裂けているのか、その理由を知る。加えて言えば、ドレスが捲めくれて見えている黒の下着は下着ではなく──鋼こう鉄てつの貞操帯だということも。

　だから当然の帰結として、ドレスの裂け目から飛び出していた腹が一ひと際きわ大きく脈動し──

「ん、ん、ふォ、は、は、ひぎぃぃぃっ！」

　破裂した。

　腹を内部から突き破り、肉片を飛び散らせつつ──ひどく皮肉的な正しさで──巨大な赤あか子ごが産まれる。その母体たる少女は、今や花だった。空洞という花か芯しんと裂け広がった肉の花弁。赤と、僅わずかに残った白い肌の斑まだら。彼女は荒い息を吐きながら全身を弛し緩かんさせていたが、本体であるヴァンパイアと同じように、その腹部は一いつ瞬しゆんで平坦な肌と小さな臍へそに復元される。

「うぅん、実に美しい！　さて──この上級眷族ハイ・ミデイアンズ、一度は敗れたが次はどうであるかな!?」

　キュリーマーが叫ぶよりも早く、仙せん天てん花かを殺したのと同じ赤子がこちらに向かって進行してきていた。途中にいた別の眷族ミデイアンズを摑つかんで食べる。膨ふくらむ。貪どん欲よくに成長しながら死の力を蓄たくわえる。

　動けないぼくの前に、砧きぬた川がわが立った。だが動き出しは致命的なまでに遅い。かろうじて指を切って魔ま術じゆつを放つものの、赤子眷族ミデイアンズはその身体からだを分ぶん離りさせることで刃やいばの雨を回かい避ひした。突進のベクトルはそれで損そこなわれるも、眷族ミデイアンズはその口から長い舌を伸ばす──

「う、あああっ！」

　身を捻ひねる砧川だったが、舌ぜつ槍そうがその脇わき腹ばらを抉えぐった。吹き飛ばされる。

　くそ、まずい……起き上がろうとしたが、ぼくにできたのは再び喉のどの奥から駆け上がってきた血を傍かたわらにぶちまけることだけだった。ああ、しかし、起き上がったところでどうなる？

「──戻りなさい、エリザベート」

「よくやったね。ふふふ、また我わが輩はいの身体と一つになろう」

「っ、ふン……♪」

　寝転んでいた少女の身体がぐるりと異常に裏返り、再び右手だけを突き出した棺かん桶おけの姿に戻る。先生はその棺桶を今までのように右肩に接続した。

　──先生にも、ダメージを与えられていない。一発勝負は、完全に失敗した……！

「やはり……こうなるのですね」

　暗い表情で、先生が呟つぶやくのが見えた。ぼくは頭の中に何かの引っ掛かりを覚える。何だ、この違和感は何だ？　けれどその感覚はキュリーマーの笑しよう声せいで吹き飛ばされた。

「ヌハヌハハ！　我輩、気分上々！　やはり紳士には勝利がよく似合う！　さあコバト、とどめを与えてやりたまえ！　我輩好みの冷さめた肉を用意するために！」

　絶望的な気配けはいが満ちていた。血液を失ったせいか、その気配のせいか。ぼくの眼前が黒く濁にごってくる。それは生体の反応なのかもしれない。見るな、と身体が囁ささやいているのかもしれない。

　死を。

　終わりを。

　けれど、ぼくの天あまの邪じや鬼く精神が乗り移った瞳ひとみは、閉じない。

　だから結局は見てしまったのだ。その次の瞬しゆん間かんに発生した死を──

　小鳩先生が心臓を破壊されて死んでしまう光景を。
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　やったのは誰だれか？

　ぼくではない。砧きぬた川がわではない。まして草そう太たや切せつ華かでもない。

　遙か高みの屋上から飛び降りてきた、一つの影だ。

　影かげは二本の包丁を逆さか手てに握っていた。数十メートルの落下で蓄たくわえられたエネルギーを纏まとい、その刃やいばは先生の左首筋に叩たたき込まれた。その純粋な物理的破は壊かい力りよくが刹せつ那なに肉を抉えぐり、骨を断ち、胸部のプレートを上方向から強引に捻ねじ曲まげる。プレートを破壊する必要はないのだ。装甲が護まもっていない部分から強引に刃を潜もぐり込ませれば、肉の破壊に合わせて装甲がずれ──

　その先端を、心しん臓ぞうに届かせることが、できる。

「あ……がっ……!?」

　落下の衝しよう撃げきは先生の身体からだを蹴けることで分散される。何一つ理解できない様よう子すで目を見開く先生が、左半身を縦たてに大きく断たれた先生が吹き飛ぶ。反対方向に襲しゆう撃げき者しやは弾はじかれ、しかし地面を転がってさらに衝しよう撃げきを吸収。制せい御ぎよを失ったか、そのとき周囲の眷族ミデイアンズは全すべて黒液に変じていた。

「なん……と!?　なんとなんと!?　こ、これはいかん、なぜ、我わが輩はいこれは認められ──!?」

　宙に放り出されていた人じん外がいの言葉は途中で止まった。襲撃者が地面を転がりつつ投げた──ガーターベルトから取り出された──二本の包丁で、ぬいぐるみの首と胴が断たれていた。

　襲撃者の回転が弱まったところで、さらに包丁が飛ぶ。それは血相を変えて走り出そうとしていた草そう太たの頰ほおを掠かすめ、校舎の外がい壁へきに刺さった。草太はその場でへたり込む。

　そして──ゆっくりと、彼女が、起き上がる。

「あら……三本目の得点はゼロ。西洋式的狙ねらい競きよう技ぎいわゆるダーツでいうとアウトボードかしらね。まぁあれは当てても得点低そうな猪ブタだから後回しでもいいのだけれど」

　はためく音で襲撃を気付かれないようにするためか、白衣は脱いでいた。上半身はノースリーブのシャツを着ていたが、下半身は下着から白い太ふと股ももが伸びている。もはや包丁の吊つり下げられていないガーターベルトが、その上で無意味に紐ひもを揺らしていた。

　髪は短髪。切れ長に整ととのった顔。手には細く長い包丁と、鋸のこぎりのような歯がついた包丁の二本を携たずさえている。もう疑いようはなかった。

「仙せん天てん威い……っ？　どうしてだ、お前は、死んだはずっ……！」

　ぼくは中庭に転がっている、先刻降ってきた短髪の生なま首くびを見た。ちゃんとそこにあった。

　では、なぜ──と考えた瞬間、ぼくはその可能性に思い当たる。

　仙天威は微笑を浮かべたまま、その生首に歩み寄る。優やさしく、それを抱き上げた。

「ああ天花、ありがとう……おかげで猪ブタを一匹殺せたわ。あとで一いつ緒しよに解体しましょうね」

　その生なま首くびは。

　死体から切断されて、長髪を仙せん天てん威いに似せて短く切られた、仙天てん花かのものだったのだ。

　なんのために？　この状況を作り出すためだ。首を投げ落とし、死んだと思わせて、確かく実じつに先生を殺せる隙すきを待つためだ。ああ──狂っている。

「……喉のどが渇いたの。ちょうだい？」

　そして仙天威は手中の生首の口を啜った。いつものように、舌を差し込み、うっとりとした目で、ぴちゃぴちゃと卑ひ猥わいな音を死体と共に響ひびかせた。

「ん、ああ、おいし、おいしいぃ……天花のぐちゅぐちゅ、すごく美お味いしいッ！」

「うぐっ……!?」

　起き上がった砧きぬた川がわが口を押さえるのが見えた。ぼくにも吐と血けつ以上の嘔おう吐と欲求が襲おそい掛かかった。

　もう一度言おう、狂っている。家族を大事に。その聞こえの良い言葉が、ここまで気持ち悪く進化するものだとは思ってもみなかった。何事もほどほどが一番だ。

　仙天威が口を離はなす。一人ひとり分の涎よだれが糸を引き、消える。彼女はそこでまた嬉うれしそうに笑う。

「ああ、天花。もう声が聞けないのは寂しいけれど、でもね……今の天花は、威と全く同じ。髪も、顔も、同じ。これで本当に同じ存在になったのかもしれないわ。とても絆きずなを感じる。家族以上の家族がいるとすれば、それは自分自身でしかないものね──いえ、わかっていたのよ。最初から、生まれたときから、天花は威と同じ人間だったもの。それを思い出しただけ」

　彼女は白衣を着ていない。片方だけ長い袖そでで隠されていた左手も、今は顕あらわになっている。

　ぼくの視し線せんに気付いたのか、仙天威がこちらに顔を向ける。その手を持ち上げた。いつも涎を啜すすっているときに、仙天花の右手と袖の中で組み合わせていた──半分の面積しかなく、小指と薬指が存在しない左手を。

「ふふ……そうよ。天花と威はこの手を共有して生まれてきたの。手術を受けて分かれるまで、我われらは本当の意味で、二人ふたりで一人だった」

　言いながら彼女は腰のガーターベルトを引っ張り、そこに仙天花の生首を挟んだ。

　いろいろな要因でぼくは吐いた。血けつ塊かいしか出なかった。

「……なるほど。さすが、お前らだ。そうだよ。そういう奴やつだよ、ぼくたちのいる場所に、平然とした顔で立つ資格があるのは……」

「そう。でも貴方あなたにはもう二度と立ち上がる資格はない」

「があっ!?」

「──宵よい本もとくんっ！」

　仙天威がノーモーションで投げた刃やいば、彼女自身の細く長い包丁が、ぼくの胸に突き刺さっていた。さらに血液が噴ふん出しゆつを開始。今までの傷も治ってないのに、これは、まずい……

「さて──どうあろうと、天花は死んだわ。威という意味での天花はここにいるけど、天花という意味での天花は死んだわ。第一の家族を喪うしなわせた、そんな仇かたきは最上級にして最高級の罪悪。それをやったのは誰だれか？」

　彼女はただ一本残った仙せん天てん花かの包丁を握にぎり締しめながら、ぼくを庇かばって前に立つ砧きぬた川がわを睨にらんだ。

「それは貴女あなた達人じん外がいの猪ブタ。同胞たる寝ね々ねを殺した罪の他ほかに、新たな罪が加わった。一匹の猪ブタは殺したけれど、まだ貴女達が残っている。同罪。貴女達はここにいる、ただそれだけで罪」

「……そう、なのかも……しれませんね」

　仙天てん威いを見返し、砧川は静かに言った。左腕は切断してから時間が経たっているためか、もうほとんど再生していた。だが赤あか子ごの舌に貫つらぬかれた脇わき腹ばらの傷はまだ塞ふさがっていない。大穴だ。

　しかし他人の傷を気にしている場合ではなかった。ぼくの被害は深刻だ。視界に黒の薄うす幕まくが下りる錯さつ覚かく。懐なつかしすぎる剝はく落らく感かん。これは、二度と味わいたくなかった──死の感覚だ。

「貴女達がいなければ、寝々も天花も死ななかったわ。勝手に首を突っ込んできたのはそっちだとまた言うかもしれない。関かかわってきたのはそっちだと言うかもしれない。店で言ったことを繰くり返しましょう。貴女達は人間の傍で卑怯にも人間のふりをしている以上、人間のほうから自然と関わってくることを止めることはできない。それが貴女達にある罪の意味」

「それも……認めます」

「では大人おとなしく屠と殺さつされてくれる？」

　仙天威が包丁を持ち上げた。砧川も包丁を握り締めつつ、強い瞳ひとみで、はっきりと答えた。

「──お断りします」

「なるほど、それではやるのかしら？　威はただの人間。貴女達のような狂ったバケモノとは違う、弱くて脆もろくて傷も治らないただの卑ひ小しような存在。それを、貴女は？」

　面おも白しろそうに言う仙天威。砧川は表情を僅わずかも変えない。

「……そちらに止める気がないのであれば。わたしはあなたを殺します」

「できるのかしらね」

「できます。わたしは普通の人間を、何の意い識しきもせず、ただ殺したことがあります。だからあなたも殺せます」

　それはぼくが初めて見た、砧川の食事風景のことだ。ぼくがまだ人間だったころ。確たしかに彼女は人を殺した。事故のように、その後の出来事からすれば些さ細さいなことのように、ただ殺した。砧川がそれを忘れているわけはなかった。彼女は身の内にぼくと同じ呪のろいを刻み込んでいる。

「ほう……さすがは猪ブタ。威が猪ブタ殺しであるが故ゆえに禁きん忌きを覚えないのと同じように、既すでに人殺しであるから禁忌を覚えない、と？」

「そう、です──」

　しかし、ぼくにはわかる。そこには噓うそがあった。

　殺していいと思っているわけがない。できれば殺したくないと思っているのは間違いない。

　でも、砧川には、その論ろん理りを使う以外に道がないのだ。

　他ほかに何よりも大事なものが、何をしてでも護まもると決意しているものがあるから。

　だから自分は悪だと刻み込む。悪でなくてはならないと欺ぎ瞞まんする。

　自傷のように。

「がっ……ああっ……！」

　地面に手をつき、無む理り矢や理りに身を起こす。視界が激はげしく明滅する。動くな治ち癒ゆを待てと携けい帯たいが揺れていた。お前らしくもない、冷静に判断しろよ……遅かれ早かれ、ぼくはもうすぐ死ぬ。目覚めたときに何が見えるのか、それとももう二度と目覚めないのかはわからないが。

　砧きぬた川がわの『大事なもの』が何かを思い出した。屋上での視し線せんを思い出した。

　ああ、馬ば鹿かだ馬鹿だ。砧川は馬鹿すぎる。

　だから言っておこう。今、声が出せるうちに。

「砧川っ……ぼくも、そいつを殺すぞ。相手がただの人間だろうがなんだろうが、ただ自分が終わりたくないからって身勝手な理由だけで、そいつを殺すぞ！」

　砧川は仙せん天てん威いから視線を動かさなかった。肩をぴくりと揺らし、声だけを届けてくる。

「宵よい本もとくんは、何も、しないでください……！　わたしが、わたしが一人ひとりで……」

「そうだ、この身体からだじゃ何もできない、したくてもできない！　お前が一人でそこに立っている理由は、ただぼくがたまたまそこに立てない状態だからってだけだ！」

　血を吐いた。頭が重い。全身が痺しびれる。だが続けろ。言え。

　決意していた。ぼくも最後には、生き残るために双ふた子ごを殺すことを決意していた。

　だがぼくは今、その場所に立っていない。あの強く弱い砧川冥めい子こだけに、ひとごろしの役を負わせようとしている。

　そんなのは嫌いやだ。そんなのは、間違っているぼくにもわかるほど、間違っている……！

「だから、実際にやらなくても、ここで見ているだけだとしても、ぼくはお前と同じだ！　お前と同じ、ほんとうのひとごろしになるんだ！　それを忘れんな。一人で、一人だけで勝手に、一方的に、ぼくのためにならひとごろしになってもいいとか思うのは──ああ、絶対に、許さん！　相あい棒ぼうは、相棒で、一いつ緒しよに間違うもんだろうが……っ！」

「宵本、くんっ……」

　ふ、と全身の力が抜けた。電池切れか。ま、仕方ないな。

「ぐ、ふっ……あー。そんな、感じだ……だから、これからの、ぼくとお前が本当にひとごろしになる儀式の進行は、お前に任せる。ちゃんと、見ててやるから、頑張って、間違えろ……」

　頰ほおが地面に擦こすれる。凄すさまじい眠気だ。しかし。まだ、もう少しだけ。

　指一本動かせないが、目だけを開き、ぼくは二人ふたりを見ていた。

「まぁ──もし本気で威いを殺そうとしていても、やり遂げられるとは思えない。何度も見ている。貴女あなたの魔ま術じゆつとやらは、自分の身体を傷つけて、それから呪じゆ文もんを叫ぶことで発動するもの。そんな隙すきのある攻こう撃げきで威を捉とらえることはできない」

「……やってみないと、わかりません」

「そう、やってみないとわからない！　貴女あなたがどの程度の不死なのか？　だから解体した部位を瓶びん詰づめにしてあげましょう、頭は持ち歩いてあげましょう、それでも身体からだが生えたらまた解体してあげましょう──そこにあるのは貴女という名のばらばらバラバラばらバラ肉！　貴女は今後、延々と解体され続ける運命に決まった！」

　仙せん天てん威いが疾しつ駆くし、間合いを詰める。砧きぬた川がわは後退しながら指を切り、

「《第十指はフアーナス・烈烈の罐へとフインガー・捧ぐテンス》！」

　火か炎えん槍そう。けれど仙天威は勢いそのままに跳ちよう躍やくし、捻ひねりを加えた宙返りでそれを回かい避ひした。砧川に二撃げき目めを撃うつ余裕はない。今までに負った傷のせいか、動きも鈍にぶい。容易たやすく肉にく薄はくされる。

「同じ得え物もの同士、最後は仲良く解体し合いましょうよ！」

「……っ！」

　ああ、けれど。肉弾戦で砧川が勝てるわけがないのだ。彼女の包丁は、あくまで自傷をするためのもの。振り回しても、敵を倒す役には立たない──

　それを一番良く知っていたのは、当の砧川本人だった。

　だから、なのか。

　彼女はぼくが絶望を覚えるような行為をするしかなかった。

　仙天威が失笑を漏らすような行為をするしかなかった。

　怯おびえた子供のように。

　包丁を振り回すことすら放ほう棄きして。

　ただ、両腕で頭を抱えた。

「何をやっておるメイコ、それでどうなるっ!?　死ぬぞ、貴き様さま、戦わんか！　いや、替われ、早く儂わしに替われ！　小僧との約束なぞ知ったことか！」

「あはっ……あはははは！　何かしらそれは!?　無ぶ様ざまな猪ブタ！　やはり貴女のような猪ブタは人殺しになる資格もない、怯えて厩きゆう舎しやを逃にげ惑まどうだけの弱者！　さあ、さあさあ！　下等すぎるが故ゆえに遠えん慮りよなく、臭くさすぎるが故に慈じ悲ひなく、汚すぎるが故に手加減なく、皮を剝はぎ肉を削そぎ骨を断ち分解し細分し、殺した上で殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺殺殺殺殺殺殺してあげる悦よろこびすなわち屠と殺さつの始まり始まり！　解体されて素敵すてきなお肉になりなさいッ！」

　仙天威が砧川の周囲を銀光と共に跳び回った。腰に括くくりつけられていた仙天花の生なま首くびが、哂わらうように揺れていた。

　そして──鋸のこぎり包丁が、砧川の足首を断つ。手首を断つ。脛すねを断つ。膝ひざを断つ。太ふと股ももを、肘ひじを、二の腕を、腰を、腹を、下腹部を、乳房を、肩を、胸を、はみ出した腸を、零こぼれた肝かん臓ぞうを、脈打つ心臓を、首を、断って──

　解体、する。

「うは……くくく、あはははは！　完了！　完了！　解体完了！」

　それはまるで砧川が一いつ瞬しゆんで地面に沈んでいくようだった。ぼとぼとと砧川の肉片が落ち、その上にさらに肉片が積つもり、空中から湧わき出るように鮮せん血けつが舞まい、

　最後に、ぽとりと砧きぬた川がわの首が落ちて、転がった。

　そこだけは死守した、砧川の頭部が落ちて、転がった。




　ぼくは薄うすれる意い識しきの中、生なま首くびとなった砧川の目が一回だけ瞬まばたきをするのを見た。

　それに気付いた仙せん天てん威いが、笑しよう声せいをぴたりと止とめるのを見た。

　何かで読んだことがあったな、とぼくは場違いに記き憶おくを再生した。医者か何かの記き録ろく。断首された罪人に、意識ある限り瞬きをさせて、すぐ死ぬわけではないと確かめた実験──

　砧川の口が小さく動くのが、さらに見えた。

　ぼくには何も聞こえない。肺がないのだから声が出せるわけがない。それはただ、口と喉のどに残った僅わずかな空気を搾しぼり出した、囁ささやき──

　しかしそれだけでも、代償魔術は発動する。

　草太が最初に飛び出してきたとき。狼の眷族に喉笛を嚙み千切られながらも、砧川が囁き声で血の鞭を作り出したように。

「な……？」

　全すべてを悟った仙天威は絶句していた。

　今は、あのときとは違う。代だい償しようとして捧ささげるのは頭部以外の──あるいは、全て。

　砧川の首のすぐ前、積もりに積もった肉片が、ひどく眩まぶしい光を発し始めた。

　それはつまり、仙天威の足あし下もと。

　彼女は、引ひき攣つった頰ほおで、無む理り矢や理りに──笑った。

　最後まで、人として人じん外がいを嘲ちよう笑しようした。

「は、はは、はははははははははははっ……首だけになっても、魔ま術じゆつが使えさえすればいい、と……？　狂っている。我われ々われなどより遥はるかに異常に、貴女あなた達は狂っている──」

　その通りだ。狂っているほど身勝手で、狂っているほど愚おろかしい。砧川も、ぼくも。

　ただの人間を殺してまで。

　死体が、生きたいと願ねがうなんて。

　狂いすぎている。

　吐き気を催もよおす罪悪感があった。どうしようもなく間違えているという恐怖があった。ぼくたちという存在への矛む盾じゆんした憎悪があった。

　それら全てが、狂ったぼくたちが生き残るに必要な代償で罪ざい証しよう。

　だからぼくは受け入れた。そのまま心に刻み込んだ。

　今、砧川の生首に見えているのと同じように、意味もなく流れてくる涙を感じながら。

　そして、思う。

　さあ、やれよ、砧川。

　お前がそんなにもぼくと共に在ありたいと願ねがっているのなら、

　ぼくも一いつ緒しよに呪のろわれてやる。

　今だけは認めてやるさ。少なくともそう思えるほどには、ぼくはお前を──

　お前と、一緒に──




　爆ばく発はつ的てきな光が溢あふれ。

　ついに閉じかけるぼくの瞼まぶたの向こうで、

「──化け物め」

　吐き捨てられる、声。

　砧川の口が動き、それに返答したのが見えた気がした。

　錯さつ覚かくだったのかもしれない。どうあれ、やはり声は出ていなかった。

　哀かなしい表情で動く口元からその言葉を想像して、想像したような気になって、

　ぼくは意い識しきを失った。




　──ごめんなさい。




　　　　９




　幸運にも目覚めることができた。ぼくはまず胸元の携けい帯たい電話を摑つかむ。

「……どんくらい死んでた？」

『五分弱である』

　ブルマ少女はこんなときでも平静に答えた。いや、僅わずかに頰ほおを緩ゆるめてほっとしたように見えたが──こいつにそんな人間らしい感情があるわけはない。気のせいだ。

「……わりと短かったな」

『生命維持に必要な基幹部分の治ち癒ゆを最さい優ゆう先せんした。暫ざん定てい死しの状態から意い識しきを回復することが先決と判断。故ゆえに脚部は現在修復中』

　どうりで下半身がまだ最低に痛いわけだ。ちらりと身体からだを見下ろし、それを確かく認にん。

「まぁ、それはそれでいい……これって千ち切ぎれた足をくっつけたほうが早く治るのか」

『肯定する。部位の再生と比較すれば再接合は簡かん易い。代替魔術師ポステリオルマギスの身体は同時存在しないため、こちらの再生に従って切断された足のほうが消失している──故に常に接合できる』

　それは思いつきで聞いてみただけだった。ぼくが顔を上げたのは足を探すためではなく、周囲の状況を確認するため。

　先生は最後に見た姿勢のままで倒れていた。目は辛かろうじて半開きにされている状態で、口からは多量の血が零こぼれている。まだ生きていると言うべきか──まだ死んでいないと言うべきか。何か釈然としないものがぼくの胸中にはあり、それを確たしかめるために先生と話をしたいと思った──最後の、話を。時間はどれだけ残されているのか。

　草そう太たは先生の傍そばに膝ひざをつき、彼女の顔を覗のぞき込むようにしてその頰ほおをただ撫なでていた。ぼくが今まで見たことのない顔で、先生の上に透明な雫しずくを落としながら。

　そして中庭には、今までなかった直径数メートルほどの大きな窪くぼ地ちが生まれている。

　仙せん天てん威いの姿はどこにもなく、焼やけ焦こげた包丁だけがその底に落ちていた。

　それを為なした砧きぬた川がわは死んでいる。窪地の横で、完全無欠に死んでいる。しかし首を基点にゆっくりと再生が始まっていた。今あるのは肩と胸の上半分。魔ま女じよ服ふくはいつ再生するのだろう。早く着てくれないと困る状況だ……前にもこんなことを思った気がするが。

　その頭の上で斜めになり、アヴェイラーズは何かをぶつぶつ呟つぶやいていた。

「……周囲にないとは思えん。だが範はん囲い外がいか……？　よしんば範囲内だったとしても、辿たどり着つくより先にあの代替魔術師ポステリオルマギスが死ぬじゃろう。気にすることはない、はずじゃが……」

　何を語っているのか。理解できない──理解できないということは、ぼくの知らない情報だということだ。あいつらが隠している、何かの。

　帽子の目がぎょろりとぼくを向き、呟きが止まる。

「ふん、起きたか小僧。あのまま寝ておれば楽になったものを……なに、お前の根源闇滓ルート・アンシイは儂わしらが有効活用してやる」

『断固拒否する』

　憮ぶ然ぜんとした顔が表示されていた携けい帯たいから手を離はなし、ぼくは腕を使って身を起こす。

「砧川は……無事、そうだな」

「この状況のどこが無事じゃ戯たわけ。暇ひまなら手を貸せ……と言っても無む駄だか。使ったものも使わなかったものも、メイコの部品は吹っ飛んでしまっておるからな」

「……残ってたら腕だの内ない臓ぞうだのくっつけさせるつもりだったのかよ。トラウマになりそうなお医者さんゴッコだ、遠えん慮りよしたいね──それで、何が範囲外だって？」

　できるだけなんでもない調ちよう子しで攻こう撃げきを試みる。さっきの独り言はぼくが死んでいると油断したアヴェイラーズの隙すきだ。危険かもしれないが、この機き会かいを逃すのは勿もつ体たい無なさすぎる。

「む……何の話じゃ」

「さっきぶつぶつ言ってたろうが。あっちの──先生のほう見ながら」

　帽子は目を細め、小さく舌打ちをした。その視し線せんを受け止めていると、胸元で音が鳴る。

『魔女ウイツチの導き手ナビゲータが画面を見ることのできる位置へ。会話を希望する』

　ブルマ少女はやはり無表情で、何を考えているかは読めない。とりあえずぼくは腕を使って砧川の頭の横へ移動し、携帯を軽く持ち上げてアヴェイラーズにも画面が見えるようにした。

「何じゃ」

『汝なんじの憂ゆう慮りよは理解する。が、今は背に腹を替えることのできない状況であると我われは判断。直ただちに我々がヴァンパイアの根源闇滓ルート・アンシイを奪だつ取しゆすれば問題は解決するが──』

「順番はメイコであろうが！　死んでおるから少し待て！　貴き様さま、抜け駆けは許さぬぞ！」

『その気はない。だからこそ、この代替魔術師ポステリオルマギスに伝達し注意を促うながすべきではと提案したまで』

　むむむ、とアヴェイラーズが呻うめく。

「……お前ら。何の話してるんだ？」

　エベネゼルの無感動な目が瞬まばたきをする。ちらりと紫の瞳ひとみが魔ま女じよ帽ぼう子しに向けられ、その返答がやはり呻き声であるのを確かく認にん。それから言った。

『我々導き手ナビゲータの《器うつわ》について。我々は、宿った器が破壊されただけで死ぬとは限らない』

　ぼくは眉まゆを顰ひそめた。重要だ。利用することがあるのかどうかはわからないが、その情報は、ただ重要だ。

「どういうことだ」

「ええい、こやつらに教える必要のあることだとは思えんがな」

『基本的には同意するが、今は場合が場合である』

「ち──ああ、もうよい！　確たしかに背に腹は替えられん！　小僧。キュリーマーがまだ死んでおらん可能性がある。そして生きておればまた何か策を練るじゃろう。気をつけろ」

「気をつけろったって……あいつは包丁でバラバラにされただろ」

「それで安心するなという話じゃ！　よいか、儂わしらはな、今まで利用していた宿主たる物品が破壊された瞬間、近くにそれと似た物品がある場合に限り、意識をそちらに移し替えることができる」

「なに……？」

　ぼくは胸元で揺れる携けい帯たいに視し線せんを落とした。

『類似性は曖あい昧まい。そもそも類似品にのみ転移できるのは、我ら導き手ナビゲータの意い識しき体たいが何かに宿やどって現出した時点で、その物品が自存在だと一時的に固定され──』

　何やら難むずかしいことを言い始めた。その後の文を読んでニュアンスで理解すれば……まず導き手ナビゲータはこの世界に現れて何かに取とり憑ついたとき、その精神が「この物体は自分の身体からだだ」と認識できるように適応する。そして一度そうしてしまえば、もう自在に動くわけにはいかない。たとえば帽子が本に移動するのは、人の意識が突然に魚の身体に入るようなもの。あまりに違いすぎる身体に意識が適応できず、気が狂う──つまり自じ我がを保てず消滅する。だが人の意識が別の人間の身体に移動するなら適応できるかもしれない、ということだ。それでもやはりそれは自分ではない身体、意識を保てる保証はない。だから今までの身体を失った場合の緊きん急きゆう避ひ難なんとしてしか行えないことだ、と。

　ぼくはドゥオーフ、あのサンバイザーを破は壊かいしたときのことを思い出す。『魔女ウイツチさえいなければ』とか最後に言っていただろうか。あれはもしや……同じ被かぶり物ものとして、帽子なら移動できるかもしれないと考えていたのか？　でもアヴェイラーズが先にいたので無理だった、と……エベネゼルに確かく認にんを取ってみると、おそらくそうだろう、という答え。導き手ナビゲータが先に入っているものには移れないし、そもそも形状が違えば違うほど移動は難むずかしくなる。アヴェイラーズ抜きのただの帽子があったとしても、実際に移れたかどうかは疑問、と補足説明を受けた。

「んで……キュリーマーも別のぬいぐるみに移動してるかもしれない、ってわけか」

「そうじゃ。やったことがないのでな、儂わしも具体的な範はん囲いはわからん。この学校が範囲に入っておれば、あるいは」

　それで範囲内とか範囲外とか呟つぶやいてたわけか。やれやれ、本当に有意義な情報だ。やはり、ぼくにはまだまだ知らない情報が多すぎる。選せん択たく肢しを知っていたとしても、下へ手たに動くのは危険すぎる。それを再さい確かく認にんできただけでも有意義だ。

「でも、移動したとして、何ができる？　先生は、もう……」

「む──それは、わからん。じゃから一応気をつけろという話じゃ。何かあってからでは遅い」

　無言の携けい帯たい画面を経由してから、ぼくは先生のほうに視し線せんを向けた。有意義な情報が得られたのはいいが、それほど先生に時間が残されているとは思えない。

「とにかく、動くぬいぐるみが走ってきたりしたら迷わずぶっ飛ばせばいいわけだろ。わかった……それはそれとして、ぼくはまだ先生に用事がある。話せるのかどうかわからないが、少し行ってくるぞ。お前は砧きぬた川がわを早く再生してやってくれ」

「抜け駆けするでないぞ」

　釘くぎを刺す声を聞きながら、ぼくはまた腕を使って先生と草そう太たのもとへと近付いた。状況はさっきと変わっていない。先生の頰ほおを撫なでていた草太が、ぐしゃぐしゃの顔でぼくを見た。

「血を、吐くのが……止まらない、んだよ……澪れい……」

「……そうか」

　仙せん天てん威いの包丁は確たしかに先生の心しん臓ぞうに届いていた。左半身の大きな傷跡はただ赤く在あり続け、それ以外の意味を失っている。先生の虚うつろな目がゆっくり瞬まばたきをした。見えているのだろうか。

「何しに……来たんだ。まだ、まだだぜ……先生は、まだ……」

「もう、ぼくは、戦わない。戦う必要も、ない」

「っ……」

　言葉を態度で示すように、ぼくは顕化アピアランスを解いた。

「話ができればと思って来た。先生に聞きたいことができた」

「話？　話だって？　そんなの……俺おれが、してぇよ。何を聞こうってんだ……ああ、くそ、なんでこんなことに……」

「……それだよ。『なんでこんなことになったのか』の答え。ぼくの勝手な想像なのかもしれないが、ひょっとしたら、先生は」

「……か、は。こふッ！」

　そのとき、先生の喉のどが大きく動いた。もう一度、今度は僅わずかに長く、目が閉じられた。それは──次に目を開くための、意い識しき的てきな準備。

「宵よい本もと、くん……あ、だ、め、ですよ──」

「──っ!?」

　二つのことに驚おどろいた。先生が視し線せんと言葉を取り戻したこと。そして。

　ぼくへ向けられた、困ったような微笑と、僅かに首が左右に震ふるえる動きが。

　ぼくの想像の正しさを、証明したこと。

　まさか。いや、やっぱり。先生は。先生は初めから全て計算ずくで──

「先生っ！　俺おれだよ、わかるか、俺だよ！」

「そ……た、くん……うん、わかり、ますよ」

　そのとき、先生の声に驚いたのはぼくだけではなかった。草そう太たと、そして。

「なんと！　なんとなんとなんと、まだ意識を保っておるのかねコバト!?」

　草太のポケットの中から、キュリーマーの声が聞こえた。

　やっぱりいやがった……！　しかし、なんでそこから!?

　その疑問の解は、草太が慌てて引っ張り出した携けい帯たい電話で示される。そのストラップについていた小さなカエルのぬいぐるみが、困った困ったというように自分の頭を撫なでていた。

「いやはや。コバトの口くち癖ぐせではないが、これは嬉うれしい誤算だ。弱点たる心しん臓ぞうが破は壊かいされて、もうかなり諦あきらめていたところだったのでね！　ヌハハハハ！」

「キュリーマー辺へん境きよう伯はく！　貴き様さま、やはり移動しておったか！」

　こちらの様よう子すに気付いたアヴェイラーズが、砧きぬた川がわの頭で叫んだ。

「こら小僧、何をしておる!?　この状況で出てきたということは……何が狙ねらいかは知らんが、その死し姦かん貴族は何かをやろうとしておるのだ！　とりあえず殺せ、また移動しようが構わん、殺してその何がしかを阻止しろ！」

「我わが輩はいは話をしたいだけなのだよ。少年達よ、そんなに焦あせらなくてもよいではないか？」

　キュリーマーが笑いを止とめて首を垂らし、死に瀕ひんした先生の顔を覗のぞき込む。

「コバト、コバトよ。いいことを教えよう、聞きたまえ。聞こえるとわかったからこそ出てきたのだからな」

「……？」

「君があのとき抱いていた《血と夜への親近と、生への渇かつ望ぼう》──理解はするよ。君は不幸な生まれが故ゆえに、反社会を謳おう歌かする夜の中で育った。だから君は本質的に夜の住人だった……昼の住人たろうと克こつ己きしても、結局は許されざるクスリの摂せつ取しゆを止められなかったほどにな」

「殺せ！　小僧！　そこの人間の小僧でもよい！」

　ぼくの中には不理解だけがあった。現れたらぶっ飛ばすと決めていたが、会話の内容があまりに無意味すぎて疑問が先に立つ。なんだ？　奴やつは何を言おうとしている？　何をやろうとしている？　そして先生が授業中に食べていたビタミン剤は本当にビタミン剤だったのか？

　アヴェイラーズの叫びと同じく、胸元の携けい帯たいが大きく着信音を鳴らした。ちらりと見ると、

『殺　がい　を　要求す　　　る！』

　本当に珍しい。エベネゼルも焦あせっていた。珍しく瞳ひとみは全開にされ、文字はちぐはぐな位置に散っている。が、すぐにその目は薄うすく閉じられた。何かを熟じゆつ考こうしているかのように。

『──背に腹は替えられない。先刻よりもさらにその言葉を使うべきかと思考中』

「何を言ってる？」

「ぬっ……嫌いやな予感がするぞ。翼人ラニアンシエとやらの導き手ナビゲータよ、貴き様さま、まさかあれまで伝えようとしておるのではなかろうな！　それこそ伝える必要のないことじゃ、言うな！　とにかく小僧がその変態吸血鬼を殺せばよいのだ、さあやれ、童貞小僧らしく早そう漏ろう殺害を果たせ小僧！」

　ブルマ少女と目が合う。わからないことだらけだ。だが、ただ一つ。先刻といい今といい、こいつが魔ま女じよ帽ぼう子しとは違うスタンスでぼくへ接しようとしているということはわかる──

『再度の殺害要求。汝なんじを動かすために理由を説明する。ヴァンパイアの導き手ナビゲータは、現在』

　ぼくの目が文字を追う間にも、キュリーマーの声は続く。

「そして血だ。君は血に近しかった。長く強く激しく希求していたが故に近しかった。君は、子が作れることを意味するあの血液をただの一度も流すことのできない女性だった。そう生まれついたからこそ、なぜそう生まれついたのかと悩み──血を求め続けた。あのとき、君が死んだときも、君は血を求めていたな？　自分にそれがあったら、愛する男の子を授かることもできたのに、と求めていたな？」

「そう、です、ね……それが、私、です」

「いいことを教える、とはそれについてだ。なんというか……この状況下では、じたばたしても始まらんからな。最後に君に真実を教えよう。騙だましたまま消えるのは、我わが輩はい、紳士として心苦しい……よいかね？」

　そしてぼくは携帯の画面に見る。エベネゼルが告白した重大すぎる情報を。アヴェイラーズが必死にキュリーマーの行動を止めようとしていた理由を。

『現在、代替魔術師へ貸与した根源闇滓を回収しようとしている。励起節エキサイテンシヨンの途中での強制回収には、貸与時に楔として使用した象徴要素を無価値にする必要がある。今現在それが進行中。直ただちに阻止せねば、ヴァンパイアの根源闇滓ルート・アンシイは導き手ナビゲータと共に虚こ空くうへと離り脱だつする！』

「なっ……んだとっ!?」

　ほらみろ。やっぱりぼくたちを代替魔術師ポステリオルマギスでなくす手はあった──と予想の正しさを嚙かみ締しめたのは一いつ瞬しゆん。ならば、それこそ本当にキュリーマーの行動を止めなくては！

　しかし、エベネゼルの文章を読み終えるまでにかかった数秒が致命的。

　ぼくが何かをするよりも早く、ぬいぐるみの口がにんまりと歪ゆがみ──

「残念ながら君が血を求めたその理由は間違っている。無駄で、無意味で、錯覚なのだよ。なぜなら君が愛したそこの少年は君と子供を作ることなどどうでもよかったからだ。君を愛し家庭を作ろうなどとは思っていなかったからだ。ただ──君の身体からだだけが目当てだったのだよ？」

「なっ……何言ってんだお前ッ！」

　草そう太たが激げき怒どで顔色を変え、キュリーマーの身体を強く摑つかんだ。だが人じん外がいはケタケタと笑う。

「我わが輩はいは聞いたぞ、グハハハハ!?　教えてくれたではないかね、子供ができないなら避ひ妊にんを考える必要がなくて楽だと！　思うまま彼女の穴の奥にぶちまけられて最高だと！　だから毎晩抱いてやっているのだと！」

「言ってねぇ、言ってねえよ！　噓うそをつくな！　ふざけんな、お前、本当に、ぶっ殺すぞ！」

「ああコバト……我輩、同情を禁じえないよ。可哀想かわいそうに」

「違う、違う、違うッ！　俺おれは、んなの、絶対違うッ！」

　言葉が止まる、僅わずかな時間。

　血と夜の親近とやらで先生は代替魔術師ポステリオルマギスになった。血の近しさとは子供が産めないが故ゆえの願がん望ぼう。だからその願望が実は無意味だったということであれば──根源闇滓ルート・アンシイを回収できる、と？

　どうなるのか。これで、こんな簡かん単たんなことで先生の根源闇滓ルート・アンシイは回収されてしまうのか。

　ぼくは動き出しが遅れたことを後悔しながら、ただ事態を傍ぼう観かんするしかない。

　キュリーマー辺へん境きよう伯はくは哀れむように、しかしどこか面おも白しろそうに先生を見ていた。草太はぬいぐるみを握にぎり締しめ、歯を食いしばり、充血した目を見開き──自分の存在全すべてを賭かけているような真剣さで、ただ怒っていた。傍はたから見ているぼくにもそれがわかった。

　だから──彼女にそれがわからないはずが、なかったのだ。

　先生は、怒りに燃もえる草太の目を見て。彼がそれを見返したのを確かく認にんして。

　まるで、生徒の頑張りを見守る先生のように、微笑ほほえんだ。




「──やっちゃいなさい、草太くん」




　キュリーマーの身体がストラップから引ひき千ち切ぎられた。そして地面に投げつけられる。次の瞬しゆん間かんにはもう、草太がポケットから抜き出したナイフで、その綿と布はバラバラにされていた。

　喧やかましい声が聞こえなくなり、そして満ちたのはどこか拍子抜け感が漂う墓場の静寂。それを破ったのはアヴェイラーズだった。

「ま、この状況下では単純な噓でもついてみるしか手はなかろうな。くだらぬ。無む駄だな悪わる足あ搔がきなのはわかっておったが、わざわざ危ない橋を渡ることもあるまい。小僧、やるならさっさとやらんか。愚おろか者ものめ」

「詳しく教えてくれてたらすぐにでもやったさ」

「……お前に知らせる意味のあることではないというのは事実。お前達は余計なことを考えず儂わしらに従っておればよい──ふん、その導き手ナビゲータはどうにもサービス精神が旺おう盛せいのようじゃな」

『目的のためにそうするより他ほかなかっただけと発言』

　見下ろした携けい帯たいにはそんな文字があったが、すぐに消えた。独り言だったのかもしれない。

「そういやあいつ、また別のぬいぐるみに移ったんじゃないのか。学校の中にまだあるだろ、被ひ服ふく部ぶの部室とかで見た覚えがあるぞ」

「さてな、もう諦あきらめて死んでおってもおかしくはないが。移動したとしても放っておけ、もう何もできまい。その代替魔術師ポステリオルマギスも、もうすぐ死ぬ」

　アヴェイラーズは砧きぬた川がわの再生に集中し始めた。そう──二つの重大情報をゲットしたが、そのことについて考えるのは後回しにしよう。時間がない。ぼくは先生達のほうに顔を戻す。

　草そう太たは再び顔を歪ゆがめ、先生に覆おおいかぶさっていた。その背中から、声。

「……澪れい。さっきの、何だったんだ」

「さっきのって何だ。いろいろありすぎてわからん」

「どうしてこんなことに、の話だよ。どういう意味だ」

「だめ、ですよ……宵よい本もと、くん」

　瀕ひん死しの先生が、再び口を開いた。顔立ちは違う男のものなのに、こちらへ向けられる視し線せんは教室を眺めるいつもの目と同じに優やさしい。

「教えて、くれ……なぁ。こんなの、納得できねぇよ。なんか、納得できる意味、あんのかよ」

　言わないで、と先生の瞳ひとみが優しく語っている。それこそが、ぼくの予想を裏付ける確かく信しん。

　ぼくは息を吐いた。どちらの願ねがいを聞くのが正しいか。

　わからない。が──ぼくも、草太と同じで、知りたいのだ。先生がそうした理由を。

　だから、ぼくは、問題児らしく。

　先生の言うことを、聞かない。

　残酷に。




　ここにあるのは、先生一人ひとりが作り出した、結末だ。

　誰だれにも気付かれないように。

　演技を必死に隠し。

　たった一人で──草太を含めないたった一人で、

　先生はここに辿たどり着ついた。

　ぼくがそれに気付いてしまうこと以外は、全て、望み通りに。

　つまり、端的に言ってしまえば。




「先生は──自殺したんだ」




　困った生徒を見る目で、先生は諦あきらめの息を吐いた。







エピローグ







「なん……だって？　馬ば鹿か言うな、先生がこうなってるのは、あの双ふた子ごのせいだろ!?」

「それが狙ねらいだ。初めから、先生は双子に殺されるつもりで動いていた──もっと詳しく言えば、切華を攫うことで悪役になり、自分が双子に殺され、さらにその双子をぼくたちが殺すという流れを作りたかった──そうだろ？」

　先生はぼくの目を見返し、困ったように微笑しているだけだ。草そう太たは首を横に振る。

「わかんねぇ……なんでだ？　なんで、そんなこと……」

「わからないのか？　それは──」

　ぼくは肩の力を抜き、僅わずかに肩を落とした。これも、残酷な言葉なのだろう。

「お前のためだ。草太」

「俺おれの、ため……？」

「勝手な想像をする。先生、間違ってたら突っ込んでくれ……まず死を選えらぶと決意する。それ自体は簡かん単たんだ。不死身の代替魔術師ポステリオルマギスでも、ヴァンパイアには弱点がある──自分で心しん臓ぞうに杭くいでもなんでも刺せばいい。でもそんなことをしたら、残ったお前がどうなるかわからない」

　具体例は出さなかった。本人の前で言えるわけはない……先生が勝手に死んだら、お前は絶望するだろうとか。後追い自殺をするかもしれないとか。

「……だからそこには自分の死と同時に達成しなくてはならない目的が発生した。それが、お前を正常な状態で人間の世界に戻すことだ。そのためにこの流れが必要だった」

　正常な状態で、とは──きっと、このようなことだろう。

　自分の後追いなどさせず、かつ、誰だれも憎ませないようにする。だからこうなった。

　切せつ華かを攫さらい、草そう太たも後ろめたさを覚えるほどの悪役になれば、少なくとも後追い自殺を防ぐほどには幻滅させられるかもしれないと。双ふた子ごに殺され、その双子をぼくたちが殺し返せば、少なくとも草太がぼくたちを仇かたきとして恨むことはなくなるかもしれないと。

「そんな、信じられねぇ、先生、噓うそだと言って……」

「ふぅ……誤算です、ね。どうして……ばれちゃったんでしょう、か」

　先生の降参の呟つぶやきに、草太が愕がく然ぜんと動きを止める。その間に、ぼくは先生の目を見つめて静かに言った。答え合わせの時間。

「最初は些さ細さいな引っ掛かりだ。戦ってるときとかあの棺かん桶おけが女になったとき、先生の暗い顔にあったのは──隠しきれない自己嫌悪だった。そこからぼくは妄想的にその可能性を想像した。んで、それがもしも正しかったら、という仮定で今までの事象を逆算して考えると──不ふ思し議ぎに、全部の疑問に一応の答えを用意することができた」

「疑問、ですか……」

「一番の疑問はこのゲームの無意味さだ。でも逆から考えてみれば簡かん単たんすぎる。切華を攫ったのはぼくらを逃げられない状態にするためだし、勿もち論ろん双子がいなけりゃ話にならないからあっちにも手紙を出した。それから──最初にあった無意味な順路は、ぼくたちを分けて時間差を作るためか？　『双子が先生を殺した後に、ぼくたちが双子を殺す』流れのためには、ぼくたちと双子が同時に先生と戦うわけにはいかない」

「ふふ……そう、です、ね。普通なら、二手に別れて進んでくれるはずと思ってましたが……忘れて、ました。宵よい本もとくんが、人の言うことを聞かない問題児だってこと」

「……それは忘れてたほうが悪い」

「まぁ……とにかく、正解です。順路は二手に分かれさせる一応のきっかけになれば、よかったんです。宵本くんたちが顕化アピアランスした闇滓アンシイを感知して、私が逆の双子さんがいるほうに移動すればいいですし」

　防火扉で区切っても西棟と東棟の移動は制限されない。そう、その無意味さもあった。そもそもぼくも先生も、そんなこと気にせず飛んで移動できる……いや、とすると。双子と先生が戦っている最中に、ぼくたちが逆の棟、つまりその戦場に到達してしまうということもありえたはずだが。その危険性は考えていなかったのだろうか。

「もう一つ、宵よい本もとくんたちだけを足止めする手を、打ってたんですよ。『これだけ同時に眷族ミデイアンズを出して操あやつってると、簡かん単たんな指令を出すので精一杯』、とか言っちゃったと思いますが……ええ、指令、出してました」

「それは？」

「本当に簡単です。宵本くんたちには本気で攻撃し、双子に対しては手加減する、と」

　ぼくは校舎での戦せん闘とう風景を思い出す。双ふた子ごの動きは速かった。まるで双子を相手にしているときだけ眷族の動きが鈍くなっているように。仙天花はぼくへの攻撃に割り込んだため、今までとは比較にならない速度に対応できずに死んだ。

　しかしその策略があろうとも、結局はぼくたちだけが辿たどり着ついてしまった。先生はぼくたちと戦わざるを得なくなった。双ふた子ご達とはわざと手加減して死ぬつもりだったのだろうが、ぼくたち相手では事情が違う──殺されるのは草そう太たにぼくたちを恨ませるのと同義だからだ。だから迷いながら戦っていたのだろうと思う。それが、最後に──先生が仙せん天てん威いの奇き襲しゆうを受ける寸前に見た、哀かなしい顔の意味のはずだ。

　ああ──答え合わせが進むにつれ、わかっていく。先生が何をやっていたのか。無む論ろんそれは無数の複雑な欺ぎ瞞まんだが、根源的にはたった一つの単純な行為をしていたと言い換えられる。

　どうしても果たさなくてはならない目的のために。

　それ以外の全すべてを打ち捨て、倫りん理りも正義も何もかも無視して。

　ただ強く決意し、遂すい行こうしただけ。

　それはある意味、ぼくたちと同じだ。

　ぼくと共に在あるために、砧きぬた川がわが狂った身勝手さで人間を殺したのと同じように──

　草太を人間の世界に戻すために、先生も狂った身勝手さで切せつ華かを攫さらい、餌えさとして利用し、ぼくたちに双子を殺させた。

　同じ決意があって。同じ身勝手さがあって。ただ願ねがったことがぼくたちと違った先生は。

　今も、微笑している。

　あるいはその願いを無意味にするのかもしれない、ぼくの残酷な暴ばく露ろを聞きながらも。

「なんっ、で……なんで、死ぬ、なんて、こと……っ！　なんでだよぉっ！」

　草太が再び動きを取り戻し、先生に縋すがりついた。

「それはぼくも知りたい。だから話した──なんで、死のうと決意したんだ？」

　折せつ角かく、選せん択たく肢しを伝えたのに。草太から聞いたんだろう？

　補足の言葉は視し線せんに込める。草太の頭を撫なでていた先生が、ふ、と息を吐いた。返ってきた視線にも、口には出せない、ぼくだけに伝わる意味が隠されているように思えた。

「理由は、三つ、です」

　三つ。三つの選択肢。それぞれの理由、か。

「まず、私の反動は、貪どん欲よくに血を欲するようになるという反動は、とても汚くて、異常で……嫌いやでした。ふふ、このあいだ見せてしまったこと、謝あやまりたかったんです……ごめんなさい」

　脳内翻ほん訳やくで補完する。

　ひどい反動がある。導き手ナビゲータに抵抗して闘たたかわずいる、という選せん択たくはできない。

「で……二つ目。やっぱり、宵よい本もとくんと、砧きぬた川がわさんは、私の、生徒で──殺してしまうことにならなくて、まぁ、よかったかな、と、思ってます。私は悪人ですけど、最近は、真ま面じ目めになろうと、頑張ってたんですから」

　補完。言われるままに戦う、という選択はできない。教え子を殺したくはなかった。

「こうなった当初は、戦うのも、仕方ないかな、と思っていたんですけどね……」

　なぜその考えを変えたのか。生き残るために誰だれとでも戦うという決意を翻ひるがえしたのか。

　答えは──決まっている。

　ぼくだ。ぼくが草太を介して伝えた選択肢だ。

　言われるままに戦えば身体からだを乗っ取られてしまうかもしれない、という結末に絶望したから──そこでぼくたちを殺して生き続けても無意味だと思ったのか。

「それで……最後、一番大きな理由は」

　先生は草そう太たの頭を撫なでていた左手を僅わずかに浮かせた。黒手袋に包まれたその手へ、そして奇怪な棺かん桶おけ少女が変じた右腕へ、曖あい昧まいな視し線せんをゆっくりと走らせる。

「……私、この身体、大嫌いなんです」

　だから、導き手ナビゲータを殺すという選択肢は絶対に選えらべないと、決めた。

　ああ。つまり、結局──そういうことなのか。

　愕がく然ぜんと悟った。絶望的に理解した。

　先生がこの結末を求めたのは──

　四つ目の選択肢を選んだからなのだ。

「変な、棺桶の腕で。しかも、それは女の子で……そもそも男の身体に、なっちゃって。こんな姿じゃ、好きな人を抱だき締しめるのも、躊ちゆう躇ちよしてしまいます。実を言えば私、顕化アピアランスするたびに、吐き気がしていました。気持ち、悪くて。だから──」

「ああ、あああっ……でも……先生は、先生、だよ。俺おれは、いて、いてくれさえすれば、気持ち悪くなんか、ない、からっ……！　いてくれよ、まだ、いてくれよっ！　俺は、いいのにっ！　なんで、死のうとするんだよ！」

「でも、でもね、草太くん？　私はやっぱり、もう死んでる人間だから。こんな姿に変わりながらでいいから生き延びたい、というのは不自然で──醜しゆう悪あくなことだと、思うんです。私一人ひとりなら、それもよかったのかもしれない。でも、草太くんは、普通の人間で、生きてます。まだ、本当に、生きてます。だから──昼間の世界に、戻ってほしい。お願ねがいだから」

「先生、だって、生きてるっ……！」

　草太が呟つぶやいた震ふるえ声ごえに、先生は軽く首を横に動かした。

「でも──死んでるんです。あのときから、ずっと」

「あのとき？」

　ぼくがふと聞き返すと、先生は曖あい昧まいに頰ほおを緩ゆるめた。

「薬の飲みすぎは、身体からだに毒だ、ということですよ……」

　先生はそれ以上言葉を続けず、草そう太たも俯うつむいたまま何も言わなかった。

　草太はその場にいたのか、いなかったのか。事故だったのか──自殺だったのか。

　ぼくには、何も、わからなかった。

　喉のどが引ひき攣つれる音。草太はついに泣きじゃくり始めた。

「こら……男の子が、泣いてちゃ、だめ、です……」

「嫌いやだ、嫌だ、俺おれは、こんなの、嫌だっ。あああっ！」

「……だめ、ですっ、て……ふふ」

　ふと、先生が困ったように眉まゆを寄せて苦笑した。

「やだなぁ、最後はやっぱり、お母かあさんみたいになっちゃいました……」

　先生は震ふるえる手を持ち上げ、そっと、液体を氾はん濫らんさせる草太の頰に触れる。

「二度目の、ビンタ、ですよ。ほんとう、怒ってるん、ですから……しっかり、しないと」

　それは決してビンタと呼べる力が込められたものではなかった。二度目というのも、ぼくにはわからない。けれど、草太にとってその言葉はひどく意味のあることだったのだろう。

　草太は声にならない嗚お咽えつを漏らし続ける。その耳元で彼女は囁ささやいた。

「ねぇ、草太くん。草太くんは人間ですけど、ひょっとしたら、代替魔術師ポステリオルマギスと同じなのかもしれません。今まで、人じん外がいの場所にいて。死んだようになってて。でも、私のいのちで、草太くんは生き返るんです。そう考えたら……同じ、でしょう？」

「うあ、あ……」

「無む駄だにしちゃ、駄だ目めですよ」

　その頭の横から、先生はぼくに目を向けた。焦点がひどく虚うつろになり始めた、目を。

「……宵よい本もとくんは、最後まで、問題児でしたね」

「先生の目的を喋しやべったことは、謝あやまらない」

「ふふ。今になって、なんとなく、わかりましたよ……ありがとうございます、と言っておくべきなのかもしれませんけど……ね」

　意味深に、先生は片目を細めた。感かん謝しやなど間違っている。ぼくが先生の自殺を暴ばく露ろした理由は──先生が死を選えらんだわけを知りたいと身勝手に思っただけだ。

「でも……私のほうは、謝りたいことばかりです。切せつ華かさんのこと、すみませんでした。危害を加えるつもりは、なかったん、ですが……ごめんなさい」

　それについては許すわけにはいかない。しかしもはや罰する意味もなく、ぼくは無言を返す。

「それと……あの双ふた子ごさんにも、謝るべきなんでしょう。元々は私達が悪いのに、利用して、私の目的のために死んでもらおう、とか。それしか手がなかったとはいえ……これも、自じ己こ嫌けん悪お、しますね。草そう太たくんを正常に戻したいとか、宵よい本もとくんたちを殺したくないとか思っておきながら、結局はただの人間の死を許容する手を選えらんでる、なんて、最低で」

「……やりたくてやったわけじゃないだろ」

「悩んで、悩んでいるような気になって、それでも最終的にその手段を選んでしまったことが嫌いやなんですよ。まともに、普通になりたいって思っていても──表面上の演技はできていても、やっぱり私の根底には、どんな最低なことでもできた過去の汚い私がまだ残っているんです。おくすりも、結局止やめられなかったし……ああ、そう簡かん単たんに変われるものじゃ、なかった、みたいです……」

「それでも。一いつ生しよう懸けん命めい、普通になろうとしていた努力は残る。たとえばぼくが目を閉じて、先生の顔を思い浮かべるとしよう。そんとき見えるのは過去の悪い先生じゃなく、いつものほえほえした先生の顔に決まってる。表面上の演技だろうが何だろうが──意味はあったさ」

「……ふふ。本当、宵本くんは読めませんね。ひどかったり、優やさしかったり、あ、ぐ……っ」

　呼吸が乱れた。びくんと身体からだが痙けい攣れんする。顔を横に背そむけ、一ひと際きわ大きな血の塊かたまりを吐き出す。抱きついていた草太が身を起こし、引ひき攣つった声で何度も先生の名を呼んだ。

　荒い呼吸の中、先生は唇を歪ゆがめ、ふと思い出したように言う。

「あー……なんだか調ちよう子しが、悪くて、元の姿に、戻れないん、ですけど……」

　その前置きは、ぼくの胸元で揺れるエベネゼルに配はい慮りよした噓うそだろう。アヴェイラーズの言った通り諦あきらめたのか、それとも移動できる物品が周囲になかったのかは知らないが……その状態は、キュリーマーが既すでに消滅していることを意味している。が、そう判断できることを導き手ナビゲータに悟られてはならないと──この期ごに及んでまで、先生はぼくたちに気を使っているのだ。

　ぼくも、ありがとう、と言うべきかと思った。すまない、と謝あやまるべきかと思った。

　そうやって、ぼくが迷っている間に。

「草太くん……その……して、くれます？」

「……え？」

「ああ……よければ、で、ごほっ……いいんです、よ。今の私、男、ですものね。男同士が、嫌、なら──あっ」

　草太が先生の唇を塞ふさいだ。血の臭においがする、本当は先生のものではない、男の唇を──けれども慈いつくしむように、自分の唇で塞いだ。二人ふたりは目を閉じ、血と唾だ液えきを混じり合わせる。教師と生徒が、生者と死者が、男と男が、間違った口づけでお互いの間違いを感じ合った。

　しばらくして、先生の肩が苦笑するように揺れた。

　さらにしばらくして、草太の唇がゆっくりと離はなれた。

　そして先生は目を開けなかった。




　草そう太たが口を開いたのは、ぼくが漫然と見下ろしていた足にようやく指が生えたころだった。

「最初は……ただの、興きよう味み、だったんだ。ちょっかいをかけてみようと思ったの」

「……先生のことか」

「それ以外に誰だれがいるんだよ──いや、たくさんいたけどな。ちょっと前までは」

「そもそも、なんで先生が生徒と付き合うことをオッケーしたんだ？　まぁお前が押しまくったのだけは簡かん単たんに想像できるが」

　足は治った。座り込んでいる必要はなく、これからやるべきこともあったが、もう少しだけ草太と話をしていたいと思った。

「勿もち論ろん、押しまくったさ。拒否されてもしつこく誘い続けて、何週間か後にやっと折れてくれたわけだが。そんとき真ま面じ目めな顔で言ったんだ。『そんなに本気なら、私も真面目に考えます。でもこの先、二人ふたりきりのときはそういう演技をしないでくださいね。好きだったら素すで付き合うものでしょう』って……先生がだぞ？　教師って生物は俺おれらのことなんか真面目に見てない、て思ってたから、バレてたのに少し驚おどろいたな。で、後で聞いたところによると──どうやらそれが、俺と付き合ってもいいかな、と思った理由の一つだったらしい」

「どういうことだ？」

「先生は過去を隠して──止やめようとしても止められない悪い癖くせを必死に隠し続けて──普通の真面目な人間になろうと努力してた。俺のとは意味は違うけど、それもある意味演技してるってことだ。その同類の勘みたいなもんで、大分前から俺の演技がわかってて……気になってたらしいんだ。どうしてそんなことしてるのかとか、素はどんな表情なのか、とか」

「なるほどね……」

「あと、これは俺が勝手に思ってるだけだが……先生は『普通の女の子』をやり直したいみたいだった。その、俺達みたいな歳としのころは、荒れてたから。だから自分が教師ってことに目を塞ふさいででも普通の女子みたいに恋愛したいと思ったんだろうし──子供みたいにゲームで遊ぶのも好きだったんだと思う。そういうのも受け入れてくれた理由じゃないかな」

　何かを懐なつかしむような息を一つ吐いてから、草太は言葉を続ける。

「で、俺にとっちゃ珍しいことに、付き合ってるうちにどんどん惹ひかれていった。なんか他ほかの女達とは違って、新しん鮮せんで、一いつ緒しよにいて安心できたっつーか。ああ……そんとき限定で言えば、澪れいが言ってたのも合ってたんだろうな。俺、母親いないから、母性に惹かれてた、ていうの」

「でもお前、その逆、とか言ってただろ」

「まだ先があるんだよ。とにかくそんな感じで進んでいって──本気に、なったのかな。うん。じゃなきゃいきなりあんなことしないよな」

「自分のことだろうが。あんなことって？」

「何も言わずに、生で中に出してみた」

　ストレートにとんでもないことを言うな、こいつ。

「……で？」

「ビンタされたよ。それが一度目、な」

　肩が揺れる。寂しそうに。

「俺おれはただ、ずっと先生と一いつ緒しよにいたかったからそうしてみただけだけど……向こうはなんで俺が先生のことを好きか気付いてたんだろうな。不健全な、母性を感じるって理由で付き合ってたってこと。きっと見て見ぬふりして、我慢して付き合っててくれてたんだ。で、ビンタがきっかけになって、その後ボロボロ泣きながら教えてくれたよ。自分のこと全部。子供ができないこと。絶対に、母親にはなれないってこと。ついでに昔のことも。だから母性を求められても困る、とかそういう感じで」

「それで、お前はどうしたんだ」

「少しはショックだったけどな。何よりも、んなことを言わせた自分が最低だと思った……でもベッドの上で泣いてる先生を見てたら、俺はまだこの人が好きなんだって気付いた。大好きだった奴やつから、理由だった『母性』がすぽんと抜けたら、後に残るのは一つだろ。そっから、俺は『母性を感じる先生』じゃなくて『一人ひとりの女性』として……先生を、好きに、なって──」

　首が俯うつむく。ややあって、押し殺した声が聞こえてきた。

「そう……本当に、好き、だったんだ、ぞ。向こうも、それを受け入れた俺を、受け入れてくれて。だから、その後で、あんなことがあって、死んだって……見捨てられるか……」

「わかってるよ」

　ぼくはそうとしか言えなかった。

　草そう太たが先生と共に在ありたいと思っていたこと。先生が草太を正常に戻そうとしていたこと。

　それはどちらも正しく、けれど、決して両立しない正しさだった。

　その正しさがひどく哀かなしく、ぼくからそれ以上の言葉を奪う。間違っている、ぼくから。

「……澪れい。先生を……早く、元に戻してやってくれよ」

「そうだな。砧きぬた川がわの様よう子すを見てくる」

　ぼくは久しぶりに二本の足で立ち上がる。そのとき、背後の草太が思い出したように呟つぶやいた。

「なあ、お前さ……先生の隠してたこと、話したの」

「……ん？」

「それも、俺のためか。何も知らないままだったら、先生が狙ねらい通りに作った結末でもまだ足りない、俺が後追いかなんかするかもしれない、なんて思って。逆にバラすことで補強する必要がある、とか考えたんじゃねぇのか」

　ぼくは振り向かないまま、声もなく苦笑した。

「深読みと買かい被かぶりに呆あきれる。ぼくは自分勝手に知りたいことを聞いただけの最低男ですよ？」

　少しだけ、余計な理由を思い出せば。最後に残る思い出が噓うそだらけ、なんてあまりにも救われないだろうとか。もし黙だまっていて、いつか何かの拍子にバレたら本気で草太に殺されるだろうなとか。他ほかにも、草そう太たの深読みに掠かすってないでもない理由があったのかもしれないが──それは言う必要のないことだ。

「俺おれ、お前らと同じなんだとさ。先生のいのちで、生き返る」

「……そうだな。ぼくたちよりももっと正しく、お前は生き返る。ぼくたちは生き返れないが、死んでいない死人だったお前は、それができる。だから──普通に、戻れ。それはつまらない、くそったれなもんだが──」

　肩越しに言って、歩き出す。

「──誰だれかの命一人ひとり分くらいの価値はあるさ」

　返事は小さく、背後から。泣いているように、笑っているように、声は引ひき攣つっていた。

　そんな普通の台詞せりふ、お前らしくないな、と。

　ああ、ぼくもそう思うよ。




　砧きぬた川がわの傍そばへ戻るためには、数歩の移動を必要とする。その数歩が、とても遠かった。

　足に力が入らない。気を抜けば崩れ落ちてしまいそうな──虚脱感。それだけが胸中にある。

　草太の前では気を張っていたが、限界だった。

　ぼくは何を期待していたのだろう。ぼくの行為で、どんな素敵すてきな変革が起こると思っていたのだろう。選せん択たく肢しを伝えさえすれば何とかなる、ぼくと同じように悩んでくれて、だから敵対を止やめてくれる──それはひどい楽らつ観かん主義だ。

　先生は、ぼくが伝えた道のどれにも未来を見み出いだせなかった。

　彼女が望む、ただの人間と歩みたいという願ねがいは叶かなえられないものだと知った。

　ならば、せめて、周囲の人間に迷惑をかけまいと。閉へい塞そくした未来に巻き込むまいと。

　諦めて自分の終わりを甘受するという四つ目の選択肢を、決定した。

　先生が見せたその選択は、とても哀かなしく、そして正しい。

　双ふた子ごが店で言った通り、ぼくたちが人間のふりをして人間の近くで生きている以上、必ず人間はぼくたちに関かかわってくる。草太を殺すまいと努力する一方で双子を殺すような、ぼくたちの身勝手な取しゆ捨しや選択こそが間違っているのだろう。

　人間を巻き込みたくないと思うならば、いなくなるべきなのだ。ぼくたちは。

　それだけはどうしようもなく正しい。先生の立場をぼくに置き換えて考えれば、認めざるを得なかった。

　校舎の陰で寝かされているであろう切せつ華かを想像する。ああ、もしも、その目が二度と開かないという結果があったら？　先生が餌えさとしてやむなく攫さらったのではなく、他の悪意に満ちた代替魔術師ポステリオルマギスの手に落ちた場合だったら？

　その危険性に対抗する唯一の術すべこそが、四番目の選択。全肯定はできないにしろ、それは有用だと思った。人間を巻き込むことがなくなる。未来に悩まずに済む。誰だれかと殺し合う必要もない。自分ではない変な姿ともおさらばできる。死体が死体に戻る当たり前の正当性がある。

　ああ、そうだ。だからそれも──当然、考えておくべきことなのかもしれない。

　未来に選えらぶかもしれない、現実的な選せん択たく肢しの一つとして。

　その場合の問題点は決まっている。ヴァンパイアとは違い、ぼくには命を終える術すべがない。

　他ほかの誰だれかに根源闇滓ルート・アンシイを取ってもらうこと以外には。

　それは果たして可能なことなのか。知っておきたかった。ただ、知っておきたかった。

　そのための言葉を考えながら、ぼくは砧きぬた川がわの横に座った。全身は既すでに再生しているが、まだ目覚めてはいない。幸い魔ま女じよ服ふくも復活していたため、目のやり場に困るということはなかった。

　その目が開くのを、無言で待ち続ける。そして──数分後。

　ぼくは、その濡ぬれた瞳ひとみに向けて、問いを発した。

「もし、ぼくが──ぼくがお前に、殺してくれ、って頼たのんだらどうする？」







「宵本くんを、殺します」







　横たわったまま、砧川は軽く上半身を斜めに捻ひねった。白い指がついと伸び、ぼくの袖そでをそっと摘つまむ。表情は帽子の鍔つばで見えなかったが、ややあって微かすかに首が持ち上げられる。

　彼女は、泣きながら、微笑ほほえんでいた。

「宵本くんを殺してでも、止めます。絶対に」

「……意味が、わからない、ぞ」

　袖を摑つかむ指先は離はなれなかった。数日前と同じ、迷子まいごの子供のように、強く弱い手の力。

「もしも、本当にもしも、宵よい本もとくんがそんなことを言うのなら。きっと、わたしではない別の代替魔術師ポステリオルマギスに言うことになるでしょう。だから、止めます──なんとしても」

「ああ……お前が拒否するのは前提になってる、のか。そりゃ、そうだな……」

「そうですよ」

　ぼくを逃がさないとするかのように、その真しん摯しな視し線せんはぼくを捕らえて放さない。

「そんなこと、ありえるはずがありません。口にする必要もないほど当然の前提です。だから、口にしたくも、なくてっ……そんな、ことっ……！」

　眼鏡めがねと瞳の間に、新たな水が流れた。多く、長く。それは眦まなじりを滑すべり、眼鏡の蔓つるに触れ、消えるように地面に到達する。

「もしも、ですよ、ね？　それは、本当に、もしも、なんですよねっ……!?　宵本くん、ねぇ、だって、そんな、こと、いやです、わたしは、ぜったい、いやですから──っ！」

　微笑は既すでに消きえ失うせていた。顔はぐしゃぐしゃになり、言葉のリズムも狂う。袖そでを引く力は、今はもうただ強い。引き寄せられて、倒れてしまいそうなほどに。

　ぼくは。どうして、こんな残酷なことを聞いてしまったのだろう。

　後悔した。先生が示した選せん択たく肢しに引ひき摺ずられて、一番大事なことを忘れていた。

「……本当に、もしも、の話。単なる思いつきで聞いてみただけ、だ。悪かったよ」

「うっ、ううう、ああ……」

　泣なき止やまない。泣き止まなかったので──ぼくは、袖を摑つかんでいた砧きぬた川がわの手を外はずし。

　代わりに、その指先を中途半端に掌てのひらで握ってやった。
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「あ──」

「何度も千ち切ぎれてるのに……柔らかいもんだな」

　息を吐く。この四番目の道も、今は選えらべない。それをはっきりと、胸中に呼び起こした。

　理由は単純だ。馬ば鹿からしくなるほど単純だ。

「ぼくはまだ、ここにいたい……はは、暇ひま潰つぶしの人生だったのに、おかしいな。こういう、お前の指は柔らかいな、って今いま更さら気付くような、なんでもない新しん鮮せんさも──なんか、悪くないように、思える」

　ひとごろしの砧川と、ひとごろしのぼくが、視し線せんを合わせる。ぼくたちはどうしようもなく呪のろわれていて、けれど、そこに見える濡ぬれた瞳ひとみは──ただひたすらに、澄すんでいた。

　ぼくが握る砧きぬた川がわの指に、力が込められ。

　向こうからも握られるような……手を握り合うような、形に。

「いて、ください」

「いるよ」

　苦笑して、ぼくも。

　もう一度、その柔らかさを確たしかめた。




　草そう太たに聞くと、切せつ華かはやはり校舎の脇わきに寝かせているということだった。今のうちにベッドに戻せば上う手まい具合に夢だと思ってくれるかもしれない。先生は砧川に任せ、ぼくは一いつ旦たん切華を連れて家に帰ることにした。

　こちらで新しく足を生やしたので、千ち切ぎれたほうの足はなくなっている。けれども靴は転がっていた。それを履はいてゆっくりと歩き出す。ズボンの下半分も落ちていたが、くっつけるわけにもいかない。格好悪い半パン状態は我慢だ。

　今まで意い識しき的てきに無視していたが、つい先刻まで導き手ナビゲータは喧やかましかった。アヴェイラーズは良い心がけだとか今すぐやってやるとか喜色満面、エベネゼルは着信音を搔かき鳴ならしつつ不許可を連打。たとえ話、冗じよう談だんだと繰くり返したおかげで、今は胸元の携帯も静かになっているが。そう言えば、もし本気だと捉とらえられていたらエベネゼルが根源闇滓ルート・アンシイを引き上げようとする可能性もあったわけか……危ない橋を渡っていたのかもしれない。今後はいろいろ気をつけよう。

　静寂に満ちた中庭を数歩歩いたとき、背後から声が聞こえた。

「うっ……ああっ……」

　草太が泣いている。きっと、砧きぬた川がわが根源闇滓ルート・アンシイを取って先生を元の姿に戻したのだろう。

　これが先生の望んだ結末だ。

　でも、三つの選せん択たく肢しを選えらべないぼくは、四つ目の選択肢も選ばない──今は、まだ。三つのそれぞれに簡かん単たんに決められない理由があるのと同じように、これにもいくつかの選べない理由があった。この道に正しさがあるのは確たしかだが、全すべてが正しいわけではない。

　その理由の一つが、この声だと思った。

　正しく死んだとしても。遺のこされた人間は、どうなるのだろう。

　今までそこにいたのに。死んでいたとしても、その誰かの中では、確かに生きていたのに。

　まるでゲームの電源を切るように、小説を閉じるように、一方的に終しゆう焉えんする。もう自分は死んでいるから、と──その誰だれかの中で生きていた自分を無視して、自分を殺す。

　それは、死体が生きて迷惑をかけるのと同じレベルで無責任なことなのかもしれない。

　きっと、それも先生は承知の上で──意志と覚悟をもって、選んだのだろうが。

　ああ、そうだ。ベストの答えなど知らないぼくはただ道を伝えるだけで、向こうの選択には関与できない。する術すべがない。その無意味さと無責任さを感じた。

　こんな無力感の中でレンテンシアは役目を果たそうとしていたのかと、ぼくは受け継いだものの重みを再び思い知る。ひどく鬱うつ屈くつした重みだった。

　だが、ぼくは続けなければならない。彼女はこの重みを抱えながら、選せん択たく肢し自体の重要さを──知ることこそが後悔しない意志と覚悟を生むのだと信じ、伝えることを止やめなかったのだから。それが理由の二つ目。

　そして、もっとも大きな、三つ目は──

　歩きながら、ぼくはコの字に切り取られた中庭の空を見上げた。星が出ていた。

　ぼくはこうして無ぶ様ざまに身勝手に生きている。目的地も見えず、どこに行きたいかも決まっていないのに、ただ歩いている。醜しゆう悪あくな呪のろいを増やしながら──恥ずかしげもなく。

　許されない。許されるはずがない。

　でも、ぼくはやはり身勝手に願ねがう。それが三つ目の理由だ。

　もう少しだけ、こうやって惰だ性せいで歩いていたいとぼくは願う。

　とても馬ば鹿かな、一いつ緒しよに歩いてくれる奴やつの横顔を見ていたいとぼくは願う。

　たとえ罪でも、心地ここち良よい人間のふりをしていたいとぼくは願う。

「自分勝手すぎる願いだらけだな。ははは……星に願いを、なんて、笑えるほど普通でくだらなさすぎる──でも」

　囁ささやくように、あるいは頭上の光に語りかけるように、ぼくは足を止めて呟つぶやいた。

「その普通さも……誰だれかの命一人ひとり分くらいは、価値があること、なのかな」

　星は遠く、けれど確たしかに瞬またたき、息づいている。

　誰かを待つように。

　誰かの道みち標しるべのように。

　ほんの少しだけ、その星達の自由さを羨うらやましく感じながら。

　そこに還かえろうと微笑ほほえんだ女性のことを思い出して。

　先生もどこかに還ったのかな、とぼくは思った。




　けれど、ぼくはまだここにいる。

　もう少しだけ、砧きぬた川がわ冥めい子こと一緒に──生きていきたいと。

　千ち切ぎれてしまわないように。離はなれてしまわないように。

　それでも中途半端に指先だけを握るような、卑ひ怯きような臆おく病びようさで。

　そう願ったから。




　ぼくは再び歩き出す。

　手には、柔らかい感触が、まだ残っていた。







　あとがき




　三さん位み一いつ体たい思想などが示すように、宗教学やオカルト的に３は重要で神聖な数字とされています。そんな前置きがありつつ『ぼくと魔ま女じよ式しきアポカリプス』３巻をお届けします。奇き跡せきの数字のおかげか奇跡的に今までよりも（自分的には）早いペースでの刊行です。でもお待たせしました。ここまで来られたのは皆様の応援のおかげです、本当にありがとうございます。

　そして３は今回の新キャラの人数でもあります。とはいえ実際には完全な新キャラというわけでもなく、そのうち一人ひとりは１巻から、残る二人ふたりは２巻にサラッと登場済み。特に一人目の人は魔女カリ１巻の第一稿を書いたときにはモロにメインキャラだったうえに、２巻でも端は役やくとして出そうとしてましたが、「別にこの人いらなくね？」という神の一声で（あと分量の都合で）哀あわれ名無しさんに。今回ようやく名前を出せてほっとしたような気分です。既刊を読み直して頂くと「あのときあそこにいたのはこの人だったのかー」とまた新たな発見があるかもしれません。ないかもしれません。

　また、この本と同月発売の電でん撃げきｈｐ48号には『第３弾』となる魔女カリ短たん編ぺんが載っているはずです。第１弾は冥めい子こ、第２弾はレンテンシアにスポットを当てたお話でしたが、今回は……まぁ読んでのお楽しみということで。とりあえず私的にはちと珍しいタイプのお話かなと思います。今巻で予告通り大だい活かつ躍やくしている草そう太た君の出番もアリ（むしろ本領発はつ揮き）。興きよう味みのある方は是非どうぞ。バックナンバーはお取り寄せもできるはず。

　いやはや３だらけですね。ここで唐突に衝しよう撃げきの事実を言いますが、そもそもこのあとがきという空間すらその支配からは逃れられていないのです。ダヴィンチコードもオドロキ。これはどこかの秘密結社が関与しているに違いありません。没を２回喰くらった後のバージョン３というだけですが。




　さて、今回も様々な方々にお世話になりました。あらゆるレベルでこの本の作成にご尽力いただきました担当様、いつも素す晴ばらしいイラストでキャラに生命を与えてくださる藤ふじ原わら々わら々わら様、そしてこの本に関かかわってくださった全すべての方々。何より、応援してくださる読者の皆様に。心よりのお礼を申し上げます。

　今後の予定ですが、どうやら諸々の事情から次に皆様とお会いするのは別のお話で、ということになりそうです。『３』シリーズ目となる予定のそちらもよろしくお願ねがいします。

　それでは、また。





Now,《ApocalypseWitchMode 3》or《NightmareCrimsonForm》ends…









[image: ]







水みな瀬せ葉は月づき

鳥です。子供の頃、家でじーちゃんが孔雀を飼ってました。こちらから威嚇しないと羽を開いてくれないうえに毎日奇声をあげて喧しかった記憶が。最終的には猫科の獰猛生物つまり猫に網を破られて食物連鎖に呑み込まれた模様です。奴ら可愛い顔してハンターだぜ。
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藤ふじ原わら々わら々わら

どうも。部屋にCATV入れたのですが、まだペース配分が判らずに迂闊に寝れない状況の藤原々々です。お気に入りはアニマルプラネット。サメ特集とか目が離せません。というわけで魔女式３巻です。めでたい。今回も代替魔術師・砧川冥子の本体は内ふとももです。重要メモ。
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